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はじめに

文部科学省による青年海外協力隊への現職教員特別参加制度は、平成 14年度

派遣隊員から実施されました。派遣現職教員による任地における活躍と帰国後

の派遣経験の活用方法の共有、活用可能性の拡大を目的に開催される本シンポ

ジウムですが、お陰さまで今年度 2回目を迎えました。今回のシンポジウムで

は、文部科学省及び国際協力機構による制度と意義の説明の下、「国際教育J推

進の中核としての派遣現職教員の役割の重要性が確認されました。そして、帰

国した平成 14年度、平成 15年度の派遣現職教員による帰国報告と帰国後の活

動方策の提案がなされました。

シンポジウムの成果として報告書を通して皆様に広くお知らせしたいことの

第 lは、派遣現職教員が任国において、派遣現職教員の名を馳せるすばらしい

活躍をしていることですロお知らせしたいことの第 2は、帰国隊員の優れた教

育協力経験の活用の必要性が、「国際教育」の推進という国家政策の中で確認さ

れたことです。そして、お知らせしたいことの第 3は、帰国隊員がすでに教育

実践における派遣経験の活用を模索し、すでに「国際教育」の推進に着手して

いることです。

シンポジウムは三部で構成しました。開式に際しては、主催者である文部科

学省より井上正幸統轄官、協力者である独立行政法人国際協力機構からは松岡

和久理事よりご挨拶をいただき、文部科学省初等中等教育局国際教育課斉藤晶

子課長補佐より「国際教育の推進」についてご講演いただきました。第 1部で

は、派遣現職教員による活躍として 20人の帰国隊員による帰国報告をいただき

ました。第2部では、「国際教育J推進のための 3人の帰国隊員による帰国後の

活動事例を共有しました。最後に本事業の活動内容を紹介させていただきまし

た。本報告書は、それらの概要を収めています。

末筆ながら、日本中から集まった 171名の参加者にお礼申し上げますととと

もに、今後とも青年海外協力隊を通して派遣される現職教員支援の輸を、皆様

と広げていくことができればたいへん幸いで、ございます。皆様からのご提案を

お待ち申し上げます。

2006年 1月 31日

文部科学省 拠点システム構築委託事業

派遣現職教員支援課題

代表者磯田正美



ページ

p.ll 標題

平成 17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

「開発途上国における派遣現職教員の活躍」ー帰国隊員報告会一

報告書(平成 18年 2月発行)

正 誤

「開発途上国における…J 「発股途上国における υ 」， 

p.28後 中表紙 里子本純一教諭 ※ 里子本純一教諭

p. 29 新しく生徒を募集しなければなら 新しく生徒を募集しなければなら

真ん中あたり ない。もし生徒が集まったら ない。もし生 (改行)

p. 39 標題 ベトナム ベトナム派遣

p. 69 標題 佐伯市立宇目緑豊中学校 大分県佐伯市立宇目緑豊中学校

p. 93 標題 三条市立月岡小学校 新潟県二条市立月岡小学校

p. 129 標題 村上かおり 村上かおり

p. 157 標題 コ里子 光雄 三野光雄

p. 197 標題 桑名市立深谷小学校 二重県桑名市立深谷小学校

pp. 211~212 改行時の字下げを 1字下げに 改行甘Itの字下げが 2宇 FげのfL1所

p. 227 標題 五イ専木 浩樹 五イ専木浩樹

p. 267 標題 草津市立老上小学校 滋賀県草津市立老上小学校

p. 313 標題 池田 一成 池田一成

平成 18年 5月 1日現在 (文責茅野)



目次

プログラム

拶

拶

演

挨

挨

講

文部科学省国際統括官 井上正幸

国際協力機構理事 松岡和久

「国際教育の推進j

文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐斎藤品子

3

1

9

 

1

1

 

派遣現職教員の活躍

アジア分科会

中山 晴美 (14-1，カンボジア，体育)

(小諸市立美南ガ丘小学校)

清水大格 (15-1，ベトナム，小学校教諭)

(二宮町立二宮小学校)

海老沢穣 (15・1，マレーシア(西)，養護)

(東京都立小金井養護学校)

工藤 昭正 (15-1，パング、ラデ、イシュ，理数科教師)

(佐伯市立宇田緑豊中学校)

西山 晃弘 (14・1，ネパール，理数科教師)

(群馬県立勢多農林高等学校)

中南米分科会

里子本 純一 (15-1，ボリビア，小学校教諭)

(三条市立月岡小学校)

金戸裕美 (15-1， .ジャマイカ，養護)

(富山県立となみ養護学校)

上野美奈子 ( 15-1，ホンジュラス，小学校教諭)

(牛久市立岡田小学校)

村上かおり ( 15-1，エクアド、ル，小学校教諭)

(鳥取市立湖東中学校)

棲井麻利子 (15・1，ニカラグア，家政)

(新潟県立白根高等学校)

アフリカ分科会

三野 光雄 (14-1，ウガンダ，理数科教師)

(大阪府立成城工業高等学校)

。フ
今
'
-

。フ
今，“

39 

57 

69 

77 

93 

，、J
A
U
 

1
 

-
今，
hl

 

。フ
今
'
Ml

 

139 

マ，，、dl
 



谷 昌亮 (14-1. タンザニア，理数科教師)

(尼崎市立尼崎産業高等学校)

宮村香 (15・1. ザンビア，小学校教諭)

(桑名市立深谷小学校)

加藤嘉文 (15・1. ザンビア，養護)

(和歌山県立和歌山ろう学校)

五侍木浩樹 (15・1.ジンパブヱ，小学校教諭)

(新潟県立佐渡高等学校)

大洋州・欧州分科会

藤田 昌美 (15-1. ウズベキスタン， 青少年活動) ・・・・・・・・・・・・ 257 

(長野市立鬼無里中学校)

校重 美香 (14・1.パヌアツ，小学校教諭) ・・・・・・・・・・ 267

(草津市立老上小学校)

堀口 かえで ( 15-1.ルーマニア， ソーシヤルワーカー) ・・・・・・・・・・・・ 287 

(大東市立谷川中学校)

荻野 晃子 (15-1. マーシャル，小学校教諭) ・・・・・・・・・・・・ 303 

(岡山市立南輝小学校)

池田 一成 (14-1. ポーランド，体育) ------------ 313 

(東京都立第一商業高等学校)

Z
J
 

守
，l

 

197 

ーーラ
&

• • • • • • • • • • • 
・

守
，

今
，
“

今
，
ゐ

• • • • • • • • • • • 
・

帰国後の活動と協同 ・・・・・・・・・・・・ 325

渡部 和江 (久万高原町立美川|中学校) ・・・・・ ・・ ・・・・・ 325 

(15-1. ガーナ， 家政)

永月 明子 (城山町立川尻小学校)

(15-1. パラグアイ，音楽)

関野貴之 (秦野市立鶴巻小学校)

( 15-1. パヌアツ，小学校教諭)

ε
、“今‘J勾‘J

• • • • • • • • • • • 
・

守
，

S
U守今‘d

• • • • • • • • • • 
・

派遣隊員へのe・支援事業等と拠点システムの取り組み . . . . . . . . . . . . 361 
筑波大学教育開発国際協力研究センタ一議田 正美

資料

1 rThe IndependentJ記事 (July 24. 2005) -・ ・・・ ・・・.. . . 365 

2 rThe IndependentJ記事 (July 24.2005) . . . . . . . . . . . . 366 
3 「京都新聞」記事 (平成 17年 9月 28日付) . . . . . . . . . . . . 367 
4 「中日新聞J記事 (平成 17年9月 29日付) . . . . . . . . . . . . 368 

ー



5 「神奈川新聞J記事 (平成 17年9月 30日付) -・・・・・・・・... 369 

6 「日本教育新聞」記事 (平成 18年 1月 23日付) -・・・・・・・・・・. 370 

7 「教育新聞J記事 (平成 18年2月9日付) -・・・・・・・・・.. 371 

8 r JOCVNEWSJ (平成 18年 2月 15日付) -・・・・・・・・... 372 

9 速報つくば 2005年 15号 . . .・・・.. . . . . 373 

10 速報つくば 2006年 2号 -・・・・・・・.. . . 374 

11 シンポジウム案内 -・・・・・・..... 375 



平成 17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

『開発途上国における派遣現職教員の活躍j 帰国隊員報告会

プログラ ム

10:00 開会

プログラム 1

挨拶文部科学省国際 統括官井上正幸

挨 拶 国 際 協 力 機 構 瑳事松岡和久

講演 「国際教育の推進J

文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐驚藤晶子

一分科会へ移動ー

11: 1 0 プログラム 2 派遣現職教員の活躍 4分科会:発表各 30分(質疑込み)

アジア 中南米 アフリカ 大洋州・欧州

(中会議場1) (中会議場 2) (中会議場 3) (会議室 202+203) 

11: 1 0 中山晴美教諭 野本純一 教諭 三野光雄教諭 藤田昌美 教諭

(14-J) (15-1) (14-J) ( 15・1) 

小諸市立美南ガE小学校 三条市立月間小学校 大阪府立成城工業高等学校 長野市立鬼無里中学校

(カンボシア，体育) (ポリビア，小学校教諭) (ウガンダ，理数科教師) (ウズベキスタン，青世年括動)

11 :40 清水大格教諭 金戸裕美教諭 谷自売教諭 枝重美香教諭

(15-1) ( 15-1) (14-J) ( 14・1) 

二宮町立二宮小学校 富山県立となみ養護学校 尼崎市立尼崎産業高等学校 草津市立老上小学校

(ベトナム，小学校教諭) (ジャマイカ，養護) (クンザニ7，理教科教師) (パヌ7"/，小学校教諭)

一昼食 (12・10-13:15) ー

13: 15 海老沢穣教諭 上野美奈子 教諭 宮村香教諭 堀口かえで娘繍

(15-1) (15-J) (15-1) ( 15-0 

東京都立小金井養護学校 牛久市立岡田小学校 桑名市立深谷小学校 大東市立谷川中学校

(マレ}シア(西)，養護) (ホンジュラス1 小学校教諭) (ザンピア，小学校教諭) (ルーマニア， 1-シャルワサー)

13:45 工藤昭正教諭 村上かおり教諭 加藤嘉文教諭 荻野晃子教諭

( 15・1) (15-1) (15-1) ( 15-1) 

佐伯市立宇目緑豊中学校 鳥取市立湖東中学校 和歌山県立和歌山ろう学校 岡山市立南輝小学校

(バングラTインュ，1/量科教師) (エクアドル，小学世教諭) (ザンピア，養護) (マーンヤル，小学校教諭) I 

14: 15 西山晃弘教諭 懐井麻利子教諭 五侍木浩樹教諭 池田一成教諭

( 14・1) (15-1) (15-1) ( 14・1) 

群馬県立勢多農林高等学校 新潟県立白根高等学校 新潟県立佐渡高等学校 東京都立第一商業高等学校

(ネノ{-}レ，理数科教師) (ニカラグア，家政) (ジンパプエ，小学校総由) (ポーランド，体育)

ー全体会へ移動(含む休憩)ー

1 -



15: 15 プログラム 3 帰国後の活動と協同

-帰国後、派遣経験を生かした教育活動事例報告 (20分 X2件)

渡部和江教諭 (15・1)久万高原町立美川中学校(ガーナ，家政)

永月明子教諭(15・1)城山町立川尻小学校(パラグアイ，音楽)

・「インターネットライブ授業j の報告(30分)

関野貴之教諭(15-1)秦野市立鶴巻小学校(パヌアツ，小学校教諭)

16:25 プログラム 4 派遣隊員へのか支援事業等と拠点システムの取り組み

筑波大学教育開発国際協力研究センター 磯田正美

16:40 質疑

16:50 閉会

17:00 懇親会(会費 1，000円)
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挨拶 文部科学省国際統括官 井上正幸

挨拶 国際協力機構理事松岡和久

講演 「国際教育の推進J

文部科学省初等中等教育局

国際教育課課長補佐斎藤晶子



国際協力の現状と現職教員派遣への期待

井上正幸

(文部科学省国際統括官)

、.......~ 三元高官4・

皆様おはようございます。本日は文部科学省と国立大学法人筑波大学の共催、それから

JICAのご協力により、昨年に引き続きまして、開発途上国における派遣現職教員の活躍とい

うテーマで、途上国に派遣された先生方、又はこれから派遣される先生方、あるいは関係の

皆様にお集まりいただきまして、お話を伺う、経験を伺う、という機会をもてたことを主催

者として大変喜んでいます。後ほど、どのようなご活躍をされたかという事についてお話が

あるかと思いますが、私のほうからは挨拶というよりは、国際教育協力の現状がどうなって

いるのかということにつきまして若干お時問いただき、このシンポジウムのイントロダクシ

ョンという事にさせていただきたいと思います。

すでに途上国に行かれた方はご存知だと恩いますが、世界的に、すべての人に教育を与え

るということが大きな国際的なアジェンダになっています。世界で 1億人の子どもたちが未

就学でありますし、 8億人の人たちが字が書けないということが大きな問題になっています。

それがサハラ以南のサプサハラと南西アジアに沢山の方々、それから飢えと貧困で毎日 2万

5千人が亡くなっているというのが世界の現状です。なぜ日本がこういったところに協力を、

教育の分野で支援しなければいけないのかということなんですが、一つは貧困の削減を目指

すということ、あるいは人間の安全保障とエンパワーメント、あるいは国づくりを支える人

材育成、それからグローパル経済と知識型社会に対応する人材の育成を目指す中での教育分

野の支援ということが日本の ODA海外政策の大きな柱になっているわけです。

その世界的な潮流を見ますと、これは先ほどの話の繰り返しになるんですが、 2000年4月

にはダカールで世界教育フォー矛ムが開かれております。それからその年の 9月にはミレニ

アムサミットということで、国連ミレニアム開発目標、ミレニアムデベロップメントゴール

が定められています。更には2002年ではG8サミットで初めて教育支援の重要性が確認され、

成長のための基礎教育のイニシアティブが始まりました。

日本は今までそのような流れの中でどのようなことをしてきたかと言いますと、従来より

開発途上国に対する ODAの体制を敷いているわけですが、国づくりと人づくりということ

をより焦点化しています。各国ともいろいろなニーズがあるし、いろいろな状況があるかと

思いますが、もちろん各国が自分たち自身でやることがこの人材育成にとって非常に大事な

ことだと思います。それをどのように支援していったら良し、かということが、ひとつの重要

な柱だと思っています。

実は ODAというのは予算も非常に厳しくなってきでいます。外務省が多くの ODA予算を

持っているところですが、文部科学省の ODA予算は政府で第 3番目です。第 3番目ではあ

- 3 
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りますが、その 97%は留学生交流に充てられています。文部科学省はJ1CAあるいは JBICと

いった ODAの予算と人材がいるところと連携を取りながら仕事をしていくというのが今の

状況です。

国際協力をもう少し詳しく申し上げますと、留学生の交流、あるいは学術交流・研究交流

というのも大事ですし、それから国際機関との連携、それから先ほど申し上げましたように、

J1CAとの協力があります。このJ1CAとの協力では、専門家が JICAから派遣をされており

ますし、あるいは途上国から来た研修生を、各種関係機関で受け入れ、研修しております。

また、青年海外協力隊事業、現職教員の特別参加制度を通じまして JICAと協力、連携を取

りながら仕事をしていくということです。そのほか JBICとの連携ということもございます

し、それから国際的な機関 UNESCO、世銀あるいは国際連合といったような機関との連携を

取りながら仕事をしていくというものです。

文部科学省としては、このような仕事をしていくために、国際教育協力懇談会(文部科学

大臣の私的懇談会)の提言を踏まえ、拠点システムの構築、あるいは大学における国際開発

協力の推進、青年海外協力隊現職教員特別参加制度、あるいは、紛争終結後の国づくりにお

ける教育復興の支援を行っています。この国際教育協力懇談会において、これは4年前に開

きまして、報告が出されましたが、この現職教員派遣の充実ということ、あるいは拠点シス

テムを充実するということが、この懇談会の一つの成果でありまして、我々はそれに沿って、

政策を進めているところです。

この拠点システム構築事業というのは、以前は必ずしもシステマティックではなくて、あ

る大学のある先生がある国に行って協力をするうえで、どうしても知見、経験というものが

集約されずバラバラでありましたことから、この協力経験の蓄積、共有化を図るために、拠

点システムによる国際協力を開始し、筑波大学を初めとする拠点大学等に運営していただい

ているところです。

青年海外協力隊現職教員特別参加制度につきましては、一つは文部科学省から JICAに推

薦のあった方々について 1次選考の筆記試験を免除すること。もう一つは、訓練および派遣

期間を 4月から翌々年の 3丹までの 2年間に短縮すること、通常は2年 3ヶ月になるわけで

すが、いわゆる学期、 4月から始まって 3月に終わるということや、教育委員会等の人事も

ありますので、できるだけ現職の先生方が参加しやすい条件を整えたということです。その

実績を見ますと、平成 13年度から開始して、 17年度では派遣予定者数が 89名になっていま

す。当面これをぜひとも 100名にしたいと思っておりますので、各関係の先生方、また教育

委員会の方々に是非ご協力をいただければ、大変ありがたいと思っております。

そのほか紛争後の国の教育復興支援につきましては、アフガニスタン、これは 2001年の

アフガン戦争の後、例えば女子教員の研修を日本の五つの女子大学で実施、 JICAを通じて教

育アドバイザーを派遣、あるいはカブール大学の復興を支援するなど、アフガンの教育復興

に取り組んでいます。

J1CAの派遣専門家につきましては、主に教育、保健医療、農林水産などの分野で派遣され

ています。それから、小中高等学校の先生が全体の中で 9名ということですが、この現職教
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員特別参加制度で行かれた方々には、その経験を生かして、将来 JICAの派遣専門家になっ

ていただく事もお考えていただければ、大変ありがたいと思っております。

忌後に、なぜこの現職教員派遣に意義があるかということですが、 一つには、先方の国が

利益するということです。 ODAによる国際教育協力というのは、是非これが必要だと思う日

本の人たちの支援がなければできないわけです。文部科学省にとって、日本にとって、どう

いうメリットがあるのか、という事も考えなければならないし、あるいは、行かれる先生方

にとってどういうメリットがあるのかということも考えなければなりません。途上国におけ

る様々な体験を学校の中でも、教室の中でも、あるいは学校の外でも還元出来るかと思いま

す。ここに掲げてありますように、コミュエケーション能力の向上、あるいは概念化能力の

向上、あるいは日本の教育の再認識、あるいは異文化理解の向上。これが日本の教育現場に

おける効果、つまり途上国での緩験というのは、日本の教室よりも分かりやすい授業をどの

ように行ったら良いんだろうか、非常に難しいところで、問題を解決しながらやってきたわ

けですから、それをどのように日本の教室で出来るのか、日本の教育のいいところはどこな

のか、そして内なる国際化をどのように実現して行ったら良いのかということが、実はこの

事業を通じて、日本が、あるいは日本の教育が得る大きな利点なのではないかと思っていま

す。

そういうことで、これから行かれる先生方に、大いに期待をしておりますとともに、帰国

された先生方から、ぜひ沢山のことを学びたいと思っています。本日のシンポジウムがそう

いったことに役立てば、主催者として、大変うれしく思うところです。簡単ですが、ご挨拶

に変えさせていただきます。ありがとうございました。

- 5 ー
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す J軍 最後に

。現臓教員派遣への期待

-これから派遣される皆穣へ

重lI!tや生活笥混E戸惑うかちしれま営んが‘叡貨と
じて.青年恵91111力隊としての揺り在籍ってl'il遣し
てい定だき.t1'rJt1'.えのない鍵車震を積んできて下さ

い.

.帰国された皆様へ

墨葉、皆稲田健5査をあらゆる也会をとらえ.子どち
たち・同僚・友人・鍵掴等々E伝えてitiげて下さb、

坦
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、色与E

平成 17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

「発展途上国における派遣現職教員の活躍』

松岡和久

(国際協力機構理事)

官-宅耳扇E

皆様、あけましておめでとうごいます。 JICAの青年海外協力隊を担当しております松岡と

申します。当セミナーについては昨年も出席させて頂き、帰国された先生や、これから派遣

される教員の方のお話を聞き大変勉強になりました。

本日は、井上統括官のご説明と重なる部分があるかとは思いますが、現在の JICAの協力

の状況等についてご説明させて頂き、私の挨拶に代えさせていただきたいと思います。

こちらは日本政府の協力政策の変遷をまとめたスライドになりますが、最初の ODA大網

が 92年に制定され、その後 90年代にかけて教育関係の ODAが増えてきております。そし

ていわゆる BEGINと呼ばれる「成長のための基礎教育イニシアティブJがカナダサミット

で提唱されまして、 2007年までに 2，500億円以上の教育分野に対する支援を行うことになり

ました。この教育重視の流れの背景としては、 1990年の「万人のための教育世界会議」が大

きなきっかけになっているのではないかと思います。また、 2000年の「ミレニアム開発目標j

は同様に重要な目標です。この重要な「ミレニアム開発目標」の特徴としては、 2015年とい

う目標年次を定めて、 2015年までに全ての人に教育を与えましょう、あるいは 2015年まで

に貧困を半減しましようといったように、具体的な目標値を設定した点が非常に意味のある

ことではないかと思っております。

次に ODAについてご説明します。 ODAは、大きく分けて無償資金協力、技術協力、円借

款の 3つに分けられます。無償資金協力は小学校の建設などがその典型です。そして、技術

協力。協力隊の皆様の予算はこちらに含まれています。技術協力のなかには JICAの専門家

や留学生も含まれます。それから、円借款。円借款についてはグラフからわかりますように、

年度によって変動があります。この予算配分の実施機関、いわゆる分担については、無償資

金協力は外務省が実施、技術協力は JICAが実施、円借款については JBICが実施しておりま

す。

次に JICAの教育援助方針の変遷についてご説明します。 1990年の IEducationfor All世界

会議」を契機として、 JICAでの教育援助方針を見直しました。具体的には、従来の高等教育

を重視する協力から、基礎教育に重点を置いた援助方針を昨年まとめあげました。重点分野

としては、就学率の向上や教育の質の改善、女子教育の forma1education、そして教育マネジ

メントの改善が挙げられます。現職教員の先生方については、教育の質の改善という点で関

わっていただけるものと考えております。さらに、教育に対する取り組みは地域によって異

なるため、アフリカに対する協力の援助のあり方や、あるいは中南米に対する教育協力のあ

り方を作り上げました。また、アジアに対する教育協力のあり方も今後作っていく予定です。
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こちらは教育分野の技術協力の実績の変化ですけれども、 91年時点で 150億円くらいの規

模であったものが、 2003年では 300億円くらいに倍増しています。シェアについてもやはり

10%から 20%と、倍増しています。ところが皆さんご承知のとおり、 ODA予算は 1997年を

ピークに全体ではもう 3分の l以上削られております。それに伴い JICA予算も 1997年をピ

ークにかなり減っておりますが、教育協力につきましては増加しており、ニーズに合わせた

予算配分が行われております。こちらは現在の JICA実績の内訳です。この赤い部分が基礎

教育、いわゆる初中等教育ですが、 95年あたりから比べると増加しているということが分か

ります。これにより、し、かに基礎教育を重視しているかお分かりになるかと思います。

地域に対する協力割合を見ると、左側の教育協力全体ではやはりアジアが中心になります

が、基礎教育協力でみていきますと、アフリカがアジアよりも増えていることがわかります。

これは主に基礎教育分野ではアフリカが一番進学率も低く、問題も多いためであります。

また、形態別にどのように JICA予算が配分されているかと申しますと、ボランティアの

割合が 43%となり、教育分野ではボランティアが占める割合が大きいことがわかります。技

プロというのは技術協力プロジェクト、いわゆる専門家を 3、4名グ、ループとして派遣して協

力する形態を指します。次にこの右の円グラフですけれども、基礎教育部分の半分はボラン

ティアの方々が活躍して頂いており、ここでは皆様のように現職教員の方々の協力により行

われているということでございます。

次に青年海外協力隊の説明をいたします。青年海外協力隊は、昨年で 40周年を迎えまし

た。当初は 5カ国ぐらいしか派遣していなかったわけですが、現在では 73カ国に派遣するよ

うになっております。現在年間だいたい 2.500人くらい現地で活躍しておりまして、その累

計では 27，000人を超えて派遣してきました。教員の派遣については言えば、退職して行かれ

る方々も含めますとだいたい毎年 200人から 250人くらいの方々が海外に出ています。累計

では 1，000人以上の先生方が OBとして現場に戻って活躍しているという状況になっており

ます。

こちらは協力隊の派遣実績ですが、最初のころの 29名の派遣から、今年度派遣した隊員

が約 1 ，300 名となり、 2 年間滞在することを勘案すると、およそ 2，500~2， 600 名を海外に派

遣しているということになります。協力分野については、最初の頃は農林水産分野や自動車

整備のような保守操作部門が多かったのですが、最近では、こちらの黄色い教育分野の部分

と灰色の保健衛生分野というのが圧倒的に多くなっており、これは現在の途上国のニーズ、の

変化なのではないかと思います。

次に現職教員特別参加制度のお話をします。現職教員特別参加制度では、先生方の給料の

80%を各自治体に対して補てんすることになっております。残りの 20%については各自治体

等で負担していただくことになりますが、この 20%が昨今の財政事情の影響もあり、大きな

負担になっているということも伺っております。この点につき、ある自治体では、これまで

財政上の問題から、合格者全員を派遣することができませんでしたが、今年度から、派遣中

は現在の給料を 2割カットするが合格者については全員派遣すると方針を変更したところ、

これまで年間 l名程度しか派遣できなかったものが、来年には 20名を超える先生方を派遣す

12 --



る予定になっております。

これまでの派遣実績を見ると、 63、56、64、82、87名というように、だんだん増加してい

ます。予算的には 100名を確保しており、残念ながら目標には至っておりませんが、少しず

つこの制度も理解が進んできたと認識しています。現職教員についての分析を行ったところ、

協力隊で派遣する 20歳から 39歳の先生方の割合は、九州各県が多いことがわかります。次

に北海道。反対に大都市閣は若い世代が少ない県が多くなっております。

推薦者に一ついては、母集団に対する推薦者数という割合になりますと神奈川、京都、奈良、

千葉、北海道が多いということです。これが合格者数になりますと、神奈川、静岡、東京の

順番となります。参考までにデータをご紹介させていただきました。

私の話は以上でございますが、 '18年度から隊員として行かれる先生方は、先輩隊員の報告

を聞いて勉強して頂きたいと思います。現職教員特別参加制度について、私どもが現在課題

として忍っておりますのは、現地で活動する隊員をどのように支援していくかという点が一

つ挙げられます。例えば一人で活躍している場合に、どうしても応援が必要だというような

時にどうするかという問題です。これについては、短期派遣制度を利用して、例えば学校の

夏冬休みに、周りの同僚の方々に応援していただくということが考えられます。あるいはシ

ニアボランティアの活用についても今後の検討課題として考えております。さらには、皆さ

んが隊員として派遣されている問、現地と所属学校の交流に対する支援も積極的に行いたい

と思います。先日も北海道の小学校とサモアの小学校との交流授業を行いましたし、筑波大

学でも交流授業等々行っているとのことですので、それらに対する支援をさせて頂きたいと

思います。

最後に帰国後の現職教員の方々のネットワーク作りも重要です。ネットワークを通して私

どもの教育協力に対するアドバイスを頂ける様、引き続きよろしくお願いしたいと思います。

長い間ご静聴頂きありがとうございました。

勺
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平成17年度
文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム
「開発途上国における派遣現職教員の活躍」

国際協力機構

理事松岡和久
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開発途上国の現状

-小学校に行けない予侠の敏
1113000万人(およそ5人に1人}

・小学校に入学しても寧織できない子供の敏
1億5000万人

-文字が霞めない人の敏
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日本の教育楊勘に畢毛響多

与えている国際的会合や宣言
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JICAの教育分野の枯術協力婁錨

三盆皇室1じ

". 
3ω 

-'印
届醐
E間

'00 

50 • 

‘
.
徹
宵
分
野
立

JICAの教育分野の控術協力婁繕

~サブセウタ-'il1l肉訳

四

JICAの教育援助方針
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青年海外協力隊について

・世界73カ国lこ2，650名(肉女性1，500名)派遣

(累計27，521名【肉女性10，916名】)

・農業隊員からスポーツ隊員までさまざまな職

種が存在(17年度秋募集Iま124職種)

・原則2年間の派遣

・選考誌験(筆記試験、面接訴験)→派遣前訓
練(70日間)→派遣(2年間)→帰国

2005年

分野別比較 1975&2005

白星林水産

・加工

白憧守樺作

口土木建築

ロ憧憧衛生

口重育文化

ロスポーツ

1966年
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年度別派遣実績
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現職教員特別参加制度の概要

(1 )学期制にあわせた派遣期間を設定

→4月訓練参加→7月派遣→
2年後の3月に帰国司4月職場復帰

(2)教育委員会、文部科学省からの推薦により

青年海外協力隊の1次試験を免除

(3)派遣される教員の人件費の80拍を上限として

JICAから教育委員会へ補填
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現職教員特別参加制度の分析①現職教員特別参加制度の実績
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現職教員特別参加制度の分析②

l順位
推薦率が高い 累計推薦者数

都道府県 (H13年度-17年度)

1神奈川 0.68% 73人

2京 都 0.53% 21人

3奈 良 0.46% 12人

4干 葉 0.40% 39人

5北海道 0.40% 85人

?雀諸事=
2盤0-草3盆g般2の2 
敏.~

""号写宅受敵員蝿十訓回目順告"

現職教員特別参加制度の分析③

得ヨ雪 竿理受験貝岨 憎檀緩雀.，

順位 合格率が高い都道府県
累計合格者数

(H13年度-17年度)

1神喪川 0.32‘ 35人i

2静 岡 0.23官 30人

3東 成 0.22鳴 49人

4瞳 』事 0.20刈 14人

5葺 良 O. 19鳴 12人
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JICAにおける教育現場との連携

神奈川新llII2005年9月30日付
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教師海外研修

{サモアの小学校を訪問}

出前講座



今後の取組みについて

.短期派遣制度の活用

-シニアボランティアへの特別制度の拡大

.帰国教員のネットワーク化

ご静聴ありがとうございました
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国際教育の推進

~国際社会を生きる人材を育成するために~

斎藤晶子

(文部科学省初等中等教育局国際教育課)

、ー詰E 宅五両五τ-
おはようございます。文部科守省初等中等教育局国際教育課の斎藤です。本日は、昨年 8

月に取りまとめられました「初等中等教育における国際教育推進検討会の報告」と、その報

告を受けた文部科学省の取組についてお話させていただきます。

まず、本日の説明の内容でございますけれども、検討会の概要についてご紹介の後、報告

の内容について説明します。報告は大きく、「国際教育推進のための基本的視点、」、『国際教育

に関する現状と課題」、「国際教育充実のための方策J、という 3部で構成されております。最

後に、本報告を受けて、文部科学省として来年度の予算案に盛り込みました新規事業につい

てご紹介させていただきます。

それでは、まず「初等中等教育における国際教育推進検討会」設置の趣旨についてですが、

初等中等教育における国際性の伸長に関わる分野として、「海外子女教育」、「帰国児童生徒教

育・外国人児童生徒教育」、それから「国際理解教育Jといった分野がございます。本検討会

は、これら国際教育の各分野について新たな情勢の変化に対応した施策の充実を図るととも

に、それらの分野の有機的な連携を図り、初等中等教育における国際教育の推進のあり方に

ついて、今後とるべき具体的な方策を提言するという目的で設置されたものです。本検討会

では委員として小・中・高の学校の先生方、研究者、民間企業の方々や NPO、国際機関、マ

スコミの関係者にご参加いただき、 10固に渡り議論を重ね、昨年 8月報告としてまとめられ

ました。

次に、報告についてご説明します。本検討会の報告の性格を一言で言いますと、国際化し

た社会を生きる人材を育成するため、国際教育推進の基本的な方向性を示すとともに、国際

教育を取り巻く現状と課題を多面的に捉えた上で、今後の国際教育の充実のための方策につ

いて提言したものということができます。このような検討の背景には、グローパル化の進展、

個人レベルの国際化の進展、それから多文化共生社会の到来があります。本検討会では、こ

のようなあらゆる点でグローバル化の進展している社会を、日本と国際社会という関係では

なく、地域社会や日常生活のあらゆる箇が国際化していると捉え、国際化している社会と位

置づけ、そのような社会においては、国際関係や異文化を単に理解するだけではなく、自ら

が国際社会のーー員としてどのように生きていくかという主体性を強く意識することが必要、

という認識を示しております。

次に、このような国際化した社会においてどのような人材が求められているのかについて

ですが、本検討会では、とれまでの中教審の方針等の延長線上に、これからの人材には、「異

19 



文化や異なる文化をもっ人々を受容し、共生することのできる力、自らの国の伝統・文化に

根ざした自己の確立、自らの考えや意見を自ら発信し、具体的に行動することのできるカが

求められているj としています。特に、本検討会では、自己を確立し相互理解を深め共生し

ていくためには、 3つ自の力を特に重要と考え、主体性や発信力、そして行動力の育成を強

調したものとなっています。

ここで、国際教育の定義についてお話したいと思います。本検討会では、国際教育を、「国

際社会において、地球的視野に立って、主体的に行動するために必要と考えられる態度・能

力の基礎を育成するための教育」としています。ここでご留意願いたいのは、国際理解教育

に代わるものとして、国際教育を推進していこうとしているものではないということです。

本検討会では、国際化した社会に通用する人材を育成するという観点から、国際理解教育に

加えて、帰国児童生徒教育、海外子女教育、外国人児童生徒教育など、各分野の成果を踏ま

えた教育のあり方として、国際教育の推進を提言しているものです。また各分野の充実を図

るためにも、これまでの分野で蓄積された人材や経験、手法、それから教材などを有機的に

連携することを効果的と考え、国際教育を推進していく中で各分野としても充実を図ってい

こうとするものです。

そのような国際教育を推進するために、以下の 3つの視点に立って現状と課題を分析し、

何をすべきかということについて検討を行いました。すなわち、第 1には「学校における国

際教育の実践カの向上Jと「学びの広がり・深まり」をもたらす授業づくりというのはどう

あるべきか、第 2に、「外部の人材や組織など国際教育に関わる資源を学校教育で活用するた

めの共有や連携支援のための支援体制の構築はどうあるべきかj、そして第3に海外子女教育

について、「海外の先駆的な取組を日本の学校教育に生かすjという視点を持って見直すべき

ではなし、かということです。

それでは国際教育を取り巻く現状と課題についてですが、まずは、第 1点目として、授業

の実践という観点からは、一部の教員任せで、学校全体の取組になっていないという傾向、

それから英語をやれば国際理解ができているというような誤解、単なる体験や交流に終わっ

ているといった指摘がありました。第2点目の「教員の指導力Jという観点からは、「研修の

重要性について認識されていなしリ、「指導案作成や教材開発といった実践的な研修がない」、

それから「国際教育に携わる中核的立場の教員が不足している」といった指摘がありました。

第 3の海外派遣教員の活用という観点からは、「海外派遣教員の経験や能力が十分に生かされ

ていなし、J、「海外派遣教員を評価・活用するという方針・方策がないj、それから「海外派遣

教員の情報発信を支援するような体制がないJといった指摘がありました。また、「学校の外

部資源の活用」という観点から、「外部の人材や組織に関する情報が不足しているj、「学校と

外部を結びつける機能がない」といった指摘もありました。この他にも、学校の多国籍化・

多文化化、それから海外子女教育の観点からも、いくつかの課題が指摘されました。

さて、以上のような基本的視点、そして現状と課題を踏まえ、今後国際教育を充実させる

方策についてどのような提言がなされているのかを見ていきたいと思います。本検討会では、

今後の方策を 3つの観点すなわち、 1つ目が「学校教育活動における国際教育の充実」、 2つ
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目が「国際教育資源の活用と連携のための支援体制の構築J、3番目が「海外子女教育の充実j

という観点から検討しております。まず、第 1点目の学校における国際教育の充実ですが、

これは、まず授業づくりという点について指摘をしております。学びが広まり深まる授業づ

くりという点では、各教科において国際教育の視点を持って、教科と総合的な学習とを関連

づけたカリキュラム編成を行うことを提言 しています。そしてそのような授業づくりを支援

するため、国際教育に関する優れた実践授業を提供することや、地域の実情に合った学習内

容や方法の開拓、インターネットや ITの活用、また外国語と国語教育の充実を提言していま

す。また、第2点目として、教員の実践力の向上について提言しています。そのための方策

として、教員養成課程における専門的講座の設置や授業の中身の改善、それから現職教員に

対する参加型実践型のワークショップの実施を、 NPOや大学等と連携して行うことを提言し

ています。また校内研修の充実や、教員の海外派遣の拡充についても提言 しています。 さら

に、第 3点目として直接的な異文化体験の重視という観点から、留学、海外修学旅行や姉妹

提携などの交流活動の推進を提言しています。特に海外からの受入れの充実やアジア諸国と

の交流の促進のため、優良な交流事例の普及、交流を希望する学校に対する情報提供などを

提言 しています。

続いて、国際教育資源を活用しつつ、地域の人材や組織の連携のための支援体制を構築す

るための具体策が提言されています。まず、海外派遣教員の活用という観点では、教育委員

会に対して海外派遣教員が国際教育を担当するなど、その経験や力量を生かせるような人事

配置を行うことを求めています。また、派遣教員に対しても個々人がその経験や成果を積極

的に普及していくことを求めています。そして派遣教員やその関係団体が情報発信できるよ

う、海外派遣教員のネ ットワーク化や各種研究協議会における研究発表などを促すことが提

言されています。さらに、国際教育を専門とした人がキャリアアップを図っていけるような

仕組みが必要ということも提言しております。続いて、地域における協働の促進という点で

は、学校における国際教育の活性化、多様化や地域の広がりを一層促進するための方策とし

て、地域の国際教育ネットワークを形成し、学校の外部にある組織と学校、教育委員会とを

結びつける仕組みゃ体制を整備し、国際教育資源の掘り起こし、データパンクの整備などネ

ットワーク化を行うことなどにも言及しています。

そして最後に、海外子女教育についても、その成果を検証して情報発信を行うこと、それ

から実態やニーズを調査した上でそれらを踏まえた充実方策について検討を行っていくこと

を提言 しております。

以上の説明を 1枚にまとめたものがポイントを示した図となります。なお、検討会そのも

のの内容は文部科学省ホームページに掲載されていますので、関心のある方はホームページ

をご覧いただければと思います。

さて、先程申し上げたような充実方策、改善方策が中程の部分に示されていますが、これ

ら方策を受け、最後に、国として特に学校における国際教育の充実と、地域の国際協力資源

の有効活用に焦点を絞り、効果的に推進していくことが盛り込まれています。それが国際教

育の総合的な推進の部分となります。これを事業化したものが平成 18年度予算に「国際教育
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推進プランj として盛り込まれました。

そこで最後に、この報告を受けた文部科学省の取組について説明させていただきます。

文部科学省としては、学校における国際教育の充実と、国際教育資源の有効活用を図るため、

平成 18年より、新たに「国際教育推進プラン」を実施することとしています。国際教育推進

のイメージが、このポンチ絵にあります。まず三角図の上にある先進的な取組の推進におい

ては、中核となる学校を中心に、地域の実情や特色を生かしたモデルカリキュラムや教材の

開発を行い、国際教育の質の向上を図ることにしています。次に、三角の下の部分にある国

際教育の資源の共有化、連携促進においては、地域の国際教育資源の共有化や連携を促進し、

学校における国際教育を支援六るための裾野を広げます。このように、質の向上と裾野の拡

大を同時に進めることによって国際教育を推進する体制を整備していきます。そして、これ

らの取組を通じて得た成果を文部科学省のウェブサイトや全国フォーラムを通じて情報発信

し、全国へ普及還元し、日本全体の国際教育の振興を図っていきたいと思います。

さて、この「国際教育推進プラン」ですが、平成 18年度の予算案においては約 5，500万円

の規模で実施することにしています。この事業について多少具体的に説明しますと、国際教

育を推進する拠点となる地域を 8地域指定し、各市町村教育委員会にモデルカリキュラムの

開発の実践研究を委嘱することになります。各地域内においては教育委員会それから地域内

の学校、 NPOや地域国際交流協会などが連携して、中核となる学校を中心とした国際教育の

推進体制jを整備します。そして、グローパルな課題や地域の特性を取り上げたり、小・中・

高一貫した取組を行ったり、 ITを活用した国際交流活動を通じた実践を行ったり、カリキュ

ラムや教材開発を行います。それからディベートの導入や、多言語・多文化を活用した指導

方法の開発、それから指導目標や資料の開発に取り組みつつ、モデルカリキュラムを各地域

において作り上げることになります。また、 NPO等を中心にコーディネータ機能の整備、パ

ンフレットの作成を行い、地域の人材や組織のネットワーク化を図り、教員のためのワーク

ショップを開催し、地域の国際教育資源をモテツレカリキュラムづくりに活用していきます。

今後の本事業の実施については詳細を詰めていくことになりますが、ご関心のある方は文部

科学省ホームページにご注目いただきたいと思います。

最後に、青年海外協力隊に現職教員として派遣された皆様、あるいは今後派遣予定の皆様

にお願いを申し上げたいと思います。現職派遣教員制度は皆様教員としての専門性を開発途

上国のために役立てるということと、それから各国の教育の質の向上、教育の国際化に資す

ることを目的として創設されたものだと承知しております。検討会において、ある委員から、

「学校に海外生活を経験された教員がいるということは、その教員自身が何かを教えるとい

うことが特別になくても、その存在が学校の中にあるということだけで子どもたちに何かを

伝えることができるJという発言がありました。確かにそのとおりだと思います。しかしそ

れでもやはり、皆様方には、海外の経験を自分の授業改善に生かすだけではなく、さらにそ

れを学校の中、そして学校を超えて地域全体に還元していくことを、併せてそういう姿勢を

持つことをお願いしたいと思います。派遣教員ということでは、日本人学校への派遣教員も

おりますし、またREXプログラム(外国教育施設日本語指導教員派遣事業)により海外の
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現地校に派遣され日本語を教えている教員もいます。これらの教員は、全国的な組織を持っ

ています。こういった先生方や、組織とネットワークを持ち、学校現場へ皆様の派遣経験を

積極的に還元していただきたいと思います。

本検討会の報告は、学校の国際化、国際理解教育の充実のための方策を包括的に提示して

いますが、その実現は何よりも教員にかかっていると思います。特に派遣教員には多くを期

待しております。文部科学省としては皆さん派遣教員が海外経験を生かしたいと思った時に

は、それが十分に発揮できるよう国際教育の推進に取り組んで参ります。皆様におかれまし

でも、初等中等教育における国際教育推進検討会の趣旨をご理解いただき、国際教育の充実

に、改めてご協力をお願い申し上げたいと思います。

以上で説明を終わります。ありがとうございました。
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国際教育の推進
ー国際社会を隼きる人材を宵成するために勾

思惑主主三 “ 

I 平成'8年1月

文師事ヰ学省
初等中等教青島

園隊総宵霞

E霊長補佐 w.晶子

1.初等中等教育における
国際教育推進検討会について

. .，ti E詰吉正r.-""
構成・経過
・小・中・高等学校、大学等の教育関係、国間軍機関‘
民間企業同マスコミから全18名の学酸釦験者の協
力を得て実施。

座長・池上車京大学顧問・{社〕日本賀島会参与
副座長住藤郡術草草学甚大学教揖

・平成16年B月 iSt置
自月 第 1田

平成17年7月 第1口圃{最終会合)
8月 初等中等教育局長あて報告

・主な検討事項
ロ務外子女韓宵の在り方について

ロ効果的な冨際理解教育・国際空斑活動の在り方について

ロ海外派遣軽量を有する教員の活用について

ロ社会人の畳用について
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.~ 正富主主二::.!ア切

本日の説明内容

-初等中等教育における国際教育推進検討会

について

・報告の概要について

ロ国際教育推進のための3つの基本的視点

口国際教育に関する6つの現状と課題

ロ国際教育充実のための3つの方策

・平成18年度新規事業について

設置の趣旨

. '" 

，{"' 自まiEZ二一

2報告の概要について



J4報告の概要
母￡益三孟~':::::;. . -… 

-国際化した社会を生きる人材を育成するため、

ロ国際教育推進由基本的な方向性を示すとともに、

ロ国際教育を取り巻く現状と課題を多面的に捉えた上で、

ロ今後由国際教育の充実のための方策について提言

・内容

ロ検討の背畳
ロ国跨教育推進の基本的な方向性
口国際教育を取り巻く現状と課題

口今後の国際教育の充実方策

.:.!J 
剛 度開設IT二:
いかなる人材を育てるべきか

~国際社会で求められる態度・能力

・必要とされる能力・態度とは

ロ異文化や異なる文化をもっ人々を受容し、共

生することのできる力

ロ自らの国の伝統・文化に根ざした自己の確立

ロ自らの考えや意見を自ら発信し、具体的に行
動することのできるカ

・国際的に指導的立場に立つ人材に求めら

れる能力の基盤となるもの

...;~一一一一一 喝刊よ:ι
'国際教育推進のための基本的視点

-国際教育の実践カの向上と「学びの広がり・
深まりJをもたらす授業づくりを

・幅広い経験や優れた知践を有する人材や組

織など国際教育にかかわる資源を活用する
ため、共有の促進や連携のための支援体制
の構築を

・海外子女教育においても、『日本の教育を海

外lこ」という視点に加え、『海外の先駆的な取

組を日本の学校教育に生かす』という視点を

&:.13';<1-::;;:;〆で+司詰

ー検討の背景

・世界の相互依存の進展

白人・物・資本・情報の移動‘地隷環境問題の深刻化

・個人レベルの国際化の進展

ロ海外で活慢するべき機会の増加

・地域社会の国際化の進展

口日本に居住する外国人の増加

一亡::::::L-
・国際関係や異文化を単に理解するだけでなく、
自らが国際社会の一員としてどのように生きてい
くかという主体性を一層強〈意搬することが必要。

.国際教育とは 体;

「国際社会において、地球的視野に立って、主
体的に行動するために必要と考えられる態
度・能力の基礎を育成する」ための教育

'.j" ->一一一一一一一一-..::l弓Z-';ι

国際教育の現状と課題(その1) 

-授業実践という観点から
ロ一郎の教員告せ、宇校全体白取組になっていない傾向
ロ英語活動由実施=国際理解という臨1W.1極右る体瞳やま
斑活動に終抽

・教員の指導力という観点から
ロ国際教育に関する研修司重要性が+分認識されていない
ロ指導草作成や数材開尭等、侵奪づくりに世立つ実践的指
研修が不足

ロ国際教育に揖わる中核的立場の教員が不足
・海外派遣教員の活用という観点から

ロ題外派遣教員由経睡や酷カが+分に生かされていない
白書外派遣韓民を評価・活用するという方針・方置が不足
白書外旅遣敏圃の情報提信を主揖するような体制が不足

民
U2
 

ー
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国際教育の現状と課題(その2)

-外部資源の活用という観点から

口外部白人材や圏構に闘する情報が不足

ロ学校と外部の人材や組植を結びつける櫨酷が不在

・学校の多国籍化・書文化化という観点から

ロ外国人児童生桂の増加と多樟化

ロ日本語指導や学習主援など適応指湯充実が必要

ロ不就学や母語の保持など新たな謀直が出現

・海外子女教育という観点から ・

ロ海外子女教育の成果白後匝が必要

白書事外在圃期聞の長期4じゃ現地桂車肉の高京り.子どもの低
年齢化など枝現の宜化への封広が必要

• 'r iiI，;'刊にで，7'. . --:--:------:--:-:-奇心占
充実のための方策(その2)
-111隠教育資瓢の活用と連携のための支援体制の構築

圃海外派遣教員の活用

白書外派遣教員や軍事外研修繕瞳者由一圃由活用・量用

ロ人事配置ょの工夫など掴縄的な活用町提進

ロ理外旅重量員による経眼・知識の艶信田克聖

・地域における協働の促進

ロ外部資盟垂活用した宇控に制する国際教育の活性也・多樺
化の一層の提進

ロ地滅由国際教育ネッ+ワークの形庇{学技・教育垂員会、国

際楓闘.地域国際主涜協会.NPO、NGO.企業.学会等)

初等中等教育にお
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充実のための方策(その1)
一学校教育活動における国際教育の充実

・牢ぴが広がり深まる慢議づ〈り
ロf<・l!llJilや総合約な掌曹の時聞を蘭遣させた摂.づ〈り
口先遇制な取組事債の普及
ロ学習肉'目方法等の闘，奪
回情積通信後衡の活用
。官竃敏宵の充実

・教員由実蹟カの向上
ロ多得。鐙厳を有L.'哩量量的な指噂ができる敏員の育成
ロ学習指aゃ敏材閣発の方法の習得等..加盟・実脂製の研修の重視

・直雄的な異文化体験の重視
ロ置掌九君臨併修掌簾待、学校聞，，，ltなどバランスのとれた国際交ll"握進

・外国人児童生桂教育の究室
ロ日本窃崎"等のー屠の充実
ロ不脱字毎斬たな課題への篭実な対応
ロ外国人児量生徒と終に進める園降徹宵の推進

.， :-，ËII一一一一ーー一一一一一一一つ二王子、~，\~:，:ア町一

充実のための方策(その3)
一海外子女教育の成果の活用と変化への対応

・海外での成果を日本の学校教育に生かす

口外国語教育‘主流活動、小学部中学部酔訟による乗り入
れ摂襲、憧，1111者・住民・日系企業関係者等の参画による学

校運営など.多線沿っ豊富牢軽融

ロ目本の圏内韓宵に生かすという視点から題外手女教育

・時代の変化に対応した海外干女教育・帰国児童生徒

教育

. ~ l;;J 
>i' 

ロ藍化や実瞳を踏まえた車外子女教育田充実方置由瞳討
(偶胡稚園段階由子どもへの主揮の在り方、摘官授業枝

における教育の充実など}

ロ特牲に配慮した柵園児童生桂瞳育の充実

寵怒主主誌に'，'"

3.平成18年度新規事業について
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プロクボラム 2

派遣現職教員の活躍

， アジア U 中南米 アフpヵ 1 大手学:Iti・欧州

中山晴美教諭 野本純一 教諭※ 三野光雄教諭 藤田昌美教諭

(J4-]) (J5-]) (J4-]) (15-]) 

小諸市立美南ガE小学校 三条市立月岡小学校 大阪府立成城工業高等学校 長野市立鬼無里中学校

(カンボジア，体育) (ポリビア，小学校教諭) (ウガンダ，理数科教師) (ウズベキスタンl 青世年活動)

清水大格教諭 金戸裕美教諭 谷昌亮教諭 枝重美香教諭

(J5-]) (J5-]) (J4・]) (J4-]) 

二宮町立二宮小学校 富山県立となみ養護学校 尼崎市立尼崎産業高等学校 草津市立老上小学校

(ベトナム，小学校教諭) (ジャマイカ，養護) (タンザニア，理教科教師) (パヌアツ，小学校教諭)

海老沢穣教諭 上野美奈子教諭 宮村香教諭 堀口かえで線扮

(15-]) (J5・]) (J5・]) (J5・])

東京都立小金井養護学校 牛久市立岡田小学校 桑名市立深谷小学校 大東市立谷川中学校

(マレーシア(西)，養護) (ホンジュ77"小学校教論) (ザンピア，小学校教諭) 。レ}マニ7，1ーンTルワーカー)

工藤昭正教諭 村上かおり教諭 加藤嘉文教諭 荻野晃子教諭

(J5-]) (J5-]) (J5・]) (J5-]) 

佐伯市立宇目緑豊中学校 鳥取市立湖東中学校 和歌山県立和歌山ろう学校 岡山市立南輝小学校

(パング7デインュ，理教科教師) (エクアドル，小学校教諭) (ザンピア，養護) (マーシャル，小学校教諭)

西山晃弘教諭 楼井麻利子教諭 五侍木浩樹教諭 池田一成教諭

(J4・]) (J5・]) (15-]) (14・])

群馬県立勢多農林高等学校 新潟県立白根高等学校 新潟県立佐渡高等学校 東京都立第一商業高等学校

(ネパール，理数科教師) (ニカラグア，家政) (ジンパプエ，小学校教諭) (ポーランド，体育)

員百雪害による交通事情等により ご晃費頂けませんでしたの



かけがえのない日々

中山晴美

( 14-1.カンボジア.体育，小諸市立美南ガE小学校)

‘ーー~. 宅高画ζ官.-

『出勤初日のできごと』

2002年 9月2日(月)待ちに待ぐうた初出勤目。学校に着いたら数人の先生が出迎えてくれた。

自己紹介をした後、早速活動の話になった。

半年程学校を離れていて、現場での活動を楽しみにしていた私にとって、いよいよ学校で

の活動が始まるということは何とも嬉しいことで、『あんなことがしたい、こんなことも・・・』

とずっと頭の中だけで考えてきたことをやっと発揮できる時がきたと正直わくわくしてい

た。その期待度が大きかっただけにこの後、校長先生から言われた言葉にショックを受けた。

f授業が始まる前の朝 1時間と授業が終わった夕方 1時間、球技の指導をしてほしい。彼

らは希望者が集まって競技会に向けての練習をするのです。」

校長先生はとても早口で話したので、何かの開き間違いかもしれないと思い、もう一度聞

いてみたが間違いはなかった。そして、校長先生は更に話を続けた。

「去年まではバレーボールとサッカーしかなかった。それも男子だけ。もし、あなたがバス

ケットボールを指導したいのであれば、新しく生徒を募集しなければならない。もし、生

徒が集まったら場所を見つけて練習をすればいい。バスケットボールがいいつ?女子生徒

がし、し、?? J 

やはり、早口で説明され、最後に質問までされているが、頭の中が混乱していてその質問

には答えられなかった。少し時間をかけて頭の中を整理して、私はやっとそれが、いわゆる

日本でいう部活動のようなものだと解釈し、校長先生に『体育の授業』をやらせてほしいと

伝えた。校長先生は私たちが話をしている部屋の壁に掲示しである時間表を指差して説明を

続けた。クメール語で書かれた教科の一つ一つを説明しながら、結局は『時間割の中に体育

の授業はなし、』ということを私に言いたかったのだ。最後に校長先生に「あなたの考えを聞

かせてくれ」と言われたが、今の自分の気持ちをクメール語で正確に伝える自信がなかった

ので、明日説明をさせてほしいとお願いし、初出勤日の活動は終わった。

帰宅後、まず、ただ漠然としていた『あれもしたい、これもしたい・・・』という自分の

考えを具体的にしなければならないと思った。現場の実態を見てから・・・とのんびりと考

えていたが、現場の実態は私の考えとは全く違うラインにあることがわかった。現場の先生

方の考えを大切にしなければならないことも十分承知だが、『体育』というものに関して、

この学校の先生方の考えはそれほど深いものではないと察したため、少し強引かもしれない

が自分の考えを主張してみようと思った。
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期待に胸を膨らませて学校に向かった初出勤の日の日記である。帰国しでもうすぐ 2年・.. 

カンボジアでの出来事が少しずつ美化され、楽しいことばかりが思い出されるようになって

きている今でも、この日の大きなショックは忘れられない。

『相互理解と自己主張』

9月 3日(火)校長先生に二つの考えを伝えた。

一つは、『体育の授業』として、全ての生徒が運動に触れられる機会を与えてほしい。特

に普段運動をすることのない生徒に、体を動かすことの楽しさや良さ(健康)を伝えたい。

そのため、今までなかった体育の授業を時間割に入れてほしい・・・ということ。二つ目は、

競技会に向けての練習は、もちろん指導するが、何を指導するかは生徒の希望を優先させて

ほしい。バスケットボールをやりたいという生徒がいれば指導をするし、いなければ、バレ

ーボールでも、あまり得意ではないがサッカーでも精一杯指導したいと思っている・・・とい

うこと。

前の日に必死に調べたクメール語で話したので、うまく伝わるか心配だったが、校長先生

は一生懸命に聞いてくれ、幾つも幾つも問答を繰り返しながら、私の考えを理解しようとし

てくれた。校長先生の私に対する質問が的を射ていたので、しっかり理解してくれていると

感じ嬉しかった。長い時間話した後、校長先生が言った「あなたの考えはよく分かつた。 10

月(新年度が始まる)までに教頭先生や他の先生とも相談して考えてみる。また、いろいろ

質問をするかもしれないJの言葉に安心した。

次の日、私は行動に出た。これからのカンボジアでの生活がこのままでは納得し、かないと

考えたからである。

もし、日本にいたら・・・私は、決められた道を何の苦労もなく歩んでいただろう。生徒の

ことを一番に考えて、自分の意見を主張することなどなかったかもしれない。正直、日本で

はそれが楽であり、そんなぬるま湯に浸かったような生活にも何の疑問も感じていなかった

からである。

あえて、そこから抜け出して、伝わるかどうかも分からない自分の意見を必死に伝え、何

かを変えようとしている自分がそこにいた。新しい自分との出会いであった。

『いよいよ・・・これから!Jl

10月 1日の入学式を前に、職員全員が集まり職員会議のようなものが行われた。そこで、

各学級の担任が発表されたり、校長先生のお言葉があったりした。改めて、私の紹介もして

もらい、簡単な自己紹介をした。最後に、各先生方の受け持ち授業の時間割表のようなもの

が渡され、解散となった。時間割表を手に先生方は一人、二人・・・と帰って行った。全ての

先生にそれが渡り、後は私一人となった時、校長先生が私を呼んだ。校長先生の手元を見る

と、きれいに作られた私用の時間割表があり、それを私に手渡しながら説明をしてくれた。
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結局、時間割の中に『体育』を入れることは、物理的に無理だったようだ。二部制という

こともあり、時間に限りがあるためのようである。そんな中で、なんとか私の考えを尊重し

ようと、校長先生の出した結論は、午後授業を受けている生徒が午前中に、また、午前に授

業を受けている生徒が午後、週 1日学校へ来て『体育』の授業を受けるということだった。

渡された時間割表には、月曜日から土曜日までの午前中毎日と、午後 3日間の体育の授業が

ぴっちりと入っていた。グレート。 7 とグレート事 8 の計 16 クラスを 1 日 2~3 クラスずつ受け持つ

ということだった。

問題点はいくつかある。特に、私が一番に主張した『全ての生徒に・・・』という点で、週

1日とはいえ昼食をはさんで 2回学校へ来なければならないことは、家が遠かったり、家の

事情があったりする生徒にとっJは困難であるように恩われた。校長先生も、そこが一番の

問題だと言っていた。しかし、始めてみなければ分からないこともある。私の授業の仕方に

よっては、全ての生徒の興味を惹くことだ、ってできるかもしれないし、それに向けた努力も

必要だと思った。やってみてから、生じた問題点をひとつひとつ解決していくことが今でき

ることではないか・・・また、私の自分勝手な主張を快く理解してくださり、案をだしてくだ

さった先生方の気持ちに対する誠意であるのではないか・・・と思い、この案で新年度を出発

することにした。

結局、私の 2年弱の活動は、最後までこの形で行われた。始めはやはり、体育の授業の必

要性を生徒に理解してもらい、授業に出席してもらうことは難しかった。その頃は『焦るな・.. 

すぐに何とかなるものではない。長い目で理解してもらうことが大事 rH興味をもって足を

運んでもらえさえすれば、生徒は日本もカンボジアも一緒・・・必ず体育の楽しさを分かつても

らえるはず。』そう自分に言い聞かせて毎日を過ごしていた。

『生徒に支えられている私』

なかなか 自分の思いが伝わらず、生徒も「暑いJr疲れたJrもう嫌だj といっては、日

陰で休んでしまったり・・・・・女子にいたっては、「運動の格好は恥ずかしくて嫌だ」と、スカ

ートのままやってきたり、そんな日が続いていた。

今日も、少し落ち込んだり、いらいらしたりした気持ちのまま授業を終え、スタジアムの

真ん中で一緒にやっている S先生とどうしたらいし、か話そうとしていた。

S先生は、一応プノンペンの体育教員養成学校を卒業してきているが、やはり、体育という

ものへの理解があまりないせいか、その先生自体の性格のせいか、自分でも「授業は好きで

はないj とか「生徒は怠け者だから嫌いだ」とか言つては、授業に遅れてきたり、時には授

業時間にどこかへ出かけてしまったりする。

今日も、結局、二人の意見が合わず、話し合いというよりは 言い合いとなってしまった。

その言い合いの中でも S先生は「生徒は怠け者だし、みんな運動が好きじゃないから仕方が

ない」といつものように生徒を悪く言うのだ。

-
q
d
 



ちょっといらいらしていたこともあり、私もつい、売り言葉に買い言葉で 「私はそうは

思わない。でも本当にそうだとしたら・・・運動が好きじゃない生徒がいるような学校で、私

は働きたくないけというようなことを言っていた。

結局、その話し合いは何の解決もされないまま終わり、そのS先生は帰ってしまったのだ

が、その後すぐに、その様子を見ていた生徒数人がやって来て、こう言った。

「先生、ぼくたちみんな運動大好きだよ。先生のことも大好きだよ。だから、他の学校に行

くなんて言わないで・・・」

いくらいらいらいていたとはいえ、生徒を傷つけるような発言をしたことへの反省の気持

ちと、生徒が言ってくれた言葉が嬉しかったことから、言い合いの時にはぐっとこらえてい

た涙が思わずあふれでしまつだ。生徒の気持ちは日本もカンボジアも一緒だと気づき、この

生徒たちがいる限り、私はここでがんばっていける・・・・と、そこで気持ちを新たにした瞬間

だった。

こんな出来事を繰り返しながら、私にも少し自信がつき、生徒たちに向き合う姿勢も変わ

ってきた。そんな私の態度が、生徒たちにも伝わったのか、彼らの授業に向かう姿勢も変わ

ってきた。結局、彼らは、今まで運動をすることの楽しさを知らされていなかっただけなの

だ。それを、知らせてあげられる人がいなかっただけなのだ。

そこからは、そうやって目を輝かせて何かを求めている生徒たちに、私にできることをで

きるだけ伝えようと、たくさん考え、たくさん行動し、たくさん失敗もし、それでもほんの

少しの手ごたえを大きな喜びに変えながら、カ ンボジアでの生活を満喫していった。

『通いなれた道』

私の家から学校まで自転車で約 15分。何度この道を往復しただろう。暑い日も、雨の日

も・・・・時には抱えきれないほどの荷物を積んで・ ・・時には遅刻しそうになり猛スピード

で・・・・時には近所のパン屋さんで買ったパンをかじりながら・・・・。

明日の帰国を前に、すでに授業を終了させた私は、家にこもって荷造りをしていた。ふと、

なんとなく休日をはさんでここ 2~3 日、あの道を通っていないなあ・・・・・と思い、昼食をと

りに出かけるついでにぐるりと遠回りをしていつもの通いなれた道を久しぶりに自転車で

走ってみることにした。いつも、私の行動は思いつきだが、今回も本当に単なる思いつきだ

った。

すると、 一人のおじさんが突然道に飛び出してきて『ネアックルー(先生 ) ~と私を呼

んだ。自転車を止め振り返ると、知らないおじさんが手を合わせながら、「家に来てほしいj

というのである。その様子が、ただごとではないような気がして戻っていくと、どうやらそ

のおじさんは、私が教えている生徒のお父さんらしく、ずっと私のことを捜していたという

のである。息子である生徒から私がもうすぐ日本に帰ると聞き、お土産を渡したいと思って

いたのに、ここ何回か私がこの道を通らないので、もう日本に行ってしまったのではないか
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と心配で、昨日も今日も朝からずっとこの道を通るのを待っていたのだというのだ。

『なんという・・・・・・』単なる思いつきでふらつと出てきただけなのに、もし、私が今日も

この道を通らなければ、彼はずっと私がここを通るのを待っていたのだろうか・・・直接会っ

て話したことがあるわけでもないこの私を・・・・と考えただけで胸が熱くなった。そして、お

土産をいただいて中を見てみると、生徒の名前と私のことが刺繍されたクロマー(カンボジ

アのスカーフ)だった。クロマーをいただくことは多いが、私のためだけに用意されたもの

をいただくのは初めてだったので『本当に私を待っていてくれたんだ・・・』と思いで、更に

熱くなるものがあった。

そこからは、いつも通いなれた道なのに、あふれる涙とこんな出会いがあることへの感動

で、ちょっと違う気分でペダルをふんでいた。

決していいことばかりで、はなかったけれど、カンボジアでの最終日のこの出来事で、すべ

てが素晴らしいものに変わってしまった。

カンボジアでの生活は、私にとって、多くの人と、多くの物と、多くの出来事と・・・そして

新しい自分と出会えることのできた、かけがえのない日々であった。
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国際教育協力シンポジウム

寧成14年産1次隊

力ンポヲア 体育

中山晴蔓

〈豊野県小諸市立聖甫ガE小学位〉

配属先の概要

刀 YiI¥ヲア薗シェムリアップ州教育膏年ースポーツ省

クメール日本直野ブレヱンコーヲ申宇佐

発表内容

配属先の概要

配属先での活動

カンボジアでの生活

(帰国後の活動〉

最後に・・・

く生徒叡〉 納1400名
〈教員叡〉 制 60名
〈学級敏> 22学級

(苦学年7~9クラス〉
く崎飽〉 木遣1階建 ‘ 
使曹は1995年!こ日本人の曹伺に
よって建てられ疋ちの
教室叡 12 

※午前午後の二部制

体力テスト
ヲ骨身畏・体重

i立位体前屈葉軟性
H反檀慣とび敏慢性
剛腕立て屈陣筋力
Iv上体起レ 筋持究力
v5分間走 持虫力

VI立5幅跳び瞬時力

vil走り幅跳び跳躍力
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体っくり運動

バレーポール
(課外活動〉
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胡弓と陶芸

カンボジア通信
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第一回
インターネットライブ交流会に向けて

カンボジアのことで知りたいこと
カンボジアの子どちたちに聞きたいことを

質問しよう

第一回

インターネットライブ交流会を終えて
干どもたちの感想から

言持~~，7J乱数字FJ1152z
けど、カンポンア泊、"よ〈わおりま
したJと冨われたときはほっとしてう
れしかった

支52f託hdZPZ弐4:fJi、
交涜してみて即.治l全然遭った.
仲間だと思った.

r省首24?1h1ZftL3部J

凶F2ilLB42こぷ干右おtsl
で宇..tつと話したいと患ったから

『日本の経漢が繁乗していゐのはな
ぜです、』と寅閉されはじめは軍
隊さえ分からなかった.そんなこと
高知叩喝日こ鴛いす一一日本に

昧があるのかいもつ正もっと日
本のこと剖伝えたい.そのために自
分たちが知らなければならないニと
がたくさんあるよう本気がした.

「私たち日本人が.カンボジアの園の

鰐概要務こ
ZL13222望2訟で宅~~，
いと思った.

示唆されたこと
子どもたらf乱この交流吾通して

今まで知らながった国のことについて知ると共に、
今自分自生活している日本という園について振り返り‘

その良さを直也て深〈知るEとで、より漂く広〈
人情拘事に関わっていこうとするのではない0・ー

同
伺い直L

ずつノタ-~!Y I、ラマっちrè.;帝王宝
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第二回

インターネットライブ交流会を終えて

子どもたちの感想から
!Jll. ，jだん繍憾ゲームで選んでいる二と

か多おったのでガンボシ7の人の遊Uを聞
いておどろきました被布歪5はどが主は遜
U 道具にはるロんて 僕たちがふだん何と
も恩わ匂い物で獲しい道Uに屯ラているr，ん
てびぅ〈りしました。緩や右布"ども考えれ
ぽ楽しい盤Uが畑ζもありそうf;!M句して
思うだけで家しく屯リ:ました慢も匁ンポジ?
の遊Uをやヲてみたく指令たしかJボン?に
ますます行ってみたく屯りました.

『今のきE渚に満足していますかJという質問
の苔えで『とても満足している』と冨っていて
すごい勾‘と患いました私ほあ勺ためて
f日本人隠すべてのことにぜいに二〈すぎるJと
思いました眠ったら「どても満足だ』伝んて
冨えはいかもしれまぜん

1ぎく"玖ンボジアの人に榊につい
て賞r.をしましたでも 11<1;):ニの貨r.
をするのがいやでしたどうしてかという
とその事実今を思い辻Lて気にさわるの
でIlf;いかど考えたからですでも
オーインクノティアリ-，んほ堂。と
『女ヱノポジアの入信もう政令をする"'"

は匂いと考えている』と蓄えてくれ撃した.
慣陥そのことがうれしかったです

『いわれて惜しい雷鱒j俗私屯らrあり
がとうJとか『よ手だねJとか自分をほめ
てもううよう心冨窓口だと思うけど 返ヲて
きた嘗え".家僚がずっと'ぜでありま
すようにj といラ'"-.~緩や制自の人を思う
冒E慢だったかJボジ7の人Il.JI篠や

友たちを.・にしているんだむ・と思い
ました

最後に・・・

d 
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ベトナムでの 2年間

清水大格

(15-1 ，ベトナム派遣，小学校教諭，二宮町立二宮小学校)

、ー詰E 、冒毛E-db

1，最初に

協力隊に運良く合格した私は、 2003年度から 2年間ベトナムへ派遣された。派遣先

は首都ハノイから南に 50km、}ハーナム省にあるニヤツティウ村のニャッティウ小学校で

ある。図画と体育を中心におよそ 2年間教えていたことになる。ちなみに、ホン川デルタに

位置するハノイは漢字で書くと「河内J、私のいたハーナム省が「河南Jとなる。まさに読ん

で字のごとくの立地である。

2，ベトナムでの生活

私のベトナムでの住まいは、村の人民委員会

の Thanh (タイン)さん宅、その 2階を間借り

したものだった。窓は当然、日本のようなアル

ミサッシではなく、木を重ね合わせた作りだ、っ

た。墜はれんが造りで、石壁風とでも言おうか。

そのため、屋外と屋内の境があいまいで、部屋

では夏は数々のみたことのない虫に出会い、冬

は外気と変わらぬ寒さを体験することになった。

特に夏のダニと冬の寒さは深刻だった。 写真 1 村の風景

ベトナムは南国のイメージから常夏を想像されがちだが、それは南部の話で北部は四季が

ある 。 冬はほとんど曇天で気温は 10度~ 12度といったところである。もっとも寒い日は

7，8度まで下がる。そんな気候でも、屋内のホットシャワーなどふつうの家にはない。昔の

日本のように風呂とトイレは屋外にある。 しかも茶緑がかった井戸水がチョロチョロ出てく

るのをシャワーとしているのである。そのため、多くの村人は冬にあまり体を洗わない。け

れども、私はふろ好きなので 1週間に 1回は桶に水を張り、熱湯を混ぜて休浴していた。非

常に寒く、こたえたのを覚えている。

飲み水は雨水だった。雨水は井戸水と違って無色透明で飲みやすい。この村の井戸水は

深度が浅すぎて、村人は飲食用にはしていなかった。そのため、たいていの家には雨水を貯

める貯水槽があった。そして、その中に魚を放していた。魚がボウフラなどの虫を食べてく

れるという合理的理由からである。

食事はタインさんのお宅で朝昼晩とお世話になった。銀色の大きなお盆に大きなお皿と

どんぶりがあり、それが全員分の一汁一菜である。それを家族みんなで食べた。長男、次男
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に小学校 5年生のトゥン君と幼稚園年長のトァン君がいた。 2人とも肉類は嫌いで、ゆで野

菜を好んで食べていた。好ききらいが日本の子と逆なのが印象的だった。一般にベトナムの

子は家の手伝いをするのが当たり前で、毎日食事の下ごしらえもする。ある日、 トゥン君が

空芯菜を切る仕事をやらずに、遊びに行ったことがある。その夜、父親のタインさんが怒り、

私に「日本の子どもだって料理の手伝し、ぐらいするだろう!ワ」と聞いてきたので困った。

片付けはするが、調理の手伝いをする家庭は少ないのではないだろうか。ちなみに、ベトナ

ムは地上波でサッカープレミアリーグが見られる。それが村の大きな娯楽になっており、放

映される土日の夜は近所に集まって、みんなで見たものである。

3，ニャッティヴ小学校での活動

3 - (1)ニャッティウ小学校の環境

私の派遣されていたニヤツティウ小学校は日本の援助によって建てられた学校である。ー

ヤッティウ村で最も立派な建物のーっと言っていい。ただし、紙などの消耗品は皆無、体育

や図画工作に使用する備品も皆無、という状況だった。先述のように私は体育と図画を教え

た。図工ではなく図画なのは、工作に必要なものが手に入らなかったからである。日本では

廃品になるペットボトルがそのまま酒屋さんでの小売容器として使われていたり、カップラ

ーメンの空き容器がそのまま植木鉢になっていたり、そんな状況だった。とにかく不要とさ

れるものが少ない環境だった。

この 2教科ですが、なるべくベトナムの先生と私の 2人で授業をやるようにした。ニヤツ

ティウ小では私が来る前は体育と図面は殆ど、行われていなかった。時々行われでも、体育は

気をつけや休め、回れ右などの教練のような内容、図面は教科書の模写のみ、という状況で

した。そんな中で、現地の先生に私の授業を見てもらうことは肯定にしても否定にしろ、何

らかのヒントになるのではないかと思ったからである o

3ー (2 )体育の授業

体育は環境に慣れるのに少し時間がかかった。

教具がないのは良いとしても、グラウンドには

木がたくさん植えられており、児童が動きづら

いのである。私自身、慣れない最初のころは授

業のやりづらさを感じた。しかし、今まで系統

立てて体育の授業が行われていなかった学校な

ので、その分つくっていく楽しさはあった。現

地の状況を踏まえた教材を考えた。なにも物を

必要とせず、グラウンドの制約も受けない、身

ひとつで楽しめる運動が体育の基本になった。

ベトナム語でルール説明するのがまたー苦労だ

写真 2 体育授業風景

ったが、子どもたちはよく行聞を読み取って行動してくれたように思う。

夕方 5時からは村の中高生とサッカーをした。暗くなるまで一緒にボールを蹴っていた。
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みんなコンクリートの地面で素足である。たくましさを感じた。

3ー(3 )図画の授業

図面は最初のうち現地のやり方にならって、

模写の授業ばかりだった。しかし、だんだんと

現地の先生と関係ができてきて、外から業つば

を取ってきて描いたり、友達の顔を描いたり、

授業の幅が広がったように思う。実際に私が村

の風景などをサラサラと下手なりにスケッチし

たり、研究授業で使う挿絵を描いたりしている

うちに、徐々に耳を傾けてくれるようになった。

もともと私は絵を描く習慣はなかったが、村で

はみんながほめてくれるので嬉しくなってたく
写真 3 図画授業風景

さん描いた。村の大人も子どもも絵を描く体験が日本人に比べて少ない印象である。落書き

帳が自由に手に入る環境は恵まれている環境だということを知った。紙を用意できずに算数

のノートの裏などに書いてしまう子どもが多かった。そのため全員分ではないが、紙や鉛筆

など必要なものを用意して授業をしていた。

2年目である 2004年度からは私と友人が共箸で作った越日語版の指導案集をベースにして

授業を行った。口頭でねらいや展開を説明してやっていたころに比べて、ずいぶんとスムー

ズに授業が進むようになった。この指導案集、全 100ページで 100部ほど作った。近隣の小

学校や研究会で、配ったりしているうちに、手元には 3部しか残らなかった。国語算数以外の

こうした本は珍しいらしく、喜んでくれたのがうれしかった。作成にあたり協力してくれた

ベ トナム人の友人とは今もメールで連絡を取り合っている。

4、最後に

ベトナムではいい思い出ばかりではなく、信用していた人に裏切られたり、お金の面で嫌

な患いをしたりすることもあった。赴任当初は慣れない生活から体調を崩すこともあった。

しかし振り返ってみるとそれらの嫌な思い出も含めてすべてが財産となっている。ベトナム

入社会にどっぷりつかった 2年間だった。ニャッティウ村に外国人が住んだのは初めてだと

聞いた。その問、嫌な体験もしたし、逆に生活者ならではの濃く良い体験もした。仕事上だ

けでなく、寝食まで共に現地の人とすごせたことは稀有な体験だと改めて思う。

日本にいると、日本人の常識や考えが世界のスタンダードであるかの様な錯覚に陥りが

ちである。 しかし、世界は広く日本のような島国の考え方のほうがむしろマイノリティであ

ることを肌身に感じた。ベトナム人は大陸育ちであるがゆえなのか、非常にたくましく、非

常にシンプルな考え方をする。そ して何より人生の楽しみ方が上手だと思う。

たった 2年間、されど 2年問。かけがえの無い経験をした。このような機会を与え、活動

を支えてくださった多くの方々に深謝したい。
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ベトナム教育事情と悩力隊活動

15-1 小学校教員ベトナム派遣

神奈川県二割T立ニ宮小学校清水大格

H闘に『ベトナM司崎重事情JI
1年生から5年生まで

日本は6年生まで.ベトナムは中学が4年ある.

時間は?崎町 10時、 14時ー17時

昼休みが畏いのは、昼御飯を家に童ベに帰るため.半日しかな

い日もある.けれど.殆どの日は午後もあり、日本のような放

限後という考えはあまり無い。

名目上白教科と実質的な教科

名目上1本技術、自然と社会、体育、-などの時間がある由t

実僚は殆ど車数と園t町=あてられている.

固定された人事

村で標期されたら多くは定年まで村で教員をする.他村との人

事主流l主情いに等しい.また、 3年生の担任は翌年も3年.の

ように学年が固定されている.

雷撤退厳守ラス

3年生からt.t験結果によってil!徳ヲラスと通常ウラスに分けら

れる.学校行事は殆どil!，aヲラスの兜童によって銑り行われる

のが普通.

県、省レベルでの学カ置世、犬会

前後期にある期末テストは重要。成績優秀者は県でのテスト大

舎によi指1る.さらに、学校ごと由点数も出している.

12目 任地へ是(-こちらとあちら岬行き遣い斗

自分を撮り返ると、意気込みすぎていた

せっかくの2年間、何由、残して帰りたい!

向ζ うは軍事優的に錘摘を欲していると思っていた.

iしかしベトナムサイドは・ .

みんヰ樽員をどうやって級うべきか.迷っていた.

13目毘えてきた村の学技師現制

やたら酒を飲む.行事は子どもの時間と大人目時聞がヲッキリ.

干どもの行事の後には大人目打ち上げカ噂枝肉で行われ、いつ

きのみ完全.そのため子どもの行事は畳くても2時間以肉に終

わる。

E圏は教科書の慎写のみ.

制掃の例を正確に写すこと地味められる.

体育は坐学由喧婚車刀ようなが椿.

道具が全〈ない中で行うので、行進学嚇操‘が多かった.

学検対抗とも宮え晶子スト、余裕の鯖さ.

学校内‘郡肉で田順位を競っている.

情操教育は学校内でも進級に関わらない科目.

中氏省レベル1主情樺教育にカを入れ始めているが・.. 

実際にはテスト劃ドーがあるので現繍に浸透してい由噂い.

事〈由先生は農業との葉集.

そのため、特に農繁期は宣害時間が欲しい.

買い物に行ったり、畑の梅干を見に行ったりする。

13.集まってみよう、リラッヲスしようl

酒を飲む.休憩を一緒民取るなど、地置な人間関係から

受け持ちのクラスも増え、こちらの提案をやってくれる人もで

てきた. しかし、 rm術協力」にはこだわりたかった

→教案集など、ベトナム人のカも借りゥつ

E豆豆豆五ヨ

怒らない

絶妙なリスヲへッジ

AがだめでもBがあるよ、という思考を常にしている.

人生を楽しんでいる.良いと思ったことをスッとやって〈れる.

指導案集を活用して貰えt=..

-プラス思考、娯楽に寛大
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FD
 



マレーシア・トレンガヌ州知的障害特殊学級での教育実践

海老沢槙

( 15-1. マレーシア，養護，東京都立小金井養護学校)

‘--‘ -・』司号 ~--e島

2003年 8月から 2005年 3月にかけて、マレーシア・トレンガヌ州にある小学校および中

等教育学校の特殊学級で活動に携わった。 トレンガヌ州はマレ一系の割合が 90%と高く、イ

スラム色が強い地域である。主な産業は農業・漁業で、その他に目立った産業はなく、マレ

ーシアの中では比較的貧しい地域にあたる。使用されている言語は主にマレ一語である。

1 'i'レーシアの特殊教育について

(1)特殊教育の対象

「特別なニーズ、教育に関する行動のための枠組み(サラマンカ宣言)J(1994年)等の国際宣

言の採択をうけ、 1995年に教育省特殊教育局が創設された。その後 1997年に特殊教育に関

する施行規則が制定され、全州で本格的に特殊教育が開始される。ここで、特殊教育の対象

となるのは、①視覚に問題のある児童・生徒、②聴覚に問題のある児童・生徒、③学習に問

題のある(教育可能な)児童・生徒で、いずれの児童・生徒も基本的に日常生活面で自立して

いることが入学の条件となる。身体障害児(知的に問題のない児童・生徒は通常学級へ)、重

複障害児、重度身体障害児、重度知的障害児、は学校教育の対象となっていない。

(2)特殊教育の機関

特殊教育の機関としては以下のものがあげられる。

小学校 :6歳以上(6年間)

中等教育学校 13歳以上(5年間)

→どちらも児童・生徒の実態に応じて 2年延長して在籍することが可能である。

2003年現在マレーシア全州では、

・盲学校・視覚障害特殊学級 ( 7校・ 24学級)

・聾学校・聴覚障害特殊学級 (2 5校・ 73学級)

・知的障害特殊学級 (660学級)

の学校・学級が設置されている。知的障害養護学校は設置されておらず、通常校に併設され

た特殊学級で統合教育(食堂・図書館・体育用具等は通常学級と共有するが、特設された特殊

学級にて教育)が行われる。通常学級で健常児と共に学ぶインクルージョンのプログラムも試

行されている。知的障害特殊学級は、 1996年に 147学級であったのが、 2003年には 660

学級と大幅に増加している。
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(3)特殊教育の目標

特殊教育の目標としては、以下の事項があげられる(配属されたトレンガヌ州パダン・ヒ

リラ ン小学校特殊学級の例)。

・コミュニケーション能力の促進

.対人関係・社会性の促進

-安定した自己の確立や自立へ向けた自 己信頼感の育成

.健康と安全への自己意識の育成

・自己や周囲への知覚、記憶、理解を深めるカの促進

.身体機能の向上にむけた運動能力の促進

(4)特殊学級の教育課程

学習能力別のグループ編成による授業形態

( 1 グループ 5 ~8名の児童を 1 名の教師が担

当)がとられている(写真 1)。教科は、国語 ・

数学・宗教・理科社会・生活・芸術(図工)・音

楽・体育・手指の操作スキルに関する学習(Ke-

mahiran Manipulatif)であり、教科担当制で授

業が組まれている。そのほか年間行事として、

全校運動会、博物館・公園等への遠足、公立プ

ールでの水泳、家族デ一、パースデイパーティ

などがある。
写真 1 特殊学級の授業風景

(パダン・ヒリラ ン小学校)

2 特殊学級での活動について

隊員活動を進めるにあたって、以下の事項をねらいとした。すなわち、

・特殊学級教員へのアドバイス、教員の技術レベルの向上

-授業アイデアの提案

-児童生徒の指導や授業のサポート

・日本で行われている授業や活動の紹介

である。基本的には、芸術(図画工作)・音楽・体育の各授業を担当し、必要に応じて他の授

業や児童生徒の指導に関するアドバイスやサポートを行う形式となった。

(1)配属先

配属された学校はすべて州都のクアラトレンガヌ地区にあり、以下の通りであった。

.パダン ・ヒリラン小学校特殊学級(マレ一系)

・チュン・ワー・ウェイ・シン(中華維新)小学校特殊学級(中国系)

.プサッ・ブキッ・ブ、サール小学校特殊学級(マレ一系)

・ブキッ・ブ、サール中等教育学校特殊学級(マレ一系)
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赴任当初はパダ、ン・ヒリラン小学校のみでの勤務だったが、州の特殊教育課との協議の上、

最終的には 4校を巡回する形式をとった。

(2)活動内容

各学校での主な活動内容は以下の通りである。担当した教科は、主に芸術(図画工作・美術)、

音楽、体育であった。

①パダン・ヒリラン小学校特殊学級

(i)芸 術/%lii!ffI絢

-描函・子どもにとってイメージしやすい

テーマを題材に(“乗り物"“動物"“家"

など)(写真 2)

・道具を用いた作品作り(ハサミ、筆など)

(写真 3)

・ゲームの制作(“すごろく作り"など)

(写真4)

写真 3 rわたしの家J(ハサミを用いた作品作り)

( ii) 青菜

-歌唱・マレー語と日本語のうた

(“スラマツパギー(おはよう)") 

マレーの歌

(“パングンパギ(朝起きて)"、

“ブニ・ビナタン(動物の鳴き声)"

など) (写真 5)

-カセットテープを用いた身体表現活動
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写真 2 描画

写真4 すごろく作り

写真 5 音楽の授業



(iii) ($:ff 

-運動スキル向上のための“サーキット・

トレーニング" (写真 6)

-動作訓練遊技場での活動(写真7)

-室内での遊びの指導(椅子取りゲーム・

風船バレーボール)

(iv)$BJn学童Fのための者1-11官P

-色や形の弁別分類学習のための教材

(写真 8)

写真 7 動作訓練遊技場

②チュン・ワー・ウェイ・シン(中華維新)小学校

( j)芸術l%/ilfiI的

-描画

・道具を用いた作品作り(ハサミ、筆など)

・ゲームの制作(“魚つりゲーム"“ボーリング

のピン作り"など)(写真 9， 1 0) 

写真 9 ボーリングのピン作り
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写真 6 サーキットトレーニング

写真8 弁別分類学習の教材

写真 10 魚つりゲーム



( ii) El /!I!!iEJ'eのA苦手事法Jごつv>でのア戸川、イス

(iii)ia1!t字通itYC重対象の!Ji1J統クークショ y プ

(写真 11 ) 

③プサッ・ブキッ・ブサール小学校

写真 11 折り紙ワークショップ

この学校では、芸術・音楽の授業を対象に、もう 1名の学校隊員との“ティ ームティ ーチ

ング"を 9ヶ月間試行した。授業展開がしやすく、 l人では難しかった活動も取り入れるこ

とが可能になり、特殊学級の教員にもアイデアとして提供することができた。

④ブキッ・ブ、サール中等教育学校

(i )1t術美紛

描画

道具を用いた作品作り(ハサミ、筆、 “ステン

シル"など)(写真 12) 

( ii)音楽

歌唱:アルファベットの歌など

カセットテープを用いた身体表現活動

楽器演奏(キーボード、ピアニカ、打楽器

など)(写真 13) 

⑤音楽ワークショップ

トレンガヌ州障害児のためのキャンプにおいて、

音楽ワークショップを試みた。内容は、歌唱、楽

器演奏、音楽にあわせた身体表現、 日本の歌の紹

介、椅子取りゲームなどであった(写真 14)。
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写真 12 ステンシル
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写真 13 ピアニカの譜面作り



，障制

写真 14 音楽ワークショップ

(4)活動を振り返って

約 l年 8ヶ月の活動であったが、複数の学校に勤務することで各学校の特色がよく見え、

比較的スムーズに活動を進めることができた。どの学校でも先生方や子どもたちは温かく迎

え入れてくれ、毎日の授業ややりとりの中で悩んだり試行錯誤をしたりしながらも、自分自

身も多くのことを教えられた隊員活動であった。

マレーシアと日本の教育では様々な点で違いがみられるが、文化的な背景による差も大き

い。そのため、日本での経験や知見から一方的にアドバイスをしても、それが根付いていく

とは考えにくい。むしろ、一緒に活動を進めていく中で、マレーシアの教員側が何かヒント

を得られ、取り入れようと思う部分があればそれをアイデアとして生かしてもらえればと考

え、活動を進めていった。マレーシアの特殊教育は、インテグレーションの理念を基に地域

の小・中等教育学校への特殊学級設置がなされており、今後もその数は増加していくのでは

ないかと恩われる。最近になって学習障害児学級や就学前学級なども少数ながら設置される

など、より多様な子どもたちへの支援を行うために、いろいろな施策が試みられるようにな

ってきている。知的障害児教育の歴史はまだ浅いが、様々な子どもたちへの対応が求められ

る中で、少しずつ実践の蓄積が進んでいき、授業の内容や質の改善がなされていくであろう

と思われる。教員の中には、一定期間休職して大学で特殊教育を専攻したり、学士や修士の

学位を取得しようと夜間の大学に通ったりする例もみられており、今後少しずつ教員の質も

向上していくのではないかと感じている。

赴任したトレンガヌ州では後任の隊員が活動を継続し、また他州での学校隊員の配置も検

討されている。今後もマレーシアと日本両国の障害児教育がさらに発展充実していくことを

心から庫員っている。

参考文献:

Jabatan Pendidikan Khas， Kementerian Pendidikan Malaysia (2003). 

Maklumat Pendidikan Khas 2003 

Puan Tan Gweek Eng(2003). Peluang， Syarat Kemasukan dan Halatuju Program Pendidikan 

Khas(Kursus Pekerja Pemulihan Dalam Komuniti(PDK)) 
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マレーシア・トレンガヌ州
知的障害特殊学級での

教育実践

海老沢藩
{軍軍部立小金弁聾種学瞳}

{青年嵩舛協力隊平成15年度1lltll・聾置1

赴任地.トレンガヌ州.置i

-州都 ?7ラ卜レンガヌ

(人口約32万人)

.マレ一系の割合が90切で、

イスラム色が強い

・主な産業 農業・漁業

特殊教育機関

-小学校 6歳以上(6年間)

・中等教育学校 13愈以上(5年間)

司どちらも2年延長して在籍が可能

マレ シア全州(2003写現在}

①盲学校・視覚障害特殊学級( 7校・24学級)

②聾学校・聴覚障害特殊学級 (25枝・73学級)

③知的障害特殊学級 (660学級)

事 147字組(1996年)-660学蝿(2003年)

派遣国:マレーシア聖霊

-日本から飛行機で

約7時間

.首都ウアラルンブール

.人種マレ一系(65.5%)

中国系(25.6%)

インド系(7.5%)

・言語マレ一語(固舘)ほか

.宗教イスラム教ほか

マレーシアの特殊教育について

• r特別なニーズ教育に関する行動のための枠組み

(サラマン力童書)j(1994年)等の国際宣言の採択

• 1995年教育省に特殊教育局を串l股
• 1997年特殊教育に関する施行規則の制定

.特殊教育の対象

ci:視覚に問題のある児童・生徒

②聴覚に問題のある児童・生徒

③学習に問題のある(教育可能な)児童・生徒

4 いずれの児童・生徒も基本的に日常生活面で

自立していることが条件

特殊教育の目標

-コミュニケーシヨン能力の促進

.対人関係・社会性の促進

・安定した自己の確立や自立へ向けた

自己信頼感の育成

・健康と安全への自己意識の育成

・自己や周囲への知覚、記憶、理解を深める

カの促進

・身体機能の向ょにむけた運動能力の促進

(パザンヒリラン小学校特殊学級)
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特殊学級の教育課程

.学習能力別のグループ編成による授業

(1グループ5-8名の児童を1名の教師が担

当)

(パずンヒリラン小学校特殊学級)

-年間行事

全校運動会 博物館・公園等への遠足

公立プールでの水泳 家族デー

パースデイパーティなど

{パずンヒリラン小学校運動会)

卜レンガヌ州の特殊教育について

[トレンガヌ州全体]

①盲学校・視覚障害特殊学級(1枝・1学級)

②聾学校・聴覚障害特殊学級(2枝・13学級)

③知的障害特殊学級 (49学級)

[ウアラトレンガヌ地区]

①盲学校・聾学校(各1校)

②知的障害特殊学級(13学級)
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-教科

国語・数学・宗教・理科社会・生活・

芸術(図工)・音楽・体育・手指の操作学習

v 

(パずンヒリラン小学校特殊学級)

協力隊員要請の背景

-知的障害特殊学級教員へのアドバイス、教

員の技術レベルの向上

・授業アイデアの提案

・児童生徒の指導や授業のサポート

・日本で行われている授業や活動の紹介

[協力隊員のE属されている学級]

-小学校知的障害特殊学級3校

①パずン・ヒリラン小学校(PHl

②チュン・ワー・ウヱイ・シン小学校(CHWSl

③プサッ・7キン・ブサール小学校(PBBl

-中等教育学校知的障害特殊学級1校

④ブキッ・7サール中等教育学校(SMKBBl



配属先の概要

学僚名 u n S険員敵 ヨ健 勉

。同4 関 " 
児量阻盤貴胞ともに~<、蜂固としてまとまりに<1九 施阻

瞳・が古〈屯ヲて曹ている

@ 
8 3 

中国..自閉症把・箇性まU児屯ど翼置が多種.マレー

c>仰限S 置・中国置を剖礼た指揮が行われてい畠

③阿国 n s 慢橿や量伺噂値に融.'<盤貴がK 宇値亀田として比
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②チュン・ワー・ウェイ・シン小学校(CHWSl -各慢業のサポート・アイデア提供

曜語麗

自閉症児への対応・アドバイス
③ブサッ・7キッ・7サール小学校(PBBl

-ワーヲショップの開催・キャンプへの参加

忌詞|
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-ティームティーチング(TT)の導入

障蝿によるTT

-費術・音楽・体育告慢業の担当

@ヲキッ・ヲサ-JI，.C炉等教育学按恒例KBB)

3返事

今後の隊員活動の見通し

-州特殊教育課への提
案

-後任隊員への引継ぎ

-他州への隊員配置

勾，FO 
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青年海外協力隊に現職参加して

工藤昭征

(15-1，バングラデシュ，理数科教師，大分県佐伯市立宇目緑豊中学校)

、ーヤ『
明bヨー--

「自分にもできることがあれば、途上国の発展のために役にたちたい。J

大学生の頃から協力隊参加を夢見ていた。その頃の恩いを忘れることができず教員生活を

1 続けていたが、教員生活6年目Lして初めて受験のチャンスが来た。合格通知を受けとった

ときに、初めてバングラデシュという国を知った。

任地は首都(ダッカ)より約 40km北に離れた県だった。 日本から飛行機を乗り継いで、

上空から見たバングラデシュはまるで大水害にでもあったのではないかというくらい国土が

水に浸かっていた。そして、飛行場から出た瞬間から私の戦いの日々は始まったのかもしれ

ない。赴任して、理数科教師として活動をする前に、任国の人混みや臭い、停電生活、濁っ

た水、下痢の連発など任地で生きていくことの難しさを感じた。自分がいかに日本という温

室のような国で守られ育ってきたのか、赴任するまでにテレビなどで途上国の様子など見て

いたが、想像をはるかに越えていた。そんな中で自分に何ができるのか改めて考え直す必要

があった。

私の任地での活動要請は「小学校教員の訓練機関 (PT 1 )で身近な物を使った理科実

験をカウンターパートと共に教えていく。Jという内容だった。この要請にあわせて出発まで

の 1年間準備をしてきたが、現実はまったく違っていた。自分の中で協力隊を美化しすぎて

いたのか、任地での私の扱いはまさしく邪魔者であった。なぜならお金を持ってこない協力

隊は援助大国のこの国では歓迎をされない存在であったからである。任期後半になるとカウ

ンターパートと話をするよりも校長とバングラデシュの教育について話す機会がよくあった。

「おまえ遼は私たちの言葉を初めはほとんど話すことができず、やっと話せるようになって

仕事ができるようになったらすぐに帰っていく。あと数年こ こにいて働いてくれればもっと

この国のためになるのに。Jという協力隊に対する厳しい意見なども多くいただいた。

そんな状況の中で、現職参加の教員が任地で活動できる日はわずか 20ヶ月。普通の隊員

が2年間の活動期間があるのに対して短い。期間は短いがやりたいことはたくさんあった。

任国の現実を見て、整理していく必要があったが、私は現職教師として今まで任国で活動し

てきた理数科隊員の活動で有用だと恩われるものをまとめていくことを活動の軸にしていっ

た。

私の活動の話をする前に、任国の初等教育の状況を簡単に説明すると、パングラデ、ンュの

初等教育は 1990年に義務化され、世界銀行、アジア開発銀行をはじめ様々なドナーからの支

援を得て成り立っている。様々なドナーが入ることにより資金は得られたが、そこに一貫性

がなく、援助が効果的に進んでいるようには見えない。そのような背景の中、 ドナーが協調
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して開発を進めていこうとい

う動きもあるが、難航してい

るようである。そんな中でも

初等教育の就学率については

一定の成果が見られる。(表

1) 

しかし、この数字が正確か

どうかはあやしく感じずには

いられない。なぜなら、学校

訪問をした際、どの学校も 5

年生の出席率は 1年生に比べ

て非常に少なかったからであ

(表1)

務 自 標 実績(I998)

1991 2000 全体 男 女

初等粗就学率 76 95 96.5 98.4 94.5 

初等純就学率 81.4 80.0 82.9 

初等修了率 40 70 65.0 

成人識字率 35 62 55.9 63.1 48.1 

(出所)パングラデ、ンュ初等大衆教育省、 EFAThe Year 2000 

Assessment-Bangladesh Cou齢nt外wもRe含'poむrt就， 1999. 
(注)学齢人口に対し、当該年 学者の比率は

粗就学率、当該年齢就学者のみの比率は純就学率。

る。圏内での地域差はかなり見られたが、親が子どもに教育を受けさせたいという希望は全

体的に強かった。しかし同時に任国の子どもは重要な労働力であり、学年が上がるにしたが

って重要な労働力とされるのが現実である。また、私の活動 した県は IDEALプロジェク

ト(ユニセフのプロジェクト)が小学校現場にかなり入り込んでおり、教材配布や教師への

トレーニングも行われていた。

任地lこ慣れるまで、とにかく自分の足で歩いて、自分の目で見ることから活動を始めた。

私のたどたどしい現地語に興味を持ち聞いてくれる人は少なかったが、とにかく自分で見た

もの聞いたものを信じていくことにした。そんな中でなぜユニセフの教材が使われないのか、

どういうトレーニングが必要なのか考えていった。 この国の教育は暗記中心教育である。た

しかに子ども達もいろいろなことを知っているが、知識と経験とが結びつかず、また考える

ことが苦手で、大人でも深く考えることができていない人が多い。赴任当初は、自分の語学

力不足が原因と恩っていたがそれが教育によるものではないかと考えるようになった。

任地の生活に慣れ、当初私は rP T 1内での活動」だけを考えていたが、それだけでは現

場のニーズが見えずに当を得た活動ができないのではないかと思い、 rpT 1外での活動Jも

積極的にしていくことにした。

職場では私は 3代目にあたりカ

ウンターパートも日本で研修を受

けたこともあったので、お互いの

短所や苦手な部分をカバーをしな

がら研修生に授業を行っていった。

また、赴任当初より教師への実験

集の必要性を感じていたので、任

国の教科書を他の隊員と協力して

翻訳し、教科書の内容に沿った実

11 H咋 H'唱!."，. . ~ 
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験集づくりをしていった。また、任期中盤には研修生が行う教育実習に注目し、自分たちで

授業を振り返るような「自己評価カードJを作成し行った。要請以外の活動なので校長から

反対されると思っていたが、逆に校長から「レポートとして提出して欲しい。」という要請を

受けた。

PTI外での活動については、当初校長の理解が得られず、休日などを利用して活動して

いたが、校長の転勤を機に可能になった。私は中学教師なのでやはり実験などで子どもの驚

く様子などを見ることができる活動は楽しみでもあった。学校訪問などを行い、現地の教師

と話をしていく中で、任国に今必要なのは理科よりも数学ではないかと思うようになってき

た。そんな中、私の活動していた県の先輩理数科隊員が JICAの専門家と行っていた算数

ドリノレプロジェクトに関わるこ2になっ

た。このドリル活動は 98日間毎日継続し

て算数授業の初めの 5分間を使って行う

もので、地道にコツコツ行うことが苦手

である任国の教師や子どもができるのか

当初かなり心配されたが 2年目を迎える

学校については訪問指導を行わなくても

ほとんどの学校が毎日取り組めるように

なっていた。なお、この活動については

J 1 CA・ユニセフ・協力隊とお互いが

連携を取りながら今年度も実施されてい

る。

任地での生活も慣れてきたころ、私はバングラデシュの協力隊員で構成されている『子ど

も教育基金』の担当者になった。この基金はバングラデ、シュで活動する隊員が自分たちで資

金を出し合って任国の子ども達のために何かできることはないかと十数年前から始めたもの

である。基金立ち上げ当初から物資面に偏る運用が多かったが、もっと協力隊らしく地域に

根付いた活動ができないかということでその運用方法などの討議を続けていた。
c. ，，，，，w28!.-IW 1 

そんな中で村落普及隊員(15-1矢野隊

員)の提案で、彼の村にプライベート教室

を立ち上げることになった。教室の運営

は村落普及隊員の彼が地域の権力者や教

育機関などと度重なる話し合いを持ちな

がら行い、私は教師への教授法指導と教

材(算数ドリル)提供いう形で協力させ

てもらった。他県で違う職種の隊員と活

動を共にしていくことは想像以上に大変

だったがやりがいのある活動となった。

-
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また、任国は宗教教育(イ

スラム教)はあるが一般的な

道徳教育というものはない。

他の隊員とその必要性などを

討議する中で、「子ども達に生

き物を大切にして欲しい。 j

f自分に正直に生きて欲し

い。」などの気持ちを劇にして

伝えたいということで学校や

施設で人形劇を披露すること I

になった。時には観客が人形

劇lの舞台裏から劇をのぞき込

むようなハプニングもあった

が、子ども達の反響はよかった。 2年間で9回の上演だ、ったが、一番協力隊らしい活動だっ

たような気がする。

任国で 20ヶ月ほど活動してきて、任国の人達と喧嘩をしなかった日の方が少なかった

が、自分に正直に生きていく任国の人達から学ぶべきことはたくさんあった。また、私が活

動を進める上で、自分 1人で行った活動がないことに改めて気がついた。任国の人をはじめ

さまざまな機関の方から機会と支援を与えてくださった方々に深く感謝いたします。
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活動発表会

大分県

佐伯市立字目緑豊中学後

エ・園E径

1S.1'C.グラデシュ
-・食事毒敏陣

国属先・要請内容

初等教育訓練機関ガジプール

(Primary Training ins甘加胞， Joy司ebpur，

Gazipur) 

要繍内容

「教科書暗犯中心の理科授業からの脱却をは
かるため、身近な素材を利用した理科実肢の
推進」

活動内容

【PTI肉の活動】 [Pll舛の活動】
ー実.II*(TIスタイル} 学校勘問

，..ttでのII*<TI個人} 地局における胸学療

'."週・・.の‘"とその充実 ...ドリル渚鋤
..己"・カードの作成利用...釘 en裕互の遭倒にτ，いて
.11..の鋼11 竃剥トレーエング{トライアウト.，.加
.像"・観..隼盆} ラフタラスター研修(竃拘，.細
小学観司IUr...，.スト嗣"，.・..湿潤}
・繍喝事・の翻~(3!草.伺〉 プライベート組重への褐s・
2・絢タラヲ 人司惨劇活動

湿ね'‘・・・，.'脹句.2眠 遭 . 教 育 へ の ア プ ロ 予}

敏簡のそ予ペーシヨン調査
ょ・・〈開刊の問題腐について}
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バングラデシュ人民共和国

面繍 北海道の約2僧

人口 1憧2712万人

.・ ダッカ

通貨 タカ

(1~力=約2円)

宮崎 ベンガル踊

宗敏 イスラム敏

ヒンドゥ一世

仏敏

畏象 ペンガル人

活動の目的(協力隊参加への動纏)

1 任固で自分が受け入れられるか?

(自分への銚戦)

2 今までの経験を活かして、任園理科教育
の発展のために努力をする。

理科準備室の獲得、管理

[成集・惚竃]

ー国枝援金支蕩の鎗泉.訟をま後2週間で手にλれることができた.

ー実織の実.11*<勧間蓄による}にも対応ができるようにはヨた.

ー実..遭拠のストヴタができた.
白"の引退町出鍾l叫~:-J.II(叫



実験校での実験授業
(甘捜量，おもしろ実験授章)

主望豊
ユ且
2園

?園

8圃

主主".豊里
1園

2園

4圃

3圃

実験授業(TeamTeach同形式)

，.，写

2 

3 

a‘ 
e 

司巴里
2 

13 

3 

13 

盟
主
叩
一
工
市

旦皇
2ndshlft 

'"治"
2.おhI.

M鍋"

三

脚

一

m一
酬
一
拙

傷後占星の復調慢の元.年聞の針圃を立て.付属小穆畿の・拘敏師<TTで.

実.煩a障を待った.また実.敏の・・事が不足した障に.代わりに私が『お
もしろ実・IJの鰻.を予ども遣に行った.

【成果・慢周]

・隼聞を適して鈴園通りに符うことができた.

・実・2・a障を待った企舎の子ども遣の反応を・aできた.

【成果限量〕

F'T1の敏拘・<小学校の敏科・を分析しい〈つかの11本実肢を8:lI!:L.1ヒ
ことで少怠い実風鎮a慢ではあったが.肉容は充実した.
.TTのo.時期いて視.ができたので、お互いの不足しているところをう，

〈カパーしてでをた

・弘の.・1主PT1でトレイ三 に討しての実・鰻.である..tの厳司ドを見て
究分毎活動ができた企冨えるのだろうか?

‘ 一 一[肉容 一一
①低コストの醐{敏輔の岡山〆 .~....'らやγ
e・寮シートJのサンプル ー;ユ，タ ~:;..;.::-
<l資制黛(.・11写真.天体信ど， v id .ちが-二一三

一

@Iあ三もしろ実.麟I ~企戸Fジ‘~. . ;，が?;:;渋円ルゐ\~~司斗ザ工
⑤街制り紙 L 

主主土f岬J;:グデ午 〉シF 

，‘~-

理科実験集
[目的〕

生霊園のカリキュラム肉で実蛾

複寮をおこ怠ラ轟の実眼鏡作成

自己評価カードの作成、利用、改訂

目的 トレイニーが教育実冒で授章を行った後に

自分の授章を撮りかえることができるような

カード由作成とそのカードの利用

(2回目]

-2回4年2n也h食対象

.カード改訂

・算数

【成果'..1
.その織でトレイニーが鍋集を径りかえることができた.

.般家をする織のポイントを聞擁的に学ふニtがてぺきた.

(1固目]

・2曲 3年同副院対象

'2.績のカード使用

..敏.理絢

学校訪問

現場の小学載の実・調査

剣r.ll:2岨3年10il-2004年4i1 (tt16後}

目的

任国の敏育'備を考慮した実

...が作成で舎た.

E・トレイニ が現場に震って."" 

で学んだ実蛾が再現しやす〈怠つ
日

'ー・
・織々私根青梅測でJO<Nを宣伝

ことができた.

成果と課題

方途 PTIの慢集日外!こ1(肉の小学総へ出向き‘学後の係予や理

利侵棄の様子fJどの調査.場合によっては実蛾紹介.

成果と課題

どの学後もこちらの期待以ょに受け入れて〈れた.

回現場教師にその場で実蛾後象を紹介することがで舎た.

棟集以前に学綾組織の強化の必要性を眼じた.

絵b、も鞠羽膨を，ぶことができ広

いということに気がつか怠かった.

E 
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地域による科学祭

【恩的3
'色縦の手ども遣に拘学に制度する・舎を11供する.

【織間・園敏3
2003年10月..:~沿4年10月齢 8園

【方，.】

休日や学修勧間縄了後"ど地調aに出向いて察眼紹介などをする.

【属IIIと.M)
子ども遣の科学の援しさを感じてもらうことができた

・活舶の鍵織的実箆ができ怠かった.1日盤具の遍悔の問題など}

【方議]

①修集前にドリルを幽して敏郎を待つ.

喧珊飾の『始め」の号令で一斉l
骨敏師の『止めJの号令で止め‘

どもドリルを受像する.

岳相手のドリルを探点する.

~I貨に得点を発表し‘良〈できた手E
もを褒め合う.

【乎ども側】

3分間一ー練中カけじめ

お互L刈二子zツクー主体性、自主性

.&礎的肉喜一ー落ちこぼれ対東

・温び，.，.のドリルー隼奮..院の陶上

プライベート教室への教授法指導
タンガイル網島スヌティア村
材調書普及隊員矢野隊員との共闘活動

[目的]

プライベート教師への演習媛集

の敏俊浩指導

[肉容1
・3MMを用いた釜礎カ強化

侵寮内での演習量借地計画

できt.い乎どもへのフォロー

アップ猶尋

3MM(3分間ドリル)活動

〔対象]

ガジプール郡 2到愛(1昨年度 191町

小学校3年生

成果と課題
生徒は犬家噴陣を持ラて取り縄んだ

集中力基礎力強化学習に自主性
が生まれた.

場部は初めのうちほ第放ドリルの運

省方訟や生徒のコ〆トロールに'"鍾
が生じてLたが慣れるに従って ヌ

ムーズ ご行えるよろになった.
毎日 前l旬剖こ取り組んだ敏剛志教え

る事ぴを感じ、算数ドリルを 他の授

撃や教育Lこ積鍾的内ご役立てようとして
いる.

2会事自の学教につLては基本哨なドリ

ル還曾が，.倒的な巡圃毎場金17わ'"
ても実施されてレたことである.

成果と課題

-短期間による計算能力の向上

.乎ども遣がIi・能力の向上

-敏師への積極的な指導

-遺距般からの指事によるきめ細

かな指事不足

・できない乎どものフォロ アップ

の不足

・プロジェクトの継続性

p
h
d
 

ヴ
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終わりに

+ 20ヶ月の任期を終え、活動を振り返り恩
い出してみると、自分1人でやり遂げた活
動がなかったことに気がついた。

任国の人々を始め、他のJOCV、調整員、
専門家、 JICAスヲッフ、ユニセフ職員など
様々な人から機会と支援をいただいたこと
に感謝を述べ報告を終了します。

本当にありがとうございました。
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ネパールでの理科教育活動

西山晃弘

(14-1 ，ネパール，理数科教師，群馬県立勢多農林高等学校)

、ー与F 司 、ー司E-ー

1 はじめに(派遣国ネパール)

私が派遣されたネノ4ール王国は世界最高峰エベレスト、ヒマラヤ山脈で有名です。しかし、

私の任地は山が全く見えない平dで、ネパール最東部の国境にできた小さな町でした。

ネパールは中等教育終了時に全国統一試験があり、これに合格することが教師・生徒の目

標となっています。このため、試験のための「教科書の暗記Jが勉強であって、公教育が子

供の全人格的な成長を視野に入れているとは思えませんでした。また、ネノ号ールは地域によ

って教育環境が大きく異なります。私の任地では現金収入がある家庭は子供を私立学校に通

わせます。兄弟が多ければ男子だけを、貧しければ長男だけを私立学校に通わせます。社会

的要求に流され、初等教育には塾的な私立学校が乱立し、公立学校は軽視され荒廃していま

した。私の赴任校は6歳から 13歳までの子供がかよう公立学校で、郡内の教師・学校を指

導する教育センターが併設された、かつてのモデル校でした。そこには、非常に困難な家庭

環境の子供たちが就学していました。子供たちのほとんど、が仕事を持っていて、親元から離

れて就職して雇い主の善意で就学している子供もいました。

赴任して間もない頃、反政府組織の命令で学

校が休校となりました。私が状況を把握しよう

と学校へ行った帰り道、道端で小雨の中寂しそ

うにうつむいて座っていた4年生の男の子に出

会いました。「今日は、学校が休みだよ。良かっ

たね。J私は元気づけるつもりで声をかけたので

すが、彼は意外な言葉を返してきました。「良く

ない。僕たちは勉強しなければだめなんだ。僕

たちには勉強が必要なんだ。J先ほどのしょんぽ

りと雨に濡れていた姿と対照的に、毅然とした
図 1 放課後、牛のエサ集めを終えた兄弟

態度で訴えてきました。子供であっても自らの境遇を理解し、勉強の必要性を深く理解して

いることに驚きました。このことがあったからこそ、現地教師達に迎合することなく彼らと

真剣に向き合えることができたと思います。

2 ネパールの教育問題を考察する

現地の親たちが私立学校を選択する理由は英語教育にあります。授業が英語なので英語が

学べると人気がありますが、本質は理科、数学、社会等の教科書を教材にした語学学校です。
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しかし、ネノfールの人々にとって英語力は物質的な豊かさへの近道(外国人から援助を受け

られる)であり、英語が話せることが学びの誌であり、英語力をひけらかすことの多いネパ

ール社会です。ネパール語での教育を義務づけられている公立学校に就学することは将来が

閉じることを意味しているようでした。

しかし、母国語で丁寧に教育をされてる子供

たちには発想や感情の豊かさがあり、偽りのな

い・優しい・力強い言葉がありました。反面、

理解よりも英語を使うことを優先し教育された

子供の特異な人格には怒りさえ感じました。図

2は教師と左端の子供が母国語(ネパール語)

で語り合っています。それを周囲の子供達が真

剣に聞いて、理解しようとしています。言葉が

しっかりと生きていますから、外国人の私にも

伝ねるものがありました。私は 2年間ネノfール
図 2 子供と語り合う公立学校教師

で生活し、母国語を外国語に置き換え、それを知識ある人、カッコイイ姿とし、母国語を軽

視する社会を観察してきました。その結果、母国語の鍛錬なしには、文化伝統の継承さえ難

しく、母国語を尊重できない人は民族の誇りや人としての道徳心をも失っていくものだと知

りました。このような教育が横行するのは、教育の成果が短期間に誰にでも同じように評価

できるものと錯覚したこと、教育成果を経済上の利得に求めたことにあると考えます。

戦乱の中、首都カトマンズに引き上げてきた隊員から、開発発展の過程で排除された老

教育者の国の将来を憂う嘆きを伝え聞きました。「昔は、大人が子供達を集めて大切なことを

教えていた。時代が変わって、学校ができ、先生も来た。でも本当に教えるべきことを教え

ていなかった。だからこんなことになってしまった。この国はこれからどうなるのだろう。j

この言葉から私は教育の目的、責任を考えさせられました。互いに高めあう競争は必要だと

考えます。しかし、健全な競争を行うためには競争社会が闘争社会とならないための共通の

精神(道徳、礼儀、義務、責任、公正さ、愛国心・・・)を育む必要があり、それが公教育

の使命だと考えました。そして、国民を育成する公教育と、現世利益を基盤とする教育が区

別されていない点がネパールの教育問題の筏源だ、と考えました。

3 地域社会・学校で、

窓がないためコブラやネズミが入ってくる教室、天井からコンクリートがはがれ落ちてく

るほど荒廃した校舎、トイレが少ない、水道がないなど施設面での問題は山ほどありました。

地域社会の期待も非常に大きく、最初に依頼されたことは校舎改築でした。権力もお金もな

い日本の理科教師がボランティアとして来たことを理解してもらうには時聞が必要でした。

しかし、買い物・炊事・洗濯・掃除・修理など「自分でできることは自分でする」を信条と

して、懸命に生きている姿を見せたことで地域社会の一員として認めてもらえたと思います。

(日々やせていく私への同情も大きかったようです。)
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学校の仕事では、私の言動から学校とは、教師とはどのようなものかを知ってもらおう

と努めました。学校を勝手に休まない、時間・約束を守る、授業準備をする、ゴミのポイ捨

てはしない、自分でできることは自分でする・・・日本では当たり前のことです。「郷に従う」

ではなく、日本人として正しい思うことをやり続けました。一つ例を挙げると、学校は朝 1

O時に国歌斉唱、祈り、体操、掃除から始まります。そこに遅刻してきた生徒は叱りつけ走

らせました。遅刻した生徒の後ろを歩いている教師を走らせることはありませんでしたが、

同僚教師から「西山先生から走れと怒られた」とよく嫌みを言われました。「生徒は仕事を持

っているのだから大目にみてやってJとも言われました。走らない、時間にルース、なのはこ

の留の文化伝統という日本人もし}ました。

しかし、学校という制度を導入した以上は、学校の仕組みに従わせるべきと考えました。

毎日の多忙な仕事に追われて退学してしまう子供もたくさんいました。自ら学校へと走るこ

とができるようになれば、毎日の仕事につぶされないで、学校を大切に思う気持ちをいつま

でも持ち続けられるであろうとも考えました。毎朝、集会中は「遅い、遅い、走れ、走れ」

という私の怒鳴り声が響き渡っていました。走るのは格好悪いと抵抗する生徒も、やがて自

ら走るようになり、教師の遅刻も自に見えて減りました。幸いなことに素晴らしい同僚逮に

恵まれ、多くのことを理解して応援してくれました。そして、慣習にとらわれずに良いこと

はすすんで取り入れようとする校長に助けられ予想以上の成果が上がりました。

4 理科教育 図4 学校農園での観察活動

(1)直接体験の必要性

赴任直後の授業では子供達の「見る能力」の未熟さに驚かされました。この地での授業

とは、教科書を広げて音読、問題練習です。観察実験であっても教科書の音読、問題練習、

教師の体験話です。子供たちにとって「見るJとは記憶を引き出す作業であり、「見たこと」

とは教師・大人が教えたこと、教師・大人が見たものであるということでした。また、大人

たちも伝聞、私見中心の会話に偏り、私には違和感がありました。ネノξールに精通した人か

らは、これは「文化」であり仕方ないことと教わりました。私にはこの文化と教育を分離し

なければ理科教育は根付かないと考えました。

日本であっても直接体験をおろそかにして、

間接体験を自己の知識として習得した人には観

察実験の意義を説明しきれません。同僚逮に理

解してもらうよりも子供達を変えなければと考

えました。

私が最初に子供達の「見る能力」を回復させ

るために行ったことは、自由にありのままに「見

るJ体験をさせること、ありのままに見たこと

を「楢き写す」こと、「観察する」ことです。

「見る」体験については図 3のように教科書の 図3 教科書ではなく、実験を見せる
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絵ではなく実物、実験を多く見せました。これ

までにない視覚からの刺激が子供達に大きな驚

き、感動を与えたと思います。「描き写すJ作業

もまた多くの工夫と時間をかけました。「観察す

る」については言葉等の問題もあり非常に難し

いと考えました。そこで、学校農園と、百葉箱

を作り、そこでの活動を通じて「観察する」こ

とを理解してもらいました。学校農園で育てた

作物の観察、学校農園に自生した植物の観察、

学校農園に来た昆虫の観察などたくさんの活動

をしました。百葉箱での観測活動への理解はな

かなか得られませんでした。しかし、自主的に

観測し、記録する生徒達の姿をじっと見ていた

大人達には何かを残せたものと思います。

( 2 )探求活動

私は探求活動のなかにこそ他教科には代え難

い理科教育の目的があると考えます。日本の実

業高校では課題研究として実施しています。私

は、現職中に放課後の部活動(理科部)で探求

活動を指導してきた経験があり、同じようなこ

とができないかと考えました。そこで、広場に

実験場所を確保して探求活動を実践してみせま

した。次に、昼休み、放課後に子供達だけで自

由に実験する環境をつくりました。子供達は非

常に好奇心旺盛で多くの観察実験をおこないま

した。赴任当初、私の実験道具を奪い合ってい

た子供達でしたが、探求活動を進める中で協力

しあって問題解決にあたる姿に変化していまし

図4 学校農園での観察活動

図5 放課後、百葉箱での気象観

た。 図 6 協力し合ってソーラークッカー制作

( 3 )理科教師たちへ

すでに、理科教育を改善しようと外国の援助でつくられた教科書には観察・実験がたくさ

ん載っていました。しかし、その観察・実験をほとんどやっていない現実がありました。そ

んな状況下で、教科書のすべての実験を現地にあるものでおこなうことを心がけました。ネ

パールであっても、実験器具施設がなくても、工夫すれば実験ができることを教師達に知ら
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せることを意識しました。

赴任して半年間一緒に理科の授業をやってきた教師が「小中学校の給料は安いので高校に

いく」と言い残し転勤してしまいました。彼の後、誰が理科を教えるのかで同僚達がもめて

いました。結局、若い女性の新任教師にすべて押しつけることになりました。この騒動がき

っかけでネパールの教師が理科を担当したがらないということを知りました。理由は『理科

は難しいし、予習をしなければならなし、から面倒。他教科ならば経験を話せばよいから簡単

に教えられる」とのことでした。ネパールでは理科授業のための教材研究も実験準備も仕事

時間として確保されていませんでした。この後、持ち運びができ、提示できる教材作りを中

心に活動を進めました。教師も楽しめるように、不本意に理科を担当する教師が少しでも気

楽になってもらえればという考えて、した

直接体験の真の必要性をネパールの教師に理解してもらうという課題について、私は終始

悩み続けました。赴任校には郡内の教師訓練、教育計画等をおこなう教育センターが併設さ

れいて、よく地域の教師達が集まってきました。私はセンターの仕事もおこなっていました

が、理科実験の教師訓練は諸事情から実現しませんでした。そこで、私は実験室の窓、ドア

を常に開放し、私の理科教師としての仕事(準備、片付け、子供とのやりとり)を教師達に

見てもらうことを考えました。幸い、校長の配慮で用意された実験室はセンターとトイレの

聞に位置していました。センターに来た教師達は一 日数回は実験室を通過することになりま

した。学校農園、百葉箱もセンターの前に設置しました。興味ある教師は足を止めて見学し、

質問してきました。「教育成果を語る」のではなく「何が大切かを語る」私の理科教育活動は、

現地教師達にとって受け入れがたいものでした。しかし、いつしか質問してきた教師達に、

子供達が熱心に説明をするようになりました。説明を受ける教師達の表情は笑顔から驚きに

変わりました。この教師達には発現した教育成果を認識してもらえたと思います。帰国して

3ヶ月後このセンターがネパールで最優秀として表彰されることになったと知らされました。

5 最後に

現職復帰し、日本の高校生と向き合う今、幼

くとも凍とした態度で私を見つめていた子供達

をよく思い出します。日本の清潔で整備された

教室と対照的に、ぼろぼろの暗い教室でした。

しかし、窓の外には強くまぶしい光が見え、そ

の光に希望を感じることができる子供達であり、

教育活動でした。

帰国後 4ヶ月して再度任地を訪問しました。

教師・公務員の子供は公立学校に転校させる命

令が地域を支配している反政府組織から出され
図 7 教師の質問に答える少女

ていました。私立学校から公立学校へ転校させられた娘を持つ同僚が『先生の言葉(ネパー

ル語)が分からないと娘が毎日泣いていた。Jと嘆いていました。この内戦が終わり、自らの

。。



言葉を取り戻し、自国を愛し誇りに満ちた人々が普通であったネノfールになることを願って

います。素晴らしいネノ号ールの人々に助けられ、学ぶことの多い約 2年間でした。任務を終

了した今、直接体験を交えた言葉のやりとりこそが教育の要諦であると信じています。

(活動の詳細は http://nishiyama.web.infoseek.co.jp/をご覧ください)
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実験

現地教師の補足説明
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ノートに書いた生物名をxとされ 掴
頭をかかえる子供、呆然とする子供 . 

見たこと、記憶していることの区別ができない . 

- 88 



医霊霊園

89 ー



騨fH磨語調櫨韓欄

臨沼臨調

90 ー

E 



91 ー

一

変

一

一

大

一

目

、

勺

一;
 

-

A

M

一

一
1

1

，。一

日

弁

F

一九一

一E
こ
レ

ω
一

一H
m
J
V
川
町
駅
一

一平の引

u
m
実一

一日開

h
だ
し
一

一
教
況
む
い
一

一E
A
は
読
し
一

一
ル
科
を
灘
一

一
一
教
書
は
一

一
一
ハ
の
科
科
一

一
宇
他
教
理
一



ボリビアにおける算数教育

野本純一

( 15-1. ボリビア共和国，小学校教諭，新潟県三条市立月岡小学校)

-司扉画E司専

1.ボリビア共和国とは

一一~-跡、-‘ー

1 825年 8月 6日，宗主国スペインからの独立を果たす。人口は約 870万人 (20 

o 2年).国土面積は約 11 0
1
万 krrfを有し，日本の約 3倍の広さである。 9つの県から

成り，アルティプラノ(標高4000m近くの高地).パジェ(標高 3000m程の高原). 

オリエンテ(低地熱帯雨林地帯)の 3地域に大別され，地域により大きく様子が変ること

から r3階建ての国」とも呼ばれる。主要言語はスペイン語だが，原住民の聞ではアイマ

ラ語やケチュア語も話されている。行政よの首都はラパス，憲法上の首都はスクレであり，

スクレは私の任地である。

2. ボリビアの教育事情

義務教育は，日本の小中に相当する初等教育の 8年間であり，その後日本の高校に相当

する中等教育が 4年間ある。就学年齢は満6歳であり，日本よりも l年早い。 1994年

に教育改革 (ReformaEducativa)が始まる。具体的な内容として，学校の増設による就学

率の上昇，固定教科書の作成，カリキュラムの再編成，教科の変更などが挙げられる。ま

た，学校は半日のみであり，校舎は異なる学校 (UnidadEducativa)が共同で(午前・午後・

夜間)使うことが多い。

3.配属先.スクレ市教育局 Direccion Distrital de Educacion Sucre 

スクレ市における公立・私立学校(幼稚園含む)の管理・指導を行っている。先に述べ

た教育改革を推進する立場にあり，教師への助言やセミナーの開催などの他に，青少年の

健全な育成のための指導などの活動も行っている。日本における教育委員会の立場である。

4 実際の活動内容

私の職種は「小学校教諭Jだけれども，実際には算数教育の改善のみに活動が焦点づけ

られていたため. r算数教諭Jと名乗ることが多かった。任地であるスクレには，教育局

に所属する私の他にも，算数(数学)教諭として，小学校，中学校，高校，教員養成大学

にも協力隊が派遣され，当初はグループ派遣の形態で、あった。それぞれの立場から気づい

たことを情報交換することで，問題点がより明確になり，お互いの活動がより円滑に進め

られたことは大きな長所であった。何よりも，遠い異国の地で同じ目標をもっ同士がいる

ことはとても心強かった。しかし 5人が同時にスクレで活動できたのはごくわずかな期
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聞で，実際は派遣時期の違いや途中帰国などにより，グループとして機能することは少な

かった。

また，私のカウンターパートは多忙な人で，絶えず文書作成や来客者への対応に追われ，

一緒に活動できたのはごくわずかであったことは残念である。

[活動①:授業観察・事後指導]

市内の数校に協力を願い，長期に渡り授業観察と事

後指導を繰り返した。とりわけ最初の時期は，算数の

用語や授業における教師の指示など，語学の力をつけ

るのにとても有効だった。また，多くの授業，多くの

教師と出会うことで，教育が抱えている問題点，教師

の悩みなどを一般化することができた。そして，なに

よりもお互いに打ち解けあうことで，以下に述べる

様々な活動がやり易くなったことは事実である。

【活動②:アンケート実施]

(授業の様子)

赴任して 2ヶ月が経った頃，算数教育改善のためにどんな活動が求められているのかを

知り，自分の活動方針を明確にするために，市内 30校 200名ほどの教師を対象にアン

ケートを行った。(質問内容は以下の通り)アンケートの集計は，長い夏休みの聞に行い，

新学期に向けて自分の活動の見通しをもつことができた。その結果，①定期的な授業観察

と事後指導の継続，②教師を対象にした研修会の実施，③モデ、ル授業による日本における

教授法の紹介，この 3つを柱にする

こととした。また，取り扱う内容は，

特に苦手な子どもが多いとし、う計算

領域(特に割り算と分数)に絞るこ

とにした。また，教育改革が推奨す

る，子どもの意欲を高めるような遊

びを用いた教授法もできるだけ紹介

することとした

I活動③ 研修会実施]

アンケート内容(抜粋)

O 算数教育について，どんな困難がありますか。

O 子どもたちはどんな単元が苦手ですか。

O 研修会でどんなことを学びたいですか。

O ボリビ、アの教育や教育改革についてなど，思う

ことを自由に書いてください

多くの学校に出かけて研修会を実施した。普段教師

たちは研修会を受ける機会が少ないためか，どの人も

真剣に，そして楽しく参加している様子が印象的だっ

た。

(研修会の様子)
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[活動④・算数・数学グループによる合同研修会実施】

先に述べたグループ派遣の利点を活かそうと，大規模な研修会を実施した。小学校・中

学校・高校の教員を対象として 1日ずつ，計3日間開催し 1日当たりの参加者は 200

名程度を予定した。どのような内容が妥当か話し合いを重ね，お互いに協力しながら準備

を進めた。教育局に所属し，いろいろな学校に面識があったことから，私は渉外活動のほ

とんどを担当したが，この渉外活動が一番の苦労だった。「約束を守らない」たくさんの

ボリビア人により，テーブルやいす，放送機器などの借用に時間と手聞がかかり，また，

各学校への研修会の案内文書も，配布されたのはぎりぎり間近だった。当日，ボリビアで

は頻繁に発生する道路封鎖により参加者は 100名程度に減ってしまったが，意欲的な参

加者たちに助けられ，チームワークよく無事に 3日間を終了することができた。この研修

会により，算数・数学グループの活動が認知され，何よりも自分たちにとって大きな自信

になった。

[活動⑤:モデル授業実施]

時々ではあるが， 日本における教授法を直接紹介す

るためにモデ、ル授業を行った。直接子どもたちと触れ

合える楽しく貴重な体験になった。

I活動⑥:学力テスト実施1
活動の締めくくりとして，市内 22校の 5年生を対

(モデル授業の様子)

象に学力テストを行った。問題は計算領域のみ， 20聞に絞った。スクレにおける傾向を

掴み，また他校の結果と比べることで自校の問題点に気づくことを目標とした。ボリビア

では統一学力テストの類は存在せず，この取組に対してはどの学校も興味を示し，快く協

力してくれた。

5 ボリビアにおける算数教育の問題点

小学校や中学校の算数(数学)の授業を見てまず思うことは，教師主導型で，練習問題

をひたすら解くスタイルが多いということだ。これでは子どもの論理的思考はなかなか育

たない。また，教師の中でも誤った知識がまかり通っている場面をたびたび見かけた。こ

れらの問題は，教師が研修を積む機会が非常に少ないことや，自分たちもそうやって習っ

てきたという体験などが原因していると恩われる。また，経済的に恵まれない学校が多い

ため，教材不足や劣悪な学習環境により学習活動が思うように展開できないという苦しい

現状も見られた。そして，授業習慣の違いも大きな問題だと感じることも多かった。問題

をボールペンて、解く，計算記号だけ赤ベンで書く，複雑な検算の存在，授業中にお菓子を

食べる…挙げたらきりがないが， 日本の教育と比べると驚くべきことが多かった。教員に

よるストライキも深刻な問題であり，年間 50日もヌトライキで、学校がなかった年もあっ

た。
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6.活動を振り返って

活動の中で悩んだことや困ったことはたくさんあった。まず困ったのが語学であった。

仕事をするために十分なスペイン語を習得するにはだいぶ時聞がかかり，言いたいことが

相手に伝わらずに悔しい思いをすることも多かった。そして，約束を守らないこと。この，

ある種の文化とも言える習慣には公私を問わず悩まされた。日本人である私には到底理解

できないことも多かったが，ボリビアにいる以上は，肩のカを抜いて相手のペースに少し

ずつ合わせてみようと思うことができたとき，ようやく楽になった。ただし，約束を守ら

ないことが，この国の発展に影を落としているのは確かだと思う。

活動から得たこと，協力取に参加してよ

かったと思うこともたくさんあった。まず，

たくましく生きる明るい子どもたちとの出

会い。がんばって働きながら学校に通うボ

リビアの子どもたち，物はなくてもキラキ

ラした瞳で一生懸命勉強するボリビアの子

どもたち。私はそんな子どもたちが大好き

だった。そして，その子どもたちを支える

ボリビアの教師たち。たとえ経済的に恵ま

れなくても，教師として高いプライドをも

ち，熱心に教えるその姿を見て，私も同じ

教師としてうれしくなった。地球の裏側の
(元気なボリビアの子どもたち)

遠い国にも，意欲に満ちた素晴らしい教師がたくさんいることを誇りに感じる。そして，

遠く離れてみたからこそ，改めて日本の教育の素晴らしさを知ることができた。また，文

化の大切さにも気づかされた。ボリビアには，老若男女を問わず，各地における歌や踊り

が愛され，受け継がれている。私もいろいろな行事に参加して，ボリビアの文化を十分に

体験することができた。これからは，ボリピアの文化を紹介しつつ，日本人であることに

誇りをもち， 日本の文化の素晴らしさについて胸を張って語れる人間になりたい。もう一

つ忘れてはならないのは，家族の大切さである。私が，長い任期を無事に終えることがで

きたのは，温かいホームステイ家族に支えられたところが一番大きい。家族で過ごす時間

を大切にし，何でも話し合う，共に笑い共に泣く，そんな家族の素晴らしさに出会うこと

ができたことをうれしく思う。

振り返れば瞬く聞に過ぎた 1年 9ヶ月だ、ったが，数多くの貴重な経験ができた。協力隊

に参加してよかったと心から恩う。

7. 終わりに~これから出会う子どもたちへ

私は 1年 9ヶ月の協力隊の活動体験から，多くのことを学んだが，それを，これから出

会う子どもたちゃいろいろな人々に伝えていくことが私の役割である。日本とボリビア，

子どもと子どもをつなぐ架け橋となって，今後も私にできる活動を続けていきたい。
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0学ぶことの大切さ，ありがたさ

普通に学校に通って勉強できることがどんなにありがたいことかを考えてみよう。勉強

したくてもできない人の気持ちを考えてみよう。勉強できることにいつも感謝し，支えて

くれる人たちに感謝し，一生懸命勉強しよう。

O日本文化，外国文化の素晴らしさ

世界にはたくさんの国がある。その文化に，その素晴らしさに触れてみよう。きっとそ

の国の人の気持ちが見えてくるはず。日本にも素晴らしい文化がたくさんあるので，日本

人であることに誇りをもち，どんどん体験しよう，自慢しよう。

Oだれとでも仲良く

この世界には，固という境界線はあるものの，住んでいるのは同じ人問。だれもがたく

さんの人と仲よくなりたいと恩っているはず。相手の気持ちを思いやり，だれとでも仲良

くしよう。

O自分にできる国際協力を

困っている人のためにできることはないか考え，どんなに小さなことでもやってみよう。

それが自信となり，次の一歩へとつながる。世界のみんながよりよい明日を迎えることが

できるように，自分にできることをがんばろう。

(ボリビア紹介の様子)
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(新潟県三条市立月間小学校教諭}

2.ボリビアの教育事情

・義務教育は.初等教育(日本の小中に担当)

8年。その後中等教育(日本の高校に相当)

が4年。

・就学年齢は満6歳。日本よりも1年早い。

• 1994年，教育改革(ReformaEducativa)が

始まる.

・学校は半日のみ。校舎は共同で使う。

.教育レベルは相当低い。

4 実際の活動内容

-職種は『小学校教諭』
だけれども

・グループ派遣の畢所・
短所

司小学校・中学校・高
校・教員養成大学・教
育局に一人ずつ派遣.

.カウンヲーパートの協
力は

1 ボリビア共和国とは

• 1825年8月6日独立 F例区つ

・人口約870万人 ト吋41 "" 
・国土面積約110万krrl ~ ¥¥  

(日本の約3倍) 品‘ ''-...、

・9つの県から成る r3階 f一一 山I-f ~
建ての国J ! ，"".戸~--- 町、

・主要吉語スベ例昔 、1 T適 24hi
アイマラ語ケチニ.7語 I み

・首都ラパス(行政上) V .mJ 11 
スヲレ(憲法上) N.1f~r〈岬"'ん

，.~;. '、

3.配属先:スクレ市教育局
Direcci凸nDistrital de Educaci6n Sucre 

【主な業務内容】

・スヴレ市における公立・
私立学校(幼稚園含
む)の管理・指導

・教育改革の推進

・教師へのセミナー開催

.青少年の健全な育成

のための指導 ....1 : . 崎 同 財 閥 時

活動①授業観察・事後指導
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活動②アンケート実施

.30校215名の教員を対象

.質問内容
。算数(敏掌)敏宵に闘して。どんは園障なことがありますかヲ

。各単元が純わったら。餌価{テスト)をしていますか?

。児童(生徒}は。どんな単元が普手ですか?

0111<学敏宵について研修舎で掌びたいことは何ですか?

。ポリピアの敏宵や微育改革における敏学敏宵について思うことを自由

にお・き〈ださい.

司自分の活動方針を決定することができた。

(授業観察と指導，研修会，モデル慢業を柱に)

活動④算数・数学グループによる合同研修会
Inte陀ambiode同副岡市開asde las matematicas 

活動③研修会実施
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わり算，あまりのある少数のわり算.
大きな数，最小公倍数 ..etc

5 ボリビアにおける算数教育の問題点

-教師が研修を積む機会が少ない.

・誤った知援がまかり通っている.(研修の少なさ，間
遭いの多い教科書。小さな頃からの積み重ねelc...) 

.教師主導型の授業(難解な練習問題が多い)

・教材が少ない.教科書がない.

・授業習慣の遣い(80分授業，ボールペンの多用.複
雑な検算.お菓子OK? elc...) 

-教員によるストライキ(年間50日!?) など

100ー

活動⑤モデル授業

活動⑥学カテスト

6.活動を振り返って

【悩んだζと・困ったこと1
.語学力
・約束って何?
・年上の先生たちを指導すること
【得たもの】
-たくましく生きる子どもたちとの出会い
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• 

6.活動を振り返って

【悩んだこと・困ったこと1
.語学力

・約束って何?
・年上の先生たちを指導すること
【得たもの】
・たくましく生きる子どもたちとの出会い
.意欲のある先生たちとの出会い

6 活動を振り返って

【悩んだこと・困ったこと1
.語学力
・約束って何?
・年上の先生たちを指導すること

【得たもの】
-た〈まし〈生きる子どもたちとの出会い
.意欲のある先生たちとの出会い
-日本の教育の素晴らしきを再包囲量
・文化の大切さ(日本文化.ポリビア文化)

6.活動を振り返って

【悩んだこと・困ったこと1
.語学力
・約束って何。
・年上の先生たちを指導すること
【得たもの】
・たくまし〈生きる子どもたちとの出会い
.意欲のある先生たちとの出会い
-日本の教育の素晴らしさを再認機
-文化の大切さ(日本文化，ポリビア文化)

・家族の大切さ
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7 終わりlこ~これから出会う子どもたちへ

-学ぶことの大切さ，ありがたさ

・日本文化，外国文化の素晴らしさ

.だれとでも仲良〈

-自分にできる国際協力



国際教育協力シンポジウム資料

ボリビアにおける算数教育
15年度 1次隊 野本純一

噺潟県三条市立月岡小学校教諭)

1.ボリビア共和国とは

独立 :1825年8月6日 -山 叩

人 口:約870万人 (2002年) 4・-. ..， .... 
国土面積:約 110万kni (日本の約3倍 9つの県から成る r3階建ての国」

主要言語:スペイン語，アイマラ託ケチュア語，グアラニ一語

"'"'、、\、~ '.... 
K，J ，mm  

白 4 ・・...
: eh fr W1  

、 .t~'U 
..... " '_:1" 

首 都:ラパス(行政上)，スクレ(憲法上)

2.ボリビアの教育事情

義務教育は，初等教育(日本の小中に相当) 8年。その後中等教育(日本の高校に相当)が4年。

就学年齢は満6歳日本よりも 1年早川

1994年，教育改革 (R油 'rmaEdu叩 tiva)が始まる。

学校は半日のみ。校舎は共同で使う。

教育レベルは相当低川

3 配属先・スクレ市教育局 D出回ionDis凶talde Educacion Sucre 

スクレ市における公立・私立学校(幼稚園含む)の管理・指導

教育改革の推進

- 耕市へのセミナー開催

青少年の健全な育成のための指導 など

4.実際の活動肉容

機種は f小学牧華揃jだけれども…

グループ派遣の長所・短所

=今小学校・ 中学校 ・高校・教員養成大学・教育局に一人ずつ派遣。

カウンターパートの協力は

①授業観察 ・事後指導

②アンケー ト実施

③研修会実施

③算数 ・数学グ、ループlこよる合同研修会

⑤ モデル授業

⑥学力テスト

5 ボリビアにおける算数教育の問題

朝市カ噺修を積む機会が少ない。

誤った知識がまかり通っている。

耕市主導型の授業

耕 tが少ない。教科書がない。

授業習慣の違い

教員によるストライキなど

6 活動を振り返って

7.終わりに~これから出会う子どもたちへ
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ジャマイカにおける養護教育支援 一報告ー

金戸裕美

(15-1，ジャマイカ，養護，富山県立となみ養護学校)

‘--屯咽-司暦 「ーー・-

1 私の夢

祖母が視覚に障害を持っていたことから、障害児・者にかかわる仕事につきたいと思よう

になっていた高校時代。障害児教t育を学ぶ中で、教師になろうと決意した大学時代。そして、

教師になってますます夢がふくらんだ初任 1年目。海外での生活を夢見て、 3年間の養護学

校での経験をもとに青年海外協力隊に応募し、合格通知を手にすることができた 2002年

の夏。それから 1年後、 3ヶ月の訓練を終えて、不安と期待を胸に、ジャマイカに飛び立っ

た。

2 ジャマイカの国について

ジャマイカは人口 262万人、面積は秋田県くらいのカリブ海に浮かぶ小さな島である。

カリブ海周辺の国がスペイン語圏である中、 1962年までイギリスに占領されていたこと

により、公用語が唯一英語の国である。また、 rBrokenEnglishJ (壊れた英語)と言われるパト

ワ語を現地語として使用している。例として英語 rLaterJ (レイター)をパトワ語では(リ

エター)、 rCome hereJ (カム ヒアー)を(コミヤ)と読んだりする。ジャ7 イカを代表す

る rNoproblemJ (問題ないよ)という言葉は、暑い島国でのんびり暮らすジャマイカ人の楽

観主義を象徴する。この楽観主義に困ったこともあったけれど、活動を振り返ってみると助

けられたことのほうが多かったように思う。しかし、どんなに時間に遅れても rNoproblemJ 

(問題ないよ)と言えるジャマイカ人には活動の最後まで驚かされた。もしジャマイカ人に

時間通りに来てほしい場合には、大げさかもしれないが 3時間前の時間を集合時刻として伝

えることが望ましいだろう。

3 ジャマイカの養護教育

私が配属された「ジャマイカ知的障害児協会(JAMR)Jは「スクール・オブ・ホープ」と

いう特殊教育機関を運営している。これはジャマイカで最も古い特殊教育機関(1956年

設立)であり、規模も最大である。また、ろう学校(JAD)が各地方に設置されており、ジャマ

イカ最東端のポートアントニオでは、知的障害の養護学校と聾学校が併設されている。

4 隊員としての活動

(1)任地での活動(スクール・オブ・ホープ ポートアントニオ校)

私は、このポートアントニオ校で重度重複障害児童生徒の作業学習や自閉症児童生徒の個
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別学習を担当、さらに情操教育を充実させるために『図画工作」を全児童生徒に指導してき

た。

①言葉の皇室を乗り越えるために

英語が苦手な私にとって、子どもたちが話すパトワ語はほとんど理解できなかった。教科

に『英語Jがあるため、パトワ語は教育において使用しないことが原則であったが、教師自

らが指導する上でパトワ語を使用し、子どもたちもその方が馴染みゃすいため、学校で(い

やジャマイカで、といっても過言ではなし、)r英語」を耳にすることはほとんどなかった。そ

んな中、言葉の通じない私が展開した授業方法は、図画工作を始め、あらゆる面で見本を見

せながら rLiketh目J(このように)という方法であった。藤、覚障害児には、英単語やパトワ

語と同時に手話(アメリカ手話と ジャマイカ手話が合わさったもの)を獲得し、指導してい

った。どちらかといえば、私にとって手話のほうが獲得しやすかった。言葉が分からなくて

も身振り手振りが言葉の意味を教えてくれたからである。自閉症の子どもたちにとって言葉

が通じない中で手がかりになるものが視覚刺激であることを、自分が海外生活の中で体験し

ていたように思う。

言葉の壁を乗り越えるために努力したことは、分からないことは唆昧にしないこと、伝え

たいことは間違えてもいいからとことん話すこと、この 2つの信念を持って臨んだことが私

のジャマイカでの生活を大きく支えてくれた。

②養護隊員として重点をおいて支援したこと

まず、養護隊員として私が重点をおいたことは、子どもが興味関心のあるもの、子どもが

できること、子どもから能力を引き出せるものを教材として使用したことである。また、ボ

ランティアとして重点をおいたことは、私が去ったあとも現地の教員が継続していけるもの、

モノがない中で、現地のモノを利用していくことであった。特に、モノがない中での教材の

研究は大変ではあったが、やりがし、も大きかった。日本から資金を援助してもらい購入する、

または送ってもらう、この支援方法はお金で解決するため簡単ではあるが、継続はできない。

私が去ったあとも継続して指導していくためには、現地教員や児童生徒が容易に手に入れる

廃材を使うことが一番重要なことだった。

③モノがない中での教材の工夫

作業学習や図画工作の指導では、古い雑誌を使った三角クラフト(写真 1・2)や新聞

紙を使ったアンデルセン、古い紙をちぎって漉して作るリサイクルペーパー(写真 3) や

はりこ(写真 4) など数々の作品を児童生徒とともに作ってきた。活動の終盤には、地域

の人や保護者に児童生徒の様子や作品を見てもらうために作品展示・販売会(写真 5 ・6)

を行った。日本円にして約 8000円の売り上げがあり、その後の教材購入の資金にとて

も役立つた。児童生徒にとって作品が売れた、ということは次に作品を作る意欲にもつなが

っていった。
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写真 1 三角クラフト 写真 2 三角クラフトで作ったバスケット

写真3 リサイクルペーパー 写真4 はりこ

写真5 作品展示会 写真6 作品販売会

④図画工作プロジェクト

活動が始まったころから 3つの大きなプロジェクトを考えていた。 1つ目は子どもたちが

経験したことのない共同宿泊学習を 2i自3日で企画し、狭い教室では体験できない図画工作

の指導をしたこと(写真 7・8)0 2つ目は作品展示・販売会、 3つ目は看板もない、さみし
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い場所に設置されている学校をなんとか地域の人々の

目につく場所にしたいという私と同僚の希望で、学校

の前に設置されていたバス停に壁画を描いたこと(写

真 9)だった。この 3つのプロジェクトは今後も継続

できるようにほぼ全ての資金を地域から寄付を募って

集めたこと、同僚と共に企画を進めたこともあり、大

成功に終わった。次から次にやりたいことは出てきた

が、短い任期の中で展開した活動に悔いはない。

写真 8 2泊3日の共同宿泊学習

オリジナル Tシャツづくり

( 2 )現地教員向けのワークショップ

写真 7 2泊 3日の共同宿泊学習

巨大なペイント

弘同岨

写真 9 バス停に壁画(人物画)

任地での活動と並行して、現地教員に向けて資質の向上や技術提供をするためのワークシ

ョップを行ってきた。このワークショップは赴任して言葉もままならない 2003年 9月か

らすぐに始まった。 この活動の目的は、任地校だけではなく、ジャマイカ全土に技術を広げ

ていきたいということだった。

①ジャマイカと日本の養護教育の比較

教育的アプローチ方法の違いとして、ジャマイカは暗記・模倣的な教授法を取り入れてい

た。 さらに、国語と算数に重点を置き、情操教育の受ける機会が少ないこと、日本に比べて

教員のアイディアや教材が不足していることが特徴としてあげられた。

108 



②「図画工作」の模擬授業

私がジャマイカに赴任して養護隊員が4人そろった。そこで、チーム・テーチングの指導

形態をとって図画工作中心の模擬授業を各任地で展開していった.<写真 10)。各任地をまわ

ることで、それぞれの学校の特徴が見られ、自分の学校を振り返ることができた。また、各

隊員と共同して授業をすることにより幅広くアイディアを得ることができた。徐々にワーク

ショップの活動形態が定まり、首都に拠点をおいてワークショップ(写真 11) を進めてい

くことになった。首都でのワークショップは模擬授業、講義、図画工作の実演をまじえて展

開し、参加者も徐々に増えていった。

写真 10 写真 11 首都でのワークショップ

③ 公式「自閉症児者のためのワークショップJ

図面工作中心のワークショップが JAMR(知的障害児協会)から認められ、赴任して l年

経ったころには、 JAMRから要望された「自閉症児者」に限定した公式のワークショップ

を開催することになっていた。ボランティアとして常に考えることは、隊員が去ったあとも

継続されていくことである。ワークショップも継続されるように、確実に技術や内容が伝わ

るように工夫していった。参加者を自閉症児者 10名、その保護者 10名、その自閉症児者

に関わる教育者(スーパーバイザ一、担任) 1 0名にしぼった。そして参加者は 5回継続し

てワークショップに参加することとした。内容としては、 4回までは教材などを提示しなが

ら私たちが模擬授業を展開した。そして、 「自閉症」という障害の特性を理解し、個別の指導

計画を作成して確実な実態把握を繰り返し、構造化・視覚化を利用した授業内容の構成、教

材の工夫について講義を重ねた。最後の 1回のワークショップでは、模擬授業や講義を踏ま

えた上で、現地教員による研究授業をしてもらった。ここから分かるように、受身的なワー

クショップから実践・参加型の積極的な、質の高いワークショップになっていった。最後に、

JAMRが評価し、参加者(スーパーパイザー・担任) 1 0名のうち、 6名が認定証を授与さ

れた(写真 12)。授与された 6名が今後のワークショップを引き継ぐ代表となった。このよ

うにしてLワークショップが私たち隊員の手から現地教員に引き継ぐ形を取ることができた。
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( 3 )今後のジャマイカ養護教育支援

ワークショップ終盤から現地の教員をはじめとする教育関係者や保護者に対して意識調

査を実施した。そこで課題としてあがってきたことは、設備や教材の不足、教育課程の見直

しの必要性、教育関係者との連携が不十分、重度重複障害者への支援が不十分という 4点で

あった。そこで、今後派遣される後任隊員がどのような方向でジャマイカの養護教育に支援

していくべきかを明確にするため、 J1 CA  (国際協力機構事業団)、 JAMRやジャマイカ

の教育省も交えてPDM(プロジェクト・デザイン・マトリックス)を作成した。そして以

下の4点について方向性が定められた。

①継続したワークショップの開催を通して、教材のアイディア提供、環境や設備の構造

化を図ること

②障害の特性を把握した教育課程について、見直し、検討すること。

③隊員や中心となる現地の教育関係者がチームを組んで地方に出向いて「ワークシヨツ

プ」を開催すること。

④首都に養護教育の専門家を派遣し、常に JAMRや教育省と連携し、さらに重度重複

障害児者への支援に取り組んでいくこと。

5 活動のまとめ

これまでに、成功した活動や自己満足した活動について述べてきたが、成功に導くまでに

は数々の困難があったこと、その解決に努力したこと、そして、まだ残っている問題点があ

ることを忘れてはいけない。

最後に、私がジャ7 イカに行ってみて感じたこと、それは、訓練期間を含め、 2年間活動

できたことは自分ひとりの力ではない、ということである。家族をはじめ、応援してくれた

日本の同僚や友達、そして隊員の仲間や温かく迎えてくれた現地の同僚の支えがあったから

こそ活動を無事終了し、日本に帰国することができたと実感している。どんな場所にいても

決して自分ひとりでは生きられない、常に守られ、支えられて生きていることを 2年開通し
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て学ぶことができた。また、日本とジャマイカ、話す言葉や住む生活環境、文化が違っても

同じ人であることに変わりはない。私が 2年間一緒に学んできたジャマイカの子どもたちは

これからも私の大事な児童生徒(写真 13) であることに変わりはない。ジャマイカは私に

とって第 2の故郷である。この 2年間の中で会えたさまざまな人の輸を大切にしながら、こ

れからもいろんなことに挑戦していきたい。「夢は必ず叶うものjそう信じて、新たな夢を持

って生きていこうと思う。さらに、自分の経験を多くの人に伝え、日本に還元していきたい。

海外に出向いて支援することだけが国際協力ではなく、次は、日本でできる国際協力に努め

たいと思う。今まで応援し、支えてくれた仲間に感謝し、 2年間の活動のまとめとしたい。

写真 13 ジャマイカの児童生徒と 同僚とのお別れ会

l
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， 3ャマイカ任地での活動
， .. ，.J事 スヲールオブホープポートアントヱオ校

知的障害聾瞳学校(28名)ろう学校(7名}

七二rl主主乙七三
叫ん吋ι7hh吋今こ〉

"'-_ 1.-. 

1LY-13J 

l作業学習2
(重度重複障害児章・生徒の指導)

中 リサイクルペーパー~世い盲した紙を制用して~

個別指導1
(自閉症児童・生徒の指導)

マッチング~韓室環壇を構造化した中で~

l 作業学習1
斗.(重度量償障害児童・生徒の指導)

叶 まりこ~新聞紙を利用して~

i作業学習3
1.. (重度重複障害児.:生徒の指導)

¥-1...- 三角クラフト

η
ノ臼1

 
1
 



品E指導児童・生徒の指導)

帽岬初・三角クラフト 均単純作家の織り返しを刺期して~

l 図画工作の指導2
や 共同宿泊学習(2;自3日)
-;:::r:;-一一τ同~E:オリジナルTシャツ作り~

L作品展示・販売会
主ド作察学習や個別指導、園画工作の指導を過して作った作品

l 掴工作の指導3
円 I 吋 tス停に壁画(人物画)-

L教師・保護者向けのワークショップ
巾 ~学校と家庭の連機っくり~

内
ぇ

υ1
 

1
 



主主担げリンピック
」膏異文化交流会

~ジャマ壬カと日本の文化~
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|現地教員向けのワークシヨツプ

|ワークショップの目的

(1 )児童生徒主体の授業を展開することで、児童
生徒が生き生きと活動する様子が見られるよう
になり..欲的に活動できるようにする.

(2)教員が障害についての理解を深め、より適切
な指灘を行うことができるようにする.

(3)教員に対してモデル授業を.開することにより.
効果的な教材敏具の活用法等の習得、教員の
指導力向上を図る.

ir図画工作」模擬授業1

|ジャマイカ養護教育の問題点

-教育的アプローチの問題

(教損j去による教育方法一暗記、模倣)

・教育を受ける機会の減少

(国語と数学への重点化、情繰教育の削減)

・教師のアイディア不足、教材の不足

(単調な活動の繰り返し)

|ワークショップの内容

1 子ーム・予ーチングによる模擬授業

(図画工作を中心とした情操教育の授業)

2 日本の教育システムの紹介、教材の紹介

3 図面工作のアイディア鍵供(体験)

(対象)隊員の任地で勤務する教師

首都に勤務する教師(10名程度)

(回数)隊員の任地校(4回)首都(3回)

ir図画工作』模擬侵業2
スパニッシュタウン校(折染め)
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Ir図画工作」模様授業3
ポートマリア校(パラシュート)

『図画工作』模様綬業5-7
首都キングストン校(三角クラフト)

|公式『自閉症児者のためのワークショップ

(対章)

自閉症児童生徒(10名)保檀者(10名}

担任、地方と首御技師スーパーパイザー(104¥)

(向事)

5目白段階を踏んだ、韓続的なワークショップ

1機置慢聾

2 r自閉症JI:闘する鴫瞳(障害特性、異態把握、指場方法‘
個別の指噂計画の作慮、教材由工夫など)

3 珊究授章(量轄国)ー現地の教員削4回のワークショップ
を踏まえて、量憧に侵量豊盟関する.

4評価、箆定E授与

Ir図画工作」模様授業4
ポートアントニオ校(はりこ)

|ワークショップの結果

・JAMRとの連携が深まった。

・日本の教育方法(チーム・子ーチング)が取り入

れられた0

・養蹟教育の課題が明確になった.

任耳障員の児童生徒の障害に対する理解をより促すこ

と.

②児童生徒の実態に応じた支爆を展開し、教材教具

を効果的に活用すること.

③児童生徒の実態に応じた教育課程を編成すること.

1自閉症児者のためのワーヲショッブ

パート1(2004. 10. 7) 

小麦紛粘土と形遊び
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自閉症児者のためのワーヲショップ
パート2(2004.11.4) 

色のマッチングと形合わせ

|自閉症児者のためのワーヲショップ
パート4(2005.1. 13) 
体の部位を知ろう(マッチングと着せ替え)

|認定証授与式

自閉症児者のためのワーヲショッブ
パート3(2004.12. 9) 

ス子ンシルとヲリスマスツリー作り

自閉症児者のためのワーヲショップ
最終回(2005.2. 17) 
現地教員による研究授業

|自閉症児者のためのワークショップ
結果と反省

- 117ー

-障害の特性を把握することができたため、教育
課程の見直しの必要性が出てきた。

・受身的な「ワークショップ」から実践・参加型の積
極的な、質の高い「ワーヲショップ」の開催に努

めるようになった。(児童生徒の実態に応じた教
材づくり、指導肉容や方法の検討、個別の指導
計画の活用)



ジャマイカの養種教育に対する量圏直調査の実施

(聾撞教育関係者・保聾者対車)

霞備や教材の不足

教育課程の見直しの必要性

教育関係者との連機が不十分

重度重権障害児者への支援が不十分

重度重複障害児・者施設における

ワークショップ
噌

-
n，-
q
J
V
凋値
Y

『プロジェクトデザインマトリックス(PDM)Jの作庇 {講付置軒)
(Project Design Matrix a回 utSp配凶 educationin Jam蹴 a)

説結果立高島鷲fAPb由鍛しをて園際悩カ纏

-日本から海外に出てみて

感じたこと

・日本とジャマイカ白書置学

枝を比較して考えたこと

・これから、どんな活動を日

本で取り組んでいきたい

か?

|協力隊に参加して・.. |今後のジャマイカ養護教育への支媛

1 韓純日，たゾ7ークショップの開憧を過して、教材叩アイディ
ア提棋、耳目壇や腫備の構造化を図ること.

2 障害由特性を把握した教育程程について.見直し、検討
する二と.

35EZES趨制4主坊主所諸制::t

4i禁黙1fI?222SSS員誤認堂宮湘J

|ありがとうございました!

圏
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図
分科会中南米(I5-1 ジャマイ カ 養 劃

富山県立となみ養護学校 金戸裕美

fジナ7イゑI.::.ioltQdIf，遂事哲彦支援/

1 ジャマイカの国について

O独立年 1962年英国から独立 (カリフ海英領植時世で愚初) 0主要産業 鉱業(ボーキサイト)、農業(コーヒー、砂糖、パ

現在も英連邦加盟 ナナ)、観光業、工業(アパレル、食品加工)

O薗積 11，424平方キロ OGNI 7，738百万米ドル(2倒 )(世銀)

O人口 262万人 O一人当たり GNI 2，900米ドル(21削池銀)

0人種 アフリカ系91明、黒人為E血7同 (91年国勢調査) 0低音成長率 2，3鳴(2叫)3)

0言語 英語、パトゥア 01刻面上昇率 14.1%(2∞3) 

O政体 立憲君主制 0失業率 13.1%(2皿沼)

0元首 英国女王エリザベス2世(総督はジャマイカ人) 0主要貿易品目

O譜会 二院制{上院21名、下院曲名) 鎗出 アルミナ、ポキサイト、砂糖、衣類

0政府 機員肉開制、行政の長は首相 験入 原材料、消費財、資本財

間僚のうち2乃至4名は上践董員、その他は下院議員 0主要貿易相手 米園、力ナダ、オランザ、英国、ノルウヱー

現首相パーシヴァJレJ・パ空ーソン 国

現外相キス・ナイト 0通貨 ジャマイカ・ドル

1 米ドル=63.875 ジャマイカ・ド)~(耳目5 年 11

く対日関係丘況> 月現在)

(1) ジャマイカは英語圏カリブ地域の中心固であり、92年に在京大が設置され、95年に我が方大が実館化、96年に駐神戸名誉領事

館が開訟されたことにより関係が益々緊密化。97年、私犠宮岡妃両鮫Fが皇族として初めて力リブを御訪問された。98年10月に

はパヲーソン首相が公式実ザ占間賓客として訪日する等要人往来も活発。2C削年 11月、東京で初めての日・カリブ閣僚レベル

会議が開催され、 ロパ トソン外相が出席した。2∞1年1月には平沼低音産業大臣がジャマイカを訪問した.

(2) ハネムーナーを中心に日本人観光客が急増(89年の約3千人-96年の2万人強]したが、現在は減.1>唯嗣.

(3) ジャマイカ音楽のレゲエも日本で根強い人気.

(4) ジャマイカでしか産出しない世界最高級のブルー・マウシ手ン・コーヒーを蓑が国が約8寄輸入。

(5) 経費協力については、有償資金協力及び無償資金協力を主とした援助を謝~ている他、文化無償協力及び草の担無償協力も

実施.技術協力については保健・医療、行政等の分野で研修員を受入れており、89年より青年海外協力隊の派遣も仔っている.

2 ジャマイカにおける養護教育

養捜隊員力漕己属された「ジャマイカ知的障害児協会 (J.必尽=J:四四国Ass岨油onfor P，世田nsWlぬ

Men也1Retardation) Jは「スクール・ オプ ・ホープ (Sch∞，1of Hope) Jという特殊教育機関を運営し

ている。これはジャマイカで最も古い特殊教育機澗 (19 5 6年設立)であり、規模も最大である。知

自切章害児の養護学校を設置、基礎学習や機業罰峨を行っている。養護隊員の活動先ぽすべて「スクーノレ・

オプ ・ホープJが運営する養護学校である。また、ろう学校(JAD=Jam血但Associationfor the Deaf) 

が各地方に設置されており、ジャマイカ最東端のポートアン トニオでは、知的障害の養護学校と聾学校

が併設されている。

3 ジャマイカ任地での活動 ースクーノレオプホープポートアントニ対ト (P，2-4)

4 現地撤員向けの「ワークショップ'J(P.4-7)添付資料(PDM P.8) 

5 まとめ

*子どもの作品集やその他、詳しいジャマイカでの活動内容を HPに掲載してあります。時間があればぜひ

立ち寄ってみてください。また、何方主質問などありましたら、 HPの掲示板やメーノレを通してご連絡くださ

い。お待ちしております。 h杭o:/lwwv吹田町ities.;n/l廿l'Ok0320lindex.h出11
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ホンジュラスにおける

算数指導力向上プロジェクト (PROMETAM)での活動

上野美奈子

(15-1. ホンジュラス，小学校教諭，牛久市立岡田小学校)

、巳冶夢E‘

1 算数指導力向上プロジェクト (PROMETAM) の背景

--*"'- -~ 
‘・宮司、~-

ホンジュラスの初等教育には，留年があり，多くの子どもたちが.6年生まで進級できず，

卒業できない。そして，留年のほとんどの要因が，国語と算数の理解力不足である。ホンジ

ュラスの算数指導力向上プロジェクト(以下 PROMETAMとする)は，この算数における留

年率を下げることを最終的な目的としている。そのためには，ホンジュラス現職教員の算数

指導力を高めていくことが必要であった。なぜならば，子どもたちが，もっとも理解が難し

いと感じている教科が算数であり，現職教員の基礎的な学力が低い教科もまた，算数だから

である。

2 PROMETAMの概要

PROMETAMは1で述べたホンジュラス初等教育の背景を受けて，現職教員の算数指導力

向上を目的としたプロジェクトとして発足された。PROMETAMは，算数の指導書を作成す

る「教材作成班Jと，教員研修を行う「研修斑Jの2つで構成されていた。

「教材作成斑Jが目指す指導書は Iどんな教員でもその指導書を使用すれば，同じような

算数の授業を展開することができる」というものであった。「研修班jは，その指導書の具体

的な使用方法や算数の知識を補うために，現職教員に対して研修(以下 PROMETAM講習会

とする)を行うことを担っていた。 講習会は 6 つの地域で開催され 1 つの地域で 2~3 人

の隊員が活動していた。

PROMETAM講習会の大きな特徴は，この講習会が短大や大学資格取得コースである継続

教育プログラムのーっとして位置づけされていることで、あった。ホンジュラスの現職教員は，

ほとんどが高校卒資格までしか持っていない。学校に勤めながら継続教育プログラムを受講

して，短大・大学卒の資格を取得していくのが一般である。

3 活動の実際

(1)活動の流れ

任期の 1年9ヶ月の聞に. PROMETAM 講習会は 3回行われた。 1つの講習会の期間は 2

~3 ヶ月。その期間中の各週土日約 1 2日間，時間にして約 50時間の授業を受け持った。

l つの講習会で 1 学年分の内容を扱い，私が担当したのは 3 年生 1~3 年生全般 4 年生

であった。

講習会の前は. PROMETAMの隊員・ シニア隊員 ・専門家が首都に集まり，準備会議を行
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った。 6地域で行う講習会の内容に差が出ないように，その回の講習会で重視する内容，流

し方を中心に話し合った。講習会後は，ホンジュラス人スタッフも交えて，講習会の運営の

仕方，授業内容等について反省を持った。このような会議のために 1~2 ヶ月に 1 度のベー

スで首都に行かなくてはならなかったので，首都から離れた地域で活動している隊員にとっ

ては，移動に時間をとられ，時間的にも体力的にもなかなかハードなものがあった。

講習会や会議を除いた時間は，自己研修・講習会の準備に充てた。また，それと平行して，

任地の小学校を訪問し，算数の授業観察を行った。ホンジュラスの算数の授業の実態を知る

こと，講習生が，どれだけ講習会で学んだことを現場で活かすことができているかという講

習会評価を，授業観察のねらいとした。

( 2 )講習会

①授業を行う難しさ

O言葉の壁

当然ながらスペイン語で授業をするということは，難しいことであった。活動前に語学

研修を受けているとはいえ，任地に赴任して聞もない頃は，台本を読むような授業しかで

きなかった。突然の質問，自分の予想外の講習生の反応に何度も冷や汗をかいた。

O日本人の授業への不安・不信感

先にも述べたように，この講習会は，現職教員のための短大・大学資格取得コースのー

っとして位置づけされていたので，講習生が， 日本人の授業を望んで受けに来ているわけ

ではなかった。単に資格を取得したいと思ってコースを受講した中に，たまたま日本人の

授業があったというだけである。だからなぜ，自分たちがスペイン語もろくにできない，

年齢・教職経験数も若い日本人に算数を教えてもらわなくてはならないのかという不信感

が，授業を行っていても伝わってきた。それがまた、授業を行う上で大きなプレッシャー

となった。

0ホンジュラスの現職教員の算数知識の低さと，講習内容の多さ

ホンジュラスの現職教員の算数の基礎学力は，日本の小学生よりも低いかもしれない。

小数や分数の概念・小数や分数の大小等，まったくわかっていなかった。そして，間違っ

た知識を平気で学校で教えていた。そのような講習生に短い期間で 1学年分の内容を伝

えるのは，本当に至難の業であった。その上，私が受け持った地域は，ホンジュラスの中

でも基礎学力が低い地域であり，ラテン色も強かったので，やる気を起こさせるという点

でも大変であった。

0ホンジュラスの国民性(時間・きまりのルーズさ・カンニング)

ホンジュラス人は，時間やきまりに対してとてもルーズである。授業の開始時刻に遅刻

したり，休み時間の後なかなか教室に戻ってこなかったりというが度々あった。教室に飲

み物や食べ物を持ち込み，飲みながら食べながら授業を受けようとする講習生もいた。驚

くべきことは，カンニングが当たり前ということである。講習会の一番最後に単位認定の

ためのテストを行うが，講習生はテスト勉強よりも，どうカンニングをするかという相談

のほうが，熱心だったかもしれない。
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②心がけたこと

O名前を覚える・名前で声かけをする

いい授業を行うには，講習生とのいい人間関係を作っていくことが何より大切である。

日本人授業への不信感を取り除く意味でも，まず，信頼関係作りに力を入れた。当たり前

のことかもしれないが， 40人の講習生の名を覚え，できるだけ授業の中でも名前を読ん

だ。また，授業以外の場面でも，講習生に声をかけ，コミュニケーションをとるように心

がけた。

0あくまで先生という立場

どんなに仲良くなっても，講習生の時間・きまりのルーズさには，あくまで先生と言う

立場をとり，厳しい態度で接じた。カンニングに対しでも，座席の指定，座席の間隔を広

く取る等して，物理的にできないように工夫した。

Oリーダーを作る・グループ学習

すべての授業内容を全員が理解するような授業を行うことは難しい。そこで，グループ

学習を取り入れ，講習生がお互いに教え合う雰囲気づくりに努めた。その日のリーダーを

決め，授業の中でも隊員の協力をしてもらった。日本人の説明だけでは全員の理解が難し

いとき，理解した講習生が隊員の代わりに説明をするといった場面も出てきて，授業がス

ムーズに展開できるようになった。

0内容を詰め込みすぎない・簡単なミニテストで自信を

受講生のやる気が損なわれないように，授業で取り扱う内容を出来るだけ厳選し，見て

すぐ理解できるような視覚に訴える教材作りに力を入れた。また，簡単な確認、テストを繰

り返し行い，全員全問正解することで達成感を味わわせ，自信に繋がるようにした。

( 3 )授業観察

講習会と同様に重視した活動が算数の授業観察である。授業観察に行くことは，ホンジュ

ラスが抱えている算数教育の問題を知る上で，大変役だった。また，自分たちが行った講習

会の成果を感じることもできて，自分たちの励みにもなった。

講習生40人全員の授業観察に行ったが，どの講習生も指導書を読み込み，教材研究を熱

心に行ったことが伺える授業であった。もしかしたら，そのとき限りの授業だったのかもし

れないが，ホンジュラスの教員は，他の人に自分の授業を評価され，そのために熱心に教材

研究をすることがないので，それだけでも，教員にとっては大きな意味をもつものになった

であろうし，授業に対する意識も変わってきたのではないだろうか。授業を見終わった後の，

私からの感想・アドバイスにも熱心に耳を傾ける姿が見られ，授業を評価する大切さを感じ

た。

4 課題

PROMETAMで作成した指導書が全国配布になり， PROMETAM講習生以外の教員も使用

することになった。資格取得コースとしての講習会が，昨年 11月に終了した今，し、かにこ

の指導書を授業の中で活用していってもらうかが，課題となる。そのためには， PROMETAM 
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講習生のように，指導書を熟知しているものが，他の教員に伝えていく役割を担うことが必

要となってくる。そういったホンジュラス人の指導者の育成を支援していくことが大切なの

ではないだろうか。また、各教員の授業を評価したり，教員同士が研修するシステム作りの

手助けをすることも，これからの PROMETAMの役割になるのではないか。
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隊員活動から得たもの

村上かおり

(15-1，エクアドル，小学校教諭，鳥取市立湖東中学校)

、ー与E 喝 ~-e島

青年海外協力隊員として 2年間活動することを、周囲が心配しつつも了承してくれたこと

は、とても幸せなことでした。しかし、活動を終えた今だからこそ、周囲もそして私自身も

協力隊とは何かということをきちんと理解はしていなかったのだと思うのです。「海外の貧し

い人々のために、共に生活しながら援助するのだ。」ということは分かつていましたが、隊員

になるまではそれ以上を想像することはできませんでした・。

1 隊員活動について

私が活動したのは、南米エクアドル、アンデス山脈に固まれた、標高 3000mにある小学校

です。村人のほとんどは先住民(インディへナ)で、山の斜面にとうもろこしやりんご、な

しを作り、それを近くの町まで売りにいって生計をたてていました。 5歳から 12歳の小学校

の子供たちは、紫外線のためにほぼを赤黒くさせ、大きな目でいつも私を見つけると「セニ

ョリータ!Jと走ってきでは抱きついて、ほほにキスをしてくれました。

私の活動要請は、“全校生徒を対象に音楽の授業を担当し、音楽の専門的な教育よりも、

音楽の楽しさを生徒に伝える。また図工の授業も受け持つ。"ということで、教員不足の代替

としての授業を担当することが求められていました。

子供たちに音楽や図工の授業を楽しんでもらえるように、そして子供たちの集中力を続か

せるように、様々な活動を取り入れて授業を行いました。私がキーボードを弾き始めると子

供たちはそのリズムにあわせて行進したり、動物をまねて歩いたり。自由に場所をとって体

の力をぬいて発声練習をして挨拶の歌を歌う。新しい曲を聴けば踊りだし、 lドノレのリコー

ダーはおもいっきり吹いてもなかなか音がでない。子供たちの描く絵には、子供たちの夢が

たくさん出てくる。子供たちは見たことのない海や飛行機を描き、家族みんなで暮らせるお
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城のような家を描いては夢を語る 。そんな子供たちの姿が私にいろいろなことを教えてく

れました。そして楽器がなくても材料がなくても、そこにあるものを使って子供たちといっ

しょに授業をしていく楽しさを学びました。

ただ、活動をはじめてからずっと気になっていたことがありました。それは、自分が帰国

したらだれがこの子達に音楽を教えるのか・ということ。図工は、教育委員会から派遣され

ている先生が週 3回通っていたので時間数は少なくても継続されるだろうと思っていたので

すが、問題は音楽の授業でした。私を含め、 3名の協力隊員がこの学校には派遣されていま

した。しかしいつまでも協力隊に頼っていけるとは限らず、なんらかの解決策を模索すべき

ではないのか・そう考えるようになりました。そこで学校長に提案して、担任の先生に音楽

の授業方法を学んでもらうために、授業をTT (ティーム・ティーチング)授業で行うよう

にしました。毎時間指導案と教材を担任の先生に渡して打ち合わせをします。何より、先生

たち自身が音楽の授業を受けたことがありませんでしたので、とても不安がっていました。

でも、私がピアノ伴奏をしているときにはタンバリンをたたいたり、新しい歌の歌詞を子供

たちと音読したり、子供たちがリコーダーを吹くときは指一本でキーボードを弾いたりする

など、少しずつ授業へのかかわりの場は増えていきました。毎時間の授業案も少しずつ担任

の先生に考えてもらうようになり、そんな担任の先生の姿を他の学校の先生たちに見てもら

うことになりました。

‘ . 

エクアドルでは音楽の授業は専科の先生の仕事ですが、音楽教師の不足で音楽の授業が行

われていないのが現状です。でも「楽器が禅けないからJr音楽は専科の教員の仕事だから」

などといって何もしないより、音楽の授業の大切さを感じるのならば、エクアドルの先生た

ちにがんばってほしいと思いました。そのために私達隊員がその手助けをすることを伝えた

くて、隊員仲間とともに、公開授業や講習会を開催しました。その公開授業で、楽器の弾け

ない担任の先生による授業を、私の学校の先生が行うことになったのです。音楽の授業は、

音楽の知識や経験がなくても教えることはできる、音楽を教えようとする気持ちと他の教科

を教えるのと閉じ指導力や工夫をすれば可能であることを、他の学校の先生にも知ってほし

かったのですが、一番の成果は、何よりも私達自身が打ち合わせのためにそれぞれの校長や

同僚と普段以上に会話をする機会を多くもつことができたことでした。交通費のことや日程

のこと、現状報告の仕方、私は公開授業を行う担任の先生と指導方法や教材内容を相談する

時聞が自然と増えました。だからこそお互いに分かり合えるようになったと思います。そし
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てこの公開授業をともに行った担任の先生は、他の学校の先生から 「まるで音楽の先生かと

思うような授業だったj と言ってもらい、それが大きな自信となり、私がいないときも音楽

の授業を進めてくれるまでになりました。

私が活動を終えた今、担任の先生たちが 20分でも 10分でも子供たちと音楽を楽しんでい

てくれることを願っています。

2 現職教員として

活動中、現職教員であることはあまり意識していませんでした。というよりも、それを忘

れて新鮮な目でエクアドルの小学校で活動したいと思っていました。しかし教員としての経

験があることがし、ろんな場で生かされたことも事実でした。

何よりも 『授業するJことには早く慣れたと

思います。もちろんスペイン語の不安はありま

したが、相手がエクアドルの子供たちであって

も、授業の組み立方も発問の仕方も子供たちの

反応をイメージして授業案をつくることも、日

本で経験したいろいろなことが参考になりまし

た。また、私が同じ教員であるからこそ、同僚

の先生たちは私の提案に耳を傾け、伎術を学ぼ

うという気持ちになってくれました。そして私

自身も同じ担任を経験した一人として、担任の

先生たちの仕事の多さや担任としてのプライドを理解できました。初めのころ、音楽の時間

になると担任の先生が教室から出て行ってしまったり自分の仕事をしたりして、全くフォロ

ーしてくれなかったことがありました。腹も立ちましたが、 一人の教師として赴任していれ

ば一人で授業するのは当然のことですし、「あなたのクラスの子供たちは行儀が悪いJといえ

ば、たとえそれが事実でも担任としてはとても気分が悪いはずです。担任であったころを思

い出したとき、担任にとっては授業数が増えるような私の提案を受け入れ、協力してくれて

いる同僚に感謝の気持ちでいっぱいになりました。だから、「いつもあなたは私に協力してく

れるJrあなたは子供への指示が上手だJrあなたのクラスの子供たちはとてもリズム感がい

い」などという声かけていると、同僚も「今日の指示はよかっただろうかJr私のクラスの子

供たちはどうだろうかJなどと尋ねてくれるようになったのです。

そんな中で強く現職教員であることを意識したことが二つありました。一つはよい意味で

も悪い意味でも「先が見通せる」ということです。こんなことがありました…。小学校で音

楽を教える新卒の隊員たちから『音楽指導書』を作成したいという話があがりました。 日本

で『指導書』がどういうものか、どう作成されているかを知っているからこそ、他の現職教

員の隊員からは 「無理だ。Jrそんな甘いものではない。」と言われました。でも、「先が見通

せるJからあきらめるより、エクアドルの小学校の音楽を変えるものとなる可能性があれば、

失敗しでもやってみてもいいのではないかと思ったのです。そうやって挑戦できるのが、協
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カ隊のよさなのではないで、しょうか。「先が見通せる」ために、もしかしたら二の足をふんで

いることがあるかもしれない…そう思いました。『音楽指導書』は付属のCDとともに約 10

ヶ月をかけて隊員仲間と作成しました。エクアドルの先生たちに役に立つのかどうかは分か

りませんが、どんどん改良が加え られて、エクアドルの音楽教育の足がかりになってくれた

らと思います。

そしてもう一つは、あたりまえのことですが、私達現職教員は同僚と同じ「教師であるJ

ということです。つまり共通の専門をもっているのです。担任の先生と音楽の授業をしてい

く中で一番課題となったのは、担任の先生がもっ指導力の問題でした。音楽の授業をする上

で最も大切なことは、音楽の知識があることや楽器が弾けることよりも、子供たちの興味関

心を高める言葉がけがどれだけできるかとか、子供たちの技術や能力を高めるために同じ教

材でどれだけ工夫ができるかという指導力なのです。私が毎時間用意する授業案をもとに担

任の先生に授業をしてもらっても、それぞれの先生で異なりました。ある先生は子供たちの

想像を膨らまして意欲を高め、先生自身のアイデアをどんどん私にも提示してくれました。

一方ある先生との授業では、紙を配ってノートに張るように指示をするだけだったり、指示

に時間を要し、その聞に子供たちの集中カが切れてしまい、がまんしきれず私が指示をだし

たりすることがありました。授業者の指導力で、同じ教材を扱っても子供たちの動きは全く

変わってしまいます。常に指導力の向上に努め

ていかなければならないことは、日本であって

もエクアドルであっても同じ教師として共通の

課題ではなし、かと思うのです。そしてそれは、

教科の独自性はあっても、算数や理科、音楽や

体育など教科の枠を超えて、国境を越えてとも

に専門性で繋がっているということを強く感じ

ました。だから、私は隊員として技術を伝える、

と考えるより、同じ教師としてともに専門性を

磨きあうものだと考えるようになりました。

3 協力隊員として

園耳圃kll

隊員として参加するまでは、『開発途上国の人々に何かしてあげたし、J、そう考えていまし

た。でも、助けられていたのは私自身でした。日本人のいない街で私が生活できたのは、私

を家族のように心配してくれる同僚がいたからですし、街を歩けば声をかけてくれる人々が

いました。悩んでいれば話を聞いてくれましたし、下手なスペイン語でも子供たちは一生懸

命に聞いてくれました。だから私は 「エクアドルのために隊員として生活するj のではなく

「閉じ職場の仲間として働き、一人の住人として街を歩く Jことにしま した。 Iエクアドルの

ために何かしようJそう考えていたから、欠点ばかりが気になって『時間にルーズだJrアジ

ア人を差別しているJなどと腹を立てていたのかもしれません。同僚と相談したり食事をし

たりしていると、私がこの学校に来ることになったいきさつや教師聞のグループの存在など
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を知ることができました。子供たちと村を散策したり市場やお庖の人と話したりすると、エ

クアドルの習慣や解決しにくい貧富の差が見えてきました。エクアドルの人々のそばにいよ

うとすると、そのままのエクアドルが見えてきて、エクアドルを好きになっていました。だ

から、「何かしてあげたしリ から「一緒に何かをしたいJと思うようになりました。

協力隊の活動は、「現地の人々とともに生活しながら援助すること j ですが、私はそのう

わべだけしか理解していませんでした。しかし 「現地の人々とともに生活しながら…」とは、

その国を知ること、その国の人々を知ること、そしてその人々のそばにいること、それが何

よりも大切であることを示していました。そして私はそれを経験する中で、その人々を好き

になりました。ボランティアとIlその国を、その国の人々を好きになってはじめて、そこ

に何が必要なのかが見えてくるものではないか、そう考えるようになったのです。現地の人々

と同じところに住み、同じものを食べ、同じことを喜び、悲しめる・そして私達が好きにな

った人々のことを伝えられるのが、協力隊なのだ…そう、今私は強く確信しています。

み離脱
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ニカラグアの教員養成に携わって

機弁麻利子

(15-1 .ニカラグア，家政，新潟県立白根高等学校)

、戸為F 苛 .冒司E-4・

1 ニカラグア共和国概要

ニカラ グア共和国は北をホンジュラス、南をコスタリカと接し、日本の 1/3ほどの箇

積を持っている。平均気温は約 2fB℃であるが地域や季節により異なる。乾季は水事情が悪

く任地では 1 週間~1 0日に一度しか水道水が供給されなかった。公用語はスペイン語。農

牧業が主要産業となっている。スペインから独立後も内戦を繰り返して政情が安定せず、大

地震やハリケーンなどの自然災害にも見舞われ、内戦が終結した現在もハイチに次ぐ中米最

貧困となっている。

2 ニカラグアの学校教育

ニカラグアでの学校教育は小学校6年・中学校 5年(前期 3年・後期 2年)・大学5年が

基本である。小学校就学は 6歳が基本であるが家庭の事情等で早まったり遅くなったりする

場合が多く、各学年とも成績不振の場合は進級できないため、年齢には個人差がある。都市

部の貧困層および地方の僻地を中心に就学経験のない子供、中退した子供が多くいる。 小学

校は午前・午後・成人向けの夜間、中学校と大学は午前・午後・夜間・土曜・日曜というよ

うにそれぞれの学校が多くのコースを設けている。中学校5年卒業は日本の高等学校卒業に

あたり、就職や進学に重要な意味を持っている。

3 配属先概要

(1)教員養成学校の位置づけ

配属先のフィガルパ師範学校「グレゴリオ ・アギラ/レ ・パレアJ(チョンタレス県フィガ

ルパ市)は全国に 8校ある国立の小学校教員養成学校の 1つで卒業すると小学校教員免許を

取得できる。

全 日制線程は中学 3年修了後に3年間学ぶコースと中学 5年卒業後に 2年間学ぶコース

があり、約 350名が在籍している。中学校(前期 3年)も併設しているが 2005年度よ

り募集を停止した。年次経過により将来的には中学校と中学3年修了後に 3年間学ぶコース

はなくなり、中学5年卒業者しか入学できなくなる予定である。これは近隣国との足並みを

そろえ、教員の質を高めるための教育文化スポーツ省の計画である。

通信制課程は無免許の現職教員を対象としており約 1150名が在籍している。約 2ヶ月

ごとに 1週間、および学校が休暇になる 12 -1月に集中講義を受けなければならず、全日

制課程よりも就業年数が l年長い。
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また、現職の幼稚園・小学校教員や指導主事らを対象とした研修施設の役目も果たしてい

る。

( 2 )履修科目

表 1のように日本の大学の小学校教員養成学部・学科とほぼ同様の履修科目であるが、ニ

カラグアでは多くの小学校が夜間に成人学級を持っており、 地方の僻地ではほとんどが複式

学級であるため「複式学級及び成人学級教育法」は重要である。教育実習は毎週 1回4時間

の観察実習と卒業学年後期の半年間であり、日本に比べ大変長い。

表 1 教員養成コースの履修科目
主

一般 スペイン語 社会(地理歴史・公民・倫理・政治・経済・社会学) 数学

科目 理科保健体育情報実技教科(音楽・ダンス・美術・図画工作・技術・

家庭)

教育学心理学教育心理学教育法一般スペイン語教育法社会科教

教職 育法算数教育法理科教育法体育教育法実技教科教育法幼児教育

科目 及び障害児教育複式学級及び成人学級教育法学校経営 評価統計技術

調査研究技術教育実習卒業論文

4 活動内容

配属先同僚教員はすべて大学卒で、県内外の幼稚園・小学校教員に対して研修等も行う指

導的立場にある。しかし 「家庭Jr美術(図画工作)J r音楽j等の分野についてはほとんどの

大学がその学科を持たないため、担当教員の専門性は低い。長年の経験から自分なりの指導

スタイルを持つてはいるが知識・技術とも峻昧な部分が多い教員もおり、特に実習において

実物見本や手本を見せながら指導することが少ないため生徒が戸惑っている様子も見られた。

書物が少ないため有効な教材のアイディアも不足していた。紙や布などの材料を個人で用意

することが困難な生徒もおり、一斉指導ができない状況もあった。

以上のことから 「家庭Jr美術(図画工作)J r幼児教育Jr音楽」分野における実習授業の

改善が私の主な活動となった。

(1)授業における教材・アイデイアの提案と実践

継続的に授業観察をしながら「家庭Jr美術(図画工作)J r幼児教育J分野においては布

を使った小物作り、刺繍、かぎ針編み、色紙・画用紙・身近な廃材を使った工作、教室用の

飾り等、教育実習時からすぐに授業で使えるものと教員として身につけておきたい技術を中

心に教材を提案し実践した。実習の準備・見本製作・授業での指示等は私が中心となって行

うが、準備・授業中の机問巡視や指導等は担当教員に手伝ってもらい、ティーム・ ティ ーチ

ングで行うようにしていた。
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訟が

写真 1 巾着袋・刺繍の基礎・かぎ針編みの財布(生徒作品)

「音楽J分野では担当教員が苦手とする楽譜の読みとりや正しい音程を取りながらの歌唱

指導の場面で実技指導をした。また歌詞だけで楽譜のなかった幼児・児童向けの曲を担当教

員に歌ってもらい私が楽譜に起こし、授業で使用した。

( 2 )選択授業の開講

選択授業として「リコーダー」と「手芸・工作」を開講した。

「リコーダーJは配属先が所有していたリコーダーを用いて初歩から練習を始めた。校内

行事でステージ発表をした生徒たちもいた。必修授業の音楽では楽器を弾く機会がないので

生徒の興味関心はとても高かった。授業に出席し一定以上の技術を身につけた 68名には『世

界の笑顔のために」プログラム(J1 CA) で新潟県立白根高等学校から寄贈された中古の

リコーダーを全校集会で修了証と共に学校長から渡していただいた。卒業後各地の小学校で

の音楽授業に役立ててくれることを期待している。

-勺‘
h~~‘網

写真2 リコーダ一指導(中学 l年生)

「手芸・工作」は参加生徒の希望を取り入れ、クリスマスなどの季節にちなんだ工作やマ

クラメ編みのプレスレット等を教材とした。たいていは午後に行っていたので、教育実習中
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の最終学年の生徒たちもたびたび参加し、教材やアイディアを実習先の子供たちに実践して

いた。これは私にとって大変嬉しいことだ、った。

写真 3 クリスマスのモビール(生徒作品)

( 3 )現職教員への研修

幼稚園・小学校教員、市町村教育省事務所の指導主事らが対象の研修会において講師のひ

とりとして「工作Jr手芸JrリコーダーJを担当した。「工作Jr手芸」では子供たちと作っ

て遊べるもの、教室装飾に使えるもの、保護者への指導に役立つもの等を教材とし、講義に

偏りがちな研修会に簡単で実用的な実習を数多く取り入れることができた。任期中にのベ4

2日間の研修を行い、約 170名の参加者があった。

私が関わる工作・手芸等の研修会や授業では、はさみやのり等必要な道具は生徒・受講生

が持参するが、材料はまとめて購入し 1人分ずつに分けてセットし、レジメをつけて実費を

徴収するようにしていた。従来はすべて各自が材料を持参していたため、準備不十分で全員

が一斉に実習をすることができなかったり、材料や金銭に無駄が生じていたのである。普段

から授業中にテスト問題用紙や参考資料のコピー代などをたびたび徴収しておりそれと同程

度の金額であるので、問題はなかった。この方法は担当教員にも生徒や受講生にも大変好評で

あった。

写真4 誕生日の壁面装飾(幼児教育専門研修)
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5 学校教育と生徒の理解

地域内の幼稚園・小学校で授業観察をしたいと考えていたが日々の時間割が詰まっていて

ほとんど実施できず、学校現場の様子は師範学校の教員、教職に就いた卒業生、様々な出身

地の生徒や研修会の参加者、主に僻地の小学校に勤務しつつ通信制で学ぶ生徒たちとの関わ

りの中から理解していった。研修会での研究発表や生徒の卒業論文などからも学校教育が抱

える課題や問題点を知ることができた。

活動をスムーズにするために特に努力したのは教職員と生徒の名前を覚えることだった。

休み時間や放課後にも教室や校庭、図書室や寄宿舎などに顔を出し、日常生活や出身地の様

子、将来のことなど生徒とは常に会話をするようにしていた。

また、授業だけでなく、行事の観察・参加、教員対象の研修会や会議への参加、時間苦手l作

成や成績処理方法の観察など学校業務全般に関わるようにしていた。生徒と一緒にダンスの

授業を受けて伝統舞踊の練習をし、学校行事で他の教員と共にステージ発表もした。

仕事が入っていない週末や長期休業中はニカラグア人の友人たちと日帰り旅行をしたり、

生徒の出身地や自宅を訪ねる旅もした。生徒の半数以上は様々な面において利便性の高い、

学校のある県都以外の出身である。地元のバス停等で待っていてもらったり、休暇で帰省す

るのに同行したり、日帰りが困難な場合は家に泊めてもらう こと もあった。多くの生徒たち

が電気・水道・ガスのない地域でどんな家に住み、何を食べ、どのような生活をしているの

かを身をもって体験した。日本でも生徒の家族と会ったり家庭訪問をすることで学校では知

り得ない新たな発見があるが、ニカラグアではそれ以上にいろいろなことに気づかされた。

県都で都市型生活をする生徒たち、それとは異なる生活環境の僻地で教員をしようとする生

徒たちに何をどんなふうに教えたらいいのかと考えさせられた。このようにしてニカラグア

人との時間をたくさん持ち、深く生活を知ることで、彼らに近いところで良い関係を保ちな

がら活動ができたと感じている。

6 ニカラグアの教員養成に携わって

着任翌日から授業での指導を始め、最終日も授業をして終わった。毎日通常授業終了後に

も選択授業の指導をし、土日や長期休業中に行われる研修会や集中講義も手伝った。学校長

を始め多くの教員たちから九、つも学校にいるわねJr本当に生徒たちが好きなのねJと言わ

れており、その通りだった。ニカラグアの教育制度や小学校教員養成についての理解、同じ

教員としての同僚たちとの交流、現職小学校・幼稚園教員への研修会、後輩を育てている気

持ちにさせられる教員養成コースの生徒たちへの指導と交流により毎日充実した気持ちで活

動することができた。

大学の教育学部で家庭科教育と小学校教育を学び、現在は高等学校の家庭科教員である私

にとって教員養成学校はとても興味深く、協力できる分野がたくさん存在していた。教科指

導だけではなく、学級担任、生徒指導、学校行事の企画運営、その他様々な学校業務の経験

から、労働条件や給料体系、学校教育が現在抱えている課題の理解まで、日本での教員経験

のすべてが活動に生かされたと言える。教員をめざす多くの生徒が在籍 し、現職教員の研修
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センター的な役割も果たす教員養成学校を拠点として日本が教育分野で技術協力できること

はまだまだいろいろとあるように思われた。

協力して様々な授業を共に実践してきた配属先の同僚たち、いつも友好的に接してくれた

生徒たちに深く感謝し、今後は日本の生徒たちの目を広く世界に向けさせ、また日本をしっ

かり見つめさせることに経験を生かしたいと思っている。
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ニカラグアの教員養成に携わって

青年理外協力隊15年度1次障ヱカラゲア共和国家政

新縄県立自楓高等学校教諭檀弁麻事l子

一般事情

面積・ 13.0万平方キロ

日本の1/3 中米で最も大きい

人口 563万人 (2004年)

首 都 マナグア市(約100万人)

気 候 熱帯(雨季・乾季)平均気温28'C

歴 史 1821年スペインから独立宣言

1838年完全独立

政情安定せず

1972年マナグア大地震

1979年サンディニスヲ革命

内戦勃発激化

1990年内戦終結

1998年ハリケーンミツチ

ニカラグア共和国

民族:メスティソ 70% 白人系 17%

その他インディオ黒人

公用語 スペイン語

宗教・主にカトリック

主要産業:農牧業(コーヒー，牛肉・サトウキビ・

トウモロコシ・米・バナナなど)

所得が1日1ドル未満の人口割合 45.1% 

(2002年)

成人識字率 76.7% (2002年)

初等教育就学率 82% (2002年)

失業率 11.7% (2004年)
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Es凹 elaNormal Regionat 

“GregorωAguilar Barea" 

所在地 チヨン9レス県フィガルJfili

教育課程

金E塑1Cursos Regla明 約350名在籍

通宣車1Cu間 sProfesionalizacion 約1150名在籍

免許未取得の現職小学校教員対象
スヲーリング授業(集中講穣)

4地区で実施
約2ヶ月ごとに1週間ずつ

12・1月の長期休業申に3週間

全日制より1年長い修業期間

履修科目(教員餐成課程)

〈一般科目〉

・スペイン語

・社会(公民・倫理・政治・経済・社会学)

.数学

・理桝

・保健体育

.情報

・実技教科

(音楽・ザンス・美術・図画工作・技術・家庭)

ニカラグアの学校教育

履修科目(中学校前期課程)

-スペイン語

・社会(地理歴史・公民)

.数学

・理科(生物・化学・物理)

.保健体育

・英語

・情報

・技術・家庭

〈教職科目〉

・教育学

-心理学

・教育心理学

.教育法一般

・スペイン語教育法

.社会科教育法

・算数教育法

・理科教育法

・体育教育注

-実技教科教育法

-幼児教育且ぴ

障害児教育

.植式学級及び

社会人学級教育法

.学校経営

・評価統計技術

.調査研究技術

-教育実習

・卒業論文
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校時

45分授業B限が基本 月・金に全校朝会

7:00- 1-4限休憩なし

10:00- 休憩15分間

10:15- 5-8限休想なし

13: 15- 昼休み45分間

14:00- 9限

1 授業における教材・アイディアの

提案と実践 (2003・9月-)

実技教科 AclividadesPracticas 

生笠箆組組還翠
「家庭」分野

盆量釜盛盤E星
『家庭Jr図画工作Jr美術Jr音楽」

『幼児教育』分野

課題

① 担当教員の専門性の低さ

→暖昧な知織と技術

見本をみせることができない

適切な教材設定ができない

②材料購入が困雛な生徒の存在

→一斉指導ができない

147ー

活動内容

1 授業における教材・アイディアの提案と実践

2 選択授業の開講

3現職教員への研修

カウンターパート

〈全日制課程〉 〈通信制課程〉

畠盤且i夏目4盆金1 Q盤姐虚血式会i
家庭・銃術・美術 家庭・妓術・美術・

昼盆姐i重l"L.盆盆i 図面工作

家庭・技術 E動諭[車円スペイン絹】

C動輪{車問抽帽動盲} 音楽

幼児教育・音楽・家庭・

図面工作

解決に向けて

①教材・アイディアの提案

継続的な綬業観察

実習題材の提案と教材化

材料準備方法の提案

参考資料の紹介等

②綬業実践(ティームティーチング形式)

③実践集の作成



2 選択授業の開講

①工作と手芸

② リコーダー

「世界の笑顔のために』プログラム(JICA)

リコーダー提供申請 15・16年度分

・新潟県立自棋高等学校より中古品130本

-優良生徒個人に贈呈

→練習意欲の向上に効果大

卒業後の音楽教育実践に期待

-師範学校の備品として寄贈(アルト20本)
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3 現職教員への研修

(2003 ・ 12月~)

師範学校

11 

現職教員の研修施設

小学校・幼稚園教員 . 

市町村指導主事対象 '

現職教員研修会幼児教育専門研修

-現職幼稚園教員・指導主事

約80名(2003・12-2004・58日間)

約20名(2003・7-12 9日間)

約20名(2004・11-12 10日間)

• r工作Jr手芸』指導

生徒理解のために

現職教員研修会纏式学級指導

-現職小学校教員約50名

(2003年12月 3週間)

• r工作Jr手芸Jrリコーダー」指導
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※発表ではDV(デジヲルビデオ)も用いられま
した。この6ページ分の資料は.DV画面をも
とにスライド風に編集しなおしたものです.
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ウガンダにおける活動

三野光雄

( 14-1. ウガンダ，理数科教師，大阪府立成城工業高等学校)

、ー詰F 喝 ~-ー-<島

1 はじめに

私は、 2002年 7月から 2004年 3月までの 1年 9ヶ月間、現職教員特別参加制度を

利用して青年海外協力隊に参加しました。活動先は東アフリカのウガンダ共和国にあるジン

ジャ小学校教員養成学校で、職種は理数科教師でした。

ウガンダは赤道直下ですが、 1000メートル以上の高地のため気候は年中とても快適で

す。 1962年の独立ですが、 1986年まで政変や内乱が続いていました。

ウガンダでは 2001年から青年海外協力隊の派遣が始まりました。私はウガンダで理数

科教師として始めて派遣された隊員だったので、教育事情等の予備知識が少なく、自分で見

て自分で考えて活動することになりました。もちろん新規要請つまり前任者なしです。そし

て後任の要請もしなかったので、ジンジャ小学校教員養成学校での活動は私一代だけで終わ

りました。後任を要請しなかった理由はウガンダの協力隊の歴史は始まったばかりで活動上

の知識や経験を蓄積することが必要であり、約40校ある小学校教員養成学校のうち 1校に

続けて隊員を派遣するよりも、できるだけ多くの学校に隊員を派遣することが必要と判断し

たからです。

2 配属先の概要

ウガンダの教育制度は、小学校 7年間→中学校4年間→高校 2 年間→大学 2~4年間です。

小学校教員になる方法は、中学校卒業後、高校の代わりに小学校教員養成学校で 2年間学び、

教員資格の国家試験に合格するのが一般的です。

私の配属先は国が授業料を負担する 2年制、共学、全寮制の学校で、 360人の生徒が教員

資格国家試験めざして勉強しています。生徒の年齢層は 18歳から 30歳代までいました。

学習内容は、教育に関する科目と小学校各科目の復習とその教え方、さらに日本でいうと中

学校から高校 1年程度のレベルまでを学習し教育実習も実施します。教員は 14人で、 1ク

ラス 80人から 100人程度です。ときには 2クラス合同で 200人の授業をしていたこと

もあります。

私の配属先は教員数が少ない中ですが、国家試験の合格率でも比較的上位の成績を残し、

また、課外活動に力を入れています。全国の音楽・ダンス・ドラマコンクールで 2年連続優

勝しました。そして迎えた 3年目、生徒たちは一生懸命練習していましたが、なんと教育省

の予算がなくなり突然コンクールが中止になってしまいました。また、全国の体育大会でも

活躍する選手がいましたが、大会が中止になり、活躍の場を失ってしまいました。
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このように、いつも「お金がない」というのが決り文句のように使われ、様々な企画が実

現できずに終わります。国家予算の半分を援助国に頼り、賄賂(わいろ)や不正もあります。

教員の給料が遅れたり、学校の運営費がないため学期始めを遅らせることが毎回あります。

国も学校も人々もお金がない中ですが、工夫しながら自信と誇りをもってやっています。

全国的な問題として、正規の教員数を婚やすことと資質の向上が求められています。小学

校教員の給料が低く、特に村落においては教員不足は深刻です。また、教員が生活のため他

の仕事も掛け持ちしなければならず、教育活動に専念できないとか、優秀な人材は中学校や

高校の教員また教育長などの役職に上ってしまうので、小学校では優秀な教員が不足してい

ます。教員資格をもっていない教員もおり、資格をとらせるための講座や学校を巡回する指

導員の配置などの対策がとられています。

教員の資質ということで言えば、理数科の科目が弱いということが問題になっています。

例えば、多くの生徒たちは私が黒板に書いた図形を正確に写すことができませんでした。こ

れではピタゴラスの定理を暗記していても、どれが斜辺かわからずに問題を解くことができ

ません。理科においても実験せずに結果だけを言葉で暗記しています。また、原子の構造に

ついて「原子核の回りを電子がまわっているJと言葉で覚えていますが、それを図に書くこ

とのできる生徒はあまりいません。頭の中にイメージがないのです。理数科を完全に暗記科

目にしてしまっています。そして、この生徒達が卒業後小学校の教員になっていきます。こ

のような理数科の苦手な教員に教えられた子供たちは理数科がわからないまま暗記だけして

卒業していきます。そしてこの子供たちの中から次の世代の教員になる人が出てきます。そ

の教員に教えられた子供たちは・・・今ウガンダはそういう悪循環の中にあります。

教員の資質向上のために、私の配属先(小学校教員養成学校)は非常に重要な役割を担(に

な)っています。

3. 赴任当初のとまどい

私がウガンダに来てショックを受けたことは、人々が時間を守らず、約束を守らないこと

です。必ず約束した時間から 1、 2時間遅れてきます。また、来ないこともありましたが、

次の日に会っても何の言い訳もありません。物やお金を貸しでもほとんど返ってきません。

大工さんに仕事を頼んだときも何日たっても仕事を始めず、追加のお金を要求します。なん

といい加減な人々だろうと思いました。

配属先の状況にも驚きました。教員がいつも 5人位しか来ていません。生徒は自習してい

るのに教員は職員室でお茶を飲んでゆっくりしていたりします。時間割はあっても全く守ら

れていません。教えたい人が教室に入れば授業ができるシステムだったので、誰も教えない

日もあれば、教えたい人が重なって教室の取り合いになる時もありました。突然生徒集会や

健康診断が入って授業ができなくなりました。なぜ前もって言ってくれないのだろうと思い

ました。定期的な職員会議はありません。突然会議が設定されますが、何時間待っても教員

が集まらず流会になったりしました。各教員が打ち合わせなく自分の教えたい項目を教えて

いるようでした。こんな調子ですから、シラパス(指導要領)や国家試験の出題範囲の項目
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であっても教えられないものが多くありました。

赴任当初学校の概要についての十分な説明がなく、すぐに授業してくれと言われました。

教科書も授業計商も評価基準も知らないでは教えることができないし、日本式の授業のスタ

イルでいいのかもわからなかったので、しばらく待ってもらうことにしました。

年間計画もきちっと決まっていません。試験や学期始めや学期終わりもすぐに変更になり

ます。学校案内や成績のっけ方(内規)等のきちんとした文書もありません。たまらず「こ

んなの学校じゃないJと日本語で文句を言っていました。自分でいろいろ質問しながら学校

の概要をつかんでいきました。そして、 同僚の授業を見学させても らいました。皆自信があ

り堂々と授業していました。毎日毎日、 「今日は俺の授業を見ろJと誘ってくれました。これ

が私にとっても非常によい勉強になりました。それと理科と算数の教科書を小学校 1年生の

分から順番に読んでいきました。これもたいへんよい勉強になりました。

あとは、生活面での不安がありました。赴任からしばらくすると電気がなく、夜は石油ラ

ンプでの生活になりました。 トイレは外です。風呂がなくタライで水浴びをしました。ゴキ

ブリやネズミ、コウモリの駆除もしなければなりません。赴任当初は、たまらず首都の隊員

の家にお世話になったこともたびたびありました。

しかし、半年もするとすっかり慣れてしまいました。電気のない生活で暗闇でも目が見え

るようになりました。環境は人を強くするなあと感心しました。時間にいい加減なのは、交

通や通信が発達していないので約束してもそのとおりにいかないことが多く、約束した時間

よりもいつも遅れるのが当然なので、待たされても全然怒らないのが彼らの文化なのです。

また、物を返さないのはお互いさまで、私がベンを持っていない時は快く貸してくれたり、

べンをくれます。きっと物を所有するという意識が少なく、必要な人が使うように共有して

いるような感覚が彼らの文化だと思います。その考えでいくと一緒に食事を してもお金を持

っている方が出すのが当然なのも納得できます。近所の人は私に食事を分けてくれたり、同

僚がジュースを私に買ってくれたりすることもあります。

学校の年間計画が決まっていないのは、国の予算がなく常に変更があり決められないとい

うことが原因でしょう。文書類が少ないのは、学校にはタイプライターと手回 しの輪転機し

かないので、何でもかんで5もコピーして大量の資料を作る 日本のようにはいきません。人々

が仕事をきっちりしていないように見えるのは、子供が 10人もいると生活することが大変

で、お金がなかったり、病気になったりと様々なことがあります。何があっても仕事を優先

するという文化はウガンダにはないからです。生徒たちに教員が授業を休講することについ

て文句はないか聞いた時、生徒たちは教員にも生活があり事情があるので問題ないと言って

いました。

このように人々の行動様式の背景にある理由が自分なりにわかったのでイライラすことが

なくなり、すっかりウガンダの文化に馴染(なじ)んでしまいました。こういう文化もいい面

はあると思います。帰国後私は、逆に日本の職場で苦しんでいます。
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4. 配属先での活動

まずは毎日学校に行き、同僚や生徒たちと話をすることから始めました。学校に慣れるに

従い、試行錯誤しながらですが授業以外にも様々な活動を行なうことができました。

(1)授業

私は、数学と総合理科を担当しました。シラパスを全て教えることができるように、どの

分野を誰が担当するか同僚と打ち合わせをしました。小学校・中学校の復習から教員資格国

家試験レベルまで引き上げなければならず、授業時間は不足しがちでした。私は授業時間を

確保するために、自分の時間割を守り、さらに自習している教室があれば私が授業をさせて

もらいました。そして突然授業がなくなることのないように、職員室に予定表と黒板を設置

し、行事の計画を皆がわかるようにしま した。

生徒たちは教科書を持っていないので、授業のノートが彼らの教科書になります。教員は

黒板をほとんど使わないで、生徒が書きやすいように何度も同じ文章を読んで聞かせます。

生徒はそれを口述筆記します。これがウガンダでの典型的な授業スタイルです。私の場合は、

できるだけイメージを持ってもらいたいので図を多く描くのと、私の発音が生徒にはわかり

にくいので全部黒板に書いて授業をしました。毎回の授業の準備は大変でしたが、小学校の

復習から始めたので生徒にもよく理解できたと思います。

(2)黒板の修理と製作

教室の黒板が破損していたり不足していたので、黒板の修理と製作をおこないました。材

木と黒板用ペンキをの購入には隊員支援経費を申誇し認められました。生徒たちも手伝って

くれて、どの教室にも黒板が整備されました。黒板は使わないと言っていた同僚も喜んで黒

板を使ってくれました。

(3)図書室の整備と本棚の製作

私が赴任したときの図書室はダンボール箱を積み上げた倉庫のような所でした。本を探す

にはダンボールを空けなければならず、ほとんど利用されていませんでした。 10年前の本

でも一度も読まれずに保存されていました。最初に私が本棚に本を並べようと提案した時、

同僚から反対されました。本は非常に貴重だから、本棚に並べたら本がなくなってしまうと

いうのです。私は何ヶ月もかけて話をしてようやくこの計画が認められました。

新しい部屋の整備と材料の運搬は学校の予算でおこない、隊員支援経費で本棚の材料を購

入し本棚を生徒たちと製作することにしました。調整員と相談し私が拘(こだわ)ったのは同

僚の理解を得ることと、学校にもそれなりの金額を負担してもらうこと、そして本棚を買う

のではなく作ることです。物が簡単に手に入ったのでは、すぐに援助に頼るようになってし

まうと思ったからです。 自分たちで工夫し努力する姿勢を持つことが基本です。

設計図を書き、材木を購入しました。材木は乾燥すると曲がってしま うので、板と板の間

に俸を挟(はさ)んで隙聞を空けながら積み上げて、 1ヶ月乾燥させました。この辺のことは、

職業訓練学校で木材加工を指導していた JICAの専門家に教えてもらいました。その後、職

業訓練学校の設備を利用して、板を電気カ ンナで平らにし、必要な大きさに切りました。組

立ては生徒たちが行ない、 14本の本棚と 4本の理科教材用のロッカーが完成しました。本
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が本棚に並べられ、立派な図書室ができました。生徒たちの中から司書を決め、生徒たちが

本を読んだり、借りたりできるようになりました。

同僚も生徒たちも大喜びでした。実は私はこんな大掛かりな木材加工をしたことはなく、

この成果に自分でも驚いています。本当に必要になるとカは出てくるのだなと感心しました。

また、協力していただいた専門家の人には大いに感謝しています。

(4)コンピュータ指導

私は日本にいるときは工業高校で情報技術を担当してたので、コンピュータを見たことの

ない生徒たちに何とかコンピュータを触らせたいと思っていました。いくつかの教員養成学

校にはコンピュータ室があると聞いていましたが、私の配属先にコンピュータ室ができるの

はずっと先のことになるでしょう。そこで、将来のためにコンピュータの指導について同僚

たちに経験してもらうためにも、隊員支援経費で買ったコンヒ。ュータ 3台を私の活動してい

る間借りて、放課後の課外活動でコンピュータの指導をすることにしました。

私はまず生徒たちの中から 10人ほどのインストラクターを募りました。そしてインスト

ラクターにコンビュータの使い方と教え方を指導しました。次に、インストラクターが一般

の生徒を指導します。私は後ろで見ていました。 1回目・ 2回目はコンビュータの起動と終

了、マウスの操作の練習のためにペイントでお絵描き、ファイルの操作、 3回目・ 4回目ワ

ード文字の入力に絵を貼り付けたり文書の体裁を整える。 5回目以降エクセルやインターネ

ットについても予定していました。毎日のように講習をやっていましたが、生徒は 360人

いますので、最終的に 1 人 3 回~4 固くらいの講習しか受けることができませんでした。そ

れでも生徒たちは喜んでくれました。特にインストラクターの生徒たちは教員に代わって学

校の文書を作ったりできるまでになりました。

同僚たちもコンピュータに慣れることができました。しかし、生徒のコンピュータ指導に

関わってくれるまでには至りませんでした。私が帰国する時にコンピュータは引き上げ、今

は5)IJの学校で隊員の活動に役立てています。

(5)サイエンスフェア

1クラス 80人では演示はできても生徒が自分で実験することができません。何とか実験

の機会を作りたいということで、サイエンス・フェアを企画しました。生徒を 40以上のグ

/レープに分けて、各グ、ループでテーマを決めて発表し会う文化祭みたいな行事です。同僚と

話し合って、よしやろうということになったのですが、計画がなかなか進まずどうなるかと

心配しました。しかし、土の研究、人体の研究、天秤の製作、ボルタの電池、カエルの解剖

など短期間の準備にもかかわらず多くの優れた発表があり何とか大成功に終えることができ

ました。

そうすると次の学期には、数学の同僚が中心となり 7 ス・フェアを開催しました。位取り

記数法、数学の有用性、立体図形、円の面積など多くの発表がありました。

(6)講義録冊子と国家試験過去問題集を作成

授業でやりのこした部分や今後の資料として役立てるために理科の講義禄と理科と数学の

過去問題集を作りました。講義禄は、時には徹夜をしてコンピュータで作成しました。紙を
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節約するために文字数を少なくするよう工夫しました。輪転機のマスターに細かい穴をあけ

るために、 ドットマトリ ックス・プリンターをポケッ トマネーで購入しました。講義録の印

刷は学校の手回し輪転機を使い、配属先の全生徒に配布されま した。過去問題集は、何 10 

冊かコピーして図書室で閲覧できるようにしました。

講義録等は近日中に拠点システム電子アーカイブスに登録する予定です。

5.最後に

l年9ヶ月の活動を思い返すと、最初の半年くらいは異なる文化へのとまどい、そして学

校の様子への驚きの時期でした。しかし、同僚たちは私に手取り足取り指示することはなく、

結果的に私は自分で考え行動することになりました。

やがて私は学校に慣れると、さまざまな活動を考えつき、同僚たちに相談しては協力を求

めました。しかし、 前もって理解しても らうことは非常に難しく、ともかくやらせてほしい

と訴えました。中には了解を得るのに半年かかったこともありますが、大抵は好きにさせて

くれました。本当は同僚たちと協力して活動するべきですが、まず私の取り組む姿勢を同僚

たちゃ生徒たちに見せたかったのです。成功しでも失敗しでも。

人間関係もそうですが国際協力は一方通行ではなく相互に協力しあうことが必要です。お

互いに学び会えば異なる文化が混ぜ合わさって化学変化をおこすのです。活動期間は短いで

すがあせらずに半年は様子を観察し、相手から学ぶことが必要だと思います。私は、ウガン

ダで人に対する寛容さを学ぶことができました。

自分の専門とは違うことが要求されることがあるかもしれません。完墜にできなし、かもし

れないけれど、ともかく一緒にやってみる。何でもできることを工夫してやってみる。その

姿勢が必要だと思います。私にとって本格的な本棚を製作することは初めての経験でした。

でも、あえて挑戦したのは、 同僚や生徒たちから諦(あきらめ)めるのではなく 自分たちで努

力する姿勢を引き出したかったからです。本棚というものを与えるのではなく、本棚を一緒

に作りたかったのです。たとえ誰も手伝ってくれなくても、作る姿を見せたかったのです。

それが協力隊の活動する意義だと恩います。物を残すのではなく心を残したいと思って活動

していました。

私がいなくなってから、同僚や生徒たちが自分たちで、問題の解決に向かつて一歩踏み出す

ことができれば、それこそが活動の成果だと思っています。協力隊の活動の成果はすぐには

わかりません。それは 10年後、 20年後になるかもしれません。教育も同じことです。こ

んな話を聞いたことがあります。教育がよかったかどうかはすぐにはわかりません。それは

何 10年たって学校で習ったことを全て忘れてしまって、それでも何か残っているものがあ

るとすればそれが教育の成果ですと。

ウガンダでの経験をこれからの教育活動にも役立てていきたいと思います。

6 質疑応答

。)ケニヤなどの近隣国の理数科隊員との交流はありましたか?
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ケニヤで大統領選挙があり、避難のためにケニヤの隊員がウガンダに来て研修を行ないま

した。その時に理数科隊員とも交流し、サイエンス・ショーや教育プロジェクトの話を聞く

ことができました。また、任国外旅行でタンザニアに行った時には、多くの理数科隊員の学

校を訪問し、授業を見せてもらいました。近隣国の隊員が日々の授業以外にもさまざまな活

動を行なっている様子を見聞きして私は衝撃を受けました。それらのアイデアを取り入れて、

隊員支援経費の活用、サイエンスフェアの企画、講義録の編集、隊員機関誌の創刊、教育関

係隊員の懇談会(分科会)の開催など私の活動にも幅を広げることができました。

(2)事前にどんな準備が必要ですか?

語学はもちろんですが、身近にある材料で簡単な実験ができるよう準備をしておいた方が

ょいと思います。ただ、日本からいろいろな実験器具を持ち込むよりも、現地調達した材料

を使う方が同僚たちにとって参考になるでしょう。

事前にもっと情報が欲しいと思うでしょうが、事前の情報は参考程度にしておいて、柔軟

に対応できるように心づもりをしておいた方がよいでしょう。それは、同じ国の中でも活動

先が都市部にあるのか村落地域にあるのかで、生活や学校の様子が全然違いますし、事前に

聞いていた情報が当てにならないことがよくあります。例えば、教員が不足していると聞い

ていたが、隊員が派遣された時には十分な教員がいた。物理を担当すると聞いていたが生物

を教えてほしいと言われた。コンピュータを指導してほしいと言われたが、コンピュータは

古くて故障していた。極端な場合は、配属先が変更になる場合もあります。

隊員を要請してから実際に隊員が派遣されるまで 1年から 2年かかり、その聞に状況が変

わってしまうことはよくあります。そういうときは事前の要請にとらわれずに、そこで自分

にできることは何かを考えて活動すればいいと思います。また、配属先の人々が問題を整理

して理解していないという場合もあると思います。そういうときは、だからこそ隊員が要請

されたのだとらえて、じっくり腰を据えて観察することから始めてください。

持って行く もの としては、私の場合は日本の参考書が役に立ちました。 日本語で理解できて

いないものは、英語の本を読んで分かるのに時聞がかかり ます。あと、 日本の写真や文化を

紹介するようなもの、例えば折り紙、寅11玉など。雪の降らない国に行く人は日本の雪景色の

写真を見せてあげるといいでしょう。
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ウガンダにおける活動
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1.はじめに

リ・活動期間 2002年7月から

2004年3月まで

・活動場所ウガンダ共和国

ジンジャ小学校教員養成学校

・聡 種理数科教師

新規、後任なし

ジンジャ小学校教員養成学校
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斜辺はどれ?

仁コ
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2.配属先の概要

-小学→中学→小掌粒教昌春成生堂棺

→教員資格国家試験

・2年制、共学、生徒数360、教員数14、

1クラス80人

・音楽、体育、国家試験で活躍

・お金がない

・全国的に理数科が弱い

3.赴任当初のとまどい

-時問、約束、貸し借りにルーズ

・教員の傑子

・学校の概要がつかめない

・電気のない生活

半年くらいで慣れてしまった



4.配属先での活動

-綬業

・黒板の修理と製作

・図書室の整備と本棚の製作

・コンピュ-~の指導
・サイエンスフェア

・講義録・問題集

図書室の整備

隊員支緩経費を利用

黒板塗り

隊員支媛経費を利用
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材料の用意

製作風景
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コンビュータの指導

隊員支媛経費を利用
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1.はじめに

派遣現職教員の活鼠 アフりカ分科会

ウガンダにおける活動

2002年 7月から 2004年 3月(1年9ヶ月)

ウガンダ共和国 ジンジャ小学校教員養成学校

2006年 1月 7日

大阪府立成械工業高等学校
・ル 4・

情報銭術科教諭三野光雄

(1) 活動期間

(2) 活動場所

(3) 職種 埋数科教師、新規要請(=前任者なし}、後任なし

2 配属先の概要

(1) 小学校 (7年)→中学 (4年)→レl、学校教員養成学校 (2年)ド教員資格国家拭験→教員

(2) 2年制、共学、全寮制、生徒数360入、教員数 14人、 1クラス 80人~

。)音楽コンクール全国優勝、体育大会でも全国レベルの活躍、国家試験でも上位の成績。

(4) 国も学校も人々もお金がない中、自信と誇りをもってやっている。

(5) 全図的に理数科が弱い(丸暗記) 理数科苦手な生徒→その中から教員が出る→悪循環

3.赴任当初のとまどい

(1) 時間を守らない、約束を守らない、貸した物を返さない

(2) 教員が 5人位しか来ない、時間審lを無視、シラパスをカバーしていない、職員会議も流会

(3) きちんと決まっていない年間計画、学校の概要がつかめない.

(4) 電気のない生活、外のトイレ、風呂がなく水浴び

→ 生活に慣れ、人々の行動様式には理由があることがわかり、イライラしなくなった.

4.配属先での活動

(1) 授業・・・数学と総合理科を担当、小 ・中学校の復習から教員資格国家試験レベノレまで

生徒たちは教科書を持っていない.私は小学校 1年生の教科書から読み始めた。

(2) 黒板の修理と製作 (隊員支倭経費を利用)

(3) 図書室の霊備と本棚の製作 ( 11 

(4) コンピュータ指導 ( 11 

(5) サイエンスフェア

(6) 講豊島録冊子と国家試験過去問題集を作成

5.録後に

(1) 異なる文化が相互に影響し合うこと

(2) 形のないもの(心)こそ重要。活動の成果は 10年後、 20年後。
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SCIENCE FAlR TOPIC~ 2". Sep匝mber2003

YEARONE T-2・目。...同
T...J:Cla回目catiODof Living Thingl 
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P.E: Pr・perties01 Air 
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タンザニアでの教員経験を通して

~青年海外協力隊の活動より~

谷昌亮

(14-1 .タンザニア，理数科教師，尼崎市立尼崎産業高等学校)

1 ポレポレなタンザニア

‘弓画;;-・b

見出しの「ポレポレ」はスワヒV語で「ボチボチ」の意味。日本語と何か共通するところ

があるようで、学校への通信のタイトルとしていました。

さて、私が赴任したタンザニア国を少し紹介させてもらいます。映画ライオンキングの舞

台と言われているセレンゲティ国立公園等の自然と動物が共存している所が多く残され、ア

フリカ最高峰キリマンジャロ山が高くそびえています。また青いさんご礁の海を持つインド

洋の島々は、奴隷貿易で栄えた面影を今もなお残しています。このように観光資源としては

豊富なタンザニアですが、当然いろいろと困難な問題を抱えています。重責務最貧困という

レッテルを国際社会からはられているタンザニアは、 GNPが 280ドノレ、平均寿命 40歳強、

乳幼児死亡率は日本の 30倍、 HIV

感染率は 2害rJ程度と言われています。

コンゴやソマリアに代表されるタン

ザニアの周辺国はこれに内戦や飢餓

があることを考えると、タンザニア

は平和で、農作物が豊富な分、食べ

ていけるということで、人々はたい

へん陽気で親切です。いろいろと困

難な問題はありますが、 rHakuna 

matataJ r問題ないよ!Jと気軽に考

えていける国民性には尊敬の念さえ

感じていました。

2 現地での活動を通して

(J)理数科教員として

写真 1 首都ダルエスサラームの風景

私は理数科教員として首都近郊の歴史ある PuguSecondary Schoolに赴任しました。実はこ

の学校、タンザニアでも一番有名な学校と言ってよく、初代大統領が勤務していた学校であ

り、現大統領の母校でもあります。Ad v a n c e -level校(日本の高校程度)は原則全寮制

であり、国家試験の点数と希望とを考慮して全国にある公立校(160校程度)に生徒を振り

分けます。この作業を各校長が lヶ所へ集合し、 1ヶ月近くかけてするそうです。この A-level
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校の問題というと第一に教員不足です。 A-level校を担当する教員は大卒以上というのが条件

ですが、これは相当な高学歴ということになります。できればもっと待遇の良い職場、職種

へと変わりたい希望をいつも持っています。まだ Puguは首都近郊でもあり教員達も希望し

て勤務するはずですが、数学、物理で慢性的な教員不足でした。私が赴任した時は Form5を

担当する物理の教員はゼロで、当初より 4クラス約 200人を担当しました。また A-levelに

は教科書というものはありません。シラパスに記載されている参考テキスト等を参考にしな

がら、学習を進めていくというのが生徒の標準的なやり方です。私が教えたクラスでは、約

8割の生徒はテキストと呼べるものを持っていませんでした。またテキストを持っていて、

それを参考に学習を進めている生徒でも、その参考書はシラパス通りのl順番には並んでいま

せんし、すべてを網羅している訳でもありませんので、個人的に学習するには非常に困難を

要します。私自身、自分のレッスンノートを作成するに当たり、 5冊の参考書を購入し、一

番分り易いものはどれかを調べながら、シラパスに沿って作成しました。ある程度内容を理

解している私ですら、骨の折れる作業なのですから、全く内容を理解していない生徒にとっ

て、それを自ら行うことは困難です。また国家試験の得点がすべてという現実があり、理論

よりも問題の解法という予備校形式の授業を求める生徒たちに答えるためにテキストと問題

集を作成しました。このテキストの作成にあたり工夫した点を紹介します。

・シラパスをより意識しながらできるように、各トピックの始めにシラパスの目標を記載し

た。

・項目毎に出来るだけ Exerciseを解答付きで記載した。

トピック毎に 10間程度の練習問題を記載した。

・トピック毎に N.E.の問題を示し、解答例を記載した。

・トピック毎に過去6年間の N.E.を分類し、全部を記載した。

・すべての練習問題、 N.E.1こ詳細な解答を記載した。

学校にはこれを数冊製本、寄贈し大変喜んで頂けました。唯一の目に見える成果かと思いま

す

(2) 生徒の評価

最後の授業の時に行った生徒へのアンケートの集計結果を紹介します。私の英語の能力に

ついてと、主に日本人教師は生徒達にどう映っていたかをアンケートしました。特にコメン

トは付けませんが、前述したテキストに対する評価が高いのは非常に嬉しい限りです。ちょ

っと英語が不正確なことはありますが、意を汲み取っていただければと思います。

(Q 1 )Could you understand my English speaking? 

口allunderstanding [50%]口almost[34%]口sometimes[16% j口seldom[O]口never[O]

(Q2)Do you think any difference between my lesson and Tanzanian teacher's one? 

口Yes[51%j 口sometimes[34%]口No[15%]

Ifyou answer “yes"， please write any different point 

(Note: T.T. means Tanzanian Teacher and J.T. means Japanese Teacher) 
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/Your explanation bases on how to apply physics in the for example technology but Tanzanian 

teachers teaches how to answer questions of NECTA and tricks to pass physics and not how is it able 

to the normal life. 

ILanguage and you make things more summary. 

IJ.T. are more advanced on teaching especially on how to make the student to understand more 

IYour lesson you use more practical examples and you want the student to set ideas how to answer the 

questlOns. 

汀.T.because they are Tanzanian. They have enough experience about Tanzania teaching example， 

they know much to concentrated dur.ing teaching but you， you are just directed by syllabus and your 
i 

experience is not the same as them but you tried a level best 

/You have the spirit of being a teacher like some few T.T. 

(Q3)Did my text book help your study? 

口Yes[98%] 口sometimes[2%]口never[O%]

(Q4)Did Calculations help your study? 

口Yes[98%] 口sometimes[2%]口never[O%]

(Q5)Ifthere are enough teachers in Tanzania， what do you think about Japanese teacherワ

口Need[83%] 口Notto need[17%] 

Please write your comment about this question， if you have. 

[Need] IWe learn their a口itudes，ideas and life experiences which are important to us. 

IThis is to bring relationship to Tanzanian and Japanese and also help to learn more things concern 

Japanese. 

IGiving us a different ideal from Japanese and it is important for developing man 

IPresence of J.T has greater influence since we share ideas and ideology， this is more impo目antm 

improving students ability. 

IWe need J.T. but not many. The T.T. would satisfy our aims. We need some teachers from Japan 

because it is better to change the teachers from various places because they have different techniques 

of teaching. 

[Not to need] 

汀.Tknows how education is difficult in our county. But J.T. does not aware ofthis， they make things 

easy. 

IT.T will fail to get employment since there are J.T. But if T.T have got no enough teacher we invite 

many J. T. to come and teach our students 

(Q6)Have you known something about Japan and Japanese though my working periodワ
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ロalot ofI54 % 1 口something[42 % 1 口nothing[4 % 1 

Please write something what you have known about this， if you have. 

/Sense of responsibility， keeping time， being charming to student ifI will be a teacher. 

/1 have known that keep time and usually sacrifice for the benefit of others. 

/They are hard worker and kindly. 

/Culture and language and Hiroshima destruction etc. 

/To keep the promise and to take care and to follow timetable and to fill full the mission at the time 

required 

(3)英語と母国語の問題

①英語と母国語

写真 2 授業を教えていた生徒たち

タンザニア国における中等教育は概ね英語で行われます。日本で言うと中学校へ入って英

語の勉強が始まり、それと同時に他の教科の勉強を英語で行うというものです。特に理数科

の教科はそれ自体が難解なものであるにも関わらず、その上、生徒達には英語の負担もかか

り、 2年生の終わりにある国家試験でも特に数学の不合格者数が際立つて多く、問題となっ

ています。このことを教員や行政の担当官と話したのですが、やはり一番の問題は、「スワヒ

リ語の教材がないこと」、「英語は公用語で国際語であるj、というのが決まった答えです。 1

番目の問題は大学を始め、その気になればそんな難しいことでは無いという事を返答するの

ですが、なかなかかみ合った議論にはなりません。私がなぜこの議論がかみ合わなし、かを考

えるとき、この国ではまだまだ中等教育は、ある一部の優秀な子供達のためのもので、あって、

等しく機会が与えられ、この国の底辺の底上げを担うという考えかたでは無いのだろうと思

います。世界からのサポートもあり、 2年ほど前から小学校が無償、全入となりましたが、

その子達が数年後中等学校に入学を希望するとき、これらの問題の答えが迫られると思われ

ます。また英語は国際語という意見は、全く異論の無いところです。ただこの国のスワヒリ

語は、英語を話すことなく 2年間過ごす隊員もいる程、国の隅々まで行渡っています。これ

については日本では当たり前のことなのですが、特にアフリカにおいては、もともと部族語
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があり、そこに英語、フランス語やポルトガル語等の占領言語が公用語として使われている

ケースが多くあります。他のスワヒリ語を使うケニア、ウガンダにおいても事情は違い、ケ

ニアは部族問の対立の根が深く、今なお、英語、スワヒリ語、そしてそれぞれの部族語が混

在しているとのことです。周りの国々から訪れる隊員遼が言語について口を揃えて言うのが、

「どこへ行ってもスワヒリ語だね。でも英語は自分の国に比べると通じないね。」 これは偶

然ではなく、海岸地域で使われていたスワヒリ語を、国語の教師であった初代大統領ニエレ

レが国を統一するにあたり、政策としてスワヒリ語化を図った結果だそうです。同じ国の人

たちが同じ言葉を喋れる、日本では全く当たり前のことが、すごく意味のあることですし、

この国の大きな財産であると言っても過言ではないと考えます。 日本においても、言葉の問

題「喋れる英誇教育Jと 「しっかりとした日本語の教育j という背反するような問題が取り

上げられて久しいですが、何かこの国の問題と重なるところがあるようにも思えます。

②生徒の英語力

さて、英語での教育をある意味勝ち扱いてきた、私が教えていた A-level校の生徒は、基

本的に、英語の能力については問題無いということになっています。生徒からすると英語の

流暢さがそのまま教師の教科指導の力量の大きな判断基準になっているのも事実です。それ

には、さして異論は無いのですが、自分が若干英語について余裕が出てきたころから、実際

の生徒の英語力について少々疑問を感じることが出てきました。例えば、授業中彼らからの

質問を受け、私自身が質問を聞き取れないことがありました。その時は違う生徒に彼の質問

が理解できるかと質問するようにしていました。その答えが NOのことが結構あるのです。

そのやり取りに多くの時間を割かれることもありましたが、良いコミュニケーションの場と

思って、辛抱強くやっていました。

また練習問題を解法するにあたり、私が常々生徒に「問題を正確に理解して、まずは問題

の状況の判断を的確に行うこと」、と言っていました。問題の状況を尋ねるとき、一つである

はずの問題の理解が、幾多も出てきたことに驚きました。解法を行う以前であることは言う

までもありません。下に問題と生徒の状況認識の例を紹介します。この問題は単にボールを

投げるという運動的もしくは物理的な難しさは全く無いことを考えると、これは彼らの英語

力の不十分さが大きな原因と言えると思います。

[問題投射運動]

A ball is thrown upward with initial velocity Vo=15m/s at angle of 300 with the horizontal the 

thrower stands near the top of a long hill which slopes down ward at an angle of 200.When does the 

ball strike the slopeワ
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図 l 投射問題の状況解答例

(4)他の教師隊員たちとともに

①タンザニア教育研究会での活動

古解答骨白 ---一ー'¥¥

/八千o. 20~\ 

，:，解音作，~

タンザニアでの隊員派遣の実績としては、約 30年にわたり、 1000人の隊員が派遣されて

きました。現在でも約 70人の隊員が広いタンザニア全土に散らばり活動を行っています。

近年は、教室型と呼ばれる学校派遣隊員が半数以上を占め、そのなかでも、理数科教員が 30

名を超え、断トツの派遣職種となっています。そんな状況において、主に学校派遣隊員が自

主活動として組織しているのが、タンザニア教育研究会です。年 2回、お互いの経験をもと

に、情報交換を行ったり、研修会を開催し，各自のティーチングスキルの向上や、タンザニア

人教師やまたアメリカの同職種ボランティアとの意見交換を行っています。私自身は現職の

教員として参加ですが、赴任当初は、この国の学校の状態や体制、教科の教授内容、進度、

国家試験の情報等、活動を行う上で知りたい情報は山ほどあり、非常にスムーズに各学校で

の活動を始められることが出来ました。ただ、隊員というのは 2年間限定で、また年間 3隊

次の入れ替えがあり、何かを継続していくというのは、非常に労力を費やすことでもありま

す。

②奨学金事業

タンザニア教育研究会のもう一つの大きな活動として、タンザニアの生徒に対して奨学金

の給付を行っています。タンザニアには勉強熱心で、成績優秀であるにもかかわらず、経済

的理由により、学業の継続が困難な生徒がたくさんいます。実際に彼らの長期休暇は次学期

の学資作りに追われているようで、遅れて学校に戻ってくる生徒に聞くと、学資を作るため

に、仕事をしていたという答えが返ってきます。学校で働くどの隊員にも、その様な状況に

ある生徒たちをなんとかサポート してあげたいとの思いが強くあり、 10年ほど前に、有志が

集まり、成績が優秀で、経済的理由により就学の継続が困難な生徒への資金援助を目的とし、

この事業を設立しました。以来、合計 150名を超える生徒の就学の継続をサポートしてきま

した。
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私も、活動中 3名の生徒を推薦しました。応募資料の中には、家族構成や収入を記入する

欄があるのですが、 3人とも無収入と書いてきました。もちろん全く収入が無い訳ではない

のでしょうが、農家で生計を立てている家庭(タンザニアではほとんどが農家)では特に、

決まった現金収入が無いのが、生徒との会話からも良く分りました。また将来の夢という作

文も書いてもらうのですが、一人は医者になり、地方に地域診療所を作り、出来れば無料で

診療活動をしたいと書いてありました。この国の大きな死因のマラリアやエイズの根絶に尽

力したいということでした。選考を通して、学校以外での生徒の置かれている現状をより深

く理解できたのを記憶しています。

私自身、この事業運営に直接関わりました。決して大きく展開していけるものではありま

せんが、「自分遠の目の前にいるタンザニアの子たちの就学をサポートして行きたい!J、「彼

らの可能性という木を枯らすわけにはいかない!Jという先輩諸氏の初心を大切にし、受け

継がれている活動です。

3家族を残して

(J)協力隊は単身が条件

協力隊は単身が条件であり、派遣中の帰国は許可されていません。ただし家族を持つ隊員

には、派遣中 2週間家族の呼寄せ制度があります。私は妻と 3人の子供を日本に残しての参

加でしたので、 2003年 8月に、家族がタンザニアを訪問しました。その時にまた違ったタン

ザニアが見えました。

(2)子供には国境の壁はない?

20時間以上、初めての飛行機に乗りやってきた子供達は、さぞかし疲れていることだろう

と心配していましたが、全くその必要はなく、着いたその日から、近所の子供達と一緒に遊

びまわっていました。もちろん我が子達は日本語で、近所の子達はスワヒリ語で。家族が帰

ってからも、近所の子供達は、「とも、まー」と子供達の名前を呼んで、「また来ないのか ?J

という質問が 1ヶ月くらい続きました。

真 3 子供たち 1 写真4 子供たち 2
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(3)脱臼事件

滞在中、とにかく子供達の病気や怪我を心配していましたが、なんとか何事もなく、最終

日を向かえ、いつものように近所の子供達と最後まで遊んでいましたが、突然、 4歳の一番

下の子が、泣いて家のなかに入ってきました。見ると肘を脱臼したようで、どうしようとア

タフタしていると、見送りに来てくれた同僚が、いろいろ助言をくれました。助言とはこん

なものでした。まずは、落ち着かせなさい。もし、鎮痛剤があれば飲ませよ。それから、落

ち着いてきたら、体位を変えて寝かせました。それから、待つこと 10分くらい、子供の方

も泣き止んでおり、また座らすと脱臼の方は、元通り入っていました。これを通して、私達

はすぐに病院、病院と言ってアタフタしましたが、救急車や病院が十分に整備されていない

この国では、自分達で苦しんでいる子供達になんらかの処置をしなければならなくて、その

一番は落ち着かせこと、痛みを和らげてやることであり、逆に言うとそれしか出来ないのが

この国の実情なのだろうと思いました。

ここに来たときに家族を置いてきた

というと、何でそんなことをするのか。

自分には信じられない、と幾人からの

同僚から言われたことを恩い出します。

それが私達のルールなんだ、なんて答

えても何の解決にもなりませんでした。

家族を通してのタンザニアの

人達との関わりで、また違ったものを

感じられたような気がしました。

写真 5 子供たち 3

帰国の時、「またタンザニアに来るかワ」という質問を多く受けましたが、いつも決まっ

て、こう答えていました。「自分は難しいと思うよ。ただ 3人の子供のうち l人くらいは戻っ

てくるかもしれなし、から、その時はよろしく。」

4 最後に

(1)アフリカでの生活を通して

このアフリカでの体験を通して、よく

何が日本と違いましたか?と聞かれます

が、違った点よりも同じ点を発見するほ

うが、多かったように思います。特に私

が勤務した学校のシステムなどはたくさ

ん共通点がありました。若干時間的なル

ーズさやズレはありますが、人の親切さ、

親近感は日本が忘れてしまったものなの h 

かなぁと思ったりもしました。

写真6 卒業式にてソーラン節披露
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また協力隊に自ら志願してアフリカに行った私でさえ、アフリカに対する偏見がありまし

た。初めてアフリカ大陸に降り立ったとき、空気が同じ?と安心した恩い出があります。本

当に当たり前のことですが、それを自分が実感・体験するまでは、自分のものになっていな

いということです。「百聞は一見にしかず」という諺がありますが、これだけテレビやインタ

ーネットが普及し、映像としてどこの場所でもみることができますが、それはある抽出され

たワンカットであり、それからすべてを知ることは出来ないということを強く思います。そ

ういう観点で言えば、これからは、「百見は一実感・一体験にしかず」の方が適当な気がしま

す。

最後になりますが、次の時代を担う生徒達の、「学びたし、」、「何かを吸収したし、j という

純粋で強い気持ちが、タンザニチゃ他のアフリカの国々の多くの困難な問題を解決し、発展

の原動力となることを期待してやみません。

(2) 帰国後の日本の生徒たちへ 「日本は本当にいい国ですか ?J

帰国後、日本の生徒への報告会を幾度が行いました。その中で一番理解してもらいたいこ

とは、「タンザニアという国があることとそこでたくましく生きる人たちがいること」と、「日

本は本当にいい国なのだろうかワ」ということです。私が見た開発途上国タンザニアの現状

は映像や数字を交え報告しますが、それに対峠する日本はどうなのかは、生徒自信の体験を

通して考えていけることだと思います。その答えを探すために、自分自身で動いてくれるき

っかけになってくれればと思っています。最後に現在の勤務校で行った報告会よりある生徒

の感想文を紹介したいと思います。

[参考]

日本は幸せですかワと言われて、私は、話を聞くまで、日本が一番幸せだろうと思ってい

ました。アフリカのタンザニアの人達は、きれいな水や満足なご飯、他にもいっぱい私達が

普通にしてきていることが出来ません。それを聞いて、やっぱり日本人でよかったと思いま

した。タンザニアに住む人達は、小学生・中学生・高校と上がるにつれて、学校に行くこと

の出来る人数が減っていき、しかも、卒業をしてもそれがどんなに頭がいい人でも就職が出

来ないと聞いたとき、私は、じゃあどうして学校に行くの?と思ってしまいました。でも、

学校に行っている生徒は、授業が終っても夜にまた勉強している映像を観て、自分たちでど

うにかして自分の道を切り開こうとしていることに、すごく胸を打たれました。その映像を

観終えて、私は最初の質問に、日本で生まれて幸せだけど、でも生まれ変わったとしたら、

アフリカのタンザニアでいいかなって，If?"えました内タンザニアの人達は貧しくても、十分食

事を取ることができなくても、自分達はそれでも幸せだというあの笑顔が目に焼きついてい

ます。ハクナ 7 タタ(問題ないよ) (本校 2年生女子、 2004)

参考文献

・尼崎産業高校人権教育講座 「タンザニアの大地より j の感想文 2004年 7月 2年生女子
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「一云遍での主な活動

.高校生1::幼壌を適20時間程度担当

日本の授業I立何絡を使うの?

究援の予備校授業

テキスト・問鏑集

・課外活動

ラグビー

日本語教室{ソーラン節披露、文通}

・9ンザニア教宵研究会活動

奨学金事業
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協力隊らしさ?

出世魚?

隊員候補生時派遣隊員持

新隊員司先輩隊員時

帰国隊員司隊員OB/OO 持 ???

最後に

-臼本とどこが遣いますか。

-絶対はない.

• r一見は百聞にしかずj より
r-I!・一体駿は吉見lこしかずJ

-ぜひアフリカに行ってみて〈ださい.
(Karibu TanzanIa na AfriCB) 

Asante Sana 

- 186 

剥識舗を紙~n銅gg

日本の生徒たちに

re本は本当にいい国です



Information of Tanzania 
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Informatlon of T anzania 

人口 Is500定本

面積，h本の2.5倍
公用語スワヒリ菌、英題

、ー 教キリスト教、
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※発表ではDV(デジヲルビデオ)も用いられま
した。この3ページ分の資料は， DV画面をも

とにスライド風に編集しなおしたものです。



文部科学省・筑波大学国際教育協力 シンポジウム

開発途よ固における派造現職教員 の活Jl
Jan./7th/2006 

尼崎市立尼崎産業高等学校

電気科 谷昌 亮

タシザニアでの教員経験を通して

~青年海外協力隊の活動より~

平成 14年度 1次隊 (H14年7月 -H16年3月)

アフリカ・タンザニア園 ダルエスサラーム

プグ中等学校理数科教師

I 

口現地での主な活動

.日本の高校程度の生徒に週20時間、物理を教授司VTR

このレベルでは 3教科選択のコース制を行う

(クラス例 PCB'PCM'EGM'HGL'HKF等)

国家試験は記述式の問題が多い。試験科目に実験あり

大学教養レベル(流体力学 ・物性学等)の内容あり

?日本の授業は何語を使うの?

私と彼らの英語の問題 司 資料P3 (生徒の感想は)・資料P4 (生徒の英語力)

タンザニア教師と 日本人教師、日本人教師は必要? 司 資料P3 (生徒の感想は)

テキスト ・問題集作成 司 資料P3 (生徒の感想は)

-担任

現地語で通知簿の記入と送付

.放課後の活動 司 VTR 

ラグビ一

日本語教室(ソーラン節披露、 文通)

.タンザニア教育研究会活動

奨学金事業 (8年間で 150名以上の生徒に給付)司 資料P5-6

他の国のボランティアやタ ンザニア教師との研修会の実施

(模擬授業に対する評価と討論、生徒への授業アンケート等)

ロ家族を残して

.2003年8月に来タン

.子供には国境の壁はない

・脱臼事件 = 資料P7 (家族来タン !) 
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口JOCVの可能性と限界が、らしさ?

・出世魚?

隊員候繍生母派遣隊員=新隊員司先輩隊員司帰国隊員司隊員08・OG

.登山のような・・

|JOCVの難しさについて 2003年 11月 13日現地にて|

登山の景色のように、今から登ろうとする人と、今まさに登頂しようとする人では、見える景色も全く違うし、

抱えている問題も全く違う。ただ、だいたいにして、見える景色も、抱える問題も同じようなものである。す

なわち、それぞれが、継続的に後進の隊員に何か残していけば、自然と後進の登山の道のりも、到達点も違っ

たものになるはずである。

E量量l三
4TAim at Excellence 
=。 資料P7 (最後に)

-生徒に対する報告会では

日本の生徒たちに 「日本は本当にいい国ですかJ

体校人権教育講座 「タンザニアの大地より 」の感想文より|

~2 年生女子~

日本は幸せですかワと言われて、私は、話を聞くまで、日本が一番幸せだろうと思っていました。アフ リカ

のタンザニアの人達は、きれいな水や満足なご飯、他にもいっぱい私達が普通にしてきていることが出来ませ

ん。それを聞いて、やっぱり日本人でよかったと思いました。タンザニアに住む人達は、小学生・中学生 ・高

校と上がるにつれて、学校に行くことの出来る人数が減っていき、しかも、卒業をしてもそれがどんなに頭が

いい人でも就職が出来ないと聞いたとき、私は、じゃあどうして学校に行くの?と恩ってしまいました。でも、

学校に行っている生徒は、授業が終っても夜にまた勉強している映像を観て、自分たちでどうにかして自分の

道を切り開こうとしていることに、すごく胸を打たれました。その映像を観終えて、私は是初の質問に、日本

で生まれて幸せだけど、でも生まれ変わったとしたら、アフリカのタンザニアでいいかなって思えました。タ

ンザェアの人達は貧しくても、 十分食事を取ることができなくても、 自分達はそれでも幸せだというあの笑顔

が目に焼きついています。ハクナ マタタ(問題ないよ)

-まとめは

①日本とどこが違いますか?

②絶対はない。

③ 『一見は百聞にしかずJより 「ー感・一体験は百見にしかずj

④ぜひアフリカに行ってみてください。 KaribuTanzania na Africa 
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'PoJe PoJe&Asame sana' from TANZANJA No， 7 J3/March/2004 ~I 

f盆径の'e1B/~)

最後の授業の時に行った生徒へのアンケートの集計結釆を紹介します。以前にも私の英語の能力についての

報告は行いましたが、今回は主に日本人教師は生徒造にどう映っていたかをアンケートしてみました。特にコ

メントは付けませんが、前述 Lたテキストに対する評価が完壁にi丘いのは非常に婚しい限りです。

(Ql)Could you under5tand my Engli5h 5peaking? 

口alluhderstanding [50%]口almost[34%]口sometimes[!6%]口seldom[O]口never[O]

(Q2)Do you think any difference between my le550n and Tanzanian teacher' 5 oneヲ

口Yes[51%]口sometimes[34%]己No[!5%]

lf you an5wer “ye5". plea5e write any different point 

(Note: T.T. means Tanzanian Teacher and j.T. means japanese Teacher) 

/Your explanation bases on how to apply physics in the for example technology but Tanzanian teachers teaches how to 

answer questions of NECTA and tricks to pass physics and not how is it able to the normallife. 

/Language and you make things more summary. 

/J.T. are more advanced on teaching especially on how to make the student to understand more 

/Your lesson you use more practical examples and you want the student to set ideas how to answer the questions 

/T.T. because they are Tanzanian. They have enough experience about Tanzania teaching example， they know much to 

concentrated during teaching but you， you are just directed by syllabus and your experience is not the same as them 

but you tried a level best. 

/You have the spirit of being a teacher like some few T. T. 

(Q3)Did my text book help your 5tudy? 

口Yes[98%] 口sometimes[2%] 口never[O%]

(Q4)Did Calculation5 help your studyヲ

口Yes[98%] 口sometimes[2%] 口never[O%]

(Q5)lf there are enough teacher5 in Tanzania. what do you think about Japane5e teacher? 

口Need[83%] 口Notto need[! 7%] 

Plea5e write your comment about thi5 que5tion， if you have 

[Need] /We leam their attitudes， ideas and life experiences which are important to us. 

/This is to bring relationship to Tanzanian and Japanese and also help to leam more things concem Japanese. 

/Giving us a di町erentideal仕'omJapanese and it is important for developing man 

/Presence of J. T has greater influence since we share ideas and ideology， this is more important in improving students 

ability. 

/We need j.T. but not many. The T.T. would satis1Y our aims. We need some teachers仕omjapan because it is belter 

to change the teachers仕omvarious places because they have di町erenttechniques of teaching. 

[Not to need] 

/T. T knows how education is difficult in our county. But J. T. does not aware of this， they make things easy 

/T.Twill fail to get employment since there are J.T. But ifT.T have got no enough teacher we invite many J.T. to come 

and teach our students. 

(Q6)Have you known 50mething about Japan and Japane5e though my working periodヲ

ロalot ot[54%] 口something[42%] 口nothing[4 %] 

Plea5e write 50mething what you have known about thi5. if you have 

/Sense of responsibility， keeping time， being charming to student if 1 will be a teacher 

/1 have known that keep time and usually sacri自cefor the benefit of others 

/They are hard worker and kindly. 

/Culture and language and Hiroshima destruction etc 

/To keep the promise and to take care and to follow timetable and to fill full the mission at the time required 
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'Pole Pole: f，.om TANZANIA NO.6 Z5/Jan.l2004 d:'1 

(!J!158JJ9J1K) 

以前にも書きましたが、タンザニア国における中等教育は概ね英語で行われることになっています。日本で

吉うと中学校へ入って英語の勉強が始まり、それと同時に他の教科の勉殺を英語で-1tうというものです。特に

埋数科の教科はそれ自体が難解なものであるにも関わらず、そのよ、生徒速には英語の負担もかかり、 2年生

の終わりにある国家試験でも特に数学の不合格者数が際主って多〈、問題となっています。このことを教員や

行政の担当官と話したのですが、やはり一番の問題は、「スワヒリ語の教材がないことJ、「英語は公用語で国

際語である」、というのが決まった答えです。 1番目の問題は大学を始め、その気になればそんな難しいニと

では無いという事を返答するのですが、なかなかかみ合った議論にはなりません。私がなぜこの議論がかみ合

わないかを考えるとき、この固ではまだまだ中等教育はある一部の優秀な子供速のためのものであって、等 L

〈機会が与えられ、この園の底辺の底上げを担うという考えかたでは無いのだろうと思います。世界からのサ

ポートもあり、 2年ほど前から小学校が無償、会入となりま Lたが、その子遣が数年後中等学校に入学を希笠

するとき、これらの問題の答えが迫られると忠われます。また英語は国際語という意見Lは、全〈異論の無いと

ころです。ただニ の国のスワヒリ語は、英語を話すことな(2年間過ごす隊員もいる程、国の隅々まで行渡っ

ています。これについては日本では当たり前のことなのですが、特にアフリカにおいては、もともと喜fI族語が

あり、そこに英語、フランス語やポルトガル語等の占領吉語が公用語として侠われているケースが多〈あうま

す。他のスワヒリ語を使うケニア、ウガンダにおいても事情は違い、ケニアは告fI族同の対立の根が深〈 、今な

お、英語、スワヒリ語、そしてそれぞれの却族誇が混在しているとのことです。周りの国々から訪れる隊員途

が言語についてロを揃えて言うのが、『どこへ行ってもスワヒリ語だね。でも英語は自分の固に比べると通じ

ないね。」 これは偶然ではな〈、海岸地成で俊われていたスワヒリ語を初代大統領ニエレレが国を統一する

にあたり、政策としてタンザニアのスワヒリ語仏を図った絡泉だそうです。私には、これはニの困の大きな財

産であるように思います。同じ困の人たちが同じ吉紫を様れる。日本では全〈当たり前のニとが、すご〈意味

のあることだということを感じさせられます。日本においても、言葉の問題「喋れる英語教育」と rlっかり

とした日本語の教育」という背反するような問題が取りよげられて久しいですが、何かこの国の問題と重なる

ところがあるようにも思えます。また岡本に帰ってからゆっ〈り考えてみたいと思っています。

(!.舌貨の'!J!IK7J)

さて、英語での教育をある意味勝ち抜いてきた、意ムが教えているアドバンスレベルの生徒においては、基本

的に、英語の能力については問題無いということになっています。i主に、過去にレポートしたi遭う、生徒から

すると英語の流暢さがそのまま教師の教科指導のカ量の大きな判断基準になっているのも事実です。それには、

さして異論は無いのですが、自分が若干英語について余裕が出てきたのか、実際の生徒の英語カについて最近

;タ々疑問を感じることが出てきま Lた。例えば、授業中彼らからの質問を受け、私自身が質問を聞き耳元れない

ことがあります。その時は遣う生徒に彼の質問がJ!解できるかと質問するようにしています。その答えがNO
のことが結樽あるのです。そのやり取りに多{の時間を害1かれることもありますが、良いコミュニケーション

の場と思って、辛抱強くやっています。

また練習問題を解法するにあたり、私が常々生徒に「問題を正確に理解して、まずは問題の状況の判断を的

確に行うこと」、と言っています。これを徹底さすために、実際の解法ょう状況の理解に多〈町時間を割(場

合もあります。その問題の状況を尋ねるとき、一つであるはずの問題の理解が、幾多も出てきたことに驚きま

した。解法を行う以前であることは吉うまでもありません。下に問題と生徒の状況認識の例を紹介します o こ

の問題は単にボールを投げるという運動的もしくは物理的な鯵しさは会〈無いことを考えると、これは彼らの

英語カの不十分さが大きな原因と言えると思います。

[問題投射運動]

A ball is thrown upward with initial velocity Vo=15m/s at angle of 30・wi th the hor i zonta 1 the thrower 
stands near the top of a long h i 11 wh i ch s 1 opes down ward at an ang 1 e of 20・附lel1does the ba 11 str i ke 
the slopeワ

会解答骨，)2

30' 20' Aマ~ ぷ会科一一
古解筈押脂

交解管骨恒
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'Pole PoIelcA.sanfe sana' fl'om TANZANIA No. 7 I :J/Mal'ch/Z004 ~品l

(pt -t1) /it;宗門

タンザニアにおけるアドバンスレベルには教科書というものはありません。シラパス(日本の指導要領)に

記載されている参考テキスト等を参考に Lながら、学習を進めてい〈というのが生徒の標準的なやり方です。

勿論テキストを購入できる生徒にとっては、そのようにできますし、家庭教師を雇える生徒主主はそれを解説し

て〈れる人までいる択ですから、それでも問題はないと思います。しかし、私が教えるクラスでは、約 8到の

生徒はテキストと呼ぺるものを持っていません。またテキストを持っていて、それを参考に学習を進めている

生徒でも 、勿論その参考書はシラパス通 りの順番には並んでいませんし、すべてを網羅 している訳でもあ qま

せんので、個人的に学習するには非常に困襲撃を委します。私自身、自分のレ yスンノートを作成するに当た 0、

5冊の参考書を購入し、一番分り易いものはどれかを調べながら、シラパスに沿って作成して行きました。あ

る程度内容を埋解している私ですら、骨の折れる作業なのですから、全〈内容を理解していない生徒にとって、

それを自ら行うことは困難を極めることとなります。テキスト作りを進めた大きな埋由はよ記したことですが、

もう一つは、私が赴任 Lたときのように、先生が会〈居ないとき、自習用として使って買えたらと思いました。

もちろんレ yスンノートの延長線的負位孟づけですが、生徒主主の学習をサポートするだろうという以下の工夫

をしました。6部しか印刷できませんでしたが、先日学校の方へ引き渡し、教科主任からは感謝してT買けたの

で、唯一の成釆になったかなあと思ったりも Lています。

以下にこのテキストの作成にあたりエ夫 Lた点を挙げます。

(1)シラパスをより意識しながらできるように、

各トピックの始めにシラパスの目標を記載した。

( 2)項目毎に出永るだけ Exerciseを解答付きで記載した。

(3) トピァク毎に 10問程度の練習問題を記載 Lた。

(4 ) トピァク毎に国家試験の問題を示し、解答例を記載した。

( 5) トピァク毎に退去6年間の国家試験を分類 L、

全部を記載した。

(6 )すべての練習問題、国家試験に詳細な解答を記載した。

奨学金事業 機関誌 rTUMA 1 N 1 ~希笠~J 第 11 号よ。

2'003.隼酒rr~:f=J/A).掌盆g介
今回、 10校から選出された24名の奨学生を紹介いたします。本年7月より奨学金を受けるメンパーです。

Mr. Mussa Ryoba (Musoma technical Secondary Schooll 
推薦者.佐藤由理隊員(13-1) 

Male 19才将来の夢 :エンジニア

彼の家族は農業で生計をたてており、父母姉が主な働き手です。家族の総収入は、

年間 55.000Tshです。この収入では彼を含めた 4人の子供を学校に行かせることは

?量薦者 難しく、 2 人の叔父が、それぞれの家族を持ちながらち、学費の!i闘をしています。

から とはいえ全学費を力パーできるわけではないので学校の休み期間に、彼はいろいろな

仕事をしながら学費の足しにしています。 J受業意書度、生活態度、成績とも!こ、とても

好感がもてる生徒で、学費のI~\配なしに Form6 の勉強に集中させてあげたいです。

(1 )朝礼で全校生徒にアナウンス CDivisionII以上、クフス担任の縫薦がl必要と強

選考方法
調〉 ァ→(2)集まった生徒に願書を配布、獄度の下書きののち受理→(3)成績証明の記入

とクラス担任の推薦の確認(成績の確認〉→(4)教頭、アカデミックミストレス、生活

指導主任、クラス担任を交えて面援→(5)校長の京認
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Mr. Edward Kimaro (Minaki Secondary Sch∞1) 
推薦者 .中和悠隊員(14-2)

Male 22才将来の夢:法律家

1992年に母親を病気で亡くし、父親が物邸付く以前より現在にに至るまで失践中

で、彼自身も尚、自分の父親が誰であるのかを知りません。実質孤兜であり、年間収

入も無く、本人Form3在学中、学費が受払えず勉強を中断しかけだ経験ちあります。

Form5の学費については一部を休暇中に自ら稼ぎ、残りは地元の人々の望書仰によって

支払ってきたようですが、来期 Form6からはスポンサーが居なくなり、支払いが非

推薦者 |常に困難になります。しかしこの状況下、当生徒は非常に優秀な成績を収めており、

か ら |更には、全校のAcademicPrefect、コンビュータクラブのChairmanまで務め、生

徒遥からの人望も非常に厚い人間であります。しかレ本人は現状に満足しておらず更

なる成績向上を望んでいて、この向上11)1は経済箇と共に大きな推薦理由の一つです。

将来は、自分のように経済的理由で学業に支障をきたしている生徒達に奨学金を支給

してあげだいという意思を持っており、現在の彼の苦しみを理解することができます。

上記の理白から当生徒を奨学生として挺薦します。

選考古法| 前記AlexSimon君と同じ

Mr. Mac1ean Mwamlangala (Minaki se∞ndary Sch∞1) 

推薦者:If!利悠隊員(14-2)

Male 21才将来の夢:教師

I 1999年に父親を、昨年 2002年に母親を病気で亡くし、現在の家族僑成は 2人

の妹との3人家族、孤児であります。更に、現在本人は入寮しているため、実家に幼

い妹2人を残して来ている状況で、現在2人は近所の支えで何とか生活していますが、

今後は本人が家計を支えていくことlこなります。当然家族の収入は無く、これまで本

人は自分の学費を稼ぐために Term休みの度にメイズを売り歩いていましだ。このよ

推薦者 |うなことから学費確保の為、休み明けに学校に戻るのが遅れることもしばしばあり、

か ら |勉学に大きな支障をきだしています。更には、不幸にも今期の Term休みには雨が際

らなかった為、メイズを売ることが出来す来期の学費獲得が非常に困難な状況である

のです。現在の学業成績は優れているとは言えまぜんが、この原因として、両親の死、

そして深刻な経済状況にあるのは間違えありまぜん。卒業後は経済を学び、国を立て

直すべく毅員を志しており、将来設計ち明確です。上記の理由から当生徒を奨学生と

して縫薦します。

選考方法| 前記AlexSimon君と同じ

'PoJe PoJe: f，.om TANZANIA NO.4 Z9fh/Julv/Z003 d:'1 
く奨学金事業>

タン教研のもう一つの大きな活動として、タンザニアの生徒に対して奨学金の給付を行っています。タンザ

ニアには勉強熱心で、成績優秀であるにもかかわらず、経済的理由により、学業の継続が困織な生徒がた〈さ

んいます。実際に彼らの長期休暇は次学期の学資作りに追われているようで、遅れて学校に』えって(る生徒に

問〈と、学習Fを作るために、仕事をしていたという答えが返ってきます。学校で働(どの隊員にも、その様t
状況にある生徒たちをなんとかサポー卜してあげたいとの思いが強〈あり、今から 8年前に、有志が集まり、

成績が優秀で、経済的理由によ 0就学の継続が困搬な生徒への資金援助を目的と L、この事業を設立しました。

以求、 8年間で令計 150名を超える生徒の就学の継続をサポートしてきました。

今年度、私もこの事業のお世話をさせてT買いてますが、実際の事業継続には大変な労カが必要となります。

まず何より資金面においては、隊員だけでは到底カバーできず、タンザニア在住の日本人の方々も主旨に賛同

Lていただき、毎年ご協力をいただいています。また、帰国された隊員の方々が日本でも紹介して頂き、幾分

かのサポートをしてT買いています。決して大き〈展開していけるものではありませんが、「自分迭の目の前に

いるタ ンザニアの子たちの就学をサポート Lて行きたい IJ 0 r彼らの可能性という木を枯らすわけにはいかな

い IJとL寸先輩諸氏の初心を大切にし、隊員活動のーっと してしっかり継続して行きたいと思っています。
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'Pole Pole: from TANZANIA NO.5 3 J /Ocf./Z003 d:'J 

f震度来タシ!)

最後に個人的な報告で恐縮ですが、この 8月に、妻と子供 3人がタンザニアを訪問したときのニとを;少し書

きたいと思います。

まず、 20時間以上、初めての飛行機に乗りやってきた子供途は、さぞかし疲れていることだろうと心配し

て い ましたが、会〈その必要は~ <、着いたその日から、近所の子供迭と一緒に遊ぴまわっていました。もち

ろん我が子迭は日本語で、近所の子途はスワヒリ語で。家族が帰ってからも 、近所の子供達は、『とも、まー」

と子供速の名前を呼んで、「また求ないのか?Jという質問が 1ヶ月〈らい続きま Lた。

滞在中、とにか〈子供i主の病気や怪'*-を心配していましたが、なんとか何事もなし最終日を向かえ、いつ

ものように近所の子供達と最後まで遊んでいましたが、突然、 4歳の一番下の子が、泣いて家のなかに入って

きま Lた。見ると肘を脱臼したようで、どうしようとアタフタしていると、見送りに求て〈れた同僚が、いろ

いろ助言を〈れました。助言とはこんなも のでした。まずは、落ち着かせなさい。もL、鎮痛剤があれば飲ま

せよ。それから、落ち着いてきたら、体位を変えて寝かせました。それから、待つこと 10分〈らい、子供の

方も泣き止んでおり、また座らすと脱臼の方は、元通う入っていま Lた。これを通 Lて、私達はす 〈・に病院、

病院と言ってアタフタしましたが、救急車や病院が十分に整備されていないこの固では、自分迭で普 Lんでる

子供速になんらかの処孟を Lなければならな〈て、その一番は;品ち着かせこと、痛みを和らげてやることであ

り、i主に言うどそれしか出永ないのがこの国の実情なのだろうと思いました。

ここに求たときに家族を置いてきたというと、何でそんなことをするのか。自分には信じられない、と幾人

からの同僚から吉われたことを思い出します。それが私達のルールなんだ、なんて答えても何の解決にもなり

ませんでした。しかし、今回家族を通 Lてのタ ンザニアの人主主との関わりで、また途ったものを感じられたよ

うな気がします。まあ何より私達、家族にと っては司本では味わえない中身の濃い、 2週間になったことは言

うまでもないところです。

'Pole Pole&Asanfe sana' from TANZANIA No. 7 r3/March/Z004 d:'J 
E スワヒ'/1!t:ポ乎罰院予とどうちifi'Jがと.;(;)-"宮司t.

(.ltt.ごJ

最後にここの学校Tシャツの背面に客かれている言葉 [aimat excellence]について、以下のように生徒に問、、

かけて給ぴとしました。

rGo on aiming at excellence through your life and sometimes consider what that"s meaning: "excellence". 

Off course， I will廿Yto do so.J 

その後、校長が私のこの挨拶を受けて、生徒速に、勉強にしても、生活にしても、すべて近道は無い。一つ一

つの積み上げであり、それが成釆と tるのである。と付けがえて(れた事に、 気持ちを共有できた喜ぴと添い

~動を覚えました。

この 2年弱の活動を通して、どこに住も うが、なに人であろうが、即Lの色がどう であれ、生活の仕方が異な

っても 、「基本的に人はみんな同じ tんだJという当たり前のことを、終始感じていました。この活動を通し

て、就任の日に生徒に紹介した、 rONE FOR ALL ， ALL FOR ONEJ の吉禁の意味に大きな広がり

と可能性を感じ、今後世界がそうな ってい〈事を願ってやみません。ありがとうございま Lた。

アサンテ ・サーナ。

Keported by Masaaki r，似l(E-mail :m6957tanifJhot四 il.com) 
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real Zambia 

-1年 9ヶ月のザンビアでの生活を通して~

宮村香

(15-1，ザンビア，小学校教諭，三重県桑名市立深谷小学校)

司』奇F ~~ 

(1)活動計画の達成度、全期間の協カ効果

私は PrinceTakamado Basic School (以下、タカ7 ド)に小学校教諭として配属された。教

える科目は体育。体育は専門ではないが好きな科目なので、ザンピアの子ども達に教えるの

をとても楽しみにザンピアに来た。

赴任した時、すでに体育の授業は時間割にしっかりと組み込まれていた。 Gradel~4 (I6 

クラス)をカウンターパートである Mr.Chitonena が教え、 Grade5~7 (9クラス)を私が教え

た。 Grade8は体育の授業がなく、校長にお願いして時間割の中に組み込んでもらった。 Grade9

も体育の授業がなかったが、私が赴任した Term-3は最終学期であり、 Grade9は最終学年と

して試験に合格しなければならないため、試験科目でない体育の授業を時間割に組み込むの

は無理だと言われ、 Grade5~8 の 12 クラスだけを担当した。

それぞれのクラスへは体育の授業がある前日に連絡をし、当日は授業の前に教室へ行って

子ども達を着替えさせ、グラウンドへ移動させる。クラス担任は体育の授業の問、スタッフ

ルームで休憩。 Mr.Chitonenaは酒臭いことが多く、「校長から頼まれているタイピングがあ

るから。」と体育の授業をほとんどしなかった。授業の度に声をかけ、教えるように促したが

彼にやる気がないのでどうしようもない。子ども達の体育の授業がなくなるのは可愛そうだ

と思い、私が代わりに教えたこともあったが、現地語であるニャンジャ語が理解できないと

授業するのは難しい。「このままでは自分が帰ったら体育の授業はなくなるだけだ。」と思い、

クラス担任が体育の授業を教えていけるようにしようと思いたつた。

まずクラス担任が教えやすいように体育の授業をパターン化した。ランニング、準備体操、

メインアクティピティ、整理体操という流れで毎回授業を行った。準備体操と整理体操に関

してはイラストの得意な調整員にお手伝い頂き、イラスト入りの説明書を作った。しかし、

それでもタカマドの先生達は体育の授業をやらない。「香のコマだから自分遣は教えない。」

と言うのである。タカマドは日本の無償資金協力で建てられた学校である。建てられただけ

で今は他の公立学校と何ら変わりはないのだが、ザンピア人から“nCAスクール"と呼ばれ

ていることからも分かるように特別視されているところがある。「無償資金協力で建てられた

学校の中でも“PrinceTakamado"という特別な名前がついているから。Jということもあるら

しい。この特別意識をタカマドの校長や先生達はしっかり認識しており、 rnCAに支援して

もらって当然。」と勘違いしてしまっている。私が授業をするのは当たり前、ボランティアが
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学校にいるのは当たり前、研修会の準備資金、何か買いたい物がある時は真っ先に JICAの

名前が出る。

体育教育をザンピアで普及させていくためには、いつまでも自分達で頑張ろうとしないタ

カ7 ドだけにこだわっていてはいけないと思った。タカマドを模範校として他校にも普及さ

せていきたかったのだがそれは困難であった。そこで他の学校への巡回指導を開始した。

タカマドの周辺校を回り、タカマドと 100mも離れていない Bau1eniBasic Schoo1 (以下、

ノ《ウレニ)と私の家から一番近い Kabu10ngaBasic Schoo1 (以下、カブロンガ)、そしてタカ

マドの 3校で教え始めた。この 2校を選んだのは場所的なことだけではない。校長が巡回指

導に対して理解を示し、体育教育に対して意欲的に取り組んでいこうとする姿勢をみせてく

れたからである。パウレニもカブロンガも Grade5~7 だけをまず対象とした。バウレニ 15

クラス、カブロンガ 9クラス、タカマドだけは Grade8，9も含めた 16クラスである。週 40コ

マの授業を巡回しながら行うのは大変だったが、バウレニとカブロンガの先生は私を歓迎し、

クラス担任主体の授業にも積極的に取り組んで、いた。自分の意図していることを理解しても

らえているのが目に見えて分かり、とても嬉しかった。しかし週刊コマ、しかも 3つの学校

を巡回しながら授業を行うのは自分の体力的に無理があった。さらに他の Gradeの先生遥か

ら「私のクラスにも来て欲しい。」という嬉しい悲鳴の声も聞こえる。どのようにしていけば

体育教育を普及していけるのか悩んだ。

こう書いていると休みなく頑張り続けているように聞こえるかもしれないが、実際は体力

的なことのほかにタカマドの校長ややる気のないクラス担任の先生達との人間関係にかなり

悩まされ、学校に行けない時期もあった。何とかしなければ…ともがき、体育教育の普及ど

ころか自分の授業もまともにできていない自分が不甲斐なかった。情けなかった。

そこへ同じルサカ市内の SecondarySchoo1で体育を教えている隊員(15年度 2次隊)から、

Curricu1um Deve10pment Centre (以下、 CDC) のP.E. Specia1ist， Ms. Abigailと会うから一緒に

会ってみないか、と誘われた。会ってみて驚いた。私が今まで考えていたようなことをザン

ヒoア人の彼女が真剣に語ってくれたのだ。私達は彼女に「体育教育普及のためのワークショ

ップをやらなし、か。」と持ちかけ、そこからワークショップを開催するための準備を始めた。

このことをタカマドの校長に話したがやはり理解してもらえず、「このタカマドでのあなたの

仕事はどうなっているんだ。J と責められ、 CDCから公式文書を書いてもらい、やっとワー

クショップの開催に向けて準備することを許可してもらえた。

自分の活動も残り 3ヶ月となった 2005年 l月。首都ルサカ市内の約半数の学校を対象と

して体育教育普及のためのワークショップが行われた。私が巡回している学校を含む

Chilenge Zone， Central Zoneの他、隊員が関わっていたり、今後、巡回指導したりしていきや

すい 4つのゾーンを選んだ。ルサカ市内にある学校の半数の約 50校である。このワークショ

ップは私達 JOCVが主催したものではなく、 CDCが主となって開催したことで、教育省、ス

ポーツ省、 UNZAの lecturerである SportsSpecialist， Mr. Kakuwaや EduSportsなどPからも来て

もらい講義してもらうことができた。私達 JOCVも講義者として参加した。それぞれの学校

198 



からは校長と 2人の先生が参加した。

ワークショップは大成功だった。しかしここで終わってしまっては意味がない。それぞれ

の学校(特に BasicSchool}で全てのクラス担任を対象とした同様のワークショップを開催

し、どの学校でも、どのクラスでも、どの先生も体育の授業を行うようにしてし、かなければ

ならない。私が巡回していた学校を含め、 5校からはすぐ連絡があり、ワークショップに参

加した先生達が中心となってそれぞれの学校でしっかりワークショップを行った。このワー

クショップを始めてからの私の活動は、これらのワークショップに講義者として参加するこ

と、そして今まで通りタカマドでの授業 (GradeS-7、9クラス)とパウレニでの授業{Gradel

-9、37クラス)をすることであった。パウレニの校長は、「香が帰る前に全ての先生に体育

の授業を教えて欲しい。Jという意向を示したので、 1コマに 2クラスを入れた時間割を組ん

だ。体がいくつあっても足りないと感じたが、多くの先生に出会えたことで「今後、自分が

いなくなっても体育の授業は続いていく。Jと希望を持つことができた。もちろん個人差はあ

り、全く教えていない先生もいる。

タカマドにいたってはワークショップさえ開催していない。何度か校長やカウンターパー

トに声をかけて促したが、校長田く「お金がない。Jからできないのだそうだ。「香がやりた

いなら JICAにお金を出してもらったらどうだ。Jどうして自分遠の技術向上のため、子ども

達のためを考えて行動することができないのか。やりきれない気持ちを抑えつつ、子ども達

のため、その子ども達が将来、体育教育を担っていくかもしれないという希望を持ってタカ

マドでは私が一人で教え続けた。クラス担任の先生達に思いが伝わらなかったのは本当に残

念でならない。

Basic Schoolはつまり小学校である。クラス担任が全ての科目を教え、子ども達と l日中

一緒にいる。 SecondarySchoolはそれぞれの科目の先生がそれぞれの時間に教えるのが当た

り前となっているが、 BasicSchoolにおいてはクラス担任が体育の授業をやっていこうとし

ないと普及してし、かない。クラス担任の先生の協力、そして学校長の理解が不可欠となって

くる。それだけではなく、 BasicSchoolにおける教師としての意識もこのことには関係して

くると思う。BasicSchoolの先生は SecondarySchoolより給料が低い。 BasicSchoolの教師と

なってから大学に通い、単位を取って SecondarySchoolの先生へと変わっていく人も多い。

このような背景から、 BasicSchoolの先生達は自分が BasicSchoolの先生だ、ということに対

して誇りを持っていない人が多いそうだ。日本の場合、小学校教諭と中学、高等学校教諭は

同じ教諭でも別の職種としてそれぞれがプライドを持って仕事をしている。初等教育も重要

な教育である。その重要性はザンどアに派遣されている理数科教師隊員も常々言っている。

教師になる際のこのザンピアの現状が変わらない限り、 BasicSchoolの先生遠の教師として

の士気を高めていくのは難しいだろう。

前任の方はタカ 7 ドl校で体育の授業、クラブ活動を行い、他の学校とのスポーツ大会も

企画した。タカマドをベースとして様々な活動を展開していったのである。私はタカマドだ

けにこだわらずに活動したこともあり、クラブ活動に関しては一切関与しなかった。体育教
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育に関しては素人であったが、現在ない科目を学校に普及させようとしているのだから、徹

底して体育教育だけに関わったことは良かったと思っている。タカマドの校長の意に沿うこ

とはできなかったのかもしれないが、長い目で見てザンピアの体育教育の小さな、そして大

きな一歩を踏み出すきっかけを作ることができたと自負している。

(2 )後任隊員への要望

タカマドに後任を呼ぶ、という形は取らなかった。巡回指導、そして CDCと協力して開

催している体育普及ワークショップ(年 6回開催する予定である。)をフォローしていくこと

もあり、郡の教育事務所に体育教育、そして巡回指導に理解のある学校を推薦してもらった。

その結果、後任は私も巡回指導で行っていたことのある KabulongaBasic Schoolとなった。こ

の学校も日本の無償資金で建てられた学校だが、校長は JOCVの活動にとても理解がある人

だ。私が巡回指導で来ていた時から整備するように声をかけていた学校裏の空き地も草が刈

られ、とりあえず体育の授業ができるようになっている。さらに 3年ほど前、日本人会から

寄付という形で日本の無償資金で建てられた学校全てにスポーツ用品が配布されたことを確

認し、それらの用品を他の学校とも共有して使うよう提案したところ、公式文書を出して他

の学校に呼びかけてみる、と言ってくれた。これらのスポーツ用品は大事に保管されている

だけであまり使われていないのが現状だ。同じことをタカマドの校長に提案した時は即、却

下されたことを考えると、 JOCVが活動していきやすいことが分かるだろう。

タカ7 ドに対して随分悪いことばかり書いてしまったが、赴任して半年、朝から夕方まで

タカマドにどっぷり浸かつて過ごせたことは、ザンピアの学校の仕組みゃ先生達、子ども達

のことを理解するいい機会だったと思う。巡回指導をしていると体育に関してはいいが、学

校行事や先生達、子ども遠の様子がよく分からなくなるというデメリットもある。

l次隊で赴任するという ことは、実際に活動を始めるのが Term休み明けの 9月からとなる。

この Termは 11月から授業がなくなる学校もある。テストが始まるからである。あくまでこ

れは私の思いなので後任隊員が自分で決めて活動すればいいと思うが、この Term-3は巡回指

導を行わず、 CDCのワークショップ(来年も残り半分の学校を対象に問様のワークショップ

が行われる予定である。)とカプロンガの授業だけに専念したほうがいいだろう。ワークショ

ップの中で先生達は用具不足、施設不足に対して不満を言っていた。 しかし、チンポンプ‘ワ

ア(ビ、ニール袋をぐるぐる巻いて作ったボール)や縄跳びなど、自分の身の回りで作れる体

育用具はたくさんあるということを私もザンピアの先生や子ども達に聞いて学んだ。先生達

の体育に対する「ちゃんとした道具がなかったらできない。」という先入観を崩していく必要

性を感じた。そこで、それらの用具作りや未完成状態のグラウンドを整備していく等、他に

頼らなくても自分達で体育の授業をやっていくことができる、ということをザンビア人の先

生達に伝えていって欲しい。

CDCのワークショップに関してはもちろん体育連合の仲間(ザンビアのスポーツ、体育に

関係している隊員で作っているグループ)にも協力をお願いするが、後任が中心となってや
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っていくことになるだろう。小学校教諭は体育の授業だけを教えるのではない、ということ

を理解したうえで、やはり体育教育を普及させていくことにカを注いで欲しいと願う。

まだまだクラス担任が自ら進んで体育の授業をしている姿を見ることができるのはかな

り稀である。これは当然のことだと思う。だからこそ、現場で動くことのできる私達 JOCV

が先生達を励まし続ける必要がある。私は今まで「どのようにしたらクラス担任の先生にや

る気を出させることができるのか。」を考えてきた。何故授業しないのか、とクラス担任を責

めてばかりいても仕方ない。先生達にも体育の授業を楽しんで欲しい。

目に見える形で伝えるのが分かりやすいと考え、授業記録をつけることにした。これは今

までも自分の記録用としてはやっていたことだが、この授業記録をレポートとして校長に提

出することで校長も状況が把握をきるし、先生遥も「やらなくちゃ。Jという気持ちにさせる

ことができる。先生達の出欠状況、授業に参加した子どもの人数と体操服で参加した子ども

の人数、授業内容を記録し、その週を通じて感じたことを付け加えて提出する。今のところ、

この方法はかなりの成果を挙げている。

( 3 )今後の協力の見通し

日本でたった 4年しか教諭経験のない私が、ザンビアの国全体における体育教育の普及を

始めようとしたのである。無茶としか言いようがないだろう。しかし、私達は JICA、協力隊

としてこの活動ができるという大きな後ろ盾がある。活動は個々で行っているが、やはり

JICAの隊員として派遣されているとザンビアの人達は受け取っているだろう。日本では無茶

かもしれないが、このような背景があって「ザンビア国における体育教育の普及」に取り組

むことができたのだと思う。

ザンピアは理数科教師が多い。理数科教師は中学校、高校でその科目を教える。前述した

が、中学校や高校ではそれぞれの科目で教える先生が違うというのは当たり前である。しか

し小学校は違う。クラス担任が全ての科目を教えている。英語や算数といった主要科目は教

えるのが当たり前とされているが、体育も含め音楽、図工といった情操教育はその重要性を

多くの人が認識していながら、後回しにされてしまうことが多い。どういった経緯でタカマ

ドに体育の授業をする隊員が派遣されたのか分からないが、途上国で情操教育を普及させて

いこうとする動きがあるのだろう。とても大事なことだと思う。しかしこのような状況下、

Basic Schoolにおいて隊員はどのようにこれらの科目の普及に携わっていけばいいのだろう

カ当。

ザンピアにおける体育教育は始まったばかりだ。伝統的な遊びゃネットボールのような

アフリカ特有のスポーツも続けながら、私達のアイデアや技術をザンビアのやり方として新

しく取り入れ、ザンビアの体育教育の基礎を作っていくといいのではなし、かと思う。ピラミ

ッドの底辺である学校の体育教育が充実していけば、 一人ひとりがスポーツに関わっていけ

るチャンスも増え、ピラミッドの頂点を目指すことのできる人も増え、圏全体が活性化して
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いくのではないだろうか。スポーツにはそれくらいのカがあると思う。その第一歩として今、

多くの体育、スポーツ隊員が各国に配置され、それぞれの場所で頑張っているのだと信じた

し、。

しかし、以前 BasicSchoolに小学校教諭として配属されていて後任を呼ばなかった隊員の

こと、そして何故そうなってしまったのかを考える必要もあるだろう。私が知っている限り、

音楽、養護、そして地方の BasicSchoolで小学校教諭として活動している隊員がいた。彼ら

の話を聞く限りでは、ザンビア人が自分違で何とかしていけるようになったから後任を呼ば

なかったのではなく、違う理由があったように感じた。このことは BasicSchoolで小学校教

諭として活動する難しさを物語っているのではないだろうか。さらに必要、重要とされてい

ない科目を教える難しさもあるだろう。

ザンビアの教育省、そして要請を出している JICA事務所としてはどのような意図があっ

てこれら情操教育を普及させていくための隊員をザンピアに派遣しているのか知りたい。そ

の意図を知ることで、もっと効率的で一人ひとりの隊員が充実感を感じられる活動ができる

ようになっていくのではないだろうかと恩う。今回、 CDCのワークショップを隊員同士がと

協力して行ったということを良い前例にして欲しいと思う。

隊員の活動は個々である。しかし個々で活動するだけでなく、 JICAの隊員としていること

をもっと利用し、お互いの活動を高めていけるような活動ができるようになっていくとザン

ビアのため、そして自分のためにもプラスになっていくだろう。体育教育を普及させていく

プロジェクトを立ち上げ、グループ派遣のような形で JICAとしても推進していけるように

なるとなお良いのではないだろうか。

今後、ザンビアの体育教育がどうなっていくのか。楽しみである。

(4)現職教員派遣制度について

今回、私は現職教員派遣制度の 2期生として派遣された。始めは派遣年月が r1年 9ヶ月」

ということに物足りなさを感じた。どうして r2年 9ヶ月」ではないのか。やる気のあった

派遣前はこの制度ではありえない「延長Jさえ考えた。結果的なことからいうと、私はこの

任期で満足している。「延長Jがなかったからこそ、最後の 3ヶ月で頑張れたとも思う。活動

の充実度は派遣年月ではなく、その中味だと思う。

しかし、この制度がもっと現職教員の方が気持ち良く活動できるように改善されていくこ

とを強く願う。教員が参加しやすいようにわざわざ作っていただいたこの制度なのに、私は

とても日本の職場に迷惑をかけてしまった。4月、訓練前までの約 2週間は私が勤務しなけ

ればならなかった。学校現場は4月の 1週間でその 1年間の仕事が決まるといっても過言で

はない。その 1週間も私の代わりに来てくださる先生は給料が支払われないために出動でき

ない。学校が始まってからも、本来は私が勤務しなければならないのに私はアフリカに行く

と子ども遼にも伝えたので教えることはできない。仮に教えられたとしても、子どもや保護
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者からの不信感に繋がると思う。訓練終了後から派遣までの約 1週間は派遣前準備期間と設

定していただけるのだから、この制度が4月 1日付けから何らかの形で JJCAに拘束される

ようにしていただきたい。それぞれの教育委員会裁量、ということになっていたが、結局い

ろいろなことがたらい回しとなり効率的ではなかった。教育委員会も職場も対応に大変困っ

ていた。

帰国の日程についても同じことが言える。本来の帰国日程は 3月 27日となっていた。現

職教員が同じ日に帰ってくることで帰国後研修が効率よく行われることは望ましいが、その

後、 2日間の研修後、様々な手続き(役所に行って日本国籍を復活させる、引越しをする等)

を終わらせるのは困難極まりない。私は留守宅と勤務先が離れていたため、帰国後 1ヶ月は

知り合いの家に居候させてもらし1、新しい職場へ転勤しての仕事始めとなった。

「丸 2年の任期Jという形で現職の先生方は参加しようとされているであろう。参加する

ときは気持ちよく送り出してもらえるよう、帰国後も協力隊事業のことを前向きに理解して

もらえるよう、 4 月 1 日 ~3 月 3 1日という丸2年の任期となるようにしていただきたい。

これから訓練が始まり、任国へ派遣される方へ。自分が今、どんな活動をしてどんなこと

を思っているのか、リアルタイムで子ども達に、同僚の先生方に、いろいろな方に発信して

いって欲しいと思います。いろいろ欲張ろうとせず、ありのままの自分を任閣でさらけ出し、

日本へ伝えていってください。
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資料

ザンビアでの 1年 9ヶ月

~異文化に触れて~

宮 村 香

204ー

ZIMBABWE 

ー



Muli Bwanji 1私はアフリカ大陸南部、ザンビアで青年海外協力隊員として活動していまし

た。

ザンピアの人口は 73部族で構成されており、主に 7つの部族誇が日常会話として用いら

れています。冒頭の“MuliBwanji" (ムリブワンジ)とは私が住んでいる首都ルサカ周辺で

使われているニヤンジャ語の挨拶です。英語で言えば“Howare you?"です。公用語は英語

なのですが、このニヤンジャ語を使って会話をするとザンピアの人達はとっても喜んでくれ

ます。しかし、私が覚えていくニヤンジャ語は授業で子どもを叱る言葉ばかり。“チョンゴ!

イーウェ!!"(うるさし、l)、“チョカンコウニド.(どいて!)、“パンゴーノパンゴーノ"(ちょっ

とずっちょっとずっ)・・・。日本語と発音が似ているのでみなさんもすぐに覚えられると思

います。

v 一時一E円十守..，.-戸-¥ ザンピアでの私の活動は BasicSchoolへの体育教育の

推進です。始めは 1つの小学校で小学校 1年生から中学

3年生に体育の授業を教えていました。日本では各担任

の先生が体育の授業をするのが当たり前ですが、ザンビ

アでは情操教育が重要視されておらず、体育の授業は時

間割に書いてあるだけで実際には行われていませんでし

た。そこで、各担任の先生が体育の授業をしていけるよ

う、 3つの学校の巡回指導も行いました。今まで体育の

授業がなかった学校に行くと、子ども達は大喜びで大地

を駆け回ります。グラウンドも整備されていない(グラ

ウンドがある学校は良いほうです)、体育用具もほとんど

ない。そのような中、私の苦手な英語を使って体育の授

業をするのはかなりのパワーが必要でしたが、子ども達

の楽しそうな笑顔と体育教育の推進を一緒に進めていこ

うとしている先生達に励まされながら、頑張りました。

ザンビアで生活し始めたばかりの頃は、ザンピアもザンビア人も大嫌いでした。働いても

いないのに昼間から酔っ払って絡んでくる男の人、水が自由に使えず、すぐ停電になり、防

犯のために鉄格子のドアを幾重にも閉めなければならない家・・・。 でも、ここはザンピア。ザ

ンピアの人達はそれでとても幸せに楽しく生活しているのです。ザンビアに協力隊なんて本

当は必要ないんだと思います。自分自身の生活をするの

に精一杯の毎日で逆に協力されてばかり。でも、ニャン

ジャ語で挨拶したり生活習慣を受け入れたりしながら、

ザンピアの生活にも慣れ、優しく、気が良いザンビアの

人達と毎日楽しく過ごすことができました。今ではザン

ピアが懐かしく、またザンビアで生活したいなぁと思う

時があるほどです。

最後にザンビアの文化について。ザンピア人の主食は
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“Nshimaという、とうもろこし(メイズ)の粉(ミルミル)から

作った柔らかい蒸し餅?のようなものです。そのシマを少しずつ手

で握りながら、野菜やチキン、ビーフのスープをつけて食べます。

これが結構おいしく、J私もよく食べていました。

服は“チテンゲ"という 2mXlmの色彩鮮やかな布を腰に巻

くだけ。これはもちろん女の人だけですが、男の人もチテンゲシ

ャツを作って着たりしています。女の人は巷に多くいるテーラー

(仕立て屋さん)に頼み、スーツを作って着ています。

ザンビアについてもっと知りたい 1と思った方、興味をもたれ

た方は私の兄が作っているホームページ (h世o:llwwwOII.uoo.so叩 net.ne.io/HaoovLife-3861)をの

ぞいてみてください。きっと皆さんがイメージしているアフリカではなく、私の感じたリア

ルなアフリカを感じることができると思います。

Tizaonana! ティザオナーナまた会いましょう。)
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real Zambia 

-1~9ヶ月ぬザ〉ピ?での生活を過し乞~

MAP OF ZAM81A 

ザンピア人の生活

-ミニパス(ハイエースの改造車)はザンピア人にとっ
て欠かせない交通手段。 20人くらい乗ります.

，道ばたではおばちゃんたちが野葉を売っています。
二れがコンバウンドのマーケットです。
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配属先について

.2000年に日本由幅慣貴金

協力で建てられた学校.

~ Gradel....g(/)、学1年生~

中学3隼生まで}由子ども遣
が通うBaslcSchool. 

，首都Lusakaのはずれ、

"Bauleni Compaund" 

の中に位置している学校.

世界三大混布“ピクトリアフォールズ"

，カナザ“ナイアガラの滝"、アルゼンチン“イゲアスの滝"

と並ぶ世界三大湯布。

，幅1.7km、落差150m

ザザンビアとジンパブエの国境にあります。

活動を始めてみて

〈要請内容〉

，体育教育の推進

〈活動内容〉

.G5-9の体育の授業
を行う。

，公文書やテストなどの

う首イピンゲの手伝い。



ザンピアにおける体育教育の実態

• r体育JIま鼠験科目でないため.Basic Schoolでは
時間割りに「体育」を組み込んでいない学校が多い.

，配属先であるPrinceTakamado Basic School 
では、前任者の方がしっかりと『体育Jを時間割りの
中に組み込んで〈れていた.しかし、担任が教える
教科としての位置づけはされていなかった.

.体育がレクリエーションやスポーツを楽しむために
だけある、と捉えている教師が多い。

巡回指導
，配属先では担任が体育の授業をすることに
対して理解してもらえなかったため、近隣の
学校に声をかけ、巡回指導を始めた。

，体育の綬業をどう進めていけばいいのかが
分からなくて困っている先生がた〈さんいたた
め、先生違のための研修会を催した。

，準備体操・箆理体操をパ骨ーン化し、イラスト
入りの説明書を作って配布した。

運動場?

活動する上での信念

，私がマンパワーとして綬業をするのではなく、

クラス担任が主となって授業を行う

，準備体操、整理体操、ランニングを必ずどの

綬業でも行い、パヲーン化する。

，必ず運動できる服装に着替えさせる。

後寒風景

ランニングと準備体操の鎌子

吋
『
d
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P. E. Time Table -2005 

M・“・， τ -・， W日.， 日時

-…・・ 町四 ゐ叫同情 ，-
縄問2・ ，~ .... ，..... 
時，.，・".. 個，. '日 ~- .-
1・1:".1・k・ … ，~・MG四

1・・11:;!t ゐ… ~~・，，- 1即 時 τ… 

11:田.1;!!U ，..... … て匹齢回 ，-
1.:15-1・.. ~ 山

時..・ Eレ嗣 .，-
15::-..6:15 島町
明 日 …制 u加調噌e
2山師 一 島町、働
日 明 … p 1-110'… 

E幅 削 <~叩 制

ザンピアの先生遠の悩み

• Basic Schoolの先生は
初等教育をやろうと志し
て教師になった人ばかり
ではない.

-用且不足、施股不足、
誌験科目ではないので
体育の綬業をしてもどう
しようもないと思っている.

『体育連合』

・体育.スポーツ.養護教論、
工イズ対策など健康教育
関係の隊員有志で作って
いる隊員グループ.

eワーヲショップ(月1回)をし
てお互いの活動を交流し
合い、勉強会を開いている.

.大会運営等.お互いに協
力して行う.

"ω~ 
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体育教育普及ワークショップ

• Curriculum Development Centre(CDC) 
がJOCVの働きかけに応じ、主催した。

• Lusaka市内、約50校の公立学校が対象。

.教育省、スポーツ省、 UNZA(University of 
Zambia)から講師を招き、体育教育の重要性

を講義した。

今後の展望

・ワーヲショップ戸けでpι現場!:動〈ζとのできる
JOCVがそれぞれの手続iil!{面指導する。

，授業記録をとり、校長やスポーツマス告ーに報告.
として提出する。

ゅザンピア特有のトラディショナルゲームや体操等を
積極的に慢棄の中に取り入れていく。

話E省、 ExaminationCo川 11こ働きか爪用具.
の整備、試験の作成を早期に行う.

現職教員特別参加制度

.2年という任期で訓練、派遣となるため、教員

は参加しやすい。ι
，訓練前の2週間→勤務(各教宵委員会裁量)

，派遣終了時の帰国日時→猶予1週間ほど

岬 1日-3附品での丸2年の任期

，現場復帰しやすい帰国時の日程調整



ザンビアの聴覚障害児教育

加藤嘉文

(15-1 .ザンピア，養護，和歌山県立和歌山ろう学校)

、ー与F ‘ ==="'_ ...... .--‘-
ろう学校の児童生徒たちに社会科をまだ満足に教えられていない私は、もっといろんな世

界を知るべく、もっと楽しい社会科の授業を創れないかとずっと思い続けていた。これまで

の社会科の学習指導は資料の内容がどんなに豊富でも、活字の学習のみで覚えるだけの機械

的な学習にしか至らない。実際にその国へ行き、言語・文化・慣習などを学んで初めてその

人たちの生活実態を知り、机上の資料ではみることのできない貴重な体験が、社会科学習に

大きく影響を及ぼし、指導する際に大きく寄与する。

職員室の机の上に、現職教員特別参加制度という資料を初めて自にし、これまでの自分が

学校で何を教えてきたのだろうかと省み、外へ一歩踏み入れてみようと思い立つた。教師生

活 7年を胸にし、ありのままの気持ちで面接試験に臨んだ。体力に自信がないのにアフリカ

大陸のザンピアと決まるまで、はるか遠いアフリカ大陸というところまで考えていなかった。

あまりにも驚き、さらなる不安が募り、協力隊員としてしっかり頑張ろうと決意を固めてい

たはずなのに、再び心が揺らぎ、勝賭していた。「世界の何処にいてもリスクは同じ。いい経

験になるだろうから、行けよ。Jという上司のことばが今でも忘れられない。そこまで言われ

た以上、協力隊としての活動を全うしなければならないという使命とプレッシャーを強く感

じていたし、さらに私の場合は、聴覚に障害を抱えているため情報手段に限りがあり、緊急

連絡に困るようなことがあった場合、どう対処していくべきかについても考えなければなら

なかった。何よりも現地の人たちとうまく付き合い、ともに楽しく生活できるように心がけ

ていれば大丈夫だと確信を持ち、ザンビアへ向かった。

遥かなるアフリカ大陸のザンピアに着くと、すぐに 1ヶ月間程の現地訓練が始まり、初

日から緊張が高ぶっていた。一日中休むことなく、その訓練に集中していたし、環境の急変

などで、体調を崩したが、何とかその訓練を終

えた。任地はコッパーベルト州、銅資源が豊か

で、大地が赤茶色で染まっている。首都ルサカ

から長距離パスで 5時間行ったところの第二の

都市キトウェで乗り換え、銅山が点在している

カルルシという町からさらに 15キロ行ったと

ころにセント・ジョゼフ教区(教会が開拓した

干のがある。そこに配属先であるザンピア唯一

の国立ろう教育センターがあり 、その技術援助

として係わってきた。 センターの主な業務は、

内
/
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必要に応じて町へ行き、聴覚障害児の支援を行うが、件数がほとんどない。聴覚障害児の支

援は病院、ろう学校あるいは聴覚障害児学級でも行えることができるからである。センター

の業務のみではなく、その隣接にザンピアで一番大きいとされているセント・ジョゼフろう

学校においても中高等部にパソコンを指導し、翌年、中学部に数学も教えてきた。公用語は

英語だが、その児童生徒たちと教員との問では、ほとんど手話を用いている。その手話は、

ザンビア手話とアメリカ手話が混ざっており、これも習得しないと彼らとコミュニケーショ

ンすることができないのである。

赴任初日、それぞれの教室に入り、ザンピアに来る前に少し学んでおいたアメリカ手話で

生徒たちの前で簡単に自己紹弐をすると、彼らはとても喜んでいた。彼らは「加藤先生の手

話名は ?Jと、私のそばに付き添ってくれた同僚に訊ね、「これはどう? (嘉文の頭文字はY

なので、そのYの指文字を表し、ひじの内側に 2目当てる)Jといって、彼らとともにいろい

ろと考え、「うん、そうしよう。」と l分もしないうちにすぐに決まった。彼らは、新しい人

に出会うと、そのようにすぐに手話名をつけたがる。さらには、「力日藤」という発音はザンビ

ア人にとって覚えやすく、ベンパ語風に「カトー」を「カトンゴJと付け加えるとまさにザ

ンピア人の名前になるので、同僚や近所の聞でお互いに笑い合い、こうして新しい名前を私

にくれた。とても嬉しかった。

児童生徒たちともっといろんな話がしたくて、赴任当初から毎晩のように寄宿舎へ行き、

彼らのする手話を真似ながら学び取っていった。そしてようやくその手話もできるようにな

り、時間を忘れるほど話に花を咲かせたり、勉強を教えてあげたりした。今想えば、毎日の

彼らの会話がとても楽しかった。

ザンビアでは通常 12年間の一貫教育が行われているが、第 7学年と第 9学年に進学す

るための統一試験が施され、最後に第 12学年時に卒業試験がある。セント・ジョゼフろう学

校では、 l年間の幼稚部が置かれており、 12学年の内、学習のさらなる積み重ねのために第

8学年時のみ 2年間就学することになっている。従って、聴覚障害児が卒業するためには 14

年間就学しなければならない。セント・ジョゼフろう学校はミッションスクールで、どの児

童生徒にも教育の機会均等を与えてきているが、教室・寄宿舎が足りないほどで、学校に通

えない児童生徒たちがまだたくさんいる。家族を失った児童生徒たちは教会によって支えら

れているが、第 8学年から無償教育ではないので、親御さんや親族の方々は、苦労して自分

の子どものための教育費を工面している。さらには経済的事由で年齢差が大きく、学力はと

ても厳しい。何とかある程度成績を収めることができれば、短期大学に進学し、教員免許を

取得し、母校に戻って教鞭を執ることができるが、ごくわずかであり、それ以外、何ら卒業

後の進路保障がなく、福祉制度は全くない。そんな背景の下でありながら、彼らは懸命に普

通の人たちと同じように生きているのである。

年末年始に一人の卒業生がセント・ジョゼフろう学校に遊びに来た。すぐに仲良しにな

り、いろんな話に花を咲かせていた。彼は卒業生だから、ろう学校のことはよく知っている

し、彼は首都ルサカに住んでおり、自宅の近くに自分で庇を開いている。特に聴覚障害者に

とってこうした社会の中で生きていくことが難しい境遇にあるのに、彼は違っていた。 4月
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下旬にターム休暇があるから、首都ルサカへ行くということを彼に告げ、彼と再び会える日

を楽しみにしていた。

待ち遠しかったターム休暇が始まり、ようやくルサカに着いたのは夜の 9時過ぎ。夜中に

街中を俳御するのは危険であるが、それでも彼は、ルサカのバス停で私が来るのをずっと待

ってくれていた。そして、彼の家でしばらく過ごした。「君とこうして知り合え、親友になれ

て、僕はとても嬉しい。僕のこんな狭い部屋で日本人と一緒になれるなんて夢だ。みんなに

自慢できる。j といって、夜が明けるまで、ザンピアのろう学校のことや日本のことなど、い

ろんな話をした。彼を含めて 3人(聴覚障害者)で庖を上手に賄っている。日用品や雑貨、

お菓子、パン、飲み物などを売っているが、お客さんとどうやって彼らとコミュニケーショ

ンしているのだろうかと思い、彼らの様子を伺ってみた。お客さんの口元、表情などを読み

取り、お客さんにとって分かりやすい身振りで互いにコミュニケーションを解しているとこ

ろがとても感心した。日ごろのコミュニケーションの積み重ねによって、そうした成果が現

れるのでしょう。ザンピアのろう者協会やルサカ郊外にある聴覚障害児学級を見に行ったり、

彼の友達の家や彼の親戚の家に訪れたり、覚えたての手話やベンバ語で挨拶をすると、みん

な喜んでくれた。友好的で親しみがあり、家庭のぬくもりを感じ、日本のそれらと共通して

いる部分が散見できた。

セント・ジョゼフろう学校第 8学年に一人の転校生が来た。普通校からで、難聴で手話が

できなく、ずっと口話で生きてきたひ弱な少年。彼は、時々ホームシックにかかり、いつも

家族を想う。「日本人が嫌い。」といって私を避けたり、反発したりしていた、ちょっと変わ

った少年だが、なぜか放っておけなかった。口げんかも多かったが、何とか興味をそそるよ

うな話題を持って彼に話しかけたり、冗談を言い合ったりしてきた。そんな彼も、次第に学

校生活に慣れ、手話もできるようになり、みるみる明るくなっていた。私が、彼の教室をち

らつと覗くと、「今は先生がいないので、どうぞ教室に入って僕たちに勉強を教えて下さい。J

と彼は教室の入り口まで来て、私に丁寧にお辞儀をするので、賢い少年だなと思った。時間

の許す限り、彼らに精一杯勉強を教えてきた。そんな少年がいたからこそ、同じクラスの生

徒たちにも彼の影響を受け、どのクラスよりも明るい教室になっていった。

そのころ、私もザンビアでの生活にすっかり慣 I

れていた。ここからさらなる本格的な仕事ができ

ると思っていたのに、帰国もだんだんと迫ってい

た。彼はたまに私の家に遊びに来たり、私の家の

掃除の手伝いもしてくれたりした。ついにセン

ト・ジョゼフろう学校を離れる日の前日にせまり、

それぞれの教室を回って、別れの挨拶をしたが、

特に彼の教室に入るのがとても辛かった。案の定、

彼の教室に入ると、彼はなぜか教室の端に座って
写真2 第 8学年

黙って下にうつむいていた。生徒一人ひとりに送る言葉をかけると、もうみんな泣いていた。

最後に彼にいろんな恩い出を語ってあげた。私もついに目が潤んでしまい、 i戻を堪えること

内
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ができず、教室から出てしまったが、先生から呼び出され、またその教室に入り、もう二度

と彼らと会えないと思うとますます苦しくなり、彼と泣きながら抱えた。

翌日、セント・ジョゼフ教区を離れ、首都ルサカで帰国の準備に取り掛かりながら、時間

をみつけて、卒業生に何度か会えたが、あいにくお互いゆっくりしている聞がなかった。

さらなる聴覚障害児教育の発展に貢献できるような活動は何一つできず、パソコンと数学

の授業をなんとか消化していくという感じだ、けで終わってしまった。何より彼らと出会えた

事で、生活していく上での不安をほぐし、こうして彼らから多くの友情を私にくれた。彼ら

には、聞こえないことで日本以上に不安や困難は多いのに、何とかなるだろうという気持ち

で、心の寛大さが強く表れていた。教師や児童生徒たちの心が複雑になってきている昨今、

機械的に教科を教えるだけではなく人間的にこうした心の教育を再度見直ししても、見直し

しすぎることはない。

214 -

ー



open-pit mine批 lianga

St. Josepn's Scnoo{ 

fortlieの'eaf
一世;UVLVS.府守

2004 

戸
、
以

内

r
h



Staff 

Sr. !Mafama吻噌即'"'1'，伽開血

c/sssq切cliers
!Mr. CIia飽aa

軍制町

216 -

!Mr.均刷噌a

g出前側

!Mn. Cliifa，哲酬

ZilTaA 
9(jo5vu 

ー



虫4尻 Jen

匂'1'''"(
flc~件。

!Mr:r. CAiIe吻附

哩arueni
qe刷 iU

!!Mr. CIi，必 噌 帥

!M，町師"

qe町ye

!Mr:r.訓帥iz戸
CIi;，咽'anall

血制加
Sr. Clie惜

別刷四44

<&，叫り
免ts.!Mufe噌a
買問胆鋼6a
f開胃耐

!Mr. cluJaea 
Clio'" 
CIio地s

Som1'" 

L問問

!Mr.質調F噌a

'Fo6id. 

月'噂".J細!Mr. Cliirwd 

<Do傭m"

刑r.CIi必吻酬
M官白甥

q.o智宮

!Mr. So"'" 
叫似lie

巧''
q
L
 



品
<Br. ~uba噌a

CIi;悶匂a

11I1WCent 

~r. 'l(pto 

恰s量供問

1fouse CParents 

218 

虫白田

Cannel4 

』喧同Uり



Wor~rs 

219ー

Jo.ep6 

!M.. C6i!ufya 

!M.恩師t

蜘闘争a

C6arfe. 

rr'rainees 

at Zif9dISP. 
(Zam肱 I同時ofSpecial'Edi附伽j



e
一
向
山

!Mr. !Mufe吻a
sl&rt 

甥efonner

包'acliers

a". La6an !M，出uSi1lyanga 

!Ms.到rcliim町四

外lemories

鳴 sewere tlie tfays . . . 

220 -



1 Craae 8n 

Craae 10 

Craae 9 

1
 

2
 

2
 



-222ー



- 223 -



ザンピアにおける地理的背景・文化・生活

一聴覚障害児の実態を中心にー

青年海外協力隊沈職参加

2つの事件。「人生にリスクはっきもの」

中央アフリカ・ザンビア

2006年 1月7日

地1里。首都、高原、サパナ、世界三大浪布(ビクトリア滝)、カリパダム

人口。 1030万人 (2002年)

言語 主にニャンジャ語、ベンパ語 *公用語 イギリス英語

資源:銅・鈴・コバルト・亜鉛

貨幣:クワチャ 1PS$"T3300クワチャ

現地訓練(一ヶ月間):無線、携帯 一時退避勧告

病気・マラリア、ジンマンン、アメーパ赤痢、

猫に強まれるつ 右太腿に仏膿つ 急性胃炎?

国主ろう教育センター

場所 コソパーべγレト州/力ルルシ/セント・ジョゼフ教区

創設 ノルウェ一大使館(1996-1998)・教育省(1999ー2004)

職員 センター長 1名・手話教育 2名・稔能訓練 1名・技術援助(協力隊員)

機器 オージオメーター・補聴蕊・パソコン・ビデオ・自動車

セント・ジョゼフろう学校

創設ルハンガ氏 (1972年3月27日)

公費助成学校。政府 75%、教会5%

教育費:約 100US$ 

学年:幼稚部、グレード 1/2/3/4/5/6/7、グレード 8n/8r/9、グレード 10/11/12

教員数・ 22名+協力隊員

児童生徒数・女子 59名/男子 75名 全体数 134名

聡覚障害の原因 先天性 53%、髄膜炎 41%、ヰ下線え 6%

補聴器装用児・な L

すべて手話で教育が施されている アメリ力手話ヒザンピア手話が混ざっている

児童生徒・教員各々に手話名が付けられている

パソコン (G8-12) と数学 (G8n/8r) を教える

*聴覚障害児学校及ぴ学校11.籍児童生徒数:G1-7/9820名 (2003年)

*経済的な1里由により永就学の子どもが多いといわれているが、どのくらいかは不明。

*他に首都ルサカやソルウェジ、リビングストーン、チョマなどの地域に聴覚障害児のた

めのクラスがあるが、 12学年までのクラスを持つ学校はセント・ジョゼフろう学校と

ルサ方のムナリ稔覚障害児学級の 2つのみである。

*ザンビア聴覚障害者協会

* ZAMISE (ザンビア特殊教育研究所)、 UNZA(ザンビア大学:障害児教育学部)

*南アフリカのケープタウンに聴覚障害者のための南アフリ力ろう短期大学がある。

15-1 か藤嘉文
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01 Kitwe 02 open"pit in Chingola 03 Kalulushi 04 Kalumbwa 

O!iNRCEHI 06 STJSD 07 Mr.Ngoma's family 08 deaf teachers 

09NRCEHI 10 Head masters llfa四 wellparty 12 morning gr鴨 ting

13 grade 12 14 sport day in Chingola 15 pupils 16 entertainment 

17 independence day 18 aids day 19 graduation曲目mony2003 20 pupils 

21 eating 22 tv room 23 deaf田町田iation 24ZAMISE 

Photographed by Yoehif'uIni Kato 
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ジンバフ、工の美術教育一国際協力から見えたものー

五侮木浩樹

( 15-1. ジンパブエ，小学校教諭，新潟県立佐渡高等学校)

-‘ 句-咽専
=="" ....... 
c圏、--

日本の教育現場で、十数年を過ごし、日々の中で生徒に「美術Jを教え、「美術」の楽し

さ、難しさを実感していた。毎年入れ替わる生徒との出会いはあるものの、変わり映えのし

ない日常の繰り返しとある種の物足りなさを感じていた。「美術とはいったい何か」という根

本問題が頭をもたげ始めた。「人間にとっての美術とはいったい何かJr教育における美術と

はいったい何か」という学生以来からの永遠のテーマが私の感情を刺激してきた。そうした

中、 JICA(国際協力機構)は平成 14年度から現職教員特別参加制度をスタートさせた。現

職教員を国際協力の舞台に派遣し、帰国後の日本の教育現場での活動に生かすシステムを誕

生させ活動の機会を与えた。この制度を知った時、私は「これだ」と心の中で叫んだのを憶

えている。「美術とはいったい何か」さらに今まで、培った自らの教師経験、教育指導技術や専

門美術のスキルが異国の地でどこまで通用するか、またそこから見出される[何か」は新た

な美術教育の方向付けの発見へと繋がるにちがいないという直感した。そして、新たな課題

を見出し、今後の教師生活に役立てたいと感じた。実は高校時代に青年海外協力隊の説明会

を聞きに行った経緯が私にはある。その時の印象は「やはり、自分で何か特別な技術や伝え

たいものを持っていないと活動は難しい」というものであった。あれから、十数年忘れかけ

ていた「国際協力」への情熱が再燃し、こうして活動に行くことができ、自分なりに成果を

得ることができた。グローパルな視点でかつダ、イナミックに世界を感じることができたこと

は大きな収穫である。あのH寺の高校生だ、った私に戻ったような、昔の自分に出会えたような

気がした。 JICAとのこうした繋がりに何かしらの「運命Jや不思議な「縁」を感じている。

夢は叶うのである。

私は、平成 15年 7月 (2002)~平成 1 7年 3月 (2005)、南部アフリカに位置

するジンパブエの首都ノ、ラレにある HighlandsSchoolにおいて A同 Teacherとして活動した。

Highlands Schoolはジンパブエが 1980年に独立する以前の宗主国、英国時代の A School、

つまり白人学校である。開発途上国の教育現場というと何か田舎の学校で何もないようなと

ころでの活動ばかりが目立つし、イメージされるが、私の活動先はそうした学校とはまるで

正反対であった。HighlandsSchoolでは今までいた専任美術教師が、ジンパブ、エの政情悪化で、

国を捨て、オーストラリアに移住した。当然、美術を専門で学んだ白人教師であった。その

あと、採用した黒人教師はその美術指導の技術のなさから、保護者や生徒から不評を買い、

2タームを待たずに解雇された。後任専任美術教師の依頼として、私がその役害IJを担うこと

となった。そして活動先となった。ジンバブ、エの教育課程は英国式の教育を踏襲している。

Highlands Schoolはまさに英国のパブ、リック・スクールそのものであった。ジンパブ、エの教育
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制度は英国の教育制度を受け継いでいるため、小学校では Grade 7 (日本では小学6年生)

時には、全国統一試験が実施される。さらに、 SecondarySchoolにおいては、 Oレベル、 Aレ

ベルの統一試験が実施され、この成績結果によりその後の高等教育への進路や就職に大きく

左右される。やはり、 開発途上国においても教育は重要である。

さて、私の活動は、 HighlandsSchoolの Grade3 (日本では小学 2 年生)~Grade 7 (日本では

小学6年生)までの 5学年、各学年4クラス、合計 20クラスに教育課程の rArt/Cra負j を

各クラス週 2単位時間、教えることである。当初からカウンターパートは存在しない。私は

主任美術教師であり、美術のエキスパートとして学校長をはじめ同僚から見られていた。実

際に「美術Jを教えてみて、 1番驚いたことは、 HighlandsSchoolでは、「専任美術教師」の

席があり、カリキュラムの中で、週 2単位時間 rArt/CraftJの授業を実施しているが、ジン

パブエの国中の他の小学校約4800校では、実際問題 rArt/ CraftJという科目はほぼ 10

0%実施されていない。つまり、「美術」の授業がないのである。このことは、ある程度は予

想されていたことであるが、こうして現状を実際に見てしまうと果たして、人間にとっての

「美術とはいったい何かJという問題を真正面から考えさせられた。つまり、開発途上国の

教育においての優先順位は「生死」に関わる教育、つまりそれは「生きるJための教育であ

り、あるいは「生きていく」ための教育が最優先であることを意味する。「美術」を学ぶより

大切なこと、それは「読み・書き・そろばん」である。つまりは、ジンパブエの大半の小学

校、特にルーラル(地方)の学校では授業はそのほとんどを「ショナ語(母国語)・英語(公

用語)・算数/数学jの獲得に費やし実施されているのが現状である。実際、ジンパブエの小

学校で「専任美術教師Jが存在したのは、私が活動した HighlandsSchoolであり、ほぽ、 9

9. 99%の学校では「美術Jの授業がなされていなかった。私の活動は、ごく限られた特

殊な学校、特殊階級の子弟が学んでいる HighlandsSchoolでの活動であったことをここに明

記する。しかし、こうした学校であるにも関わらず、教育環境の現状はそんなに甘くない。

教材がない、絵の具がない、材料がない。このような状況は私に「プロ意識Jを奮い立たせ

た。日本で美術教師としてきた今までの経験や技術を総動員し、自らのテーマ「美術とはい

ったい何か」という「美術との対話Jへと導いた。そ して、 HighlandsSchoolで出会う子供た

ちに「美術」の楽しさを教えることであった。ものがなくても何かしらの工夫で「美術」を

教えることの大切さを実感した。日本のように、画材や材料がすぐに手に入れることが難し

く、いくらジンパブエ NO.lスクールでも、絵の具の注文からそれを実際に手に入れるのに

4ヶ月を要した。しかし、授業はしなくてはいけない。毎日、毎日が自分との戦いであった。

週全体が 45時間中、私の持ち時間数が 38時間とほとんど毎日授業をしなくてはいけない。

それも、 5学年あるので、当然子供の発達段階を考えた美術教材を考えて授業実践しなくて

はいけない。毎朝5時に起床し、綬業の準備や教材の確認、授業の流れをイメージしながら、

7時には自室を出て、美術室へと向う。 1日の授業が終わり、学校内の寄宿舎(ホステル)

の自室に戻るとぐったりとベッドになだ、れ込むのが常だった。 汗臭いベッドの匂いの中、 「明

日の授業は何をしよう j といつも考えていた。とにかく、画材がなく、紙も「ブラウン・ベ

ーパー」と呼ばれる粗悪な紙しか学校では入手できない。私の美術授業は「絵画Jrデザインj
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「工作Jf工芸Jの4分野に分け、バランスよくそして体系的に美術指導することを自分のテ

ーマとした。私が、 HighlandsSchoolで、実施した美術教材の合計は 194、美術教材の種類

は15 1であった。成功した教材もあれば、失敗した教材もある。私にとって、この教材開

発が活動における自分の大きな成果となっている。子供たちも実際に私の美術授業から学ん

だ美術教材や『美術Jの楽しさを感じてくれたに違いない。それが自分の自信となっている。

やはり、現職教員として参加していること、その「アイデンティティJそれは、「プロフェッ

ショナリズム」を持ち、その意識でどのような状況でも自分の未知なるカをし、かに発揮し実

行できるかどうか。「美術とはいったい何か」という問いかけに対し、何かを掴んだような実

感はある。成功した授業もあれif、失敗した授業もある。子供の楽しそうな笑顔もあれば、

fBoring(退屈だ)J と言って、遊び出す子供もいた。

こんなエピソードもあった。活動を始めたある日、授業が終わってから、 Grade3 (日本で

いう小学 2年生)の男の子が、授業終了後私の所に来て、 fMr.GODNGI，Ihad a good time.Your 

A此 Lessonwas very nice.Jと言って、私に ZW$50 (当時、ジンバブ、エで瓶コーラが同等の

値段)の紙幣を差し出した。始めは、その意味がわからず、お金でも拾ったのかと思ったが、

これは、英国流のスタイルでチップを差し出したのである。英国人の特権階級がする日常の

スタイルである。小学校 2年生のちっちゃな子供が紳士らしく振舞ったのである。「ありがと

う。でもお金はいらないよ」と言う私のことば聞いて、ちょっとがっかりした彼の顔を今で

も覚えている。彼の何かを伝えたい気持ちがうれしかった。当時、 HighlandsSchoolは白人

の教師も多く、生徒も全校 700人のうち、 250人くらいが白人生徒で5あった。こうして、

アフリカにあるジンパブエでありながら、 HighlandsSchoolにいると、ある種英国の名門パブ

リック・スクールにいるかのような錯覚に陥ることもしばしばあった。美術教育の活動以外

にも、ジンパフ守エの辿った歴史や文化、それに当時の政治状況を目の当たりにした。さらに

黒人コミュニティや白人コミュニティの両面を見ることができた。ジンパブエでの活動は予

想以上に大きなものを学んだ気がする。その他、タームごとに実施される音楽会や演劇のた

めの舞台美術を一人で描いた。その大きさは高さ 5m、幅 20mであり、この大きなキャン

パスを一人 2日間で描いた。学校長や同僚の驚樗の眼と感謝の念を今でも憶えている。現職

の美術教師という自負がある。ハラレの郊外にある SekeTeachers Collegeで特別美術講座を

受け持ち、幼稚園や小学校の教員の卵に学校で使える教材などを教えた。

苦しい活動の中でも異国の地で私を支えられたものは「子供たちの笑顔Jであり、子供た

ちの楽しそうに作品を作っている姿である。確かに、ジンパブエの O. 01%の名門学校で

の活動であったが、おそらく、私が教えた子供たちはこれから 20年後、ジンパブ、エを支え

る人物になり、中には、国を動かす人材になっているかもしれない。彼等の脳裏に Highlands

Sj:hoolでの美術授業、ほんの短い間だったが、 fMr.GodengiJという日本人から学んだ「美術

のこころ」が残っていれば、これこそ「日本とジンパブエ」の国際協力の架け橋になるに違

いない。彼らの中ではきっと「日本人美術教師、 Mr.GodengiJの姿が焼きついているはずだ。

ちなみに、 2004年にアテネ・オリンピックで、ジンパブ‘エに 25年ぶりのゴールドをも

たらした女子水泳選手、 KirstyConventryは我が校の卒業生である。
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平成 17年 4月から現場に復帰し、今までに合計 9回の講演や体験発表をした。佐渡高等

学校や羽茂高等学校での「総合的な学習の時間」や JICAの主催するセミナーやシンポジウ

ム、さらには、教育研究会での発表である。発表の機会を得ることは、自分の活動を客観的

に見ることができる。 自分の活動に対し新たな課題や問題点を考えることが可能である。現

在、私は高校での美術授業で「五感を使った美術表現Jというテーマで独自に教材を開発し、

授業実践している。今度は、ジンパブエでの活動体験を生かし、日本の「美術」教育の中で、

ジンパブエでのあの苦しくもギラギラとした日々を生かしていきたい。私自身もう一度「美

術との対話j に挑もうと思っている。

学校の概要一

.HIGHLANDS SCHOOL ( INFANT・JUNIOR) 創立 1945年

.教員数(32名)

Head(l)、 Vice-Head(l)、 Grade3(4)、Grade4(4)、Grade5(4)、Grade6(4)、Grade7(4)、

Sports (2)、Music(1+ 1)、 Art(l:五傍木浩樹)、 Shona(2)、Library(l)、 Remedial(1)、Computer(l) 

[2003年】黒人教員 19名、白人教員 II名、日本人教員 2名(JOCV)

[2004年I黒人教員 29名、白人教員 l名、日本人教員 2名(JOCV)

[2005年1黒人教員・ 29名、白人教員 l名、日本人教員 2名(JOCV)

.生徒数約 700名 HIGHLANDS (JUNIOR) SCHOOL 

.Grade3(4クラス)Grade4 (4クラス)Grade5(4クラス)Grade6(4クラス)

Grade7(4クラス)

[2003年 3rdTerml 

[2004年 1stTerml 

[2004年 2ndTerml 

[2004年 3rdTerml 

金 20クラス

黒人生徒 70%、白人生徒 30%

黒人生徒 85%、白人生徒 15%

黒人生徒 90%、白人生徒 10%

黒人生徒 93%、白人生徒 7% 

[2005年 1stTerml 黒人生徒 98%、白人生徒 2% ・1997年ユネスコ主催 WChildren'sSummit~ 英国参加ジンパブエ国代表校(1校)

.2004年アテネ・オリンピック 水泳ゴールド・メダリスト

Kirsty Conventry 出身学校

一活動の内容ー

・役職 Art Teacher (主任美術教師)
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-活動内容・ Grade3~Grade7 (日本の小学校 2 年~6 年)

全 20クラスの美術授業担当(1クラス週 2時間)Extra Art Lesson 

・活動授業待ち時間:美術授業 36時間+アッセンブリー 2時間 合計 38時間

Highlands Junior School : Art Time Schedule 2004 Hiroki GODENGI 

Monday Thesday Wednesday Thursday Friday 

1 7:45 Assembly Assembly 

8:15 

2 8:15 5'1 Mr. 4MT Mrs. 6H Mr. 4M Miss 

8:45 To 111 11 Dongo Hwindiri Mwenje 

3 8・45

9・15

4 9・15 主 、 ~ ~ þ aζ… H 6C Mrs. 7G Mrs. 7T 時fr. 4九18 Mrs. 

9:45 白色1副r:.l<長~i P-\ ;~B ; ミ Chiodze Gambara Tal'angeyi Mabika 

5 9:45 

¥0:15 

¥0: 15 B R E A K 

10:45 

6 10:45 4J Mrs. Hymn 7M Mr. JR 可~.r r~ ，~ \ -~ ~<. ミ，-;

1I・15 J'cnumI smgmg Mhlanga 寄&、，時貝I冶Eムご;正y、L 品d \~こ空 i、 "υ リ?

7 11・15

11 :45 

8 II :45 5C Mrs. 5Z 7V 君。 司h二 6CA Mr・s. 6時t 込

12: 15 Chil<os¥'ora Ml'払 Mrs. U.Hlow Chirau 加lr. .下 唱t号‘

9 12: 15 Zholl Vilika Muza t，j 主

12・45

12:45 

13:00 

授業実践した美術教材 (194の美術教材、 151種類の美術教材)

.3rd Term 2003 (3 2種類の美術教材)

[絵画I 自由画、リアル・ドローイング、案山子の絵、蝶っくり、私の眼には何が映る。

ジャカランダの木 ⑥ 

[デザイン)'7ーブリング、スパッタリング、スクール・ユニフォームデザイン、リーフプ

リンティング、コラージュ、象形文字から発想する、名前を使ったデザイン ⑦ 

q
ぺ

υ
q
，h
 



I工作】 動くおもちゃ、風車っくり、ねずみ凧、面っくり、キャンドルっくり、フルート

っくり、葉っぱっくり、テレビっくり ③ 

[工芸】 紙飛行機(長距離タイプ・長飛行タイプ)、折り紙(鶴、風船、容器、孔雀、帽子、

兜)、ラッピングカード、動く折り紙、雪型っくり ⑫ 

. 1st Term 2004 (2 6種類の美術教材)

[絵画1 長い紙を使ったグループ絵画、リアルな表現(動物)、リアルな表現(友達)、リ

アルな表現(雑誌)、リアルな表現(花)、リアルな表現(学校)、リアルな表現(木

炭を使った表現)、抽象絵画、笑い(私は誰かと笑うのが好き)、笑い(私を笑わ

せるのは何)、笑い(世界はあなたと一緒に笑う)、友情(ベスト・フレンド)、友

情(友達と一緒にぜこかl乙行った)、友情(必要な友達こそ真である)⑭

[デザイン】スパッタリング(昆虫)、スタンピング(昆虫)、デカルコマニー(昆虫)③

[工作] めがねを作ろう(サングラス・めがね)、竹とんぼを作ろう、家やホテルを作ろう、

鉄を使ったデザイン(蝶・帽子・花)⑦

[工芸] スヒ。ニング・ペーパー(編むタイプ・切るタイプ)②

.2nd Term 2004 (4 4種類の美術教材)

I絵画】 テレビには何が映っている、リアルな表現(日本の新聞を使用)、リアルな表現(雑

誌)、現在の私 15年後の私、車、パス、コンビ、家を作ろう(窓・ドア)ホテル

を作ろう(窓・ドア)、フェンスのある家、フェンスの後ろに見えるもの、好きな

スポーツを描こう、日本とジンパブ、エ、コラージュ絵画、⑬

Iデザイン] レタリング(ゴシック)、レタリング(変形ゴシック)、バルーン・レター、

カタカナとひらがなを使用した構成デザイン、アルファベットを使って面白い顔

を描こう、フロッタージュ(葉っぱ)、パチッ夕、マーブ、リング ③ 

I工作】 ボート制作、町を作ろう、竹とんぼを作ろう、山を登る人、ピストル・拳銃、パ

ラシュート、お面、指輪、ヘッドホン、バッグ ⑩ 

I工芸1 カラー風船、カッティングペーパー(くらげ)、カッティングペーパー(網)カッ

ティングペーパー(ハート)、孔雀、羽ばたく鶴、容器(星)、容器(ぺンケース)、

容器(四角)、容器(蓋開く)マジック絵画、紙鉄砲 ⑫ 

.3rd Term 2004 (4 6種類の美術教材)

I絵画I 音楽を聴いて描く「春よ、来しリ松任谷由実、音楽を聴いて描く「アリよ、さら

ば」矢沢永吉、コラージュと絵画の融合表現、ピクトリア・フォールズをつくろ

う④

Iデザインl 転がし版画、コラージュ:雑誌から文字を切り取る、コラージュ 動物、コ

ラージュ 雨、発泡スチロール版画、迷路をつくろう、内側と外側、コララージ

ュと絵画、(昆虫)、スタンピング(昆虫)、デカルコマニー(昆虫)⑩

[工作】 剣、マッチ箱で箪笥を作ろう、衣服、凧、財布、帽子 王様、帽子お姫様、帽

子 料理人、帽子:兵隊、新聞紙でバッグ、をつくる、新聞紙でバッグをつくる、

めがねを作ろう(サングラス・めがね)、竹とんぼを作ろう、家やホテルを作ろう、

2
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鉄を使ったデザイン(蝶・帽子・花)、⑬

[工芸] クリスマス・カード、ポップ・アップ・カード目糸、ポップ・アップ・カード.

開く、カッティングベーパー(くらげ)、カッティングペーパー(網)、カッティ

ングペーパー(ハート)、孔雀、羽ばたく鶴、容器(星)、容器(ペンケース)、容

器(四角)、容器(蓋開く)、容器(四角);バッグ、容器(四角):ディバッグ ⑭ ・1stTerm 2005 (4 6種類の美術教材)

[絵画] リアル・ドローイング.友人の顔、自由制作 複合表現、自由画、リアル・ドロ

一イング、毛糸を使った絵画 ボール、毛糸を使った絵画 ・木 ⑥ 

[デザイン1 立体カード目星、立体カード:ハート、立体カード:クラブ、立体カード.

スペード、立体カーや:ダイヤ、立体カード ケーキ、立体カード男の子、女

の子、立体カード ハイランズ・スクール、立体カード・オリジナル、砂のアル

ファベット、糸を使ったデカルコマニー、三原色、コラージュ :面白い顔、リ

ーフプリンティング、コラージュ、⑮

[工作] 箱を使ったバッグ:クロス、箱を使ったバッグ 一つ入れ、箱を使ったバッグ:

二つ入れ、

箱を使ったバッグ:オリジナル ④ 

[工芸] 紙飛行機(長距離タイプ・長飛行タイプ)、折り紙(鶴、風船、容器、孔雀、帽子、

兜)、ラッピングカード、動く折り紙、雪型っくり、編み物、紙を使った編み物ベ

ルト、女王冠、パングル、リング、イヤリング、ノースリング、レッグリング、

ティースブロック、ペーパーワーク:オープン箱、星の箱 22 
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舞台美術制作 (2OmX 5m) 

• 3rd Term 2003 W雪山~ (クリスマス・コンサート)

制作:平成 15年 11月 14日(金) 15日(土)16日(日)

• 1st Term 2004 Wひまわり畑~ (音楽会)

制作 ・平成 16年 3月 26日(金)27日(土)28日(日)

• 2nd Term 2004 Wノアの箱舟~ (演劇)

制作・平成 16年 7月 24日(土)25日(日)

235ー



• 3rd Term 2004 Wキリスト誕生~ (クリスマス・コンサート) (演劇)

制作:平成 16年 11月 6日(土)7日(日)
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19~3'"葺国ゐ自治檀E地斗τ由甫ローれグ曜立
19~ • ."でヂシア・ニアサランド連邦慮立 、 、 白、
1・63年連邦解体 ~~ >~.. 
3輔 S年白人スミス致梅田一方的独立宜雷 、丸 、
19伺牢国連費量着剤早ーデシア鰻講嗣置決櫨標択 二、ー

に 也市百年ロ一手シア:/11肱団体.ゲリラ活動開抽
，1抑9f事独立に向け;亡平和的解決合軍
四回年ジンパブヱと'Cて独立‘ムガベ首絹蹴任

1~81隼ムガペ大統領蹴怪
19~'事ムガペ大統領再遷 -
1998年ムガペ大統領三重
四四年(3月)ムガベ大統領四畳

ジンパブ工事情t

...~. '， -

・園名 ジゴパブエ共和国 ， 一三、牛、、

~: .. ~ ~ (Rop¥刷帽 ofZ!mbabwe)塁間切寝苦R
・，j直積ー"';39万kmZ(日本'J:りやや大曹、い)句、 f・Xロ 1，257万人:(2003年推定) ¥ 、
・人口指加率~; 宇崎 (99-2∞0年世銀入 九

¥、・首都(:hラ!ぷ!電7万人 97年推定)、 司

¥ ' 標高1，理Om三

・人橿 ショナ族(75拓)、ンデベレ旗(20帖)、

、、‘ 白人(1拍}

・雷筒 英語、ショー語、ンデベレ語

・宗教。部族宗教，キリスト教
・園祭日 4月18日(独立記念日)
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授業の実際14
2004年3F1(Isl Team) 

岬授業の実際16
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平成 17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

『開発途上国における派遣現職教員の活鳳J 帰国隊員報告会一

日時: 平成 18年 1月7日(土 14:15~14:45 

会場: 一橋記念講堂学術総合センター内

体験発表 :W ジンパプエの美術教育 一国際協力から見えたもの 』

発表者: 新潟県立佐渡高等学校美術科教諭五侍木浩樹 (GODENGI Hirok i) 

平成 15年度 1次隊 ジンパブエ 小学校教諭 (現職教員特別参加制度)

2003 年 4 月 ~2005年 3 月までの 2 年間、 JICA (独立行政

法人 国際協力機構)の現職教員特別参加制度により、新潟県教育委

員会から推薦を受けて海外派遣。

現地の教育現場、現地の学校で教鞭をとる。アフリカ南部に位置す

るジンパブエの首都ノ、ラレにある、ジンパプエ随一の名門公立小学校

(かつての宗主国英国においての A School:白人学校)の ART

TEACER (専任美術教師)として活動。現地の子供たちに、現地の

学校で、現地語を使って美術 (ART/CRAFT)を教える。いわゆる

日本国の所有管理運営する海外の日本人学校ではない。その他、ジン

パプエの教育大学で特別美術講座を担当。

国名 ジンパプエ共和国 (Republic of Zi皿babwe) 2005.4現在

面積 39万 km2(日本よりやや大きし、)

人口 1，257万人 (2003年推定)

人口糟加率1.7% (99~2000 年世銀)

首都 ハラレ (187万人・97年推定)、標高 1，500m

人種 ショナ族 (75%)、ンデベレ族 (20%)、白人(1%)

言語英語、 ショナ語、ンデベレ語

宗教部族宗教， キリスト教

園祭日 4月 18日(独立記念日)

Iジンパプエの歴史I
1923年 英国の自治値民地としての南ローデシア成立

1953年 ローデシア・ニアサランド連邦成立

1963年 連邦解体

1965年 白人スミス政権の一方的独立宣言

1968年 国連安保理対ローデシア経済制裁決議採択

1972年 ローデシア解放団体、ゲリラ活動開始

1979年 独立に向けて平和的解決合意

1980年 ジンパプエとして独立、ムガベ首相就任

1987年 ムガベ大統領就任

1990年 ムガベ大統領再選

1996年 ムガベ大統領三選

2002年 (3月)ムガベ大統領四選

Iジンパプエの教育制度1
Pre-School ( 3 歳~5 歳程度)

Primary School Grade 1 ~Grade 7 (6 歳~12 歳)

Secondary School Forml ~Form 6 (13 歳~ 18 歳)

o Revel: Form 4修了(全国統一テスト:中卒程度) (13 歳~15 歳)義務教育終了

A Revel: Form 6修了(全国統一テスト:高卒程度) (16 歳~18 歳)

College 2年(18歳~)

Technical 2 年 (18 歳~)

U niversity 3 年~4年(18歳~)
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Highlands Junior School: Harare， ZIMBABWE 
独立行政法人国際協力機構 (JICA)/青年海外協力隊(Jocv) 五停木浩樹(平成 15年度第1次隊)

醐剛園島町l曙:!IIIU捌

一学校の概要一
• HIGHLANDS SCHOOL (INFANT • JUNIOR) 創立 1945年

・教員数 (32名)

HeadW、Vice-Head(1)、Grade3(4)、 Grade4(4)、Grade5(4)、Grade6{4l、 Grade7(4)、

Sports (2)、Music(1+0、Art(1:五侍木浩樹)、 Shona(2)、Libraη(I)、 Remedical(I)、 Co皿puterW

[2003年1黒人教員:19名、白人教員 11名、日本人教員 2名 (JOCV)

[2004年]黒人教員 29名、白人教員 l名、日本人教員 2名 (JOCV)

[2005年I黒人教員・ 29名、白人教員 l名、日本人教員 2名 (JOCV)

・ 生徒数 約 700名 HIGHLANDS (JUNIOR) SCHOOL 

• Grade3(4クラス)Grade4 (4クラス)Grade5(4クラス)Grade6(4クラス)Grade7(4クラス)

全 20クラス

[2003年 3rdTerml 黒人生徒 70%、白人生徒 30%

[2004年 1stTerml 黒人生徒 85%、白人生徒 15%

[2004年 2ndTerml 黒人生徒 90%、白人生徒 10%

[2004年 3rdTerml 黒人生徒 93%、白人生徒 7% 

[2005年 1stTerml 黒人生徒 98%、白人生徒 2% 

・ 1997年 ユネスコ主催 WChildren's Summit~ 英国参加ジンパプエ国代表校(1 校)

・ アテネ・オリンピック 水泳ゴーノレド ・メダリスト Kirsty Conventry 出身学校

一活動の内容ー
- 役職:Art Teacher (主任美術教師)

・ 活動内容:Grade3~Grade7 (日本の小学校 2年~6 年)

全 20クラスの美術授業担当(1クラス遡 2時間)Extra Art Lesson 

・ 活動授業持ち時間:美術授業 36時間+アッセンブ リー 2時間 合計 38時間

授業実践した美術教材 (194の美術教材、 151種類の美術教材)

・ 3rdτ¥mn2003 (32種類の美術教材)

I絵画] 自由函、リアル・ドローイング、案山子の絵、蝶っくり、私の眼には何が映る?ジャカラン

ダの木 ⑥ 

Iデザイン1 "'7ーブリング、スパッタリング、スクール・ユニフォームデザイン、リーフプリンティ

ング、コラージュ、象形文字から発想する、名前を使ったデザイン ⑦ 

I工作1 動くおもちゃ、風車っくり、ねずみ凧、面っくり、キャンドルっくり、フルートっくり、葉

っぱっく り、テレビっくり ③ 

[工芸] 紙飛行機(長距離タイプ・長飛行タイプ)、折り紙(鶴、風船、容量昔、孔雀、帽子、兜)、ラ

ッピングカード、動く折り紙、雪型っくり ⑫ 

・ 1st Ter皿 2004(26種類の美術教材)
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[絵画l 長い紙を使ったグループ絵画、リアルな表現(動物)、リアルな表現(友達)、リアルな表現

(雑誌)、リアルな表現(花)、リアルな表現(学校)、リアルな表現(木炭を使った表現)、

抽象絵画、笑い(私は誰かと笑うのが好き)、笑い(私を笑わせるのはf可)、笑い(世界はあ

なたと一緒に笑う)、友情(ベスト・フレンド)、友情(友達と一緒にどこかに行った)、友

情(必要な友達こそ真である)⑮

[デザイン] スパッタリング(昆虫)、スタンピング(昆虫)、デ、カルコマニー(昆虫)③

[工作] めがねを作ろう(サングラス・めがね)、竹とんぼを作ろう、家やホテルを作ろう、鉄を使

ったデザイン(蝶・帽子・花)⑦

[工芸] スピニング・ペーパー(編むタイプ・切るタイプ)②・2ndτ'erm 2004 (4 4種類の美術教材)

[絵画] テレビには何が映っている、リアルな表現(日本の新聞を使用)、リアルな表現(雑誌)、現

在の私 15年後の私、車、パス、コンビ、家を作ろう(窓・ドア)ホテルを作ろう(窓・ド

ア)、フェンスのある察、フェンスの後ろに見えるもの、好きなスポーツを描こう、日本と

ジンバブエ、コラージュ絵画、⑭

Iデザイン】 レタリング(ゴシック)、レタリング(変形ゴシック)、バルーン・レター、カタカナと

ひらがなを使用した構成デザイン、アルファベットを使って面白い顔を描こう、プロッター

ジュ(葉っぱ)、パチック、マープリング ③ 

[工作l ボート制作、町を作ろう、竹とんぼを作ろう、山を登る人、ピストル・拳銃、パラシュート、

お面、指輪、ヘッドホン、バッグ⑩

[工芸] カラー風船、カッティング、ペーパー(くらげ)、カッティングペーパー(綱)カッティング

ペーパー(ハート)、孔雀、羽ばたく鶴、容器(昼)、容器(ベンケース)、容器(四角)、容

器(蓋開く)マジック絵画、紙鉄砲 ⑫ ・3rd Term 2004 (4 6種類の美術教材)

[絵画} 音楽を聴いて描く「春よ、来い」松任谷由実、音楽を聴いて描く 「アリよ、さらば」矢沢永

吉、コラージュと絵画の融合表現、ピクトリア・フォールズをつくろう ④ 

[デザイン1 転がし版画、コラージュ.雑誌から文字を切り取る、コラージュ.動物、コラージュ・

雨、発泡スチロール版画、迷路をつくろう、内側と外側、コララージュと絵画、(昆虫)、ス

タンピング(昆虫)、デカルコマニー(昆虫)⑩

[工作] 剣、マッチ箱で箪笥を作ろう、衣服、凧、財布、帽子.王様、帽子.お姫様、帽子:料理人、

帽子.兵隊、新聞紙でバッグをつくる、新聞紙で‘バッグをつくる、めがねを作ろう(サング

ラス・めがね)、竹とんぼを作ろう、家やホテノレを作ろう、鉄を使ったデザイン(蝶・帽子・

花)、⑬

[工芸I クリスマス・カード、ポップ・アップ・カード.糸、ポップ・アップ・カード:開く、カ

ッティングペーパー(くらげ)、カッティングペーパー(網)、カッティングペーパー(ハー

ト)、孔雀、羽ばたく鶴、容器(星)、容器(ベンケース)、容器(四角)、容器(蓋開く)、

容器(四角);ノ〈ッグ、容器(四角):ディバッグ ⑬ ・1st Term 2005 (4 6種類の美術教材)

[絵画] リアル・ドローイング・友人の顔、自由制作ー複合表現、自由画、リアノレ・ドローイング、

毛糸を使った絵画 ボール、毛糸を使った絵画.木 ⑥ 

[デザイン】 立体カード.昼、立体カードハート、立体カード クラブ、立体カード・スペード、

立体カード・ダイヤ、立体カード ケーキ、立体カード 男の子、女の子、立体カード・ハ

イランズ・スクーノレ、立体カード.オリジナル、砂のアルファベット、糸を使ったデカルコ

マニ一、三原色、コラージュ ・面白い顔、リーフプリンティング、コラージュ、⑮

[工作] 箱を使ったバッグクロス、箱を使ったバッグ.一つ入れ、箱を使ったバッグ二つ入れ、

箱を使ったバッグ.オリジナノレ ④ 

[工芸l 紙飛行機(長距離タイプ・長飛行タイプ)、折り紙(鶴、風船、容器、孔雀、帽子、兜)、ラ

ッピングカード、動く折り紙、雪型っくり、編み物、紙を使った編み物ベノレト、女王冠、パン

グ/レ、リング、イヤリング、ノースリング、レッグリング、ティースブ‘ロック、ペーパーワー

ク:オープン箱、星の箱 22 
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舞台美術制作 (2OmX 5 m) ・3rd Term 2003 W雪山~ (クリスマス・コンサート)

』・、
" 4 

・脚

制作:平成 15年 11月 14日(金)15日(土)16日(日)

>-~ cY  

‘， 

• 1stτ'erm2004 Wひまわり畑~ (音楽会)制作:平成 16年 3月 26日(金)27日(土)28日(日)

ー晶司・=・2nd Term 2004 Wノアの箱舟~ (演劇)制作・平成 16年 7月 24日(土)25日(日)

• 3rd Term 2004 Wキリスト誕生~ (クリスマス・コンサート) (演劇)

制作:平成 16年 11月6日(土)7日(日)
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Highlands Junior School : Art Time Schedule 2004 HirokiGODENGI 

117・45 Asse皿 bly Assembly 
8・15

218・15 5'1' 1¥11'. 4M1' Mrs. 6H Mr. 4M Miss 
8:45 Tomu Dongo Hwindなi Mwenje 

9:15 

419:15 1川れ 、}出 6C Mrs. 7G Mrs. 7'1' Mr. 4MB Mrs. 

九~ :If 1 ì， f'''';;~ nrl Chiodze Gambara Tarangeyi 1¥1abika 

5|9・45

10:15 

B R E A K 

10:45 

6 1 10:45 4J M四 . Hy皿 n 7M Mr. ι¥H ~h 内 :IMK ¥lr:.‘ 

Jenami smgmg Mhlanga }-!uh;~ha 九)..k"mhr:

7|11:15| 

11:45 

8111羽 5C Mcs. 5Z 7V 5D Mr. 6CA Mrs. 6M lf¥i L 

12:15 Cbikonyora Mrs. Mrs Dutlow Chirau Mr. 九1"，何

9 1 12:15 Zhou Vilika Muza 九 ll:~mt ， 'f

12:45 

12:45 
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ウズベキスタンでの活動

藤田昌美

( 15-1. ウズベキスタン，青少年活動，長野市立鬼無里中学校)

-‘ 
唱rP'・』喝

1 .ウズベキスタンの概要

(1)ウズベキスタンの位置

「ーー-島

ウズベキスタンは、中央アジアにあります。日本人の多くは、アフガニスタン?パキスタ

ン?と聞き返すか、「どこにあるか分からない。」という人たちが多いです。周りを~スタン

という国で閉まれています。カザフスタン、 トルクマニスタン、タジキスタン、クルグジス

タン(キリギスのことです)です。

( 2 )ウズベキスタンといえば

ウズベキスタンと言って思いつくのが、シルクロードでしょうか。アトラスは、絹でおら

れた民族衣装になる布です。独特の模様は、クジャクの羽だそうです。今は、色々な模様に

アレンジされ、主産物の綿花や花の模様でも織られています。ラクダも、ウズベキスタンに

なくてはなりません。昔のキャラパンを思い出させてくれるラクダは、のんびりとしたウズ

ベキスグンによく似合います。ウズベキスタンの観光地と言えばサマルカンドです。シルク

ロードのオアシスとして栄えた町です。レギスタン広場は、神学校でした。人々は夏を待ち

ます。というのは、大好きなスイカとメロンが熟すからです。 1個 20 k gもあるスイカと

メロンがごろごろしています。

2. 活動について

(1)活動場所

サマルカンド孤児院No. 5 

児童・生徒は 7才から 17才

孤児院の生活スケジュール

600  起床

7 : 00 朝食

800  学校始業

1 2・o0 学校終業

1・o0 昼食

2 00 宿題

4 00 クラブ活動

7 目 00 夕食

9 00 就寝

〆・ ι~ - .・.......一

』 ・ U

‘宅'-"iI'
-. 司、“-

~4 :S、、 、考 '-1.

※ワズベキスタンでは、 2部制なので午後から

学校に通う子ども逮は、 1時までに学校へ行き

ます。孤児院の子どもの多くは、午前中に学校

へ行っていました。
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私は、 12時に孤児院に行って子どもたちが、学校から帰って来るのを迎えて、一緒に昼

食をいただき、 2時からの宿題の時間に、日本語を4時からのクラブ活動の時間に英語を教

えました。時間の合聞を見たり、子どもが授業に飽きてきたら、折り紙や工作の時間に代え

て子どもたちと過ごしました。

( 2 )活動内容

①日本語

日本語の授業では、文法や会話だけでは集中できないので、単語カルタや童謡を随時入れ

ました。 l年半教えましたが、会話ができると言うところまではいきませんでした。簡単な

自己紹介文を言ったり、カルタや物を見て単語をいったり、痛し、!嬉しい!などの単文を言

えるくらいにはなりました。

②英語

英語の授業は、 1年半前から初めて学校で行われたと言うことです。 4年からABCを習

うというのですが、 6年生は6年生の教科書を使い、 7年生は 7年生の教科書を使って授業

をすると言うので、 6，7年の子ども達はACBもあやふやなのに、現在完了形ががんがん

でて来て、私の所に詰めかけ、一時は、英語授業だけを 1ヶ月くらいしたこともありました。

③折り紙

折り紙も最初は教えていましたが、そのうち本を見て色々な物を作れるようになり、恐竜

も作れるようになりました。 60固くらい折ったり曲げたりするのもへっちゃらになった子

どももいて、今度は、その子達が私に代わって他の子ども遣に教えてくれました。

④日本文化紹介

笹に代わる木がなかったので、模造紙に絵を描き、そこに願い事を書いて貼りました。中

には、「お母さん、泣かないでね。お父さん、お酒飲まないでね。僕たちいつか幸せに暮らそ

うね。Jと書いた子どもがいたり、「学校で、勉強頑張って 5をもらったら、お母さん喜んでね。J

と書いたりする子もいて、心がじ~んときました。笑顔の裏にも、私の知らない顔があるこ

とを改めて知りました。

( 3 )桃太郎

①日本語の学習で、ひらがなを読めるよ

うになったので、昔話を読みました。ちょ

うどその時、サマルカンド市内で日本語学

習発表会があるのを聞いて、私達も参加し

ようと思い、劇で発表することにしました。

子ども達と色々お話しを読んで、一番気に

入ったのが「桃太郎」でした。実際におむ

すびを食べてど、んな物かを知ったり、段ボ

ールや枝、布を集めて大道具、小道具を作

。δR
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ったりと劇に向けて始まりました。子どもたちは普通でも 2言語を話せるので、日本語を覚

えるは、比較的簡単のようでした。しかし、練習に来なかったり、子どもが家に帰っていた

り、他の子の練習を見ていたら飽きてしまってどこかに行ってしまったりと、全員集まって

の練習がなかなか進みませんでした。当日は、何とか発表することができ上位入選を果たす

事ができました。

②今度は、首都に昇つての発表です。子ども達も首都は憧れの的です。なんとしも、優勝

目指して頑張ろうと練習に励みました。当日は、思わぬ観客の多さで急逮マイクを持ちなが

らでないよ声が届かないような状態になりったり、ステージが練習中よりも大きかったため、

段取りが上手くし、かなかったなりにも、見事優勝することができました。

(4 )同期隊員との活動

ウズベキスタンにはアラル海があります。昔

は、漁業で栄えた町でしたが、ウズベキスタン

の主産物である、綿花に膨大な濯瓶をしたため、

今日では、海に水はなく、村人の生活は大変厳

しくなってしまった場所です。夏休みというこ

ともあって、 10人か 15人来てくれたら嬉し

いな、と考えていた私達ですが、 10時からの

スタートでは、村のどこにこんなに人がいたん

だろう?と恩うくらい、教室は満杯になりました。

内容は、

1.あいさつ。やはりあの訓練所時代にならった折り紙の口は役に立ちました。

2. 隊員一人一人の手品

3.新聞紙でかぶとと警察帽子

4 折り紙「金魚と風船J

5. 子どもの歌の「手をたたきましょ」です。

大人も子どももこんなに一生懸命見てくれるなら、もっと新聞紙や折り紙をもってき

て、内容もしっかりと考えるべきだったたと反省をしました。

( 5 )巡回劇

以前、サマルカンド市内の 5つの障害児施設を廻り、あまりの施設の悪さにショックを受

けました。また、ウズベキスタンには孤児院の数がとても多く、市内だけでも 5つありまし

た。何かできることはないかと考え巡回劇をすることにし、孤児院の子ども遼だけでは、 2

時間の講演は難しいので、サマルカンド隊員の力を借りました。

内容は

1.あいさつ

2 隊員一人ひとりからの手品
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3.子ども達のサルカニ合戦

4 隊員のディズニーダンス

5. r手をたたきましょJ

6.子ども、隊員合同のソーラン節

子ども達は、一度演劇lをやったことがあるの

で役決めも大道具、小道具も、本を見てせっせ

と進めること事ができました。隊員に婦人子ど

も服の仲間がいたのでディズニーの服もあっと

いう聞に縫ってもらいました。やはり、隊員も

仕事があり、子ども達もなかなか集ままり通しての練習はできませんでしたが、なんとか発

表することができました。この巡回劇は、本当ならば全ての孤児院や施設の子ども逢の所へ

行って見せたかったのですが、広い場所がなかったり、私達の孤児院まで来れるパスを手配

できなかったりと色々な問題があり、結局、 4回発表しました。

( 6 )エイズ撲滅運動

1 2月 1日はエイズデーです。サマルカンドの看護士隊員がエイズデーに向けて、看護士

学校や病院でエイズに関するセミナーを開いていました。その話を聞いて、また孤児院の子

ども達と何かできないだろうか相談をしたところ、 12月 1日に首都の夕、ンュケントで、エ

イズ撲滅運動を学校や地区 20ヶ所ぐらいで活動を行うということを聞いたので、ぜひ私達

も参加したいと申し出をしました。まず、エイズといってもパットは浮かばない子ども逮に、

看護士隊員から子ども達用に性教育からのセミナーを開いてもらいました。エイズと名前は

知っているものの、それがどういうものなのか知らなかった子ども達は、熱心に話を聞いて

いました。

当日は、首都のある学校2ヶ所へ行って、 H

IVに関する基礎知識を伝えました。そして、

子ども遠の中でも、民族が違い、言葉が違い、

隊員も混ざって年齢も性別も違うけれど、思い

を一つにすれば何かできることを、ソーラン節

で披露しました。この活動では、命の大切さ、

一人ひとりの大切さを子ども達が考え、伝える

ことのできた活動になりました。

3. 最後に

活動後半には、教育委員会にも足を運び、何とか孤児院の現状を知ってもらったり、シス

テムの改善をするよう教育長や係りの人とも話し合いをもちました。しかし、時間が足らず

中途半端で終わってしまいました。今、こうやって振り返ってみると、もっと子ども達のた

めにこれができたのに、ああすれば良かった。と反省ばかりです。
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‘モイナック 2""

1 あいさつ

2 手品 、~
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4 折り紙

5 重謡、
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巡回廊1) 2‘ 

サマルカンド隊員
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すべての子どもたちに笑顔と自信とつながりを

~音楽教育活動を通して出会った子どもたちから~

校重美香

(14-1. パヌアツ，小学校教諭，滋賀県草津市立老よ小学校)

1、はじめに

イヨ両:--砂

学校へも通えず、お腹をすかせて澗れた地面に座り込んでいるやせ細った子どもたち

・・・小学生のときに見た映像が頭から隊れず、いつか現地に行って自分のできることを

したいという思いがかない、 2002年度から始まった 「現職教員特別参加制度Jに第一期

生として参加させていただくことができました。派遣国は大洋州に位置するパヌアツ共和国。

そこで音楽教育を中心とした活動をしていくことになりました。

日本とは大きく異なった生活や文化はとても楽しく興味深いものでしたが、教育への考え

方や教育制度の違いには戸惑うことが多く、 一体何のために来たのだろうと悩みながらの活

動でした。しかし、子どもたちの笑顔に励まされて初心に立ち戻り、自分のできることを精

一杯やっていこうと思うことができました。そこでの模索しながらの活動を報告させていた

だきたいと思います。

2、パヌアツ共和国の概要

(1)自然を生かし、自然に生かされた生活

オーストラリアの東、南太平洋に浮かぶ 82の島々からなるバヌアツ共和国はすべての島

を合わせても新潟県とほぼ同じ面積で、人口はおよそ 19万人という小さな国です。首都や

州都など一部の地域には電気や水道が通り、先進国から輸入した工業製品を使って生活して

いるところもありますが、ほとんどの地域では雨水を溜めて飲み、薪を拾って食事を作り、

バナナやココナッツの実、葉などをうまく利用して生活に必要なものを作り出すというよう

な自然と共存した生活を営んでいます。美しい海に固まれた緑豊かな固なので、

色とりどりの果物など一年中食べ物に因ることはなく、人々はたいへんおおらかで陽気に

暮らしています。

( 2 )パヌアツの子どもたち

自然を生かして生活していくことは、人々の協力なしにはありえません。子どもたちもそ

の一員として、家族のために仕事を します。蒔き拾いや水汲み、洗濯、数キロメ}トル離れ

た畑から作物を運んでくることなど、子どもとはいえかなりの重労働を課せられます。

首長制の残るパヌアツは厳しい縦社会なので、子どもは大人の言うことに従い、家庭や地

域の中で生きるすべや社会のルールを学んでいくのです。

そのため、子どもたちは幼いうちからブッシュナイフを使って生活に必要なものを作り出
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すなど、たくましい生活力を身につけていきます。 しかし、大人の言うことに黙って従うこ

とが当然とされているからか、自分の思いを表現することは苦手で、人前では萎縮してしま

う姿を自にすることがたくさんありました。正面を向いて話ができない、大好きな歌も下を

向いてしか歌えず、前に立ってもみんなに背を向けてしまう・・・こんな姿をなんとかした

い、もっと自信をもって表現できるようになってほしいという思いで活動に取り組んでいき

ました。

( 3 )パヌアツの音楽

①カスタムソング

パヌアツは村や島ごとの伝承文化が色濃く残り、生活に大きな影響を与えている国でもあ

ります。世界的に知れ渡ったパンジージャンプもその一つですが、他にも村独自のお祭りや

儀式があり、そこで代々伝わっている歌や踊り、タムタムという木彫りの太鼓によるリズム

などは大変すばらしいものです。 しかし、これらはすべて口承文化であるため、伝わってい

く過程で変容してしまうことや、また、新しい音楽の流行などによって若者が離れていく傾

向にあることも危倶されています。

②教会での合唱

約 9!IJの人たちがキリスト教徒であるバヌアツでは、ことあるごとに教会に集まり、讃美

歌などを合唱しています。伴奏する楽器がなくても人々は美しいハーモニーで歌うことがで

きます。各家庭でも食事の前に感謝の気持ちを込めて歌ったり、回無のひとときに家族そろ

って歌を楽しんだりするなど、人々の生活からは歌を切り離すことができないのではなし、か

と思います。

③ストリング、バンド

どこから伝わってきたのかはわかりませんが、弦楽器を中心としたストリ ングバン ドが流

行し、各島でも自分たちでギターやウクレレ、 ベースなどを作りだし、それらを演奏しなが

らリズムよく歌をうたうことが楽しまれています。子どもたちも大好きで真似をして歌った

り、木を削って自分たちで楽器を作り、感覚だけで音を合わせて演奏を楽しんだりしていま

した。人々のものを作り出す力と耳のよさにはいつも驚くばかりでした。

④学校での位置づけ

このように日常的に親しみ、愛されている音楽ですが、学校では「芸術Jの中の一つで、

教科としては成り立っていませんでした。音楽は学ぶものではなく、遊びでするものだと考

えられていたこと、楽譜が読めないことや楽器が演奏できないなどの理由で先生たちが教え

ようとせず、学校で子どもたちが音楽を学ぶことはほとんどありませんでした。

3、任地での活動

首都から約 100 キロメートル離れた島の小学校に赴任した私は、 1~6 年生と併設する

中学校の 3年生までの全9クラスの音楽科の授業を受け持つことになりました。前校長が日

本の学校を訪問した際、そこでの音楽科の授業に感銘を受けて指導者を要請したそうで、私

はその学校の二代目の隊員として活動することとなりました。

-268 



(1)新しい曲の指導

前任の方が授業にふさわしいと思えるほとんどの曲を全学年に指導されていたため、初め

のうちは既習の曲を二部合唱にしたり、歌いながら手遊びやリズム打ちができるようにした

りするなどアレンジを加えて楽しめるようにしていたのですが、それでは間に合わなくなっ

てきました。教材を探そうにも書后やCDショップがあるわけもなく、自分で作り出すしか

ありません。リズム打ちをするのにも打楽器がなかったため、植物の種を集めてきてシェー

カーを作づたり、ココナッツの殻をたたいて音を出したり、砂浜に落ちているコーラルなど

でもおもしろい音がでないかと試してみたりしました。

また、歌については子どもたちが好きそうな日本の曲をピスラマ語というパヌアツの公用

語に訳して紹介したり、自分で作詞作曲して指導したりもしました。赴任して聞もない頃は

ピスラマ語がうまく使えず、同じ学校の先生に教えてもらいながらの作業だったのでとても

難しく、長い時間を費やすこととなりました。

( 2)楽器の演奏指導

その学校には J1 CAから購入していただし、たキーボードや前任の方が日本から送っても

らわれた鍵盤ハーモニカ、リコーダーが当初からあったのですが、私の日本の所属校の子ど

もたちにもパヌアツとのつながりをもってほしいと願い、家庭に眠っている使わなくなった

楽器はないかと呼びかけ、それらを送ってもらうことにしました。

その結果、さらに鍵盤ハーモニカやリコーダー、また学校の廃棄処分となるタンバリンや

トライアング、ル、すずといった打楽器も集まり、随分と楽器を充実させることができました。

鍵盤ノ、ーモニカもークラス全員分の台数が確保でき、低学年からの指導を始めることができ

るようになりました。

一年生から指導を始め、どの子も毎回しっかりと練習することができるようになったこと

で、子どもたちはどんどん技能を上達させていきました。また、放課後にも一人ひとりのニ

ーズに合わせ、個別に練習できるようなクラブ活動の時間を設けたところ、キーボードで好

きな曲の伴奏をしながら歌うことを楽しめるようになる子どもも現れました。

「コードを覚えたし、Jr楽譜が読めるようになりたしリそんな思し、から、音階や音符につ

いて学習する指導も始めていきましたが、読譜については日本の子ども同様、苦手意識をも

っ子どもたちが多く、効果的な指導法を模索するにとどまりました。

( 3) 現地のものを取り入れて

教材開発を進めていく中で、日本や西洋の曲を取り入れているだけで、はたしてよいのだ

ろうかという疑問がわきおこってきました。私の赴任先は州都で、あったため、各島から仕事

のために移り住んできている人たちが多く、その土地代々の文化はほとんど見ることができ

ませんでした。赴任校で尋ねても、カスタムソングやダンスを知っている子どもたちは全く

と言っていいほどいなかったのです。せっかくパヌアツには独自のすばらしい文化が存在す

るのにこのままでは廃れてしまうのではないか、もっと自分たちの国の文化を大切にし、誇

りをもって残していってほしい、そんな思いからパヌヂツの伝統的な音楽を授業でも取り入

れていくことにしました。
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そこで、他の島から来ていた先生に自分の島でのカスタムソングを教えてもらい、楽譜に

起こしていきました。指導はその先生から直接子どもたちにしてもらったのですが、これは

音楽の指導に逃げ腰だった先生にも授業に関わってもらえるよい機会となり、彼女の自信に

もなりました。また子どもたちにとっても初めて出会う自分たちの国の伝統的な歌だったの

で、とても喜んで学習することができました。

(4 )音楽会の開催

「ミュージックナイトを開くので、子どもたちに歌の発表をさせてほしい。」校長からこ

う頼まれたのはその日の数週間前のことでした。ミュージックナイトとは、夜に聞く音楽会

のことなのですが、子どもたちのがんばりを発表する場というのではなく、学校運営のため

の資金集めが目的で、音楽は人集めのために利用するということだったのです。でも、これ

は子どもたちにとっても周りの人たちにとっても、音楽をより楽しんでRもらえる絶好のチャ

ンスだと思い、この機会を大いに活用していくことにしました。そこで、それではよい発表

ができないと日を二ヶ月も延ばしてもらい、発表への練習を進めていきました。

4、子どもの変容

(1)特別な場での発表

ミュージックナイトでは、小学生の各クラスとも歌と合奏の 2曲ずつ、中学の 3クラスは

歌を l曲ずっというようにどの学年も発表できるようにしたのですが、子どもたちは初めの

うち、あまり乗り気ではなく、前述のように人前に出ることに戸惑う子も少なくありません

でした。しかし、練習を続けていくに従って子どもたちの意欲は高まり、「もっとやろう!J 

「もう一回 Jなどという声も増えるようになっていきました。それまであまり気にして

いなかった休符や終わりをびったりそろえることなどにも意識が高まり、全員の息がそろっ

たときには自分たちで拍手をして喜び合えるようにもなりました。

また高学年の児童や中学生の中からは、個人で歌いたいという声も現れ、一人でステージ

に上がることを自ら希望する子どもも現れました。もともと楽器の演奏に輿味のあった先生

たちはこれらの伴奏をしたいと練習を始め、放課後から夜にかけては連日このための練習で

ずっと音楽が鳴り響くようにさえなっていったのです。

「ミュージックナイトはあと何回寝たら来る?J r考えたらどきどきする!J 

そんな話をしながら子どもたちはその日を楽しみに待っていました。パヌアツでは大変異

例なことに、リハーサルを 3回も行い、本番に臨みました。

そして迎えた当日、州で一番大きな野外ステージがその発表の場となり、中学生たちはた

くさんの花で会場を飾り、先生たちはどこからか照明器具を借りてきて雰囲気を盛り上げて

くれました。発表する子どもたちもはりきって衣装を工夫したり、いつもよりおしゃれをし

てステージの上に登場。このような行事であっても来たり来なかったりする子どもたちです

が、この日は自分の意思で全員参加していたことが、何よりうれしかったです。

ステージの下には島全体、そして他の島々からもうわさを聞いて集まってきた人たちでい

っぱいになっていました。子どもたちは、そのたくさんの人たちの前で堂々と前を向き、体
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を動かしながら歌ったり友だちと息を合わせて合奏したりすることができたのです。

発表前に緊張していた顔がたくさんの拍手をもらって一気にほころび、ステージを降りた

後、友だちと飛び跳ねて喜んでいる姿が本当に印象的でした。偶然に何かを得たときの

うれしさとは違う、本当の喜びを味わうことができたので、はなし、かと思います。

一人で歌う中学生たちもマイクを持って、ステージ上で気持ちよさそうにリズムにのりな

がら歌い、その下では子どもたちゃ会場に来ていたひとたちもいっしょに踊りながら聴き入

っていました。会場はまさしくダンスパーティ、この大盛り上がりは深夜まで続いていきま

した。

( 2 )見通しを持って練習することの大切さ

子どもたちがこれだけの変容を遂げたのは、大きな会場での発表という特別な場が子ども

たちの気持ちを高揚させたということもあったかもしれませんが、やはり大きな要因は、そ

れまでの過程にあったのではないかと思います。

パヌアツでは、学校や国の行事であっても思いつきのように何かが始まってなんとなく終

わってしまうことが少なくありませんでした。「明日、州知事がやってくるので歓迎の歎を歌

ってほしい。Jr今日は村の祭りで授業はやめ。」などと突然言われることが何度あったかわか

りません。入学式もなければ、卒業式もなく、運動会のようにみんなでカを合わせてがんば

るような行事もありません。見通しを持って何かに向かつて努カし、達成する喜びが得られ

るような経験をこれまでパヌアツの子どもたちはほとんどしたことがなかったのではないで

しょうか。またスクールフィーが払えないなどの理由で、学校に行くことが途中でできなく

なってしまう子どもたちも少なくない状況の中で、自分の思いを大切にして最後までがんば

ることよりも、周りの状況に合わせてあきらめていくことの方が自然と身についてしまった

のかもしれません。

初めに見た自信をもてずに下を向いていた子どもたちの姿は、決して表現することが苦手

であったり嫌いであったりするわけではなく、自信をもてるような経験を積んでこなかった

ためであり、社会のしくみや学校での教育の不十分さのしわょせではないのだろうかと考え

ています。言い換えると、子どもたちが何かに向かっていっしょうけんめいに練習を続け、

それが達成できたとき、子どもたちは自信をもって自分を表現することができるのではない

でしょうか。それは、どの国の子どもであっても同じだと思います。

5、つきない悩み

こうして、順風にのったように思えた音楽教育でしたが、そううまくいくものではありま

せんでした。 ミュージックナイトの成功で予想以上の資金が集まったことに先生たちは満足

してしまい、また音楽の授業へは見向きもしてくれなくなりました。先生たちにとって、音

楽はお金を集める手段でしかなかったのです。このときすでに、私を要請した校長は異動し、

音楽教育の意義など考えようとしない校長へと変わっていたので、他の先生たちも同じよう

な考えに変わっていました。声を掛けても家に帰って寝てしまう先生たちの姿に、このまま

パヌアツで音楽を教えていてもいいのだろ うか、隊員が帰国したらもう学校での音楽は存在
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しなくなるだろうし、そんな中でわずかな期間だけ授業を行っても、意味などないのではな

いだろうか…そんなことさえ考えるようになってしまいました。

それでも、子どもたちはあのとき得た自信と喜びから、もっと音楽の学習をしたいという

思いをもっていたので、子どもたちに対して自分のできることをやるしかないと、活動を進

めていきました。しかし、授業をするにも、新しい教材を見つけ出すのに限界がきてしまい、

子どもたちの意欲に相反して、満足できるような授業が提供できないのではないかと気持ち

はどんど、ん焦っていくのでした。

その一方で、ミュージックナイトを見に来ていた他校の先生たちから、うちの学校にも音

楽を教えにきてほしいという依頼があり、巡回指導を増やしていきました。一人でも多くの

子どもたちに音楽の楽しさを知ってほしいという思いから、四校で指導をすることにしたの

ですが、ここでも大きな問題がありました。それは交通手段です。近隣校を選んだとは言え、

車でも 20 分~40 分間ほどかかるところにある学校なので、楽器を担いで歩いていくわけに

はいきません。しかし、その車というのはいつ通るかわからない乗り合いのトラックなので、

道端で延々と待つしかないのです。伴奏用の大きなキーボードと児童用の鍵盤ノ、ーモニカを

両脇にかかえながら、あるときには 3時間も待ち続け、学校に着いたらもう子どもたちはす

でに帰っていたということもありました。電話もなく連絡のしようもなかったので、この巡

回指導は続けていくのがとても困難でした。

6、それでもやっぱり広めたい!

(1)ねらいの再確認

こんなとき、首都で隊員総会があり、音楽部での話し合いの場ももたれることになりまし

た。当時小学校で音楽を指導していたのは私を含め 5人だけだったのですが、島も異なって

いたので普段は会うこともなく、いっしょに活動することもありませんでした。しかし、こ

のときそれぞれの任地での活動状況を報告しあう中で、 5人が同じような悩みをかかえてい

ることがわかりました。「先生たちは少しも音楽の授業に理解を示してくれない。Jrもうよい

教材が見つからない。Jr隊員のいない学校では音楽の授業がされていないのに、いるところ

だけでどんどん進めていっていいのか。Jr人々は音楽の楽しさを知っているし、歌も日常的

に歌っている。音楽教育の必要はないのではないか。Jrこのままパヌアツで音楽教育を続け

ていく意義があるのだろうか。j・・・そこで、私たちはもう一度自分たちがこの国へ来た意

味を考えながら、『音楽教育のねらし、』について考えていくことにしました。

<音楽の授業を通して、バヌアツの子どもたちにどんな力をつけたいか>

1、 表現力 声や全身で自分の思い・感情を表せるように

2、 音楽的な能力…高まった方がより楽しさを味わえる

3、 集中力 最後までがんばる力のもととして

4、 自信をもつこと…できる喜びは自分を高める意欲につながる

パヌアツの文化、民族への誇り
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司音楽教育は、子どもの人生を豊かにする

・子どもたちの心を開放し、楽しい時間をもつことできるようにする

.達成感や満足感を味わうことができるようにする

-みんなで声や息や心を合わせて、一つのものを作り出す喜びを味わうことが

できるようにする

・自分の可能性を広げることができるようにする

このような確認をしあい、やはりどの子どもにも音楽教育が受けられるようにしたいと

いう思いを改めてもつことができました。そしてそのためには、隊員がいないところでも、

帰国してからでも音楽の授業が行戸れることが必要であり、パヌアツの先生たちが自分たち

で授業を進めていけるようにならなければならないということがはっきりと見えてきました。

そして、どの先生たちも音楽の授業をすることができるようになるには、指導の手引きとな

る指導書とカリキュラムの整った教科書が不可欠であることを確認しあいました。

(2)教科書づくり

そこで私たちは、パヌアツ全体で使うことができるように教科書作りをすることにしまし

た。以下にその手順をしめします。

①アンケートの作成・実 自分たちの思いだけで進めてしまわないよう、現地の先生た

施・集計 ちの意見を取り入れていけるようにした。

②カリキュラムの作成 各学年のねらい・活動内容を明確にし、それにふさわしい曲

③教材の収集・作成

④指導法の明記

⑤教育省との連携

⑥印刷・製本

⑦範唱テープの作成

を集めて配列を考えていった。(歌唱・楽器演奏共)

※日本や西洋の曲だけでなく、バヌアツの文化も取り入れて

いけるようにした。

楽譜を集め、ないものについては自分たちで作成した。

初めて音楽を指導する先生たちにもこれさえ見れば進めて

いけるよう、 1時間の授業の流れや歌や演奏の指導のしか

た、音符の読み方や指導法などを明記した。

※挿絵を多くし、わかりやすく親しみやすいものにした。

※英語版・フランス語版の両方を作成し、どの学校でも使え

るものにした。各指導の説明はピスラマ語で記述した。

自分たちの思いを教育省にも伝え、音楽教育に対する協力を

求めた。

できるだけ低コストで製本できるよう業者に掛け合った。

楽譜が読めない先生たちゃ初めて出会う子どもたちのため

に各校で歌を録音し、学年ごとの範唱テープを作成した。

作業は 5人で分担し、 Eメールで連絡を取り合いながら作業を進めていきました。長期休

業には首都にあがり、ほとんどの時間をこの教科書づミりのために費やしましたが、初めて

取り組むことであったので試行錯誤を繰り返し、ょうやくできあがったのは約 8ヵ月後のこ
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とでした。経費の都合で 1 ~6 年生の一学期の内容が一冊にまとまった形になってしまったの

ですが、こうしてできあがった教科書を手にしたときは本当にうれしく、自分たちも達成感

を得ることができました。

そして、これをパヌアツの先生たちに広めていくために教育省でワークショップを開き、

教育省の役人や教員養成校の校長、各校の先生たちなどに参加してもらって、音楽教育の

ねらいや教科書のよさ・使い方などをアピールしていきました。

( 3 )先生たちによる授業

できあがった教科書をさっそく任地へ持ち帰り、先生たちの理解を得るために校内でのワ

ークショップを開きました。音楽教育のねらいと必要性、そして先生たちによる指導がいか

に重要であるかということ、まずは授業に参加してほしいということを伝えました。

先生たちもこの教科書に興味を示し、これなら自分にもできそうだと授業へも参加しても

らえるようになりました。そして、事前に打ち合わせをし、少しずつ指導を進めてもらえる

ようになっていったのです。

先生たちも本当は音楽が好きで、教えることができるようになりたいとの恩いを持ってい

たのですが、自分も音楽の授業を受けたことがなく、どのようにしていけばよし、かわからな

かっただけなのだということがわかりました。こうして手引きとなるものがあり、いっしょ

に授業を作っていくことができるようになると、次は自分で伴奏ができるようになりたいの

で教えてほしいと意欲を高めていく先生もいるほどでした。

子どもたちも真新しい教科書を手に、目を輝かせてページをめくっていきました。楽譜は

まだまだ読めませんが、音楽を学習する気分に十分ひたっていた子どもたちです。

7、帰国にあたって

このようにしてー学期分の教科書を作成したところで、私の任期は終わることになりまし

た。できることなら延長して、もっともっと子どもたちとも先生たちともいっしょに学習を

進めたかったのですが現職参加制度で参加させていただいているため、かなうことはできま

せんでした。十分な活動はできませんでしたが、自分なりにはできることをがんばったつも

りです。しかし、胸を痛めるだけで自分にはどうしようもないこともたくさんありました。

その一つが学校に来ることのできない子どもたちのことです。すべての子どもたちに音楽の

楽しさを味わってほしい、音楽で自分の可能性をもっと伸ばしてほ しい、そう思っても、学

校に来ることができなければどうしようもありません。音楽だけではなく、すべての子ども

が学ぶ権利を持っているのに、それが守られていないなんて・

帰国前にはお世話になった教育省や政府へもあいさつにいったり、新聞社からの取材を受

けたりする機会に恵まれました。私はそこで、パヌアツで本当にたくさんの方々に支えてい

ただいたこと、とても楽しく有意義な時間を過ごさせていただいたことへのお礼を述べると

共に、すべての子どもたちが学校で勉強することができることを願ってパヌアツでの義務教

育制の確立を求めました。どの子どもも目を輝かせて笑顔いっぱいにたくさんのことを勉強

したいのです。他国からやってきたー隊員がえらそうに言えることではないのですが、あき
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らめずに声を出していくことで少しずつ変わっていくものがあることをこの国で学ばせてい

ただいたので、どうしても伝えたいと思ったのでした。

8、おわりに

自分ができたことはほんの小さなことでしたが、パヌアツで学んだこと、人々から教えて

いただいたことはずっとずっと大きかったと今でも思っています。

帰国後は、たくさんのクラスや学校から依頼を受け、パヌアツの話をする機会に恵まれま

した。パヌアツの人々、子どもたちの笑顔をいつも思い浮かべながら、少しでも日本の子ど

もたちがバヌアツのことを好きやってくれたらいいな、バヌアツの人たちへ思いを寄せて

気持ちを近づかせることができたらいいな、他の国々の人々に対しでも、同じ地球のなかま

として大切に思う気持ちが芽生えればいいな-そんな思いで話していきました。

ありがたいことに、筑波大学の先生方の全面的なご協力を得て、インターネットライブ授

業に取り組ませていただく機会にも恵まれました。やはり、生で相手の顔が見えることや、

声が聞こえてくることは、私の説明をはるかに超えて子どもたちの気持ちをパヌアツへと向

かわせました。いっしょに一つの歌をうたったことは日本の子どもたちにとっても本当に感

動的な体験で、「心がつながった!Jという思いにもつながりま した。

海を越え、遠く離れた国にいる子どもたちともつながっているという感覚は、その人たち

のことを大切にしたいという気持ちにもつながっていくものだと思し、ます。どの国に住むど

んな人たちも自分たちと同じなかま、どの人のことも大切にしたいという恩いは、国際協力

の面だけでなく、生きていくなかで最も大切なことのひとつだと思います。

すべての子どもたちがいつも笑顔でいられること、自分を大切にし、自信をもって自分の

力を発揮していけること、そしてまわりの人たちを大切にし、ともに歩んでいけること

・小学生のときに見た映像とパヌアツで出会った子どもたち、そして今いっしょに過

ごしている日本の子どもたちは、この願いに向けて自分のできることを進めていくことの大

切さを今も毎日教えてくれています。子どもたちの笑顔に支えられて、毎日の自分の仕事が

あるように、自分のできることを一つずつやっていくことで子どもたちに少しでも返してい

けるよう、努力していきたいと思っています。

最後になりましたが、このような機会を与えてくださり、支えてくださったすべての方々

に感謝します。本当にありがとうございました。
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司eペ'ro)予E事記官:if.乙範繭と自傭とつ替がι1:壱
~音楽教育活動を通して出会った子どもたちから~

1、 パヌアツの子どもたち

-たくましい生活力

1 4年度 1次隊バヌアツ共和国派遣

滋賀県草津市立老上小学校校重美香

・とてもシャイ・・・自信がなくてあきらめがち ← 

・音楽大好き!

2、 パヌアツの音楽

-キナごとのカスタム

.教会での合唱

・ストリングバンド・・・楽器へのあこがれ

-学校での位置づけ・・・芸術教科の中のひとつ

3、 任地での活動

・赴任校(小中学校)での音楽科の授業

.放課後のクラブ活動

-近隣の小学校への巡回

.先生たちへの技術移転

.音楽会の開催

4、 悩み続出・・・

-教材開発の難しさ

.教室に来ない先生たち

.巡回の厳しさ

・音楽教育への疑問

5、教科書づくりへ

・隊員での話し合い・・・音楽教育の必要性 → やっぱりひろめたい 1

.アンケート作成

.教育省との話し合い

.教材収集

・教師用指導書

・ワークショップ

6、 帰国にあたって

-歌集の作成・配布

.お礼と願い

・宣伝活動

7、 帰国後の活動

.きっカ斗すづくり

・歌を通した交流

・「つながり j を感じること
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ルーマニアにおけるストリートチルドレン保護活動

~子どもたちの笑顔を増やす~

堀口かえで

(15-1 ，ルーマニア，ソーシャルワーカー，大東市立谷川中学校)

、色事言司

1.はじめに

~ .... ー戸-

7年間の中学校での勤務経験後、平成 15年4月から派遣前訓練を受け同年7月から平成

1 7年 3月までルーマニアに派遣されていた。ソーシャルワーカーとしてストリートチルド

レンの保護活動がその活動内容である。

活動の目標は「子どもの笑顔を糟やすJr生きるカを育てるJr一人ひとりとの出会いを大

事にする」であった。これは現在の教育活動でも変わらない、私の信念にも通じている。

l年 7ヶ月の刺激的で濃厚な経験が語り尽くせるとは恩わないが、活動の一部を紹介した

し、。

2. 派遣国及び派遣先の概要

(J)ルーマニア コンスタンツア

/レーマニアは本州と同じくらいの大きさで、黒海に面する東欧の国である。民族は東欧唯

一のラテン系民族国家である。ローマ帝国やオスマントルコに支配された歴史を持ち、社会

主義時代はチャウセスク大統領の下で独裁的政治が 1989年まで行われた。宗教はルーマ

ニア正教が 9寄|を占める。言語はノレーマニア語が使われている。

コンスタンツアは黒海のリゾート地がある地方都市である。夏には国内外から観光客が訪

れにぎわう。また、トルコ系、タタール、ギリシャ系、中国系、マケドニア系、ロシア系、

ドイツ系、ロマ族、ルーマニア人といった多くの民族が住む町である。

(2)コンスタンツア社会福祉子ども保護局(配属先)

ルーマニアには主要な 5都市に子ども保護局がある。その一つがコンスタンツア社会福祉

子供保護局である。本局は成人対象の社会福祉局と 18歳以下を対象とする子供保護局に分

かれる。さらに、子ども保護局は孤児、小児エイズ、障害児、ストリートチルドレン、養育

家庭と 専門部署に分かれ、子ども保護施設も 12施設を運営している。 1997年頃に 7人

のスタ ッフで子供保護局を開局し現在では約 1000人のスタッフが働いている。

私の所属先は、ストリートチルドレンの為の一時保護所を併設するストリートチルドレン

の為の情報案内センターである。ここでは保護された子どものファイルを作成し、必要に応

じて各保護施設等へ送致する機関である。また各NGO団体とも連携をとっている。

(3)ルーマニアにおけるストリートチルドレンの状況

ノレーマエアにおける子どもの保護状況は(ストリートチルドレンだけではなし、)、 200
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4年の時点で、保護施設数 1，3 6 3 施設、保護人数 (O~ 18歳) 29， 821名である。

年齢別の害1)合を見ると、 l歳未満は養育家庭に引き取られる為、幼児の割合は少ないが、 l 

O歳以後保護割合は糟加し、 14~17 歳の少年が最も多い[参考 1 ]。このうち、コ ンスタ

ンツア子ども保護局で扱う子どものファイル数は 2，74 1名分と約 l審lを占める。

ストリートチルドレンの数は把握できていないのが現状である。コンスタンツアの場合で

も、観光シーズンである春から夏にかけて増加し、冬は減るというように季節的な変動が大

きし、。

ストリートチルドレンになる理由としては、家族の暴力(飲酒)や貧困が多い。生活場所

は、マンホールや建物の階段や廃屋が多く、特に零下になる冬にはマンホールに入る場合が

多い。生活のを量は、物乞いや窃盗、売春等犯罪率が高く、一般の人からも敬遠されている。

シンナー乱用の例も多い。首都の地下鉄等駅付近では、シンナーの袋を口に当てた姿も多く

見られる。

2007年 EU加盟をめざし、ストリートチルドレンの問題も海外からの支援を受けなが

ら、取り組まれつつある。

3. 派遣中の活動(資料 l参照)

私の活動は、子ども保護局内のストリートチルドレンの情報案内センターを拠点として、

ストリートチルドレンに関わっていくことである。最初の活動計画は、①ストリートチルド

レンの現状把握②施設(併設の一時保護所)内における子どもの活動の充実③ルーマニアの

子どもたちとその社会環境の把握であった。活動していくうちに、自分のできること、した

いこと、必要なことに少しずつ気づき、活動が展開してし、く。

途中から、活動計画を①子ども保護局と NGOとの関係強化②子どもの保護・施設への定

着率の強化③国民のストリートチルドレンに対する理解へと変更 した。具体的には各NGO

と連携をとり 、 1回/2月のペースでイベン トを実施した。イベントは、主に次の 5つの利

点があった。①各施設のスタッフ同士をつなげ、アクティピティの交流や質の向上を図る②

子ども同士をつなげ、友達をつくる③活動を通じ、子どもをほめ、自信や達成感を感じさせ、

自己肯定感を育てる。④施設が悪くないところであることを感じさせ、定着を促す(子ども

たちは施設で規則正しい生活をし、十分な睡眠と栄養と清潔を得ることで、心が落ち着き、

生きるカや学習へとつながる)⑤イベントを実施することで、マスコ ミの取材を受ける機会

となり、一般へ、施設の様子やJOCV (青年海外協力隊の略称)の活動を伝えることがで

きる。

活動を、展開する中で、特に気を遣ったことは、イベント準備段階では、スタッフが、自

分がイベン トの主体であると感じること、またイベン トに参加したスタッフや子どもが参加

して楽しかった、やってよかった、また参加 したいと感じることである。そのような雰囲気

作りを大事にした。よい雰囲気を繰り返し経験していくことがスタ ッフにとっては仕事への

意欲に、子どもには自己肯定観につながると考えた。

帰国4ヶ月前頃になって、周囲が大きく動き始め、活動の具体的な可能性が見え始めた頃、
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活動のまとめをおこない、終了し、後任隊員へと引き継いだ。これらのイベントを通して、

私自身、多くの子どもたちの笑顔に出会うことができた。

また、保護局外の活動として、日本文明・文化センターでの指導や柔術クラブの支援、日

本語教室、 JOCV有志のキャラパン隊活動があった。

4. 青年海外協カ隊としての役割

「新しい風をふきこむことJが役割であったように考える。日本という国の文化と価値観

を背負い日本人ボランティアとして、現地人の中で生活し、活動する。ルーマニア人の中に

日本人が入ることだけでも、異文化の戦いがあり、その中で互いに理解し合えるところを見

つけ、変化していく。新しいやり方や価値観がその居場所を作っていき、新たなものへ発展

していくには、時間と忍耐と労力が互いにと って必要である。 しかし、新たなものへ発展し

たときには、互いにとって、充実感や喜びを感じ、新たな可能性が見えてくる。

5. 帰国後の活動

帰国後着任した本校では、派遣教員としての私にとってよい条件に恵まれていた。

なぜなら、校長先生が、 JOCVを支援するプラザ大阪の理事を務めておられ、新任教員

にケニアの理数科教師で5派遣されていた JOCVのOBがおられたからである。

校長先生が学校便り等で意識的に私の活動を紹介してくださったり、プラザ大阪からの情

報を通じて、学校教育活動に巻き込んでくださったり、いろんな形での指導・支援を得てい

る。

またOBである教員とは、一緒に地域の祭りでインターナショナルフェイスペインティン

グを行った。ひとりでは踏み出せない一歩もたったひとりの仲間がいるだけで簡単に踏み出

すことができる。

また他の職員も気軽にルーマニアや協力隊経験について質問して くださったり、雰囲気よ

く受け入れてくださっている。そういった学校全体の雰囲気が私の情熱を後押ししている。

(1)写真展(地域の生涯学習施設において、夏期休業日中に実施した。)

(2) r谷川まつり(地域教育協議会主催)Jでのインターナショナルフェイスペインティン

グ(ケニアとルーマニアの民族衣装をそれそ.れ身にまとい、子どもたちにフェイスペインテ

ィングをしながら交流した。ケニアとルーマニアの写真も飾った。)

(3)文化祭での/レーマニアコーナー(写真、ルーマニアの子どもの書道作品、民芸品等を

展示し、民族衣装を着ながら、ルーマニアについて紹介した。)

(4)人権選択学習(富田林市立明治池中学校にて、中学校3年生に 2時間の授業を行った。

ルーマニアや世界のストリートチルドレンをテーマに、フォトランゲージを利用しながら授

業をした。)

(5)ルーマニアへ野球道具や文具を送ろう活動(ルーマニアからの要請によって、生徒会

や地域の方の協力を得ながら物品を集めた。ルーマニアの元野球隊員も来校し、生徒会役員

と話をした。)
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6. 派遣現職教員としての役割

大阪府では現在帰国した現職派遣教員は高校の教員と 2名である。派遣中の隊員は複数名

いると聞いている。これから、徐々にこの制度を利用した、経験ある教員が増えてくるだろ

うし、増えてほしいと願う。

派遣現職教員としての役割は大きく 2つある。

一つは経験を語ることである。同僚に、地域の方に、そして子どもたちにである。ルーマ

ニアの方々が私を通じて日本を見たように、日本の方々も私を通じてきっとルーマエアに触

れることができるだろう。

もう一つは、異文化を、実生活を通じて経験したからこそ持つ、発想の豊かさや多様な価

値観への理解を学校教育活動に生かしていくことである。

大阪では「ぬくもりのある教育J が大事にされてきている。 r~ 、じめ・不登校、高校中退j

といった課題を抱える中、大阪ら しい教育改革が行政から行われようとしている。 2年ぶり

に復帰した大阪の教育現場でも、スクールカウンセラーの活用の度合いや警察との連携、特

別支援教育への具体化、学校評価の導入など、その変化を感じるところである。[参考 2]

ルーマニアで子どもたちと関わっていたとき、印象的なことがいくつかあった。

一つはシンナーの乱用についてである。生きる希望や見捨てられたと感じているルーマニ

アの子どもは、シンナー乱用によって、廃人のようになっていく 。数か月前まで話をしてい

たのに、次に会ったときには、手が震え、その次には、焦点の合わない目になっている。私

が知らないだけかもしれないが、日本の子どもはここまで乱用しないのではないか。日本の

子どもは寂しいが、自分をつぶすほどの一線を越える子はほとんどいないのではないかと感

じた。

また、施設で、 6・7歳の子どもたちとお母さんごっこをしようとしたとき、あるひとり

の子どもが他の子どもを叩きながら、 「あなたは悪い子。だからお母さんがおこりますJと言

いだした。初め、何をしているのか分からず観察していると、この子どもが家で受けていた

ことをやっているのだと把握した。ストリートチルドレンは虐待を経験している子どもが多

く、体の傷だけでなく、落ち着きのなさ、怒りっぽさといった精神的不安定や成長の悪さ(も

ちろん喫煙も影響しているが)を共通して感じた。また場面操作が上手く、生きるためのず

るがしこさ・たくましさもあった。

そのようなストリートチルドレンたちも一時保護所に入り、シャワーを浴び、散髪し、服

を着替え、 3回の食事と規則正しい睡眠を続けていると 1週間くらし、からほんの少し落ち着

いてくる。表情もやわらかくなってくる頃から、鉛筆を持たせ、字を教える。はじめは5分

間集中できればよい。線が書けるようになると roやム」、次は数字、アルファベットと進む。

ほめながら一つできるようになると自信が芽生え、子どもは変化を見せ始める。

このような経験を通して、子どもたちは愛情をもって育てれば成長する可能性を持つ存在

であること、生活リズムと健康の上に心の健康と生きるカの学習意欲が育つということを確

信している。養護教諭として、その確信をもって、本校の学校教育活動に参加していきたい。
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7.最後に

現職という形でボランティア活動に参加することができ、安心して、活動に没頭すること

ができた。多くの方々のご協力の下に、このようなすばらしい経験があり、本当に心から感

謝している。

この 2年間の経験は私にとってとても刺激的な時間であった。日本では受けたことのない

差別(中国人と間違えられ、からかいや中傷を多く経験した)を受け、なんともいえない悔

しさと怒りも経験した。言葉の未熟なとき、自分の感情さえも相手に伝えられない孤独も味

わった。自然の厳しさの前に人間の小ささも実感した。本当の優しさに多く出会い、優しさ

が大きな力や人の心を動かし、つながっていくことにも触れた。そして、たくさんの子ども

たちがくれた愛情は、今思い出しでも胸が熱くなる。そのような経験が、今の私のたくまし

さと情熱と笑顔につながっている。

日本の教育現場の多忙さにその情熱もしょっちゅう萎えそうになるが、自分の経験を振り

返り、 「こんなことで、めげてたらアカン。私にはルーマニアがついてる。Jと自分に日七時激

励している。

谷川中学校の子どもたちも、本当に愛すべき存在である。子どもたちとともに、あったか

い雰囲気のあるすてきな中学校になればと願う。

[参考文献]

1 . AUTORITATEA NATIONALA PENTRU PROTECTIA DREPTURILOR COPlLULUI (2005)， 

ln the INTEREST ofthe CHlLD. 

2 大阪府教育委員会事務局スタッフ (2005)，大阪は教育をどうかえようとしているの

か，明治図書

291ー



資料 1

隊員活動の経過 (2003年4月-2005年 3月)

N
申

N

月日 活動の概要 活動の実際 隊員・周囲の様子

子供保護局 保護局以外の活動 その他

2003.4 訓練所入所

-6 事前訓練

2003.7 ノレーマニアへ派遣

2003.8 現地語学訓練 *買い物、散歩が冒険の様に感じる。ホームステイ先や語学の

ホームステイ 先生とぶつかりながらも、たくさん話をする。

2003.9 コンスタンツア子ど *子どもたちと共に 1日を過ごす。午前 *現地の方の勤務スタイルに戸惑いながら活動.

も保護局で活動開始 中はアクティピティに参加

2003.9 「互いを知る時期j *サッカ一大会 (4施設参加) 柔術クラプ紡問 本子どもを軍事めようとしても、自分の語学力が低〈、子どもを

*町や子どもの犠子 *折り紙やオモチャ作りといったアクテ 輸すことができない。アクティピティを提案しても子どもをコ

*信頼関係 イピティの提案 ントロールできず悩む。子どもたちとともにルーマエア語や習

慣を学ぶ。

2003.10 「小さな事から少し *c新聞社が隊員を取材 *ルーマニアの結婚 *アクティピティの材料(文具等)の絶対的不足から調達方法

ずつ自分をア ピーノレ 式参加 を傑し始める。

期」 **に向けて、隣人 *事務所ではカードや折り紙、工作等アクティピティの提案も

に教わりながら食料 兼ねて、いろんなものを飾りはじめ、スタップに自分の出来る l

の貯蔵を始める こと をアピール.

*いろんなスタ ッ7とひたすらおしゃべりをする.

2∞3.11 『配属保護施設情報 *C新聞社へ高校生記者の活動中にゲス *町を散歩 しながら、 *他隊員日本文化イ *スタップとも馴染み、話に広がりが出てくる.

収集期j トとして訪問 アクティピティに必要 ベント応援 アクティピティや子どもの対応についての話題が唱える.

*A保護施設の閉鎖により子ども保護数 な材料を集め始める。 ホ誕生日に日本料理を振る舞うが子どももスタッ 7も食べず、

急糟 *日本文明・文化セン 互いの理解への道のりを感じる。



N
由

ω

*インフノレエンザワクチン接種 ターという俳句の会に *文具を現地人や外国人などから少しずつ集めるが、スタッフ

本子供保護局の概要、スタップの職種ご 参加、指導開始. がまず文具を欲しがり、生活の厳しさとモラルの低さを感じ、

との役割、衛生・健康管理等を中心に情 物品提供を慎重に行う。

報収集 本他隊員のイベントに参加し、孤独な日々の活動とは遣う、協

カして大きな力となるイベントの良さを知る.

*いろんな地方を訪ねるたびに、ノレーマニアの素敵なところを

発見して、日常のマイナス面にとらわれず、新たな気持ちで配

属先に戻ることが出来た。

2003.12 「配属保護施設一歩 *施設でのクリスマス *柔術クラプ紡問 *近所の子どもたち キ日常会話には困らなくなったが、仕事遂行にはまだ不十分。

踏みだし期」 *クリスマスのお祝いで各保護施設を紡 と言古LA台める *各保護施設の紡聞により、各施設のスタッ7と知り合い、人

問 間関係、が広がる。

*他県の子ども保護施設及び病院訪問

2004.1 f，レーマニアの宗教 *c新聞高校生記者が取材 *宗教の祭に参加 本ルーマニアの習慣、宗教にどっぷ りひたりながら、ノレーマニ

と家族にひたる期」 * f世界の笑顔のために」プログラム申 *他隊員ジャ ンプ大 7の冬の生活を体験。

請 会応援

2004.2 「有志キャラパン隊 C新聞高校生記者が通う高校へス トリ ー *柔術クラプが青少年 最買の底が増え、道 *他隊員の日本文化紹介イベントに参加する中で、日本文化に

企画準備期j トチノレドレンについての授業のため、同 の鑓全育成を目的とし や底での立ち話が増 興味のない普通の人たちの興味を引き、両国を理解し合えるイ

僚と訪問 ていることを理解し後 える ベン トをしたいと考え始める。

方支援開始

2∞4.3 I必要なこと気づき *NGOとの会議に参加するようになる。 本近所の方と I女性 本一般の子どもたちとの出会いが増え、学校や教員との輪も広

期」 *MGO訪問開始 の日』 を祝う がる。

芸術学校で絵や宗教 *NGO紡聞により、各施設で働くスタップとの関係が出来る.

絵を学び始める。 アクティピティ等に参加しながら、各施設のスタッフがそれぞ

*他隊員日本文化イ れの知織で働き、他の施設でどんな風に実施されているのかを

ベント応援 知らないと気づき、スタッフ同士の債のつながりの必要性を感



N
申
h
F

じる。

*芸術学校でスタ yフ以外のノレーマニア人の価値観・考え方に

出会う。絵画が自分の時間となり、ストレス解消となる。

2004.4 「活動展開期j 芸術週間、食週間、よいマナーとスポー *俳句教室・日本語教 近所の子どもたち 1 *初めての企画実施

~5 ツと健康週間 (4施設参加、 35人/日) 室 0人が毎日迎えてく *芸術週間という企画の楽Lさ、スヲッフ同士や子ども同士の

*他県の子ども保護施設訪問 *柔術クラプ紡閑 れるようになる。 出会い作り、マスコ ミのとり あげ方等でスタップが私に興味を

* r世界の笑顔のためにj プログラム申 持ち始める。また、各施設の子どもたちの聞でも「カエデ」の

Z青 名が売れだした.

*他県の施設克学等 『カエデはいろんなことを見ているし、知

っている。話は聞いた方が面白そうだ』といろんな話を聞き、

企画に対する意見を求められるようになるが、十分ノレー7 ニア

語で説明できず、上手く理解し合えな，'0 

2004.5 「隊員への期待明確 *ボランティアによるエイズ予防教育関 *隊員を通じ、日本文 本他隊員日本文化イ *施設長と話す中で、 rNGOとの関係強化Jr子供の保護、定着

化、議論期J 始 明文化センターのある ベント応援 率の向上Jr国民のス トリートチルドレン保護に対する理解の肉

*こどもの目、施設裏で小さなピクニッ 高校と子ども保護局が *他隊員日本文化イ 上Jr...スコミの利用」について話し合い、確認する。その後、

ク ノミートナー契約を結 ベント応援 この点について意織した活動を展開する。

*子どもの遠足場所探し び、子ども保護局スタ 水保護施設のスタッ 7とアクティピティについて会議を提案し

ッフによる高校での講 た。保護局長まで巻きこみ、予算等を確隠しながら、計画を立

演や高校から保護施設 案するが、継続しない。

への寄付等が行われ 本子どもたちにとって狭い施設の中にいる時聞が長いため、外

た。 につれだし、ストレス発散の機会の必要性を感じ、遠足の企画

を始める。しかし、外国人ボランティアの責任範囲や子どもの

状態、資金がないことから断られる.

*外国人ボランティアや外国人との輸が広がる ・



2004.6 『ノレー7 ニアを外か *路上で生活する子どもたちを訪問する *俳句教室・日本語教 任国外旅行{オース *路上の子どもたちと出会い、彼らの生活の様子が分かり始め |

ら娠り返り、自分を確 活動に華参加 室 トリア・ポーラン る。

認期J *遠足 ド・ドイ ツ) *田舎に祭を兼ねて泊まったとき、その生活の貧しさからスト l

『ストリートチルド *NGO会議 ドイツの日本人中学 リートチノレドレンとなっていく状況を現地の人から聞かされ

レンの生活理解期」 校で講演.各国で幼 る。

稚園、高校等を訪問。 滞日本の子どもたちへの講演や先進国の教育をみて、揺らぎつ

つあった信念を改めて確認する。

キ反対されていた遠足もスタッフの協力と無料入場が許可さ

れ、実施した。

2004.7 「子どもとの信頼実 *遠足 *俳句教室・日本語教 *私と子どもたちとの約束を施設長が破ったことがきっかけ

感期」 *NGO会議 室 で、子どもたちがクーデターを起こし、施設長と子どもたちの

* r世界の笑顔のためにj プログラムで 本柔術クラブ紡問 話し合いがもたれた.その後、私の立場やスタップへの教育、

在籍中学校から文具が届く 子どもたちの心をうけとめるといったことが確認され、施股内

*他県の子ども保護施設訪問 の雰囲気が少 し変わる.

2004.8 『隊員活動展開期」 *首都にある子ども保護施設で劇を通し *俳句教室・日本語教 *有志キャラパン隊 本町を歩いていると、必ずストリートチルドレンと会い、集ま

て交流する (100名参加) 室 結成 Oocv有志) るようになる。子どもたちの路上での本当の様子が分かり始め

*遠足 *ノレーマニア日本人学 *他隊員のジャ ンプ る。

*NGO会議 校で授業 大会応援 *有志キャラバン隊で各隊員の充実感と手応えがあり、隊員間

の雰囲気がよくなる。

2004.9 「営業活動期J *絵画コンクーノレ(7施設、 2幼稚園、 *幼稚園・学校・子ど *積極的な訪問活動によって、ノレ-"Vニアの学校・幼稚園の様

9学伎、個人の計 145名参加) *新聞 も保護施設等の訪問活 子、授業への参加、先生方との交流など、活動範囲の幅が広が

でも広報 動を開始 った.

*遠足 本俳句教室・日本語教 *子ども保護施設も、市内だけでなく県内の施債も訪問.スト

*NGO会議 室 リートチノレドレンだけでなく、孤児、エイズ等の施設も紡問。

*在ノレ日本人の方々に物品寄付協力のお その為、子ども保護局内の他のソーシヤノレワーヵーとの人間関

l
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願い紡閑開始 係もひろが り、 ストリートチルドレン以外の部署へも自由に出

入りするようになり、子ども保護に関する幅広い情報が入るよ

うになった.

*紡問活動により、語学力のレベルが上がる。

2004.10 f充実 ・第 2準備期j *遠足 *俳句教室・日本語教 *第3回の有志キャ *NGOとの会議で、議論に参加できるようになる。

*NGO会議 室 ラパン隊の訪問先探

しにエイズ子ども病

院訪問

2004.11 「第2展開期j 水有志キャラパン隊 *俳句教室・日本語教 *他隊員のダンス教 *イベントをやる度に子どもたちとの距離が縮まり、広い地場

1日目 4施設、路上から計240名 室 室応援 で子どもたちに声をかけられるようになる.このイベントのポ

2日目 養護施設 180名 *NGOでも日本語教室 *他隊員日本文化イ ランティアはコンスタンツアの方を巻きこんだ。子どもからも、

ラジオ・テレビ・新聞取材ロ の要望が上がり、開始。 ベン ト応援 関わった方からも反響が大きかった。

水NGO会蟻 *高校と隊員の連携 *イベントは成功であった.しかし、参加した隊員の充実感が

*選挙により体制変更しスタップの多く (日本文明文化センタ 足りず、準備期間中の議論不足により、隊員聞に不和が生じた。

が入れ替わる 一)について教員のた *NGO会議で私の提案に協力的な雰囲気ができる.

* r世界の笑顔のためにJプログラムに めの高校教育研究大会 *研究大会の発表で自分の言葉で話ができ、語学に自信をもっ.

より寄贈品届く で発表*テレビ・新聞 高校教員との関係がひろがる。

水以前訪問したドイツ日本人幼稚園より 取材

寄贈品届く * JOCVについて興味

*在ノレ日本人会の方から物品や寄付金が をもった高校数枝を訪

届〈 問。これまで連携Lて

きた高校に IOCV派遣

が検討される。

2∞4.12 「周囲が大きく動き *全体クリスマス (5施設、計 185名) *俳句教室・日本語教 *全体クリス7 ス企画についても、各 NGOの責任者が積極的

出す期」 *ラジオ・テレピ ・新聞取材固 室 に役割分担をし、食材料等経済面でも協力を得る。



キ施設クリスマスでラジオ・テレピ・新 *これまで、子ども保護局と距離のあった NGOが初めてイベ

聞取材. ントに著書加した。

*在ノレ日本人会の方々の子ども保護活動 *子どもの心を育てたいという意図を各スタップが理解したイ

協力組織ができる. ベントと なり、子ども保護局を中心とした各 NGOとの連携の

*NGOに対する草の根無償プログラム 雰囲気がよくなった。

に関わる。 地子ども保護局のスタッフは最低限の労働しかしたくないとい

うという様子で、責任者からの指示でしか動けず、イベントの

持ち方について、論議する。

本社会状況から見える問題 r1 8歳以上の子どもたちの進路J

等が法律上、活動上、生活上分かるようになってくる。それが

草の根無償の話へと具体化L始める。

*多くの日本人会の方が主旨に賛同し協力して下さり、人のカ

の大きさに感動。優しい心が物事を動かすと実感。

2005.1 本盆踊り講習会(J施設、 20名)と日 キ俳句教室・日本語教 任圏外旅行(プノレガ *子どもたちの要望kテレビ記者との話がつながり、講習会と

本文化紹介番組テレビ出演、新聞取材。 室 リア)隊員の活動を 番組の企画となった。

本NGO会議 訪問してまわる. *川向こうの隣国を訪ね、ルーマニアと比較しながら、隊員活

本子ども保護に関する法律改正 動を見学し、自分のこれまでの活動を振り返り、ルーマニアと

*スタップの研修について話し合う 日本にとって大切なことについて考える。

*施設長からスタップ研修について企画を求められるが、活動

期間がなく、口頭のアドパイスで終わる。

2005.2 「活動のまとめ期』 *各施設訪問し、最後のアクティピティ *俳句教室 ・日本語教 *いろんな人に別れを告げながら、いつの間にか第2の故郷と

「後任隊員への準備 として書道やひらがなを教える。 室 なり、離れ難いことに気付く。自分の愛するルーマニアを日本

期』 *書道展 (4施設、 100名)を芸術高 で紹介したいと強く思う

校と県立図書館で開催*ラジオ ・テレ

ピ・新聞取材ー
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2005.3 活動終了、帰国

bにc£dc 〉

*ラジオ生出演

*各施設にでさよなら会

*ボランティアでなく

ることをうれしく思レ

言葉の通じる母国で責任ある仕事に就け

つつ、現任校へ着任b



ルーマニアにおける

ストリートチルドレン保醒活動

大阪府大東市立谷川中学校

養護教諭堀口かえで

15年度1次隊ソーシャルワー力一

ルーマニアの手ども保誇状況(2004年)

-憧檀施韻 1，363施股
・樺恒人敵(0.....18揖):29，821名

・割合 1歳未溝 市開

1-2歳 2.5略
3-6車 7.3弘
7-9車 10.1%

10.....13揖 22且
14-17蹟 鍾島

18揖 17.0%
"1、児エイズ睡集・尭生世 3.558名

(うちエイズ尭症者2.217名)

・コンスタンツア子ども樺憧局子どもファイル融 Z..L韮l孟盆

派遣時の目標

-子どもの笑顔を増やす

.生きる力を育てる

・ひとり一人との出会いを大事にする
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監量旦盆劃

畳担金孟且量i!i l 公豆」左孟且畳亜
①ストリートチルドレ①NGOとの関係強化

ンの現状把握 ②子どもの保種・定着

②施設内における卜---')I 率の向上
子どもの活動の 「ーγ|

③国民の理解
充実

③Jレーマヱアの子

どもたちとその社
会環境の把握
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蓋鑑通園

腕骨量での活動・凍足 乏立主主主

有志キャラバン隊:大きなカブ 量盟孟盈

哩圏
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重道屋 日本文明文化センター:俳句・日本語

帰国後の活動
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平成18年1月78
平成17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

「開発途よ固における派遣現職教員の活躍」帰国隊員報告会

分科会派遣現職教員の活躍

1 はじめに

2.派遣国及び派遣先の概要

(1)ルーマニアコンスタンツア

(2)コンスタンツア子ども保護局

(3)ルーマニアにおけるストリートチルドレンの状況

3.派遣中の活動(資料1参照)

(1)子ども保護局での活動

(2)日本文明文化センター

(3)絵画コンクール

(4)日本とルーマニアの幼稚園交流

(5)日本語教室

(6)柔術クラブ支援

(7)有志キャラパン隊

4.膏年海外協力隊としての役割

5.帰国後の活動

(1)写真展

大阪府大東市立谷川中学校

養護教諭堀口かえで

15年度1次隊

ルーマニアソーシャルワーカー

(2)r谷川まつり(地域教育協議会主催)Jでのインターナチョナルフェイスペインティング

(3)文化祭でのルーマニアコーナー
(4)人権選択学習

(5)ルーマニアへ野球道具や文具を送ろう活動

6.派遣現職教員としての役割

7.最後に
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はじめに

チャレンジ

ー隊員時代から，現在に至るまでの活動ー

荻野晃子

( 15-1.マーシャル，小学校教諭，岡山市立南輝小学校)

、弓，-=-

r"ーシャルってどこにあるの。」私が経験した協力隊の話をする時，たいてい聞かれる

質問である。日本では，認知度の低いマーシャルだが，実にすてきな国である。マーシャル

は，グアムとハワイのちょうど中ほどにあり. 1 0 0 0を越える小さな島がたくさん集まっ

てできた島国である。島のほとんどは，環礁という真珠のネックレスを広げたような珍しい

形をしている。海は透き通っていてとても美しく，島のあちらこちらにはココナッツが生え

ている。人々は，のんびりとしていてのびやかに生きている。南の島と聞いて誰もが想像す

る風景が，そこに広がっていのではないだろうか。(写真1)

写真 1 美しいマーシャル

私は，そんなマーシャルの首都「マジュロ環礁」のリタ小学校に赴任し，算数教師として

青年海外協力隊の活動を行った。子ども達への算数指導に軸足を置きながら，先生方への算

数指導の支援やごみ問題，日本の子ども達との交流など，自分の目で実際に見て，放ってお

けないと思ったこと，自分のやりたいことなどにどんどん取り組んでいった。振り返ってみ
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ると，いろいろなことにチャレンジした日々だった。マーシャルでの隊員時代から現在勤務

している小学校での様々な取り組みをここに紹介する。

1 個人での活動

(1)算数指導(子ども達)

マーシャルの子ども達は，のびのびとしていて明るい。しかし，学習規律ができていない

ため集中力が低く，理解力に乏しい傾向がある。そこで，分かりやすく，楽しい授業をめざ

して学習指導にあたることにした。計画的に学習を進めるために学習指導案を作ったり，子

どもにとって楽しく，理解の向けになるように補助教材を作ったり，学習規律を作ったりし

た。学習規律は r一生懸命勉強するJrものを食べなし、Jr口笛を吹かないJr時開通りに来

るJという四点である。裏を返せば，それまでの子ども達の実態であり，ひどい状態だった。

しかし，毎日繰り返して指導することにより，子ども達は学習規律を概ね身に付けることが

できた。その結果，子ども達は落ち着いて学習に取り組めるようになり，集中カが高まった。

( 2 )算数指導支援(先生)

マーシヤルの先生方はとてもゆったりしていて，元気なのがいいところである。しかし，

やる気がなかったり，指導技術が十分でなかったり，学習内容が理解できていなかったりと

いくつかの間題を抱えている。

そこで，事前に準備し，働く喜

びを実感できることをめざして

先生方を支援していくことにし

た。

まず，指導技術を補うために，

授業は必ずティームティーチン

グで行うようにした。 TlとT

2を交代して行い，互いの指導

の様子を直接見て，参考にする

ためである。よさや課題をはっ

きりさせるために， T 2は授業

中にメモを取り，授業後に感想

をT 1に渡して，互いのょいと

ころを学びあうようにした。(表

1)また，学習内容の理解不足

を補うためにワークショップを

開いたり ，一年が終わるまでに

教科書が全くこなせていないな

どの実態があったことから，年

間計画を提示し，それに従って
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表 1 授業後の感想、
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計画的に授業を進めてもらったりするようにした。

2. 他の ]OCVと連携しての活動

それぞれの配属先で点として活動するのではなく，カを合わせ線として活動し，より効果

的な活動がしたいと考え，教育省配属の算数担当のシニア隊員が中心となって，小学校算数

部会を立ち上げた。部会は月に 1・2回聞き，配属先での様々な情報の交換や，連携して行

っている様々な活動の打ち合わせや準備などを行った。

(1)公開授業

それまで=公開授業形式の算数指導の研修の場がなかったことから，月に一度 ]OCVが配

属されている小学校を会場に輪番制で公開授業を行うことにした。一年目は，この取り組み

を軌道に乗せるため，授業や授業検討会の様々な役割は全て ]OCVが分担して行った。二

年目は，現地の先生方自身で公開授業を持続していけるよう，授業や様々な役割はほとんど

マーシヤル人が行い. ] OCVはその支援をするようにした。三年目である現在は，算数指

導者全員が公開授業をし，自分の担当学年を参観する形態をとっていると聞いている。公開

授業は，普段の授業の活性化に役立ち，とても有効な研修の場となっている。

( 2 )広域研修

2004年 8月，パラオやミクロネ

シアと共に三カ国で広域研修会を開き，

カウンターパートと共にパラオでの会

議に出席した。その場で，パラオの年

間指導計画やミクロネシアの指導法，

マーシャルの公開授業など，互いにょ

いところを学びあうことができた。ま

た，共通テストを実施して，自国の算

数レベルの低さに気づき，カウンター

ノ4ートが大変意欲的になったり，三国

の共通課題としてレッスンプラン(一

時間の流れ・年間指導計画)の充実を

②広域研修
|パラオでパラオ・ミクロネシアと共に，広嶋破修会を開いたo (2004年8月)I 

〈宵賓〉匿史(USAからの独立)や現在の核況(USAの敏科書を使用!際組怠ど)1司ま
共通点が多いにも関わらず各国のつ訟がりがなかった.

〈目的〉・互いによいところを学びおう.Iパラオの年聞指噂計画など}

・共通環姐を見つけそれぞれのアプロ チの仕方で問題解決に迫る.
温惨状況を情報実検することでモチペーシヨンを継続し取り組みの活性化に
つなげる.

〈成果〉・カウンターパートととてもよい人間関係ができた.

・共通テストを実飾・分析したことで。自国の算数レベルに気づき。カウンターパー
トが大変窓欲的になった.

・互いによいところが学びあえた.

{パラオの年間指羽計画ミクロネシアの指帯法・マ シヤ'"の公開咽象)

・自分たちの線題について考えるi よい償金となっ伝.

・8鳴量..・=レッスンプラン{ 時聞の涜れ・年間指導計画)の充実

・レッスンプランの究実に向けて!具体的信nり組みを進められた.

〈標.>次の開催につなげるのが総しい白(駆り銅みの進制惨状況・時期等)

表 2 広域研修

設定し，それに向けての取り組みができたりして，大変有意義であった。準備をカウンター

ノ号ートと共に進めていく中で，とてもよい人間関係ができたのも大きな成果だった。(表 2)

( 3 )計算大会

子どもの基礎基本の定着をはかったり，教師の意欲をあげたりするため，学期に一度，ク

ラス対抗計算大会を開き，結果を発表した。出題は四則計算が中心で，学年ごとに問題を設

定し，練習問題やテストを事前に余裕をもって配布して，テスト結果よりも練習していく過

程を重視した。(表 3)テストの実施後は，その結果を分析し，気づいた点をアドバイスして，

意欲の継続を促した。(表4)子どもも教師も意欲的に取り組むことができ，子どもの算数の

基礎基本のカの向上につながった。
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〈 2 Graders > 1 Digit Addition 

3吋 JOCVMath Competition Some students calculate addition very well咽 Somestudents don't have t enough 

znd Graders <Practice> time to finish calculation. 

+ 。 5 4 B 2 6 Some students calculate writing bars‘ Many students calculate using their fingers 

3 

6 

7 

5 

9 

8 

+ 

1 

9 

6 

7 

A 

<Test> 

2 7 8 6 9 5 

表 3 計算大会 テスト問題

3. 算数以外の取り組み

(1)栄養指導

1 guess some students calculate mentally. Every way is good. Students should study 

step by step 

Judging from their answer sheets some students has time trouble. To solve this 

problem teacher can encourage them to calculate mentally. Teachers need to know 

many strategies. I'd like to introduce one of the ways which 1 believe will be the 

best way. Teacher can use make 10 materials board when teacher made JOCV math 

material workshop. 

Applicatio目。f"Makea Te目"to Addition 

Let's use your memo町 insteadof your fingers!! 

匡日

Let's memorize the number which is the difference between 10 and the number. 

10 -1 = 9 

10-2=8 
10-6=4 

10-3=7 
10-7=3 

10-4=6 
10-8=2 

10-5 =5 
10-9=1 

lf you can memorize you are ready to move to the next step now. 

匪函Yousubtract from tl引 nake10 

表4 計算大会テスト

甘いものをとりすぎないことや，三食きちんとごはんを食べることの大切さなどを，

朝礼で子ども遣に呼びかけたり，学期に一度の保者会で保護者に呼びかけたりした。

( 2 )ごみ問題

一年目には，環境省と連携して，ポイ捨てをやめようという意識を高めたり，他校とポス

ターコンテスト行ったりした。また，ピックをして，海岸掃除を行った。

二年自には，環境問題を扱うアメリカ人ボランティアグ、ループに入り，マーシヤルの環境

問題やその改善策などについていっしょに検討した。また，学習指導案や教材である本を作

り，誰もがごみ問題についの授業ができるように形を整えた。

いくつかの取り組みをしたが，ごみ問題の現状は変わらず，ポイ捨ては続いている。習慣
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化してしまっているので，長期的粘り強い取り組みが必要だと感じた。

(3)さまざまな提案

気が付いたことは，積極的に校長先生に直接話したり，職員会議で提案したりした。受け

れられなかった提案もたくさんある。

(事例 1) 

以前，朝礼は校長先生の長い話を聞くだけの，子どもにとっては受け身的な内容で，話

の聞き方もよくなかった。そこで，校長先生の話を短くしてもらうことや，国家を歌うこ

と，学習したことを学年やクラスで発表することなどを提案した。自分たちも参加するよ

うになったため，朝礼が楽く有り，話の聞き方もよくなった。

互いの国に

毎

-
i! 
H 
轟偉

丞 m
I! ，‘ 

互いの固について.嗣心をもつことができた.

(事例 2)

学校には行事がほとんどないという状態だったので，現地のNGOに依頼し. r教育は

なぜ必要なの。Jというタイトルの劇をしてもらった。観劇 したり，いっしょに歌ったり

踊ったりしながら，教育の大切さにふれることができた。

(4 )マーシャルと 日本のかけはし

自分がマーシャルと日本のかけはしになり，子ども達同士が文化交流をして，

ついて関心をもってもらいたいという思いから，様々な活動を行った。

回「おはようございます。」と，日本式の

あいさつをして授業を始めた。日本には，

マーシャルの民芸品やCD写真集などを

送ったり，月に一度マーシャル新聞を作

って， 日本の所属先の学校や岡山県のホ

ームページに載せてもらったりして，多

くの人に読んでもらうことができた。ま

た，日本からは，算数セットや，折り紙

作品などを届けてくれた。いろいろなや

り取りを通して，互いの国を身近に感じ，

関心をもつことができたようだ。(図1)

マーシヤルでは，
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マーシャルと日本のかけはし

4. 帰国後の活動

帰国しても，日本とマーシャルとのかけはしになりたいという思いは変わっていない。自

校や他校での職員研修や国際理解のイベン トで講師を務めたり，自分のクラスの子ども達に，

マーシヤルの言葉や歌，絵本などを紹介している。また，クラスだけでなく，他のクラスや

学年からの要望があれば，出向いて授業ができるように，自分ができることを指し示し，

材バンクとして登録してもらっている。(表 5)

また，委員会を中心として全校児童に呼びかけ，絵や習字などの作品募集をして，

ヤルに送る活動をしている。日本とマーシヤルの子どもの作品交流につなげていきたい。

人

マーシ

図 1
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終わりに

マーシャル、出前します 1

マーシャルについて何をどう伝えていけばいし、のかまだ考えがまとま

っていないのが現状なのですが、国際理解の一助になれば幸いと考え、貴

重な経験をさせていただいたことを何らかの形で還元していきたいと考

えています.何かご要望があれば、学年 クラス単位などでお気軽にお申

L出ください.

く出前リスト> *お話(トピック )

・国の概要 ・暮らL ・私の仕事

・学校や子どもたち

・社会問題(くみ問題・核問題・温暖化による海面上昇)

・感じたこと(家族の紳など)

*言葉(マーシヤル語・英語) 本歌 *遊び *絵本

料理 *ハンディ ・クラフト (かごあみ) (材料あるのかな 7)

<持ち物リスト(貸し出し OKです) > 

*本 ・雑誌

綾問題についてI

子Eも

海

マーシヤル新聞 {手作り)

本ハンディ・ クラフ ト

*ビデオ

リタ小学校紹介《手作り}

マジ墨白紹介{手作り}

. ，陣5循竜丸の厳爆

。マーシ.ル紹介

割毎・Rや禍り

*服

*CD 

-写真

* 

*出前を希望される方は、下記の申込書を荻野までお願いします。尚，申し

込みはいつでも ・いつまでも受け付けます。

お名前

1 単位

2 要望

3 時期

4 回数

表5

切り取り・

人材バンク登録

マーシャルでの協力隊活動を通して，たくさんのことを学ぶことができた。この経験を生

かして，これからは， 日本とマーシャルのよさを合わせもつような教師になりたいと考えて

し、る。

協力隊を経験する前と後では，自分自身が教師としてかなり変容しているが，特に以前に

も増して，子ども達に，だれとでもなかよ くしてほしいと強く願うようになった。(表 6)私

が，そう強く願うのは，国際理解教育や異文化理解は人権教育と深く関わっていて，だれと

でもなかよくできたり，相手の喜びや痛みを自分のことように引き寄せて考えられることが

とても大切だと思うからである。だれとでもなかよくできるということは，異文化を受け入
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れることである。異文化を違いとするならば，その対象は，クラスの友達，障害者，男女，

老人，外国人など，実はどこにでもある。それらの違いに対して排除する方向に進めば，い

じめや差別となって表れていく 。生きにくい世の中になってしまう。しかし，それらの違い

を受け入れた時，世界は豊かに広がっていくに違いない。

たとえ身近に外国人がいなくても，工夫や心がけ次第で，国際理解や異文化理解，または

その素地作りはできる。一歩ずつ丁寧に，まずは，子ども達がクラスの友達を大切にするこ

とから取り組みを進めていきたい。

T 

以 前 以 瞳

-がんばるのは当たり前という見方. -がんばヲていてすごいなという里方.

-うま〈いか4品、"=(1んとかしな〈急ゃ. -うま〈いか怠い時=そういう目もt>晶

-絡に橿聞をもつことは少なかった. -うま〈い〈方2去をその子にあわ色合て考えるよ
になった.

-曹圃的な見方ができるようになり.当たり前
だと皿ってきたことに蝿聞をもつようになった.

-目本的な敏宵だと睡じるようになった.

-仕事は銀理してでも繍ー標する. -革本的に祭壇1ましない.

.rだれとでもなかよ〈やってほしい』

『その子にもっとあった置は年いだろうか』

という思いが薗〈なった.

表6 教師としての自分の変容
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青年海外協力隊

派遣現職教員の活躍

15-1 マーシャル

小学校教愉

荻野 晃子

1.マーシャルでの活動

( 1 )個人での活動

<算数>マジュロ環礁・リ1111、学校

(2)他のJOCVと連機しての活動

<算数>

(3)その他

①算数指導(子ども達)

分かりゃすく.楽しい授業をめざして

指導案作成

補助教材作成

学習規律づくり

〈ルール〉

1一生懸命勉強する

2 ものを宣ベない

3 口笛を吹かない

4 時聞を通りに来る
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(1 )個人での活動〈算数〉

①算数指導(子ども逮) ②算数指導支撮(先生)

②算数指導支撞(先生)

l;事前に準備し，働〈喜びを実感できることをめざして

T T ワーヲショップ 年間計画の推進

ー毎掌周(4竿瑚制)担当牢年 -大.~融. かけ".立 .，年目は， JOCV由可制
を匪え.で曹るだけ多〈の尭 惇.コンパス白檀い方 前停電していた車計壱

主と閣わる. についてなど. 使用.

."ず目的豊躍す. ，場盟を聞いたり咽梅干 .2年目，..自分で柑ヲ

eどのよう主λり方をするのか を見たりLて慎重する. た省写l二併ザをン通プ"ルると.し.. て宵
を帽簡のi."める. '，JOCVd)信量

鑓.. 

-慣軍中に恒に主ったζ止を" {広崎研修での肉曹・.
'現在e 穂宵書が隼齢を

毛 L.橿皇債に..患を吏陣 リ"り'..慣用のモ
作厩.今年置よ'J.ーする. ~.ー}
後で実'‘-

E 



{2)他のJOCV.!::遭機しての活動

月に1-2回 程度。小学校算数郁会を開き情報交換

や，連携して行っている様々な活動の打ち合わせ，準備

を行った。(教育省・算数担当のシニア隊員も含めて)

①公開授業

②広域研修

③計算大会

②広域研修
|パラオでパ甘・ミクロネ押叫に.Jtlll輔艶聞いた. (200崎時)I 
〈脅・〉歴史(USA泊らの独立}や現在の扶現ωSAの殺科書を使用規橿"ど}に'"
共通点が多いにも関わらず各国のつ訟がりがf，j:jJ¥った.

〈目的〉互いによいとニろを学びあうJパラ才の年間指導針固など)

・共通隈瞳を見つけそれぞれのアプロチの仕方で周・綱決に迫る.
進修敏漢を情緒受像するζとでそ予ペ ショ与を継続し取り組みの活性化に
つ怠lずる.

〈戚Il>.カウンターパートととてもよL人間関係ができた.

失温子ストを実施分..した乙とで自国の算敏レベルに気づきカウンターパー
トが大注意温度的になった.

互いによいところが学びあえた.

{パラオの隼間指尋計画ミクロネシアの指a・i傘マーシャルの公開慢象)

自分たちの目撃姐について考える}よい梅金出った.

共通思・=レッスンプラル〈ー時聞の実"年間指導針圃)の充実
レッスンプランの究実に聞けて具体的な取り組みを盗められた.

〈a・〉次の欄催につ剖ずるのが鍋1い{量"鍋みの通院修吠現嶋織‘〉

③計算大会

手どもの轟礎揖本の定場をはかったり債錫のモチベ戸ーションをあげたりする
ためI 学期に一民タラス対銑齢算大会を開き結果を鍵表した.

.j・加は..散指導者の稀鑓とした.

-出題は四則齢.が中心.学年ごとに問題を盤定し練習問題やテストを事前
にE布し結果よりも過躍を定観した.

ー結果を分析し気づいた点をアドパイスして電欲の鍵鏡を促した.

〈成皐〉基礎a基本の向ょにつながった.

子どもも敏師も11欲的になった.

〈標題〉予ストの実篇や得点方法などが徹底しにくい.

- 311 

①公開授業
算数指導者が研修できる機会をつ〈るため，月に1度.

JOCVがいる小学校(6校)を会場に愉番制で行った.

年置 授業者
慢集積肘の

その他
役割分担

2003 JOCV JOCV 手作り像"の紹介

(6枝)
f損車横肘に傭いて]

2004 カウン脅パート 各校で 手作り教材の作成

(7枝) (>>Jの日を陸けて]

2005 算 数 指 導 者 各般で

(7枝) 全員

'Aj食の，時間を公開視鏡にあてその後験前舎を聞いた.

・・加者鐙は各種昼の湾銀，.によって遭っていが

②広域研修

皇注盟飽
S食費量街噂 ・繍礼で子ども遣に呼びかけ

学期に-d!の保健者会で保温者に呼びかけ

ごみ問竃

何年目)環境省にプレゼンを依絹

環場省と連創隠し他被とポスターコンクール『ピタエック+海岸禍除

"年目)環境問闘を級うアメリカ人ポラン予ィアチームにλりいっしょに検討

ー環境省にプレゼンを依繍

ー侵築家作'J
・本作'J

さまざまな提案

(繍礼のもち方や観馴についてなど}

マシャルと目本のかけはし



帰国後の活動2. 
(1 )クラスの子どもにマーシャルの紹介
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(2)日本とマーシャルの子どもの文化交流

(3)人材パンクとして登録してもらう→『出前授業j

(4)勤務先・他校での職員研修や国際理解のイベ

ントで，講師を務める

312 

本

教師としての自分の変容
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青年海外協力隊現職参加活動報告

池田一成

(14-1 .ポーランド，体育，東京都立第一商業高等学校)

‘.....'" 唖 F 可 、軍;:--

現職教員として、国際協力の現場の経験が必要だと考え、青年海外協力隊に応募した。国

際社会への貢献について語られることが多くなったが、今後、その中心となってし、く生徒た

ちに、国際協力の重要性や基本となる精神を、単なる知識としてではなく、実体験をもとに

伝えることが必要だと考えたからである。

配属先は、ポーランド東部のザモ

シチという町から少し離れた、ピソ

キエという農村の小中学校(図1)

で、生徒数は小学O年生から中学3

年生まであわせ、約 300名であっ

た。この村は EUのなかで最も経済

的に貧しいといわれる地域にあるが、

日本同様、都会よりも人情味が厚く、

面倒見の良い人たちが多い。多くの

村人に、ほんとうに世話になった。

しかし、その反面、排他的な考え方

が根強く残っていると感じるような

場面も数多く経験した。主要都市か

図 1 ビソキエ小中学校

ら離れているため、異なった人種が極端に少なく、異文化と直接ふれあうチャンスがほとん

どない。村人も子供たちも、他の人種や、異文化に対する考え方に、かなり偏りがあると感

じTこ。

さて、そのような環境での教員生活が始まって、まもなく、校長より「日本の日」の開催

を要請された。当初、校長は、他の隊員にも協力を依頼し、日本人による日本文化紹介を中

心に考えていたようだが、自分としては、生徒による活動を中心としたイベントにしたいと

考えた。校長には、ただ単に「日本文化ショー」を見るだけに終わらないように、生徒たち

が主体となって関わるようなものにしたいと伝えた。また、異文化を考えるイベントという

ことで「日本とポーランドの日」という名前に変更してもらった。具体的には、各クラスに、

企画を考えてもらい、担任と生徒が中心となって準備を進め、発表するという形となった。

日本の文化祭、学園祭のような形式だが、多少うまくいかないことがあっても、子供たちが

企画、運営することに意味がある。小学 1年生から中学 3年生まで、全てのクラスが参加し

た。私は、自分が協力できそうな企画をいくつか提案したが、柔道と、日本語に関するもの
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以外は、ほとんど関わる必要がなかった。このイベントを通じ、子供たちは、日本文化に触

れ、日本に輿味を持ち、異文化について考え始めるきっかけとなったと思う。

以下、プログラムの概要を紹介する。

日本とポーランドの日

第一部

一、歓迎の言葉(校長)

二、フォークダンス(伝統的なダンス。小学 1、2、4年生。図 2)

三、インターネットを通じて日本、台湾、イギリスと会話

(英語でヂャット。中学2年生)

四、きらきら星(日本語で。小学4年生)

玉、日本についてのクイズ(中学 3年生、全学年)

六、コンクール受賞者の発表(全学年)

七、柔道(中学 2. 3年生)

八、日本語の紹介(小学4年生)

九、合気道(ザモシチのクラブ)

十、島唄(日本語で。小学4年生)

試合 日本対ポーランド

(中学 1年生男子。各国のユニホームを着て試合)

第二部

一、教室にて作品の紹介(小学3年生、教職員)

ー ポーランド料理の紹介(教職員)

一、体育館にて

日本食の紹介(小学6年生)

折り紙(小学5年生他)

ポーランドのお菓子(中学 l年生女子)

日本伝統のおもちゃ(展示)

日本文化の紹介については、このイ

ベントだけではなく、日常の生活の中

で日本文化にふれる機会を作るよう心

がけた。就学前の子供たちから中学生

まで、チャンスがあれば、折り紙を折

ったり、日本語の挨拶を教えるなど日

本に関する授業を行った。

また、放課後の課外活動では、柔道

以外に、中学生の学校対抗競技会の練
図2 ポーランドのフォークダンスを踊る 1. 2年生
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習にも参加した。競技会に向けての練習といっても、競技会の 1週間ほど前に、メンバーを

募集、体育教員がその中から出場者を選考し、 2-3日ゲーム形式の練習をして、すぐ本番

という、東京では考えられないような形だ。したがって、もともとスポーツが得意な生徒た

ちが全ての競技に参加することになる。日本の「部活」のように、スポーツが得意でなくと

も3年間の継続的な努力で、一般生徒より、うまくなるというような経験は、この学校では

できないだろう。

日本ではL何年か前から、地域のスポーツクラブに関心が高まっているようだが、改めて、

日本の部活動の教育的な意義を感じた。

このように、「部活」もある、「競技会」もある、しかし、全く異なった方法で行われてい

る。授業にしても学校行事にしても同様である。発展途上とは言い難い、また、表面上日本

との差などほとんど感じない社会で、異なる未知の文化のなか、教員として仕事をしたこと

は、自分のこれからの教員生活にとって、とても貴重な経験であった。さまざまな場面で、

子供たちを取り巻く問題を考えたとき、自分の解決策のベースとなっているのは、東京での

教職経験である。歴史も文化も宗教も異なる任地で、相手を理解しようとしない、独りよが

りの解決策は全く通用しない。

日本においても、教育に関する問題は数え切れないが、自分の考えを押しつけず、個々の

子供たちの生い立ち、生活環境を十分理解し、すべてを受け入れた上で、生徒とともに解決

策を考えていきたい。とても時聞がかかり効率的ではなし、かもしれないが、それは、全ての

子供たちのために、最も大切にしてし、かなければならない考え方であると、今回の経験を通

じ再認識した。

最近、日本では、経済の競争原理の中で成功してきた企業経営を、そのまま取り入れよう

とする公立学校もあると聞く。もし、そのなかで、子供たちを犠牲にするようなことがある

ならば、授業よりも家族や宗教的行事を大切にする、この村の学校の生徒のほうが、より幸

せだとは考えられないだろうか。

「学校は閉鎖的であるJとか、「一般社会では通用しない」などの批判が、ここ数年、多

く寄せられるようだが、理想とは言い難い現代社会に振り回されない学校でありたい。

ポーランドの農村に派遣され、本当に良かったと思う。学校行事には、宗教的なものを含

め、ほとんど全て参加した。結婚式、葬式を含め、日常の生活を村の人々とともに過ごすこ

とができ、ポーランドの農村の生活を深く経験することができた。異なる人種、異なる文化

のなかで生活するには、どうしたらよし、かを学んだ。日本とポーランドは、他の人種が少な

いという点で類似している。アジア人に対する蔑視を体験できたおかげで、この問題に対し

でも深く考えることができた。日本でも他民族に対する蔑視、偏見はまだ存在している。難

しい問題だが、ポーランドとの交流を続け、日本の子供たち、ポーランドの子供たちと共に、

国際交流、他民族との共生について、さらに、 l人ひとりの人聞を大切にするとはどういう

ことかをともに考えていきたい。
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図 3 現任校の生徒が集めて くれたプレゼン トに喜ぶ、小学 0年生。
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帰国後

-ポーランドとの交流

生徒がぬいぐるみを
持参し

0年生のヲラスに
プレゼント

最後に、

-異なる民族、文化{直史、宗像〉

理解すること

偏見麓襖

人間関係

-同本について

日本人らしさ。

学校敏育の変化

ありがとうございました.

• 帰圏後

-国際交流、異文化理解

現任校で特別捜聾由実施

• 帰国後

• 
- 322 
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プログラム 3

帰国後の活動と協同

派遣経験を生かした帰国後の教育活動事例報告

渡部和j工教諭(久万高原町立美川中学校)

(15-1，ガーナ，家政)

永月明子教諭(城山可主川尻小学校)

(15-1，パラグアイ，音楽)

「インターネットライブ授業」の報告

関野貴之教諭(秦野市主鶴巻小学校)

(15-1，パヌアツ，小学校教諭)



派遣経験を生かした教育活動事例報告

渡部和江

(15-1. ガーナ，家政，久万高原町立美川中学校)

、ー与『 ==-------・司園、... 

1 はじめに

15年度 1次隊でガーナへ家政隊員として派遣。

2 現地での活動

職業訓練学校の被服科での技術指導。現地で学んだこと。

・創意工夫 ・技術協力の可能性 ・コミュニケーション ・助け合うこと

.専門性

3 新任校で

任期を終えて帰国。新任校で私は家庭科ではなく国語を受け持つことになりました。

専門でない教科を担当するため、教材研究に追われる日々でした。

4 私たちにできるこ と。

あるとき、校長先生がガーナの人のために何か私たちにできないかだろうかと声をかけ

てくださいました。相談の結果、現地の方を 日本に招待するこ とになりました。 日本の企

業や学校を見学していただくとともに、生徒と交流ができればと考えました。費用は経旨

に賛同していただいた地元企業の方に寄付していただきま した。

5 配属先のニューエブアイセスについて

地域の青少年に職業訓練の機会を与える目的で作られ、被服科、調理科、大工科、石 工

科、電気科、コンピュータ科がありました。 しかし、資金不足のため設備は全く整っ て

おらず、生徒の家庭も貧しく、やめていく生徒も多くいました。

6 エリックさん訪問のねらい

本校生とは全校生徒わずか 32名です。索直で優しい生徒が多いのですが、限られた

人間関係の中で、多様な思考が育ちにくい面や消極的な面が見られます。そのような生

徒たちが視野を広げ、興味がもって取り組む機会にしたいと考えま した。

(1) 生徒たちとの交流

-心のふれ合う交流

(2) 研修

-学校運営のヒント

-異文化理解 -コミュニケーショ ンの力

-日本の技術

に
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表 1 エリックさんとの交流内容(本校関係分)

① 校内施設見学・給食への参加 ( 3年生)

② ガーナトーク(2年生)

③ ガーナ料理 (1年生)

④ ガーナ集会 (全校生徒、教職員、保護者)

⑤ 合唱練習見学 (アフリカ民謡)

7 交流活動

(1) 活動事例 1 海外活動報告会

対象本校生徒、保護者、教職員 時間 50分

内容 ガーナの概要、協力隊活動、エリックさんを迎えるために

(2) 活動事例 2 ガーナトーク (50分)

対象 2年生 12名 時間 50分

内容 ガーナやエリックさんについて知ろう。

表 2 rガーナトーク」会話の一部

国 Ix.!J :;; ~ d Ivl 

-カカオがたくさんありますかワ → ・はい。 日本にもたくさん輸出しています。

・日本で驚いたことはワ → ・みんなの制服がきれいこと。

学校の設備がガーナの大学と同じくらい。

トイレのウォシュレット、地下鉄

・日本からもって帰りたい物はつ → ・コンピューター、今の学校には 100人

の生徒がし、て 2台 しかなし、から。

-ワールドカップ出場。 ← ・ガーナではサッカーが盛んなのを知ってい

ますか?

生徒の様子

生徒は興味あるようでしたが、なかなか勇気がないようでした。{可を聞いたらよい

かわからない、英語が間違っていたら恥ずかしいと消鍾的でした。

テーマを絞るなど展開方法を工夫する必要がありました。また、事前に質問カード

などに書かせておくとよかったと思います。

(3) 活動事例 3 ガーナ料理づくり

対象 1年生8名 時間 50分 X3コマ

内容 ガーナ料理(フー フー&ライトスープ)をエリックさんと 一緒に作る。

ガーナ料理の特徴を知る。
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フーフー・・・・キャッサパやヤム苧をゆ

でて、おもちのようについたもの。

ライトスープ・・トマトやタマネギをすりつ

ぶして魚や肉といっしょに煮込ん

だスープ。

① 料理を通して学んだガーナの生活。

ガーナでは大きなさらにもってみんな

で分け合いながら食べる。食事をとて 写真 1 ガーナ料理づくり

も大切にしている。

ガーナでは子どもの1ころから家事を手伝うの

でほとんどの人が基本的なガーナの料理を作ることができる。家族で助け合って

生活している。

② 生徒の感想

O どんな味なのか全く予想できなかったけれど、みんなと楽しくできたのでよか

ったです。味も食べやすかったです。

O エリックさんの包丁の使い方がとてもうまかったです。みんなに優しく接して

くれました。

(4) 活動事例4 ガーナ集会

対象全校生徒 32名、教職員、保護者

表 3 ガーナ集会の内容

1 民族衣装紹介

2 ガーナの国旗

3 ガーナの生活習慣

4 ガーナのびっくり

5 ガーナの音楽・ダンス

6 日本の印象・生徒たちへのメッセージ

① 生徒へのメッセージ

時間 50分

写真 2 ガーナ集会でダンス披露

日本の生徒さんは大変まじめですが、ちょっとおとなしいです。 日本の学校はど

こに行っても設備が整っていて、教育が重視されていることがわかりました。私は

日本でたくさんのことを学びましたし、みなさんもガ一ナのことをたくさん知つて

くれたと

ます。

② 生徒の感想
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0言葉は違っても人を噂敬する気持ち、歌などを楽しむ気持ちは一緒だと思いま

す。

Oまずしいけれど、支え合って生活しているというのを聞いて、優しい国なんだ

なと思いました。

0本場の言葉も聞けてよかったです。言っている言葉はわからなかったけど、「う

れしし、」とか「楽しし、Jという気持ちが伝わったので心が温かくなりました。

0今まで全く知らなかった異国の文化に触れることができですごくうれしかった

です。

7 今回の交流の成果と課題

成果

・コミュニケーションの大切さを知った0

.異文化に触れることができた。

-客観的に自分たちを見ることができた。

課題

・生徒の状況にあった授業展開の工夫

・今回の交流を生かした、今後の教育活動

8 今後の活動

写真 3 エリックさんとのお別れ会

生徒たちの生き方に響く活動ができればと思います。

(1) 国語科 異文化やボランティアをテーマにしたディスカッション、作文

(2) 家庭科 ガーナ料理、民族衣装、生活

(3) 総合的な学習の時間 異文化体験やボランティア活動の体験談

(4) 他教科との連携 民族音楽、フェアトレード、ガーナの歴史(奴隷貿易)

9 まとめ

体験は何よりの教材だと思います。また、私たち教師は一年一年が勝負です。どのような

状況でもやれること、その時しかできないことがあり、チャンスを逃さずやっていければと

思います。また、学校内外を問わず周囲の連携も大切です。そして、日本とガーナの交流が

これからも続くよう、私にできることをやっていきたいと思っています。
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派遣経験を生かした教育活動事例報告

愛媛県久万高原町立美川中学校

教諭渡部和江

(15ー1 家政ガーナ)1 

新任校赴任後専門外の教科担当への戸惑い

派遣体験を生かせず

校長先生の発案「私たちにできることはワ』

ガーナのエリックさんを招鴨しよう

(職業訓練学校校長)

エリックさん招へいのねらい

①生徒との交流

・心のふれ合う交流

・異文化理解

・コミュニケションの力

②研修

.学校運営のヒント

.日本の技術 関
...訓練学後鎚腿コス見学

329ー

任地での活動

職業訓練学校被服科での技術指導

-創意工夫

・技術協力の可能性

・コミュニケーション

.助け会うこと

・専門性

ニューエブアイセス職業訓練学校

・地爆の青少年に職業訓練の機会

・被服科、調理科、大工科、

石工科、電気科、コンビュ-~科

.資金不足

エリッヲさん招へい針画

llJj28日 月 本 線{学敏肉見学〉

11月29自火本線"写生ガーナトーク〉

11月 30. ホ傘.見掌
12月 1日本高.筏術専門機見学〈鎚腿 建蜂}
1211 2白金事思青黛鍵表会，釦{日志木優アフリカ民隠〉

12月 3自主予ども金 木材加工見学
12月 4. .山総見学

12月 5四月
12月，.火
12月，園水本犠打年生ガナ将司..ガナ第会'宿泊}
12月 8.本愛媛大学
12月 9.金 愛媛大学

12月 10日土文化安定金子ども会
12月 11回日中学後働問

12月 12目月盆察見学
12月 13日火小学校見学文化，"聴会
121114日水本銀<.修蔵}美術館毘零

12月15日本傘綾(パソコム"
12J!16B金本後(お別れ会"，、学俊見学



活動事例1 海外活動報告会

-対象全校生徒、保護者、教職員

・時間 50分

・肉容ガーナの概要、協力隊活動

・エリックさんを迎える前に

活動事例2 ガーナトーク

-対象 2年生 12名

-時間 50分
-内容ガーナやZリッウさんについて知ろう

・生徒の練子興味はもっているが‘発言する

ことに消極的。

ガーナ人から見た日本について

知った。

会話の一部

生桂 エリックさん

・カカオがた〈さんありますか。→はい.日本にもた〈さん輪出して

います.

日本で驚いたことは勺 →・みんなの制服がきれいこと.

学校の股輔がガfーナ由大学と

閉じ.ウォシュレνト、地下鋲

日本からもって帰りたい鞠はワ司・コンピュータ一、学続にはZ台
しかないから.

ワールドカップ出唱. ー・ガーナではサッカーが盛ん立町
を知ってますかゆ
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活動事例3 ガーナ料理

-対象 1年生 B名

・時間 50分 x3コマ
・肉容ガーナ料理(7-7-&ライトスープ)づくり、

試食、ガーナ料理の特徴

ー



フーフー&ライトスープ

ガーナ料理から学んだこと

・キャッサパやヤム芋が主食。

・手で食べる。

・生の物は食べない。

・1日2食のことが多い。

・大きな皿にもって分け合って食べ、食事を大
切にする。

・ガーナの子どもは家事をよく手伝う。
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活動事例4 ガーナ集会

・対象全校生徒保護者教職員

.時間 50分

・肉容・民族衣装

-国旗

・生活習慣

-民族音楽・ダンス

.日本の印象、生徒たちへのメッセージ



右手を使う習慣 1

エリックさんからのメッセージ

-みなさんは大変まじめですが、ちょっとおとな

しいですね。

・日本の学校はどこに行っても設備が整ってい

て、教育が重視されていることがわかりました。

.今回、お互いの園のことが学べましたね。こ
れからも日本とガーナの交流が続くことを
願っています。

今回の交流の成果と課題
.成果

コミュニケーションの大切さを知った。

異文化に触れることができた。

客観的に自分たちを見ることができた0

.課題

・生徒の状況にあった授業展開の工夫

-今回の交流を生かした、今後の教育活動

生徒の感想

-人を尊敬したり、音楽を楽しんだりする心は
一緒だと思う。

・支え合って生活をしていると聞いて、優しい国
なんだなと思った。

・言葉はわからなくても「うれしいJr楽しい」とい
う気持ちがわかり、心が温かくなった。

・全く知らなかった異国の文化に触れることが
できた。

今後の教育活動

生桂たちの生吉方に曹<j舌動をめざして.

-国語科異文化やボランティアをテーマiこしたディスカッション、作文

-曹庭科ガーナ料理、民臨衣装、生活

総合的な学習の時間 異文化体験やボランティア活動の体敵敵

・他教科と由連携民旗音楽.フヱアトレード、ガーナの匡史
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まとめ

-教育活動のアイデア。

・私たちにできることはつ

エリッタさんを園んで全員で..念婦髭
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派遣経験を生かした教育活動事例報告

久万高原町立美川中学校教諭渡部和江

1 はじめに

15年度 1次隊でガーナへ家政隊員として派遣。職業訓練学校の被服科での技術指導。

2 新任校で

新しい生活に戸感い。教材研究に追われる日々。

3 手ょたちにできること

ガーナの校長先生を招鳴することに。

4 配属先のニューエブアイセスについて

地域の青少年に職業訓練の機会を与える目的で作られた。厳しい運営状態。

5 エリックさん招轄のねらい

(1) 生徒たちとの交流

(2) 企業や職業訓練学校見学による研修

6 交流活動

エリックさんとの交流内容(本校関係分)

① 校内施設見学・給食への参加 ( 3年生)

② ガーナトーク(2年生)

③ ガーナ料理 ( 1年生)

④ ガーナ集会 (全校生徒、教職員、保護者)

⑤ 合唱練習参加 (アフリカ民謡)

7 今後の活動

生徒たちの生き方に響く活動ができれば。

([) 国語科 異文化やボランティアをテーマにしたデイスカッション、作文

(2) 家庭科 ガーナ料理、民族衣装、生活

(3) 総合的な学習の時間 異文化体験やボランティア活動の体験談

(4) 他教科との連携 民族音楽、フェアトレード、ガーナの歴史(奴隷貿易)

8 まとめ

体験は何よりの教材。日本とガーナの交流を今後も続けたい。
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子どもたちに海外への興味を持たせよう!

~パラグアイを中心に広がる南米音楽の世界~

永月明子

(15-1.パラグアイ，音楽，城山町立川尻小学校)

司hE4匝亘可 宅雪辱雪量'

1.はじめに

みなさん、パラグアイという国がどこにあるか知っていますか。南米の真ん中、アルゼン

チンと、ブラジル、ボリビアに固まれた海のない内陸国です。(図 1)私はそこで 1年 9ヶ月

間音楽教師として、地元の幼稚園から教員養成校までの子どもたちを教えてきました。

2005年 3月にパラグアイから戻ってきて、この経験を日本でどう生かそうかと色々考

えてきました。 日々の学校生活の中で、なかなか時間をとることができません し、子どもた

ちの実態により内容も考えなければいけません。そうなると紹介できないまま時聞が過ぎて

いきます。だから、堅く考えずに、ちょっとした時間に気楽に楽しく紹介をしようと思し、ま

した。

国際理解の第一歩はまず「知るJことです。それも楽しくです。道ばたの草でも草の名前

を知ると親しみがわくように、いろいろな国を知ることで親しみがわき、それにより、「仲良

くしたいJr日本を紹介したいJr助け合いたいJという気持ちが育っていくと思います。

だから、私はどんな機会でも「パラグアイっていう国があるんだ、なんだかおもしろし、J

という気持ちをまず持ってもらえるように子どもたちゃ先生方にパラグアイを紹介したいと

思います。

図 1 南米の真ん中、アルゼンチンと

プラジノレ、ボリピアに固まれた内陸国

2. パラグアイってこんな国

写真 l 町の様子(のんびり、

ゆったり)
写真 2 ""テ茶セット(テ
レレ)

さてパラグアイは、だ:いたいが暑い国です。夏は北部では 40度を超えます。南半球にあ

るので、 12月が真夏で、 7月には何日か冬になります。北風が吹 くとすごく 暑いのが不思
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議です。(日本と南北の感覚が逆になるので)冬はかなり寒く、 2度にまでなることもありま

す。寒暖の差が激しくて、真冬でも昼には 20度ぐらいになったりしてTシャツで過ごす人

もいます。

道ばたには牛や馬、にわとりがのんびりしています。(写真1)人々ものんびりしていま

す。

パラグアイ人に欠かせないのがマテ茶というお茶です。写真 2のコップにお茶の葉をたく

さん入れて、茶こし付きストローのようなものをさして飲みます。一人が飲み終わったらま

た同じ入れ物にお湯を注ぎ次の人に回します。こうやって 5，6人が家の前の道にいすを出

して、おしゃべりをしながら l時間も 2時間もお茶を飲むのです。

写真 3 貧富の差が激しい 写真4 牛肉が安い。(1kg 180円ぐらい) 写真 5 市場(何でもある。少
し治安が悪い)

貧富の差が激しくて、首都ではベンツに携帯を持っている人もいますが、一方田舎では、

窓がなく土の床の家で裸足でぼろぼろの服で生活している人もいます。(写真 3)でも、果物

(バナナやマンゴ一、パパイヤ)が道ばたの木になっている国なので飢えて死ぬ人は少ない

そうです。

パラグアイでよく食べられているのは牛肉です。(写真 4) 写真の包丁で切っているお肉

で2キロぐらいでしょうか。日曜やパーティなどで家族みんなでアサードという焼き肉をし

ます。少し堅いのもありますがおいしいです。

首都には大きな市場があります。(写真 5) 少し東南アジアのような雰囲気ですね。何で

も安くそろいます。左に写っているバナナはー房 30円ぐらいです。少し治安が悪いので、カ

メラを出したり、財布や携帯電話を出したりするときは気をつけましょう。

3，派遣経験を生かして

そんな経験を以下のように紹介してきました。

(1)担任を持つ4年生に対して

①日頃の朝や帰りの挨拶を各国語で(日直と何語にするか相談する)

おはよう |さようなら

英語

スペイン語

グッド モーニング

ブエノスディアス

グッパイ、シーユー

アディオス、チャウ
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イタリア語 ポンジョルノ アッリデベルチ、チャオ

ドイツ語 グーテンモルゲン アウフピーダーゼン

フフンス語 ポンジュール オッルボワー

中国語 ニイハオ サイチェーン

ロシア語 ズドフース卜ピーチ工 ダスピダーニャ

グアラニー語 ンパ工イシャパ ジャジョエシャペペ

②授業の中での紹介(旗のクイ，ズ、ニャンドウティドレス、パラグアイハープ体験)・

1時間

阪のクイズとは・.I 
パラグアイの旗は世界で唯一の裏表のある旗です。

(図 2)裏にはある動物がかかれています。さて何

でしょう。

1， ライオン

2， ワシ
図2 パラグアイの旗(表)

3， ねずみ (答えは次のページ図 3)

③運動会でパラグアイ人、 ドミニカ共和国の人 (JJCA研修員)

生組企

日本の文化にふれる機会として運動会に招待しました。大きなパラグアイ人と肌の黒

いドミニカ共和国の人に子どもたちは興味津々で取り囲み、「おはよう J、『さようならJ

と早速スペイン語で挨拶していました。手がとても大きかったので手と手を合わせて大

きさにびっくりしていました。パラグアイ人とドミエカ共和国人の二人も 「とてもすば

らしい経験ができてうれししリと話していました。

④町の膏楽祭りでの企画{総合を利用して 「南米スペシャルlを展開)・ 35時間

「南米スペシャルj

曲目・ 1 rメロディアス デ アメリカJ4年全(108名)国旗や国の名物などを調

べて作ったプラカードを上げながら歌う(写真 7、 8)

2 r花祭り(ボリビア)J 1組 (35名)ボリビアの楽器を使って(写真 6) 

3 rパラグアイのクリスマスJ2組 (36名)

4 rコンドルは飛んでいく(ペルー)J 3組 (37名)

5 rラ パンパ(メキシコ)J 4年金(1 0 8名)スペイン語で、振り付けもつ

けて
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写真 6 r花祭り J(ボリビア)を演奏 図3 旗のクイズの答え 1ライオン

左端がボンボ、次がチャフチャフ、マ

トラカ(ボリビア隊員!こイ昔りました)
ライオンは正義のシンボノレです

写真7 国名を書いているところ 写真8 歌いながらプラカードをあげる練習。うまくできました。

以下は指導案です。たつごとは我が校の総合の名称です。

4年たつご指導案 国際理解にふれる活動 2学期

1.単元名 「南米スペシャルJ

2. 単元の目標

-南米の国々の名前や国旗を知ることにより、南米の国々に興味を持つ。

・どこかで聞いたことのある南米の音楽を中心に知り、南米音楽の身近さを知る。

・協力し、楽しみながら一つのものを作り上げ、発表を通して他者に伝える喜びを

知る。

3. 観点別評価の規準

・探求心(関心・意欲)・・・・南米の音楽の中にはテレビなどで聞いたことのあ

るのも多いことを知り、それらの曲がどのような国のものか積極的に調べようと

する。

・問題解決(問題解決力)・・・・課題解決に向けて、家の人に聞いたり、図書室

の本や、インターネットを使ったりして自分なりの方法で課題に取り組む。

-人との関わり(関わりの力)・・・・家の人に聞く活動や、友だち同士で協力し

ながら国のことを調べたり、音楽を作ったりする活動を通して人との関わりの良

さを知る。

・表現(表現力)・・・・いろいろな楽器やその演奏の仕方、歌い方、動きなどを

工夫して表現しようとする。
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4 指導計画(計 35時間)

次| 学習内容 ・指導(時間) 評価の観点 | 評価規準 |評価の方

法

。探求心 -南米の身近な曲がど -振り返り

-問題解決 のような国のものか カード

-人との関わ 積極的に調べようと

り する。

-表現

み |・南米の音楽について、子供たちが

つ | 興味関心を持って本単元に取り組

め | められるような話を聞く 。(1)

る|・「メロディアス ・デ・アメリカJと

8 I いう曲を練習し、この曲を通して

南米の国々の名前や国旗に興味を

一.."一一望??..¥7 )一一一一一一一一一一一一一一一一|一一一一一一一一..L.....一一一一一一一一一一一一|・白地図
も -南米の国々の名前や国旗を調べ、 -探求心 -進んで表現したい国
と さらに表現したい国を決め、表現 。問題解決 を決めて、楽しく調
め
る 方法を考える。(例:旗作りなど) -人との関わ べている。
6 ( 6 ) り

-表現

プリント

ふ -ボリビアの楽器と音色、その音楽 -探求心 -進んで楽器にさわっ

カミ を聞き(1)さらに南米の音楽に -問題解決 たり仲間と感想を言

め 興味を持ち、クラスごとにどのよ 。人との関わ い合ったりしてい

る うに各国の音楽を表現するか話し り る。

1 G 合う。 (5 ) 。表現 -仲間と協力して音楽

(ボリビア、パラグアイ、 ベルー を作ろうとしてい

など) る。

-学年としてのまとめるためのメキ -話し合いや練習に怠

シコの曲「ラ・パンパJを練習す 欲的に関わってい| V 
る。 (5 ) る。

つ • r南米スペ、ンャルJという組曲とし -探求心 -楽しく堂々と表現し
、F剤

て各国のつなぎの言葉を考え -問題解決 ょうとしている。」

き (1)、学年でまとまったひとつの -人との関わ

だ 作品に仕上げる。(5 ) り

す -音楽祭りで発表する。 (4) 。表現

11 -自分たちの活動をまとめ、ふりかえる。

(1) 

( 2) 全校児童に対して

①朝会を利用してパラグアイの旗のクイズ、ニャンドウティドレス、ハープのクイズと紹

企・ 20分

いープのクイズとは・ .1
パラグアイハープ(アルパ)の曲には自然を模したものが多いのですが、次の曲は何の

A
U
d
 

q〈

d
q
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動物の鳴き声を表した曲でしょう。(写真 9)

1 ，ピリリータの最初の部分を演奏する

答え目鳥(ピリリータという鳥の鳴き声を表している)

2，カスカーダの最初の部分

答え・滝(カスカーダはスペイン詣で滝)

3， トレンレチェロの最初の部分

答え.列車(トレンレチェロは牛乳列車という意味)

( 3 )教職員に対して

①津久井郡小学校音楽部研究会においてパラグアイの教

育事情、スペイン語の簡単な挨拶、文化(食べ物、国民性等)、ハープ演奏と体験の講

座を持つ・ 1時間半

②職員研修会 3回(配属校教員対象 15分、湘北地区教員対象45分(写真 10，11)、

神奈川県教員対象 25分)でパラグアイの配属校の子どもたちと日本の教え子たちの

「笑顔のために」のプロジェクトによる交流とパラグアイの教育事情、文化(食べ 物、

国民性など)、ハープを紹介

写真 10 旗のクイズ(湘北地区研究会) 写真 11 湘北地区教員研究会

4，まとめ

これから派遣される人たちへ

・写真よりビデオ(現地の授業の様子、祭りの様子など)、さらに実物o (ハープ、衣装、

日本でパラグアイ人の友達を作って子どもたちに紹介するなど)

やはり子どもたち(大人でも)には 100話をするより 1見せ、ふれさせるのが一番

です。

・衣装があるといい(ダンス、祭りの衣装など)お面やかぶり物も楽しいの

ニャンドウティドレスは高かったので(日本円で2万円)迷ったのですが買って良か

ったです。派手なぐらいでも楽しいです。任地にいる間も祭りの時など着て交流を図る

といいと思し、ます。

-ダンスや現地の楽器、現地の料理などを習ってみては内

専門外でも、何かできると紹介しやすいです。料理の場合、日本で手に入る材料でで

きるかも重要になります。
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-日本に戻ってから地域の国際行事にアンテナを張ろう n

地域の国際行事に目を向け、参加してみましょう。市役所、駅などの公共の建物に行

事の宣伝があるときがあります。私はそれで J1 CAの研修員(パラグアイ人、ドミニ

カ共和国人、ベル一人)と友達になり、そのつながりで創価大学の留学生(ボリビア人、

キューパ人、イスラエル人、アメリカ人)とも友達になりました。

また、八王子市では通訳ボランティアを募集していたので登録しました。人の輸を広

げることで、子どもたちにも紹介できる機会が増えるかもしれませんし、何より自分が

楽しいです。

先生が生き生きと国際的な目を持って楽しんでいることが一番大切だと息っていま

す。 I
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派遣経験を生かした教育活動事例

子どもたちに海外への

羽目一一興味を持たせよう!

-J~ラグアイを中心!こ広がる南米音楽の世界~

15-1 パラグアイ・音楽

永月明子

1.パラグアイってこんな国

2
 

A
生つJ



2.派遣経験を生かして

①担任を持つ4年生に対して

・朝の挨拶、帰りの挨拶を各国簡で
(英語、スペJン商、イタリア師、ドイツ語‘フランス施、中
国悟‘ロシア摘、ゲアラニ一語}

・慢業の中での紹介(障のクイズ‘ニヤンドウティドレス‘
パラゲアイハーブ体験)

・運動会でパラグアイ入、ドミ二力共和国の人OICA
研修員}を紹介 1 

・町の音楽祭りのための『南米スペシャル』を企画

" 

メロディアスデアメリカ

!さqV 2 MZ哨 9.J''''".....，同帽崎，，'ia-.c.叫...叫叫何叶，

i モ~ ..... ~.:~' 4 ...:I:. ..~.~ .. ~1. ~J' 

P. .~. '"，，_..<，.一千 リーーー ー ~日

舟 、.--与えま '. i ヴi'Lし

ifJJ!:一二 王子協¥仁人:、三宅11J2L
!ち匂 Jl." '1 -:立 ζ'，..ど人見).""，i'，

-( f~f_~サ v ・一二し上 jL~3えらつ平均
l J111.j1-'&ら[IJJttMLtJ1fち性宅
、r;，"'H・iQ;)(i;念品11・総主1L431

南米スペシャルの稼子

②全校児童に対して

-朝会を利用して

(1lIのヲイズ、ニャンドウ子ィドレス.ハープのヲイ

ズ)

内
‘
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③教職員に対して

-津久井郡小学校音楽研究会において

・臓員研修会3固

5.パラグアイハープの紹介
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派遣経験を生かした教育活動事例

子どもたちに海外への興昧を持たせよう!

~ノlヲクアヂ{At:t /IJJ /，-I1i!Jl''GJ原点ぞ5ぷぎのt#ff'"'"
1 5-1 パラグアイ・音楽永月明子

1 • パラグアイってこんな国 (海外青年協力隊の音楽教師として1年9ヶ月問、赴任)

-南米の真ん中、アルゼンチンと

ブラジル、ポリビアに固まれた内陸国。

-気候(寒暖の差が激しい。平地。〉

・町の様子(のんびり、ゆったり〉

-貧富の差が激しい

-牛肉が安い。 (1kg1 80円ぐらい〉 ・市場 〔何でもある。少し治安が悪い〉 ・マテ茶セット(テレレ〕

2. 派遣経験を生かして

①担任を持つ4年生に対して

-日頃の帰りのI実態を各国語で (英語、スペイン語、イタリア語、

ドイツ語、フランス語、中国語、ロシア語、グアラ二一語)

. t受業の中での紹介 (旗のクイズ、ニャンドウティドレス、パ

ラグアイハープ体験)・1時間
「花祭り J(ボリピア)を演奏

・運動会でパラグアイ人、 ドミ二力共和国の人 (JICA研修員〉

を紹介

・町の音楽祭りでの企画(総合を利用して「南米スペシャル」を展開)・ 35時間
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「南米スペシャル」

曲目・ 1rメロディアスデアメリカJ4年金 (108名〉国旗や園の名物などを調べて

作ったプラカードを上げながら歌う

2 r箔祭り(ポリビア)J1組 (35名〉ボリビアの楽器を使って

3 rパラグアイのクリスマスJ2組 (36名〉

4 rコンドルは飛んでいく(ペルー)J3組 (37名〉

5 rラ パンパ(メキシコ)J4年全 (108名〉スペイン語で、振り付けもつけて

②全校児童に対して

-朝会を利用してパラグアイの旗のクイズ、ニャンドウティドレス、ハーブのクイズと紹介・ 20分

③教職員に対して

-津久井郡小学校音楽部研究会lこおいてパラグアイの教育事情、

スペイン語の簡単な挨媛、文化(食べ物、国民性など)、ハ

ープ演奏と体験の講座を待つ・ 1時間半

・職員研修会3固(配属校教員対象15分、湘北地区教員対象

45分、御奈川県教員対象25分〉でパラグアイの配属校の

子どもたちと日本の教え子たちの「笑顔のために」のプロジ

工クトによる交流とパラグアイの教育事情、文化〈食べ物、

国民性など〉、ハープを紹介

3. まとめ

-写真よりビデオ(現地の浸業の綴子、祭りの様子など)、さら

に実物(ハープ、衣装、日本でパラグアイ人の友達を作って

子どもたちに紹介するなど〕

・衣装があるといい(ダンス、祭りの衣装など〕あ、面やかぶり

物ち楽しい

・ダンスや現地の楽器、現地の料理などを習ってみては

.日本に戻ってから地域の国際行事にアンテナを張ろう
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子どもの学びを深め、広める

~ 協力隊の経験からいかせる教育活動 ~ 
ネットライブ授業

関野貴之

( 15-1.パヌアツ，小学校教諭，秦野市立鶴巻小学校)

1、教師としてできること

弓孟今宅a・島
、「司齢

小学校 6年生社会の後半では、「国際社会の中の日本」といったような単元を学ぶ。それは、

学習指導要領の内容にもある「我が国の国際交流や国際協力の様子及び平和な国際社会の実

現に努力している国際連合の働きJに由来する。今年度、 6年生を担任している。指導要領

を念頭に置きながら、教科書をぺらぺらとめくると、社会の教科書下巻には「国際」をイメ

ージさせる多くの写真が掲載されている。授業の流れと して考えられるのは、「教科書の写真

を見ながら子どもが感想を言い合い、教科書を読む。Jr子どもが図書室やインターネットを

駆使して、世界の国々を調べ、日本との関わりや日本がどのように貢献しているかをまとめ、

発表する。Jr新聞から国際的な時事問題を取り上げ、学級で話し合う中で学習内容を網羅す

る。Jなどであるが、多くの教師は苦労をする。

教師は、子どもを指導する中で、子どもと共に学び、一緒に考えていくことができる。そ

うすることで、子どもが学習することを推進させる。だが、世界に目を向けて学習を展開す

ることは、子どもだけでなく教師でも難しいであろう。それは、教師自身も世界を知らない

ことが多し、からである。

2、派遣現職教員だからできること

派遣現職教員の強みは、なんと言っても経験である。 協力隊は、設もが自負する経験を積

んできている。様々な条件から誰もが参加できるわけではない。また、厳しい環境から誰も

が成功し、無事に任期を終えることができるわけでもない。その協力隊に参加した教師が日

本の教育現場に戻り、その経験を生かす場は少なくないはずである。

教師同士の研修の場、 PTA総会での活動報告、これから参加される方への実践報告、やはり

一番は、子どもの学習活動範囲を広く受け止めることができる。裏返せば、授業を大きく展

開できるのである。それは、派遣現職教員の話に説得力があるからである。経験を基にした

言葉には伝える力があろう。教科書に載っている協力隊の人々が担任の先生であるとい うだ

けで、子どもの関心は膨れ上がる。前述したような授業以上のことができる。

3、インターネ ット・ライブ授業

(1)きっかけ
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前置きが長かったが、上記のことが根底に流れていたということを知っていてほしい。さ

て、インターネット・ライブ、授業を行っているきっかけとしては、 rs本に経験を還元したい」

「子どもに世界を伝えたいJと常に思っていたことから始まる。ただ、どのような形をとる

のかを探っていた状態である。

そんな時、これから参加される方への報告会に顔を出したこともあり、筑波大学教育開発

国際協力研究所センターの方からインターネット・ライブ授業をしないかとのお誘いがあっ

た。なぜ、僕なのか? 主な理由は 2つ。「バヌアツと日本の時差が 2時間しかないJrパヌ

アツ派遣現職教員が過去・現在共にいるJことであろう。

しかし、学ぶのは教員ではなく、大人でなく、子どもである。教員の想いも大切だが、ど

うやって子どもの学びに沿う形でインターネット・ライブ授業をするのかが初めの課題であ

った。

( 2 )活動内容

①1回目 (2005.7.12) 

年度当初立ち上げた総合的な学習の学級プランは「キャンプをしよう!Jである。『自然J

「昔の暮らしJr野菜Jr外国の料理Jr星座Jの 5グループがキャンプに向かつて活動する中

で学びを展開する。

その中、「外国の料理を調べ、キャンプで食べたい!Jという想いを持った子どもがパヌアツ

に興味を持ち始めた。担任が 3月までパヌアツにいたのだから、自然な流れである。ただ、

調べたい内容を担任に聞くだけでは学びが深まらない。担任にも限界がある。全てを話しき

れないし、見せきることができない。伝えきることもできない。そこで、インターネットを

使って、バヌアツと交流ができるかもしれないということを伝えてみたところ、半数の子ど

もの反応は良かったものの、残りの半数は、よく分からないようであった。このような学習

形態を経験したことがないので、想像しがたかったのであろう。

まず、考えたのは fめあては?J rどんなこと

をしょうか?J rどんなことができるか ?Jであ

る。話し合いの末、出てきた子どもの想いは、

まずは「日本のことを知ってもらおう!J (写真

1)rパヌアツのことをもっと知りたい!Jとい

うことである。その先に、パヌアツの料理を視

野に入れながら活動できたことは、立派であっ

た。突然、核心を突くよりも、交流をして、親

しんでからの方が良いと判断したのである。

子どもの想いと、担任の想いをすり合わせて

いくことが一番難しかった。子どもは自由な発

写真 1 日本のことを知ってもらおう

想、をする。担任にもやってみたいこと、子どもに学んでほしいことがあるからである。その

上、ハード面でも壁があった。細かいことは後に記すが、準備に時間がかかる。学校現場で
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は、まだまだ環境が整っていなし、からだ。

当の子どもはというと、「あんなに離れているのに、そんな気がしなかったj と言うように、

手紙でも、電子メールでも、ビデオレターでもないような感想がいくつも出てきた。また、

さらに聞きたいこと、伝えたいことが増え、次への意欲を高める結果が出た。子どもが自ら

課題を持ち、解決していこうとする姿は、教員としてうれしいものであった。

② 2回目 (2005.9.29) 

「次はいつできるの ?J と多くの子どもが意欲を持ったのと同時に、この活動の焦点をど

こに置くのか、目的はなんなのかがぼやけてきた。一度、経験してしまえば、ものめずらし

さは消える。そこで、この課題を子どもにぶつけてみた。「時間は限られているJrこの授業

で何を知りたいのか?学びたいがかワ」など。すると、子どもから食文化というキーワード

が出てきた。食文化について、もっと交流をしたいということになった。これが決まってし

まえば、進むことは難しくない。 PTAのお祭り

での出席もあり、カルメ焼きを作って見せるこ

とを中心にしようということになった。

今回は、環境面で苦労することはなかった。

子どもでもタイピングすることができ、さらに、

子ども主体の活動になった。(写真 2)どうやっ

たら、離れたパヌアツに伝えることができるか

を考え、実物を見せながらクイズ形式でのやり

とりにした。『カルメ焼きが膨らむ瞬間をバヌア

ツのみんなに見せたい!Jという想いから、学

級がまとまり、達成した瞬間の拍手は何とも言

いがたい感動を生んだ。

パヌアツからは、ブツ‘ンュナイフを使ってい

る様子を見せてもらった。(写真 3)暗いニュー

スが多い日本では考えられないような大きなナ

イフを紹介するかどうかは、現地の派遣現職教

員や僕らも事前に検討した。パヌアツでは生活

必需品のブッ、ンュナイフ。大きさが問題なので

はなく、使い方が問題なのだということを伝え

たかったこともあり、交流に加えられた。この

ような配慮も文化が違う国同士では必要になっ

てくる。

( 3 )成果

写真2 子どもがタイピングをする

写真 3 ブッシュナイフの紹介

クイズ形式でパヌアツから紹介された現地料理「シシボロ」は、実際にキャンプで食べる

ために、子どもが実際に自宅で作ってみるということまで発展した。もう一つの料理「ラッ
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プラップJも試しに作ってみたところである。子どもが家庭に戻っても、学校活動以外でも、

「さ らにやってみたい!J rもっと学びたいリとなれば、この活動は成功ではないだろうか。

インターネットを使つての授業は、子どもの活動をダイナミックにし、気持ちの距離を短

くさせる。 映像が初めてやってきたときの感動は今でも残っている。(写真4)また、次への

意欲を芽生えさせる。誰かに言われたからするのではなく、自分がやりたいので活動する。

この学びの方法が学校教育の選択肢のーっとして加われば、やり方によっては、子どもでも、

大人でも大きな成長につながる。

また、世界の中の日本という立場では、視野

が広くなるだけでなく、その国に親しみを感じ、

「地球に生きている我らJと捉える足がかりに

なろう。子どもの感想では、「教室の大きさは日

本と 同じぐらいだし、制服まであったJと、イ

メージとの格差がなくなったことが うかがえた。

同じ人問、同じ小学生であるが、違った環境に

住んでいるだけなのかもしれなしい・-。こう

いった国際理解・異文化理解だけでなく、自分

の価値観と向き合って考えるきっかけになった

かもしれない。

(4 )課題

①ハード

写真4 映像がある感動

やはり、インターネットを充分使える環境が必要である。そもそもインターネット自体、

使うことが難しい環境との交流である。いくら日本側の設備が良くてもあきらめざるを得な

し、かもしれない。だからと言って、あきらめてはいけない。

逆に、日本でも地域によって、学校によって、 IT環境は違う。今回、市の規定により、我

が校のインターネット回線を使うことができなかった。セキュリティーが主な原因である。

チャット自体はできるのだが、映像をやりとりするまで回線速度を上げることが難しかった。

これから推測するに、全国、いつでも、どの学校でもできるわけではないと言えよう。また、

PCにも高いものが要求される。今回は、個人用のものを使わざるを得なかった。

②学習効果

子どもの成長を見る限り、様々な学習形態のーっとして、授業に取り入れられるべきであ

ろう。 しかし、子どもの成長をどこで評価するかは、総合的な学習の時間を評価するのと同

じようにやさしくないものである。日常的にインターネット・ライブ授業が可能になれば、

目新しさの範囲から越えて、さらに学びを深めることができょう。そのためには、もっと多

くの実践が行われ、公に検討し合う必要がある。

③今後の展開

この授業を始めるに当たって、一度では、ただ舞い上がって終える授業になってしまうよ
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うな気がしていた。案の定、 2回目の授業を終えている今、 l回目とは比べられないほど、落

ち着き、学習が成立しているようである。今年度中に 3回目の授業を行いたいと子どもも、

担任も考えているが、相手国の事情、主に日程の設定と派遣現職教員の入れ替わりにより、

困難になってきている。

4、そして

この実践は、まだ未熟である。重なる試みにより、さらに大きな学習活動へ展開できるこ

とから、我々の挑戦も終えてはいけないだろう。このような実践を伝え、いつでも、どこで

も授業として行えるようになればおみんなの学びとなり、国際理解・異文化理解など、子ど

もの成長へとつなぐことができるのである。日本も、世界も成長するように教育活動を進め

よう。
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開発途上国における派遣現職教員の活躍

2006. 1. 7 

そ子ども CT>さ芋てJ宅を主主需訴う、 ，.，b.， diうとう

協力隊の経験 からし、かせる教育活動 ~ 
エ ド ットライコ7、主受多量主

1、教師としてできること

2、派遣現職教員だからできること

3、インターネット・ライブ授業

(1) きっかけ

( 2) 活動内容

① 1回目 (2005.7.12) 

② 2回目 (2005.9.29) 

( 3) 成果

(4) 課題

①ハード

②学習効果

③今後の展開

4、そして

1 5ー 1 パヌアツ

神奈川県秦野市立鶴巻小学校教諭 関野貴之
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プログラム 4

派遣隊員への e一支援事業等と

拠点、システムの取り組み

筑波大学教育開発国際協力研究センター

議田正美



~.t4.省担怠システム..

派遣隊員へのe-支媛事業等と

拠点システムの取り組み

磯田正美
0
 

•••• •••••• 
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••••
••• 

場読書器部2521-

al・'!o<""'，ム・・.
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薗
平成17隼"白色現'"院で}
7.f1l12B '}1.1トロ小牢後ー・・小写鎗， 'A27日7:nUブル小..-老".、管領
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rインターネットライブ授業j
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-特色
・リアルタイム

・派遣軽肢の活用

-ねらい

・異文化体肢を通 ' 
して園陣祉会人
を育む.

遣先したい.子どもに伝えたい.
中山輔.~*-，"'1'''副
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事車内容その4
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z. JICA也カー

派遣現職教員の

優れた活動を共有する

・現聴教員特別事加制度目紹舟

・国際教育経駿の共有

・国際教育の推進

・職務能力・尊門性白向上

・国際教育協力への環境づ〈り Y

日叫鎚j)岨
認謂::..c=-園甲山

山

.・m・"・9幅漏，.y.， I~ '"
同情~，.同

派遣前研修 |i.2: 
主催:青年海外協力隊、文郵科学省、筑波大掌 |t:・

-心構え.及ぴ職務能力・専門性の向上
e激励
碍開発教育・国際教育セミナー

(帰国後由経験遺元)

・コンビュ-1'及び情報活用研修

(吉む拠点システム事業の成果講習)
・帰国現職教員による体験談 他

一一一一一一 ljib-
附待望S51被告主総ゐ訓J一

シンポジウム・帰国報告会
『開発途上国における派遣褒臓教員の活檀』

各学敏からはじまる国陣教育・国際協力のネットワークの酷克のハフ

..t.o"'.，.ムa・・
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1. iThe IndependentJ記事 (July 24， 2005) 

Nouvelles Locales 

EN DIRECT DES ILES 
一一一一

h叫ernet: Lakatoro liee 
directemet.t a une ecole japonaise 

L'ecole primaire de 

Lakatoro s 'est initiee 
la semaine derniere 

a une nouvelle 
technologie， celle 
de correspondre en 

direct par internet 

avec les ecoles au 
Japon. 

Grace au travail tres 
sophistique d'un groupe de 
cooperants japonais mut白
dans ecoles du centre de 
Mallicolo， dont Lakatoro， 
ayant mis en place un 
dispositif necessaire， les 
35 eleves de la classe 
de 6en、e Annee ont pu 
5e faire∞nnaitre et de 
faire connaitre le Vanuatu 
en direct sur I'ecran a 
leu悶 30 ∞nespondant
japonais de la classe de 
6eme Annee de I'ecole 
primaire de Tsurumaki 
Les moyens mis en pla叩

ont permis d'apporter une 
reussite a cette premiere 
experience : ordinateur， 

micro. projecteur. 岳cran，
camera liee au web et 
un equipement de 50n 
Six eleves ont ete places 
successivement dans 
chaque cote et tous se 
sont presentes I'un a autre 
en voyant les images 
trans町、isesen direct. sur 
"ecran 

Les etudiants jdponais 
ont presente leur mode， 
les saisons que traverse 
leur pays durant rannee 
et la nature. De leur 

cote， les eleves de demande qu'il y ait de suite 
Lakatoro ont pr邑sente a ce nouvel echange 
les i1es du Vanuatu， 
la vie traditionnelle， le 
drapeau， la coutume 
et la culture. Ce qui a 
beaucoup impress旧nne
leurs correspondants est 
le laplap et son preparatif， 

issu d'un montage 
effectue quelques jours 
auparavant. 
Les petits Vanuatais ont 

ete pendant quelques 
heures ambassadeurs 
puisqu'Us ont fait 
connaitre le Vanuatu aux 
petits japonais， sa ligne 

les participants a cette 
premiere session 500t 
du cote du Vanuatu la 
classe de 6eme Annee， 
le direcleur de I'ecole 
pnmal問 KelsonTolish， le 
professeur Kimiho Chino 
de l'Universite du Japon， 

une cooperante japonaise 
mu拍ea I'ecole de Lakatoro 
Yuko Tokikuni et une 
autre ∞operante mutee 
au bureau provincial de 
I'education Yoko Sakoda 

domestique Vanair et Du cote japonais， la 
I'eovironnement attractif classe de 6eme Annee 
aux touristes. de I'ecole primaire de 
La session s'est deroulee Tsurumaki et leur maitre 

pendant environ deux Takayuki Sekino etaient au 
heures mardi 12 juillet. rendez.vous. Cet echange 
O'autres sessions 50nt a et岳 possiblegrace a la 
prevues dans l'avenir collaboralion de Takayuki 
avec d'autres ecoles Sekino qui travaillait deux 
du Vanuatu. Les eleves ans a Tanna il y a quelques 
vanuatais ont exprime annees. 11 etait devenu 
leur 5atisfact旧o et ont man Tanna 

パヌアツ共和国のカラー刷新聞 フランス語による記事
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2. rThe IndependentJ記事 (July 24， 2005) 

a昨TheIndependent 
可." L'Independant 
SIL、，~、 JU I3 ILI .3‘:; PEJ  SPESEL  

徳島崎H"n 8P 凶!i~ . T，“2篠田"創出剛.2OOY!. (P酬例制
臥H咽何".市- 制調。 crp(蜘 帽守、・・1

一一一一 一一一一一 一一=:~:.-::-:.:

Klas 6 blong Lakatoro i toktok 
daerek long Internet wetem Japan 

Grafien Tiona I raetem 

01 studen blong klas 6 
blong Lakatoro oli bin gat 
bigfala janis blong pas廿u
lon9 niufala teknoloji， emia 
blong lanem samling tru 
lon9 internet wetem pikja 
we i laef lon9 skrin 

Long tusde namba 12 
julae， olgeta 35 pikinini blong 
klas 6 ia oli bin toktok wetem 
olgeta 30 pikinini blong klas 
6 blong Tsurumaki emia 
long Japan 

01geta volontia we oli 
stap wok long 01 skul Iong 
sentrol blong Malekula 
oli bin mekem posibol 
blong olgeta pikinini 
blong Lakatoro oli go tru 
lon9 experiens ia. Oli 
bin setemap insa凶Ion9
klasrum blong olgeta wan 

komputa， wan maekro， wan 
pr吋ekta，wan web kamera， 
wan spika mo wan skrin 

01geta volontia oli bin 
se旧otem 01 studen lon9 
訓 grup，Wan studen blong 
lakatoro i bin 9at wan wok 
blong mekem， semak lon9 
emia 1009 Japan mo taerr、
internet i 'on¥evriwan i bin 
save wanem blong mekem 
Wanem we 01 studen blong 
Lakatoro oli mekem bin 
kamaot laef long skrin lon9 
klasrum blong 01 studen 
blong Tsu即 maki

Olgeta studen blong Japan 
oli bin soem s祖国 blona
laef mo klos blong olgeta， 
01 kaen wetha we oli gat 
evri yia mo 01 samting we i 
raonem 01geta lon9回onmo
long bush. Long saed blong 
01 studen blong Lak副oro，

oli bin soemaot 01 aelan 
blong Vanuatu， laef long 01 
aelan blong yumi， flag blong 
Vanua旬。kastommo kalja 

Samting we i bin pulum 
interes blong 01 studen 
blong Tsurumaki emi 'Iaplap' 
blong Vanuatu mo 01 wei 
blong priperem. Long wan 
taerr、blong2 haoa， olgeta 
35 studen oli bin mekem 
ambasada blong Vanuatu 
from we oli bin soem plante 
坦 mtingwe i save pulum 01 
turis blong Japan i kam Iong 
kaontri. Oli bin soemaot 
tu wok blong kampani ia 
Vanair mo 01 ples we 
mekem 01仰向1blong 01 
narafala kaontri oli interes 
long hem 

01 pikinini blong klas 
6 blong Lakatoro oli bin 
lanem plante samting Ion9 

smol tae"、ia mo oli bin 
askem sapos oli save 90 
tru long 01 kaen 'Ies叩 n'
olsem bakegen. Olgeta: 
we oli bin tek pat lon9 wok 
ia i gat olgeta 35 studen 
wetem hedmasta blong 
01geta Kelson Tolish， 

profesa Kimiho Chino blong 
Univesiti blong Japan， 

volontia blong Japan we i 
stap wok long skul blong 
Lakatoro， Yuko Tokikuni， 
mo wan nara volont旧 wel
stap wok long saed blong 
edukesen lon9 Malampa，: 
Yoko Sak吋 a.

Long回 ed blong olgeta 
blong Japan. i gat 01 studen 
blong Tsurumaki， titja blong 
olgeta Takayuki Sekino 
Titjia ia i bin stap wok bifo 
lon9 Tanna mo emi kam 
finis olsem man Tanna 
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(平成 17年 9月 28日付)「京都新聞J記事3. 

之F槻

南
太
平
洋
・
パ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
児
意
と
老
上
小
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(平成 17年 9月 29日付)「中日新聞」記事4. 

ー
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同
パ
探
ア
ツ
錨
鵬
也
琳
ッ
ト
轟

ww

酔
草
津
-
の
老
上
小

6
年
生
、
理
解
深
め
る

一

富
市
野
路
附
の
童
小
言

が

ニ

O
Oニ
、
三
年
度
一「
ど
ん
な
湾
草
し
て
い
ま
一

学
校
(
寺
尾
信
一
校
長
)
の
一に
爾
年
海
外
協
カ
隊
の

一
関
一
す
か
」
な
ど
と
員
闘
。
パ
ヌ
一

六
年
生
百
五
人
が
二
十
七
一
と
し
て
現
地
の
小
学
校
で
商
一ア
ツ
の
子
ど
も
か
ら
は

「淘
一

日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
白
線
一楽
章
講
し
て
い
た
Pぁ
、

一で
泳
ぐ
の
が
好
き
。
木
の
除
一

と
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
を
使
一
六
誌
が
笑
調
。
筑
波
夫
教
育
一に
入
る
と
と
て
も
涼
し
い
二

ぃ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
東
一開
発
国
際
協
力
研
究
セ
ン
タ
一な
ど
と
答
え
、
互
い
に
交
流
一

に
あ
る
島
悶
パ
ヌ
ア
ツ
の
ア
一l
(茨
城
県
つ
く
ば
市
)
の
一を
深
め
た
。

一

ン
パ
エ
プ
ル
小
学
校
の
児
箆
一協
力
を
得
て
、
ネ
ッ
ト
を
周
一
宮
本
鈴
菜
さ
ん
「
)
は
一

壬

丈
と
宍
抗
し
た
。

一い
て
の
女
流
を
行
っ
た
。
一

「自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
一

パ
ヌ
ア
ツ
は
八
十
二
の
島
一

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
動
闘
を
一
そ
う
な
悶
。
い
つ
か
訪
れ
て
一

々
か
ら
な
り
、
人
口
約
二
十
」
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
行
わ
一
コ
コ
ナ
ツ
を
食
べ
て
み
た
↑

一
万
人
、
語
電
話
隙
否
定
交
流
会
で
は
、
望
小
一い
」
議
し
て
い
た
。

一

ほ
と
。
老
上
小
の
枝
翼
雷
の
児
載
が
カ
メ
ラ
を
前
に

(宙

空

二



30日付)(平成 17年 9月「神奈川新聞j記事5. 

船

ラ
イ
プ
援
鶏
向
島
球
一
津
々

金嶋田

ト通じ交流学習
2005年 (平成何年)9月30日

ネマ
秦野・鶴巻小とパヌアツの小学校

葉町P 是罰..J 11 号高Fd神

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
移
活
用
し
た
時
舛
の
小
晶
子
桂
と
の

ラ
イ
ブ
国
語
が
二
十
九
日
、
調
野
情
圃
替
の
市
立
園
理

小
学
校
(
下
山
一
夫
担
袋
)
で
行
わ
れ
た
a

闘
世
手
控
は

瑚
太
平
時
に
揮
か
ぶ
畔
問
団
の
パ
ヌ
ア
ツ
共
和
闘
の
ラ

カ
ト
口
小
学
位
f

マ
レ
ク
ラ
悶
)
で
、
児
被
同
士
亦
ネ

ッ
ト
画
面
を
通
U
て
口
か
に
や
り
と
り
す
る
空
語
牢
宙

に
師
ん
だ
。

pn封
武

央

)

両
世
の
う
イ
プ
梗
東
山
刀
興

現
し
た
の
は
、
田
哲
小
の
間

野
貴
之
教
抽
(
却
〉
が
今
梓
ま

で
宵
年
海
外
協
力
障
問
酬
と
し

て
阿
国
の
小
学
笹
に
教
甜
概

遺
さ
れ
て
い
た
の
が
き
っ
か

斗
J
@

同噛

369ー

、
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23日付)(平成 18年 1月「日本教育新聞」記事6. 

( 1 Q) 平成18年 (2006年) 1月23日 (月間世日)~ S事斤減え 3自F~ Eヨ

リ
少
ク
さ
ん
と
共
に
聞
理
。

ガ
1
ナ
で
一
は
創
刊
理
を
大
き
な

阻
ド
卓
り
、
み
ん
な
で
分
け

合
っ
て
食
べ
る
己
と
や
、
子

ど
も
の
己
ろ
か
ち
家
事
を
字
文
一
間
科
学
省
は
厨
際
教
宙
開

伝
う
た
め
、
ほ
と
ん
ど
申
人
脇
力
町
一
刻
と
し
て
、
組
立

が
b
m
溜
植
を
揺
る
こ
と
が
で
き
行
政
誼
入
国
時
協
力
機
構
情
↓

る
己
と
な
ど
、
生
活
様
式
の

(
J
I
C
A
)
申
青
年
海
外
一

途
い
に
触

n
t。
協
力
障
に
闘
力
し
で
い
る
。

渡
部
教
働
は
「
字
ど
も
た
+
ヒ
辱
度
は
八
十
九
人
の
一
鞍
一

ち
に
と
っ
て
も
、
底
酬
は
同
僚
が
海
外
に
掃
事
長
る
予
一

よ
り
の
教
柑
る
ま
た
、
学
位
定
疋
。

一

内
外
と
の
適
温
開
も
大
切
だ
と
ま
た
、
坑
伎
大
学
の
教
育
一

実
感
し
た
」
と
肥
す
e
A
館
後
開
問
団
暗
協
力
研
究
セ
ン
一

ゅ
、
鳴
闘
で
異
文
化
や
ポ
ラ
タ
ー
は
、

w
u
e
b
ぺ
l
ジ
や

一

ン
テ
ィ
ア
を
z
テ一
i
マ
に
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
惨
/
局
一

平
成
十
五
年
か
ら
二
年
穫
控
療
も
一
ガ
ヲ
白
人
た
教
輸
Lr
異
に
ガ
ナ
に
つ
い
デ
イ
ス
カ
シ
シ
ョ
ン
や
伊
文
一

e
支
媛
シ
ス
テ
ム
い
を

町
、
ガ
1
ナ
共
和
閣
に
家
政
ち
の
た
め
止
、
学
制
収
と
レ
て
て
鷹
繍
そ
輿
摘
す
る
忽
と
情
を
取
り
入
れ
た
り
、
箆
陵
高
E

M

盤情
p
v

数
貨
の
事
前
同
修
や

樟
剣
と
し
で
赴
任
し
た
餐
姐
で
さ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
力
的
に
詞
劃
し
た

A

司
宙
開
や
フ
ヱ
ア
ト
レ
ー
ド
、
眠
時
洛
中
古
サ
ボ
1
?
の
ま

mmmu
一
聾
野
目
立
教
品
開
。
セ
シ
か
」
と
M
R
間
。
坦
元
司
会

郷

英

語

で

速

い

賢

司

整

理

pdbと
を
ε
ア
?
マ
「
骨
か
、
望
書
も
階
駒
山
町
な
支

ラ
ル
州
の
ニ
ュ
1
エ
プ
ア
に
餅
き
針
目
た
と
己
ろ
、
寄

f
数
料
戸
一
連
携
し
た
り
と
い
っ
慢
を
待
う
な
ど
、
開
遺
教
典

現
地
の
料
理
作
る

イ
セ
ス
晒
蝿
酬
聴
器
で
枝
問
根
付
M
M
a
R
ま

り

咋

年

寸

一

月

か

た

「

生

徒

た

ち

の

佐

倉

方

に

問
土
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

科
白
役
柄
領
海
に
拠
わ
っ
ち
士
一
月
に
か
け
て
職
爽
劃
央
ル
ゅ
で
は
、
校
明
治
胆
皆
く
情
動
が
で
き
れ
ば
一
と
り
で
中
僚
的
な
役
割
を
果
た

た
ν

本
第
度
は
久
万
吉
岡
鋲
町
線
娘
役
授
の
エ
リ
ッ
ク
ア

自問

Y4ゃ
給
食
に
雀
叩
e
ま

し

て

い

る

ち

し

て

い

る

白

立
一
興
川
中
字
情
な
(
回
復
微
世
ン
ジ
i

ガ
ン
サ
ー
さ
ん
の
た
、
一
一
年
生
を
封
畿
に
ガ
l
一

長
、
住
生
ニ
十
二
人
V

で
一
国
釘
へ
い
が
実
現
し
た

A

ナ
に
つ
い
て
知
る
時
慨
を
殴
…

間
章
一
当
し
て
い
る
。
エ
ソ
ッ
ク
さ
ん
出
三
週
間
け
た
。毒

虫

B
李
鵬
い
一

「
障
闘
と
し
主
得
ら
れ
た
心
禅
夜
中
、
町
内
白
学
校
や

E
Lと
な
?
」
と
い
う
爽
館

一

睡
植
を
ネ
ル
も
た
ち
に
ど
う
工
場
な
ど
を
明
黙
し
た
ほ
で
白
質
問
に
エ
リ
ッ
ク
さ
ん

伝
瓦
ょ
う
か
」
と
誼
部
殺
鮒
か
、
メ
P
O
主
備
の
学
習
会
は
「
み
ん
な
F」
刷
胆
が
き
れ

が
考
え
一
一
て
い
た
と
こ
ろ
、
田
で
、
住
田
を
対
象
に
、
重
郎
い
は
己
主
。
ト
イ
レ
の
温
水
一

』

桂
町
浄
便
臨
や
地
下
酷
に
も
膚

!
一
き
ま
し
た
苫
管
一
ズ
て
い
ぺ
~

剛
一
一
年
生
八
人
階
、
キ
キ
ツ
~

の
一
サ
パ
や
ヤ
ム
葦
缶
で
て
も
一

ナ

一
ち
の
よ
う
に
つ
い
た
主
食
一

昨

一
「
フ
l
フ
l
-
と
、
ト
マ
ト
一

但
一
や
タ
マ
ネ
ギ
疹
す
り
つ
ぶ
し

市
一
て
鰍
や
聞
と
一
緒
に
東
込
ん

と
ち

一
出
ラ
イ
ト
ス
ー
プ
星
、
ヱ

ん
た

さ
徒

ク

袋

内
J

る

リ

作
エ
を

隼
梅
外
筋
力
阻
憶
に
穆
加
し
た
教
員
や
、
と
れ
か
ろ
間

適
さ
れ
る
島

m
m
A
B集
ま
り
、
そ
の
唖
棋
を
共
有
す

る
の
が
狙
い
。
そ
町
中
ー
で
、
興
国
で
得
た
聞
蛾
や
人

聞
を
、
積
帽
後
由
学
担
説
場
で
子
ど
も
た
ち
へ
白
教

喧
L
滋
売
し
よ
う
と
す
る
寝
間
が
輔
倍
さ
れ
た
の

女
師
酉
科
学
省
と
聞
置
大
学
が
主
悔
す
る
「
国
聞
教

育
協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
七
回
、
璽
京
制
御
円
で
開

か
h
t
。
現
職
教
員
房
間
揖
途
上
国
ド
占
附
遣
す
る
脅

青
年
海
外
協
力
隊
の

経
験
と
人
脈
生
か
す

|愛媛・久万百高原町立鍵川中渡郡和江教愉|

本
年
度
は
一
端

的
人
派
遣
一
回

ハ
U

ウ

t
nぺ
υ



(平成 18年 2月 9日付)「教育新聞」 記事7. 

lI! 2600~ ，."網島俊積回開3冊目菊干育事k

指
揮
も
現
脅
調
理
主

一

去
で
き
量
産
を
揖
躍
し
た
一

り
、
世
宵
式
学

rJ且
い
て
劃

一

地
の
教
員
に
指
導
ス
キ
ル
を
一

担
立
特
融
皆
入
国
関
協
力
そ
の
結
果
、
子

y
Eた
ち

軟

え

る

語

劃

を

亜

科

した」

一

掴
構

(
J
I
C
A)
が
揖
越
は
、

「揮
」「
舶
」
な
M
F

『、

B

と
岨
官
レ
作
、

し

て

い

る

育

年

晦

外

協

力

陣

常

命

穏

で

固

に

宮

廷

証

い

相

帰

国

世

白

世

宵

活

動

「

、

一

白
「
現
職
位
凶
特
別
鯵
加
制
珍
事
宇
」
て
措
い
亡
お
り

、

開

通
暗
軸
9
空
か
し
た
と
い

一

度

』

に

義

主

量

刑

:

ぃ

票

率

い

た

劃

作

に

実

現

も

を

一

い
‘
開
撃
事
上
国
で
の
鞍
萄
強
い
哩
劃
を
覚
え
た
と
い

神

高

川

県

場

山

町

立

川

買一

莞

躍

や

帰

国

挫

の

梧

酌

な

ど

う

.

小

学

校

の

水

月

明

子

鞍

齢

ほ

一

を
紹
介
す
争
J
ン
ポ
ジ
つ
L

二

ベ

当

日

唱

の

小

出

子

世

相

パ

ラ

タ

ア

イ

の

小

学

問

で

笠

井

量

苔

畠

(

文

恕

旬

、

現

盟

関

画

敵

宵

で

ほ

、

作

品

の

出

蝿

指

揮

を

生

か

し

た

痩

讐

三

大
学
持
憩
が
l
月
7
日
‘
呆
だ
達
成
摘
に
匠
眼
し

が

園

開

LZr弓
話
帳
、

一

東

京

・

千

代

田

尽

の

一

四

暗

記

ち

な

酔

価

問

向

が

あ

り

‘

相

荏

す

る

4
年
生
克
量
に
、

一

念

醐

賞

で

聞

か

れ

た

。

同

制

「

劇

作

過

梱

や

揖

力

の

価

値

慌

沼

田

町

中

心
欝品目少にパ動る一

置
は
、
帰
国
撞
に
骨
粗
職
橿

帽

ス

ペ
イ
ン
一
聞
や
英
語
な
ど
一舛

一

者

宅

金

革

、

ア

ジ

帰

国

後

の

活

動

な

ど

も

紹

介

国
闘
で
白
慎
重
教
え
た
一

ア
、
中
間
培
、
ア
フ
リ
カ
、

d
町

F
E
E
:
〈
、

Z
司
自

4
H
J
J

口
、
田
由
、
民
堕
担
瞳
町
一

文
庫
州
、
欧
州
の
各
間
過
程

ニ
ャ
ン
ド
ウ
テ
ィ
ド
レ
ス
、

恥

で
町
融
資
再
出
動
が
報
告
さ

J
I
C
Aが
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

と

報

告

会

パ
ラ
グ
ア
イ
ハ
i
ブ
な
Y
あ

一

れ
、
現
地
で
の
幸
吉
い
や

パ

フ

グ

ア

イ

に
ち
な
人
世
文
一

臨
し
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
を
評
磁
の
曲
慣
に
加
え
る
よ
ポ
ド
ル
を
世
っ
ト
ザ
ン
グ
ラ

え
た
人
々
を
描
く
子
も
い
化
紹
介
そ
ク
イ
ズ
な
ど
を
受
一

空
え
た
取
り
惇
系
岨
告
さ
う
型
車
げ
を
*
き
な
ス
制
問
な
ど
を
準
的
え
て
、
臼
常
結
審
に
匹
を
曹
と
そ
掘
し
え
紹
介
し
た
と
い

一

れ

え

ど

の

活

動

の

一
醐
に
ふ
h

ま
た
、
松
集
室
由
曹
が
肱
す
闘
争
か
あ
閣
院
も
揮
*
珍
耳

目

。

?

、

う

『

号

よ

E
R
い
」
砂
芋
ど
も
り
に
さ
仲
て
い
た
と
い
う
・
現
職
敢
闘
冊
遺
制
置
に
つ

一

報
告
畠
で
樟
輸
を
由
っ
た
額
資
立
佐
雄
高
官
の
五

E「
副
か
品
、
自
由
「
平
さ
ら
に
、
現
地
在
、

日

い
て
は
、

J
I
C
A
青
年
商

一

鳥
取
県
鳥
取
市
立
嗣
束
中
学
仰
木
浩
樹
軟
曲
は
、
ア
フ
リ

メ

!
ジ
砂
藤
ら
ま
サ
モ
晶
を
本
か
ら
の
支
躍
に
、
ま
ず
駒
外
協
力
障
・
揖
屈
/
阻
0
3
一

慣
の
村
上
か
お
り
粒
簡
は
‘
カ
・
ジ
ン
パ
プ
エ
の
ハ
イ
ラ
暗
い
亡
も
ら
っ
た
1

子
ど
も
園
間
な
も
の
海
梼
ず
る
串

(
3
2)
5
8
74
“
↑

エ
ク
ア
ド
ル
甲
小
学
校
で
国
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
小
霊
へ
た
手
足
棚
々
な
植
が
聖
祭
定
省
L
tい
る
ζ
と
を

U
R
L
H
Z
Se亘
書
』
工

工
事
揖
掴
醐
に
あ
官
、

の
費
補
敵
国
喜
翠
亡
売
出
官
汽
中
に
は
、
置
を
圃
聞
闇
唖
し、

「世
間
開
揖
や

F
Eこ司

一

帯
ち
て
い
る
躍
秒
歯
柑
に
阻

岡
田
村
ほ
、
小
学
暗
段
階
一

t

う
な
y
F
Jヱ
去
を
こ
ら
し
な
り
開
柿
敵
背
を
型
施
ず
る
公

一

官

、

主

E
た
ち
の
そ
れ
立
校
は
同
区
げ
と
い
長
一

ぞ
れ
の
夢
を
融
で
調
理
す
る
棋
の
中
で
、
世
蝿
で
は
、
折
一

位
画
担
韓
秒
轟
め
た
可
り
眠
に
よ
る
兜
や
砥
用
行
一

相
、
廿
ト
ン
ボ
づ

一

く
の
多

E
た
り
、

一

身
近
な
嵩
冒
の
一
昭

一

用
と
し

t
ベァ
ト
一

ア
フ
リ
カ

・
ジ
〆

一

パ
プ
ヱ
で
の
費
補
一

軸
育
支
唖
を
脱
明
一

す
る
主
冊
木
鞍
酷

一

諮問お国際理解l d イザlIi♂話充義者擁臨戦韓繕繍調関園周

月
世

永
田

る
置

す
園

巳
噛

手
を

を
動

プ
活↑

抑
止

j

イ
地
引

，z
o

t

i

f

f

e

ア
現
生

、

t
f
t
汁
'
グ
・
も

TJ
'
7
'
ラ
蜘
に

パ
世
育
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↑

冒
正
】

2
月
9
日
号
3

一

一
面
白
「
現
職
粒
両
が
崩
外
で

一

一
世
商
宜
盟
』
由
紀
柄
で
「
J
一

一
I
C
Aが
ノ
マ
ノ
ポ
ジ
ワ
ム
と
一

一
朝
間
企
」
と
あ
っ
た
見
出
し
一

一
は
「
主
制
省
、
置
盟
大
学
が

…

一主
臨
官
シ
ン
ポ
と
報
倍
由
」
一

一で

た

主

主

す

.

一

(3) 



• -

15日イ寸)

国
際
教
育
協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ー

ー

l
開
発
途
上
国
に
お
け
る
現
膿
漏
遺
品
開
策
の
活
躍

-
H
7
日、

↓
鏑
記
念
講
蛍
(
東
京
)

に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
・
筑
液
大
学
主

縦、

J
I
C
A
の
協
力
で
、
「
国
際
教
育

(平成 18年 2月rJOCVNEWSJ記事8. 

全体会でのIt褒

協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
6

こ
れ
は
、
現
職
教
民
特
別
審
加
制

度
で
参
加
し
た
教
日
の
活
動
内
容
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
削
際
教
育
協
h
M
の

た
め
の
環
境
作
り
を
般
避
す
る
目
的
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
.
会
問
か
ら
事
政
の
教

針
や
教
育
関
係
高
が
山
府
し
ま
し
た
。

教
員
経
験
を
協
力
献
で
活
か
す

現
職
教
員
特
別
拳
加
制
此
は
、

♂
人

で
も
多
く
の
緑
験
強
制
な
現
臓
救
口
が

協
力
隊
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

t'
成
U

均
度
存
募
集
か
ら
将
入
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
期
間
を

-
般
隊
員
よ
り
剥
く
し
、

4
月
の
新
学
期
開
始
に
間
に
合
う
よ
う

帰
凶
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

同
制
度
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
現
職
教

民
は
、
千
成
げ
年
度
ま
で
で
2
5
6
拐

に
の
ぼ
り
、
日
暗
闘
し
た
現
職
教
H
H
1
1

9
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
凶
内
的
教
符
現
場

で
活
賊
し
て
い
ま
す
。

分
科
会

分
科
会
は
、
ア
ジ
ア
‘
中
市
阜
、
ア
フ

リ
カ
、
大
洋
州
欧
州
の
4
ブ
ロ
ァ
ク
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
品
ず
つ
仰
向
隊

同
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ン
グ
ラ
ヂ
γ
ュ
に
概
数
科
教
附
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
仁
藤
附
正

O
H
(日

ー
)
は
、
他
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
救
唱
を

線
科
実
験
者
と
し
て
再
利
川
し
た
こ
と

や
、
他
の
隊
目
と
協
h
M
L

て
現
地
の
教

科
書
の
鍬
択
な
ど
の
活
動
を
紹
介
。
聴

講
し
て
い
た
同
年
度
1
次
隊
と
し
て
派

遣
予
定
の
現
職
教
員
た
ち
は
、
真
剣
に

湖
き
入
っ
て
い
ま
し
た
e

-• 

全
体
会

婦
制
後
の
活
動
報
符
の
パ
l
ト
で
は
.

ガ
l
ナ
に
ま
政
隊
口
と
し
て
派
泊
さ
れ

た
波
部
和
江
O
G
(
H
u
-
-
が
、
対
同

後
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
だ
っ
た
腕
業
訓

練
学
校
の
校
長
エ
リ
ア
ク
ア
ン
ジ
l

ガ
ぷ
サ
ー
さ
ん
を
地
一応
の
中
学
校
に
捌

い
た
事
例
を
制
介
し
ま
し
た
。

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
‘

.q
生
た
ち
と
、

川
本
と
ガ
}
ナ
の
共
泊
点
や
見
な
る
点

を
却
し
作
っ
た
り
、
ガ
i
ナ
肉
料
開
を

作
っ
た
り
し
て
交
流
を
探
め
ま
し
た
。

波
部

O
G
は、

で
」
れ
を
き
っ
か
け
に
、

今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
文
化
交
流

に
つ
い
て
の
従
業
を
榊
や
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
発
途
上
凶
と
日
本
の
学
校

の
間
で
行
わ
れ
た
交
流
授
業
の
尖
践
例

の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

E 
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9 .速報つく ば 2005年 15号

速報つぐぱ

本号の内容

・事1学鱒家事111式・学f立記鰹与式
・離宮学制入学者入学式
・軍雄大学聞学30周年{創基1311:事)
Ii!意・・4集担金から寵撞大学に司容酎

.キャンパス貫通システム軍軒開抽
・国立科学情物聞と車嫌
・陣2回大学院教税関係勉強書開惜
.科冊貨に闘するシンポジウム鱒甜
.館川向."V ..~ 寸."''''剛+雌榊今'"

Sta庁Bulletin，University ofTsukuba 

ゆ2005 

IS 
2曲5'手間号{通巻1107~)

先持: 揖董大学

a聾: 輯務企画部

量行自 白平鹿17年9月7日

パヌ7・Yと我が留の教室聞を結

ぷインタ ーネッ トライ 7授業を

実施

ー教育開発

国際協力研究セン童ー一

パヌア Y向車11掴の材料{ナタ
〆ヲラの. 中央)と日本町浴
衣で自己紹介しあう子ども{右)

教育開発国際協力研究センターは，文部科学省国際教育凶カのための拠点システム

t構築m業「青年海外協力隊被遺現聴教員支援課題J(代表.破田正英助教授(人間総

合科学街究科))の一環として.7月12日，パヌアツと務野市町小学校側でインター

ネットを利用した悶R堅実流授業を実施しました。このE華麗では.派遣現職教員によ

る教育協力経験を日本の徹宵へ還元するモデル事例の開発を進めています。今回の

授業では，パヌアアのラカトロ小学校と紫野市立鱒巻小学校の6年生日iで，派遣教

II・帰国教員町通釈を介して地理や食物についての子ども!聞での交流を行いまし

た。その結果，子どもたちは双方の文化に触れる意欲を高め，自閉の文化や自分自

身の生活や社会について蟻り返ることができ，次回授業への継続線組を設定できま

Lたc

文部科学者では.現住進行中の教脊課程改定に臨んで.r閣僚理解教育jから「国

際教育」への転換を自置い，派遣現職教員の経験の活用を提案しています。今回の授

曹は，その提案に対する先進的モデルを提供します。

q
J
 

勾''

内

4
iu



10.速報つくば 2006年 2号

速報つぐぱ

本号の内容

・平成何年度宜筒科学省・軍強大学
園陣組青働力シンポジウム開傭

・lIt波大隼ベンチャービジネスラポラ
トリー銭括帽告会開催

-附属商Z車内売底1)=..1ーア，.才ープ
シ

・鳥山尚子敏慣と浜田志津子敏a"イ

ンドで練lIt隙書脅の理科韓膏ワーク
心司 --吋・E 畠車検咽瞳怠櫨+<

平成17年度文都科学竃・筑護

大学国際教育也カシンポジウム

f開発途上砲における派遣現礎

教員的活厩Jー帰国隊員報告

会ーが欄慢される

一文部科学省・筑強大学主催

国際也力複縄(JI仁川憶力一

膏年海外協力障環施敏員時間

"加帽障の.織を遺ベる井上
正.ltlll科学省国際樟措11

02 

5tatf Bulletin， University ofTsukuba 

ゆ
2曲6J草02<t(通巻1117-1普)

量符・ 寵愛犬'"

..: 総務・企画趨
葺符日 :平成叩尊?月25日

筑波大学f~，文部科学者とともに，園野協力機構(jICA) の協力引事て，青年海外

協力隊派遣現駿教民支援制度にかかるシンポジウム f開発途上国に必ける派遣税臓

教員の活躍jを， 1月ア田に一橋記企鴫堂にて開催しま した。教育開発悶隙協力研究

センター (CRICED)，文部科学省間際教育協力のための拠点システム事章 riJil遺
現聴教民主侵課題J(代袋 :磁日1正費助教授(人間総合斜学研究科))のもとで実施

された今回のシンポジウムには，平成18年度に途上睦lへ派遣される派遣現職教Jl2.1

名をはじめ，教育関係者，閉館協力関係者171名が重量加しました。

シンポジウムでは，文部科学省初等中等教育局国際教育緯綿長補佐曹藤品子氏によ

る廓清 f間際蚊宵円推進Jの後， 4分科金{アジ7，中南米，アフリカ，大洋州

欧州)に分かれての派遣説犠教員による任地での情動報告.婦間後のili'<遣経験を生

かした敏育活動車例報告，拠点システム事業「派遣現職教只宜媛課題jの紹介が行

われました.

またa 文部科学者闘際統括官井上正幸氏は挨拶町中で，背年海外協力隊文部科学者

現職教員特別書1用制度の宜績を述べました。崎力機関である匝I際協力機構理事松岡

374ー

和丸氏は]lCAとしての学校教育分野にお

ける派遣の拡大の必嬰を述べました。.'E縦

書として，油!日傭}師~学銭 L研究) は， 派

遣現職教員の活fMを称え.本学の国際l"i

献 ー?士会貢献}~~町一環として派遣現職教

n支援探題を推進することの大切さを述べ

まLた。

ー



主催:

協力 :

平成18年1月7日(土)1 0 : 00'"'-' 1 7 : 00 
一橋記怠講堂(学術総合センターピル内)

(干101-8430東京都千代田区一ツ橋2-1-2)
東京メトロ半蔵門線/都営地下鉄三回線・新宿線「神保町JA8，9出口 徒歩3~5分

東京メトロ東西線「竹橋J1 b出口 徒歩3~5分

文部科学省、国立大学法人筑波大学

独立行政法人国際協力機構 (JICA)

日時:

揚所 :

-プログラム1

[参加申し込み先]
〒305-8572草拙県つくば市天王台1-1-1軍埴大学教育開尭国際協力研究センター

文部科掌省拠点システム垂託事業「満遣現職教員支援課題J
http://www.criced.tsukuba.ac.jp/iocv/20060 1 071 
Tel:029-853-6573 Fax:029-853-7288 E-mail:iocv@criced.tsukuba.ac.jp 
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文部科学省拠点システム構築委託事業実施報告書

平成 17年度文部科学省・筑波大学国際教育協力シンポジウム

開発途上国における派遣現職教員の活躍

発行:平成18年2月

一帰国隊員報告会一

報告書

発行者:織田正美 (C町CED)
筑波大学教育開発国際協力研究センター (CRICED)
文部科学省拠点システム構築委託事業

j糸it現職教員支援課題

干305・8572 茨城県つくば市天王台1・1・1

電話 029・853・7287 FAJ( 029・853-7288

E-mail: jocv@criced.tsukuba.ac.jp 
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